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獨
其
所
謂
格
物
致
知
者
一
段
（
承
前
）

34
条

　

程
子
云
、
天
地
之
所
以
高
厚
、
一
物
之
所
以
然
、
學
者
皆
當
理
會
。
只
是
舉
其

至
大
與
其
至
細
者
、
言
學
者
之
窮
理
、
無
一
物
而
在
所
遺
也
。
至
於
言
講
明
經
義
、

論
古
今
人
物
及
應
接
事
物
、
則
上
所
言
亦
在
其
中
矣
。
但
天
地
高
厚
、
則
資
次
未

到
這
裏
、
亦
未
易
知
爾
。　

端
蒙

〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
に
本
条
は
見
当
た
ら
な
い
。

〇
「
學
者
皆
當
理
會
」　
「
者
」
を
和
刻
本
は
「
皆
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

程
子
が
言
う
「
天
が
高
く
地
が
厚
い
理
由
、
一
物
が
そ
の
よ
う
で
あ
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
学
ぶ
者
は
皆
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。」
と
は
、
た
だ
こ
の
上
な
く

大
き
い
物
と
こ
の
上
な
く
細
か
い
も
の
を
挙
げ
て
、
学
ぶ
者
が
ひ
と
つ
の
物
も
遺

す
こ
と
な
く
理
を
窮
め
る
べ
き
こ
と
を
言
っ
た
の
だ
。「
経
典
の
意
味
を
講
じ
て

明
ら
か
に
し
、
古
今
の
人
物
を
論
じ
、
更
に
物
事
に
対
応
す
る
」
と
い
う
言
葉
の

中
に
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
事
柄
は
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
た
だ
、
天
地
の
高

く
厚
い
（
な
ど
と
い
う
問
題
）
は
、
学
習
の
段
階
が
ま
だ
そ
こ
に
ま
で
到
ら
な
い

者
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
容
易
に
分
か
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
だ
け

の
こ
と
だ
。　

程
端
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）「
天
地
之
所
以
高
厚
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問
觀
物
察
己
、
還
因

見
物
反
求
諸
身
否
。
曰
。
不
必
如
此
説
。
物
我
一
理
、
纔
明
彼
即
曉
此
。
合
内

外
之
道
也
。
語
其
大
、
至
天
地
之
高
厚
、
語
其
小
、
至
一
物
之
所
以
然
、
學
者

皆
當
理
會
。」
ま
た
『
大
学
或
問
』
に
「
或
問
、
觀
物
察
己
者
、
豈
因
見
物
而

反
求
諸
己
乎
。
曰
。
不
必
然
也
。
物
我
一
理
、
纔
明
彼
即
曉
此
、
此
合
内
外
之

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）

白
﨑
藍
・
福
谷
彬
・
王
孫
涵
之
・
岩
本
真
利
絵
・
陳
佑
真
・
臧
魯
寧
・
松
宮
貴
之
・
中
純
夫

一
〇
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



道
也
。
語
其
大
、
天
地
之
所
以
高
厚
、
語
其
小
、
至
一
物
之
所
以
然
、
皆
學
者

所
宜
致
思
也
。」

（
２
）「
講
明
經
義
、論
古
今
人
物
及
應
接
事
物
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問

進
修
之
術
何
先
。
曰
。
莫
先
於
正
心
誠
意
、
誠
意
在
致
知
、
致
知
在
格
物
。
格
、

至
也
。如
祖
考
來
格
之
格
。凡
一
物
上
有
一
理
、須
是
窮
致
其
理
。窮
理
亦
多
端
。

或
讀
書
講
明
義
理
、
或
論
古
今
人
物
別
其
是
非
、
或
應
事
接
物
而
處
其
當
、
皆

窮
理
也
。」
ま
た
『
大
学
或
問
』「
又
有
問
、
進
修
之
術
何
先
者
。
程
子
曰
、
莫

先
於
正
心
誠
意
、
然
欲
誠
意
必
先
致
知
。
而
欲
致
知
又
在
格
物
、
致
盡
也
。
格

至
也
。
凡
有
一
物
必
有
一
理
、
窮
而
致
之
、
所
謂
格
物
者
也
。
然
而
格
物
亦
非

一
端
。
如
或
讀
書
講
明
道
義
、
或
論
古
今
人
物
而
別
其
是
非
、
或
應
接
事
物
而

處
其
當
否
、
皆
窮
理
也
。
曰
。
格
物
者
必
物
物
而
格
之
耶
。
將
止
格
一
物
而
萬

理
皆
通
耶
。
曰
。
一
物
格
而
萬
理
通
、
雖
顔
子
亦
未
至
此
。
惟
今
日
而
格
一
物

焉
。
明
日
又
格
一
物
焉
。
積
習
既
多
、
然
後
脱
然
有
貫
通
處
耳
。」

（
３
）「
天
地
高
厚
、
則
資
次
未
到
這
裏
、
亦
末
易
知
爾
」　

天
が
高
く
地
が
厚
い

所
以
な
ど
は
、
資
質
経
験
が
ま
だ
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
者
に
と
っ
て
は
、

や
は
り
知
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
。「
資
次
」は
官
職
に
お
け
る
経
歴
の
等
級
、

あ
る
い
は
学
問
に
お
け
る
資
質
や
経
験
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
四
「
與
吳
茂

實
」
第
二
書
「
所
欲
言
者
不
過
前
夕
。
然
亦
非
謂
全
然
不
事
其
心
。
但
資
次
等

級
、
未
應
遽
爾
超
躐
。
須
物
格
知
至
、
然
後
意
可
誠
、
心
可
正
耳
。」

35
条

　

問
。
致
知
之
要
、
當
知
至
善
之
所
在
云
云
。

　

曰
。
天
下
之
理
、
偪
塞
滿
前
、
耳
之
所
聞
、
目
之
所
見
、
無
非
物
也
、
若
之
何

而
窮
之
哉
。
須
當
察
之
於
心
、
使
此
心
之
理
既
明
、
然
後
於
物
之
所
在
、
從
而
察

之
、
則
不
至
於
汎
濫
矣
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

〇
「
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
又
問
」
に
作
る
。　

〇
「
偪
塞
満
前
」　
「
偪
」
を
朝
鮮
古
写
本
は
「
畐
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
致
知
の
要
と
い
う
の
は
、
至
善
の
あ
り
ど
こ
ろ
を
知
る
べ
き
だ
云
々
」
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
天
下
の
理
と
い
う
の
は
、
眼
前
に
迫
り
満
ち
溢
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
耳
で
聞
く
と
こ
ろ
、
目
で
見
る
と
こ
ろ
、
物
で
な
い
も
の
は
な
い
。

こ
れ
を
ど
う
し
て
（
余
す
こ
と
な
く
）
窮
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
是
非

と
も
こ
れ
を
心
に
察
し
、
こ
の
心
の
理
が
明
ら
か
に
な
っ
た
上
で
、
然
る
後
に
物

の
所
在
に
即
し
て
（
そ
の
理
を
）
察
す
る
よ
う
に
す
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
う

す
れ
ば
（
格
物
の
対
象
を
広
げ
す
ぎ
て
）
散
漫
に
な
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
之
要
、當
知
至
善
之
所
在
云
云
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
七
「
致
知
、

但
知
止
於
至
善
。
為
人
子
止
於
孝
、
為
人
父
止
於
慈
之
類
。
不
須
外
面
、
只
務

觀
物
理
。
汎
然
、
正
如
遊
騎
無
所
歸
也
。」『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
致
知
之
要
、

一
〇
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



當
知
至
善
之
所
在
。
如
父
止
於
慈
、
子
止
於
孝
之
類
。
若
不
務
此
而
徒
欲
汎
然

以
觀
萬
物
之
理
、則
吾
恐
其
如
大
軍
之
游
騎
出
太
遠
而
無
所
歸
也
。」
な
お
「
至

善
之
所
在
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
學
章
句
』
経
「
知
止
而
后
有
定
、

定
而
后
能
静
、
静
而
后
能
安
、
安
而
后
能
慮
、
慮
而
后
能
得
。」
朱
注
「
止
者
、

所
當
止
之
地
。
即
至
善
之
所
在
也
。」

（
２
）「
天
下
之
理
、
偪
塞
滿
前
」　
「
偪
塞
滿
前
」
は
、
眼
前
に
迫
り
満
ち
溢
れ
て

い
る
こ
と
。
理
は
我
々
の
眼
前
に
あ
る
、
と
い
う
見
解
に
関
し
て
は
以
下
を
参

照
。『
語
類
』
巻
一
六
、三
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅱ315

）「
見
許
多
道
理
都
在
眼
前
。」

『
語
類
』
巻
五
七
、一
八
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅳ1342

）「
日
用
之
間
、
只
見
許
多

道
理
在
眼
前
。
東
邊
去
也
是
道
理
、
西
邊
去
也
是
道
理
。」

（
３
）「
須
當
察
之
於
心
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
又
問
。
致
知
、
先
求
之

四
端
、如
何
。
曰
。
求
之
性
情
、固
是
切
於
身
、然
一
草
一
木
皆
有
理
、須
是
察
。」

（
４
）「
使
此
心
之
理
既
明
」　
『
語
類
』巻
一
八
、一
一
七
条
、徐
㝢
録（
Ⅱ420

）「
問
。

先
生
舊
解
致
知
、
欲
人
明
心
之
全
體
、
新
改
本
却
削
去
、
只
説
理
、
何
也
。
曰
。

理
即
是
此
心
之
理
。
檢
束
此
心
、
使
無
紛
擾
之
病
、
即
此
理
存
也
。」

36
条

　

周
問
。
程
子
謂
、
一
草
一
木
、
皆
所
當
窮
。
又
謂
、
恐
如
大
軍
遊
騎
、
出
太
遠

而
無
所
歸
。
何
也
。

　

曰
。
便
是
此
等
語
說
得
好
、
平
正
、
不
向
一
邊
去
。　

淳

〔
校
勘
〕

〇
「
周
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

周
が
質
問
し
た
。「
程
氏
が
「
一
草
一
木
、全
て
が
窮
め
る
べ
き
も
の
な
の
だ
。」

と
言
い
、
ま
た
「（
格
物
の
対
象
を
広
げ
過
ぎ
た
結
果
）
あ
た
か
も
大
軍
か
ら
離

れ
た
遊
撃
隊
が
、
あ
ま
り
に
遠
く
ま
で
出
て
し
ま
い
、（
本
隊
に
）
帰
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
。」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

（
相
反
す
る
よ
う
で
す
が
）
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。」

　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
こ
れ
ら
の
言
葉
が
如
何
に
巧
み
で
穏
当
で
あ
る
に
し
て

も
、
一
方
に
偏
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
。」　

陳
淳
録

〔
注
〕

（
１
）「
周
問
」　

周
は
周
謨
、
字
舜
弼
（『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
）
か
と
思
わ
れ

る
。『
語
類
』
巻
一
六
、三
〇
条
、
陳
淳
録
（
Ⅱ320

）
に
「
周
問
。
…
謨
録
云
。

…
」
同
、五
九
条
、陳
淳
録
（
Ⅱ325

）
に
「
周
問
大
學
補
亡
、…
謨
録
云
。
…
」

と
あ
る
。
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」
に
よ
る
と
、
陳
淳
と
同
席
し
て

い
た
周
姓
の
者
は
周
謨
の
み
で
あ
り
、
彼
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

（
２
）「
一
草
一
木
、
皆
所
當
窮
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
又
問
。
致
知
先

求
之
四
端
、
如
何
。
曰
。
求
之
性
情
、
固
是
切
於
身
。
然
一
草
一
木
皆
有
理
、

須
察
。」ま
た
、『
大
学
或
問
』「
曰
。
然
則
先
求
之
四
端
、可
乎
。
曰
。
求
之
情
性
。

固
切
於
身
。
然
一
草
一
木
。
亦
皆
有
理
。
不
可
不
察
。」

（
３
）「
恐
如
大
軍
遊
騎
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
七
「
兵
陣
須
先
立
定
家
計
、
然

後
以
遊
騎
、旋
旋
量
力
分
外
面
與
敵
人
合
。此
便
是
合
内
外
之
道
。若
遊
騎
太
遠
、

一
〇
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



則
却
歸
不
得
。
至
如
聽
金
鼓
聲
、
亦
不
忘
却
自
家
如
何
。
如
苻
堅
養
民
、
一
敗

便
不
可
支
持
。
無
本
故
也
。」
同
「
致
知
、
但
知
止
於
至
善
。
為
人
子
止
於
孝
、

為
人
父
止
於
慈
之
類
。
不
須
外
面
、只
務
觀
物
理
、汎
然
正
如
遊
騎
無
所
歸
也
。」

『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
致
知
之
要
、
當
知
至
善
之
所
在
。
如
父
止
於
慈
、
子
止

於
孝
之
類
。
若
不
務
此
而
徒
欲
汎
然
以
觀
萬
物
之
理
、
則
吾
恐
其
如
大
軍
之
游

騎
、
出
太
遠
而
無
所
歸
也
。」

（
４
）「
便
是
此
等
語
説
得
好
、
平
正
」　
「
便
是
」
は
、
た
と
え
…
で
も
。「
平
正
」

は
歪
み
な
く
き
ち
ん
と
し
て
い
る
。
穏
当
で
あ
る
。

（
５
）「
不
向
一
邊
去
」　
「
一
邊
去
」
は
一
方
向
に
偏
っ
て
い
く
意
。『
語
類
』
巻

一
四
、一
一
四
条
、陳
淳
錄
（
Ⅰ270

）
に
「
如
為
人
君
止
於
仁
、固
是
一
箇
仁
、

然
仁
亦
多
般
、
須
是
随
處
㸔
。
如
這
事
合
當
如
此
、
是
仁
、
那
一
事
又
合
當
如

彼
、
亦
是
仁
。
若
不
理
㑹
、
只
管
執
一
、
便
成
一
邊
去
。」

37
条

　

問
。
程
子
謂
、
如
大
軍
遊
騎
無
所
歸
、
莫
只
是
要
切
己
看
否
。

　

曰
。
只
要
從
近
去
。　

士
毅

〔
校
勘
〕

〇
「
問
程
子
謂
如
大
軍
遊
騎
無
所
歸
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
。
或
問
致
知
章
引

程
子
所
謂
汎
然
徒
欲
以
観
萬
物
之
理
、
譬
如
大
軍
遊
騎
出
太
遠
而
無
所
歸
。」

に
作
る
。（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。）

〔
訳
〕　

　

質
問
し
た
。「
程
子
が
言
う
「
大
軍
か
ら
離
れ
た
遊
撃
隊
が
（
本
隊
に
）
帰
れ

な
く
な
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
い
う
の
は
、
た
だ
自
分
自
身
に
引
き
付
け
て
見
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
た
だ
卑
近
な
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
肝

要
だ
。」　

黄
士
毅
録

〔
注
〕

（
１
）「
如
大
軍
遊
騎
無
所
歸
」　

三
六
条
注
（
３
）
に
既
出
。

（
２
）「
莫
只
是
要
切
己
看
否
」　
「
莫
…
否
」
は
、
…
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
３
）「
切
己
」　

自
分
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
も
の
と
し
て
問
題
を
捉
え
る
、
と

い
う
意
味
。

（
４
）「
只
要
從
近
去
」　
「
從
近
去
」は
、卑
近
な
と
こ
ろ
か
ら
実
践
し
て
い
く
。『
語

類
』
巻
八
、二
〇
条
、
周
明
作
録
（
Ⅰ131

）「
聖
賢
干
言
萬
語
教
人
、
且
從
近

處
做
去
。
…
學
者
貪
高
慕
遠
、
不
肯
從
近
處
做
去
。
如
何
理
㑹
得
大
頭
項
底
。」

な
お
本
巻
、
二
三
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅱ397

）
に
も
「
但
如
今
下
手
、
且
須
從

近
處
做
去
。
若
幽
奧
紛
拏
、
却
留
向
後
面
做
。」
と
あ
る
。　

38
条

　

且
窮
實
理
、
令
有
切
己
工
夫
。
若
只
泛
窮
天
下
萬
物
之
理
、
不
務
切
己
、
即
是

遺
書
所
謂
遊
騎
無
所
歸
矣
。　

德
明

一
〇
八
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〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
写
本
で
は
、
本
条
に
双
行
小
注
が
つ
く
。「
德
明
〇
遺
書
第
七
巻
云
。

兵
陣
須
先
立
定
家
計
、
然
後
以
遊
騎
旋
。
旋
量
力
分
外
面
與
敵
人
合
。
此
便
是

合
内
外
之
道
。
若
遊
騎
太
遠
、
却
歸
不
得
。
又
云
。
致
知
、
便
知
止
於
至
善
。

為
人
子
止
於
孝
、
為
人
父
止
於
慈
之
類
。
不
須
外
面
只
務
觀
物
理
泛
然
、
正
如

遊
騎
無
所
歸
也
。」
と
あ
る
。（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。）

〔
訳
〕

　

先
に
実
理
を
窮
め
、
我
が
身
に
引
き
付
け
る
工
夫
を
す
る
べ
き
だ
。
も
し
、
ひ

た
す
ら
漫
然
と
天
下
万
物
の
理
を
窮
め
よ
う
と
し
て
、
我
が
事
と
し
て
努
め
な
け

れ
ば
、
つ
ま
り
そ
れ
は
『
遺
書
』
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
遊
撃
隊
が
（
本
隊
に
）
帰

れ
な
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
且
窮
實
理
、令
有
切
己
工
夫
」　
「
實
理
」
は
「
切
実
に
体
得
し
た
理
」
の
意
。

巻
一
六
、九
七
条
注
（
２
）
に
既
出
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
人
不
能
若

此
者
、
只
為
不
見
實
理
。
實
理
者
、
實
見
得
是
、
實
見
得
非
。
凡
實
理
、
得
之

於
心
自
別
。
若
耳
聞
口
道
者
、
心
實
不
見
。
若
見
得
、
必
不
肯
安
於
所
不
安
。」

『
語
類
』
巻
五
、一
四
条
（
Ⅰ83

）
廖
德
明
に
「
性
是
實
理
、
仁
義
禮
智
皆
具
。」

（
２
）「
遺
書
所
謂
」　

本
巻
三
六
条
注
（
３
）
に
既
出
。

39
条

　

問
。
格
物
、
莫
是
天
下
之
事
皆
當
理
會
、
然
後
方
可
。

　

曰
。不
必
如
此
。聖
人
正
怕
人
如
此
。聖
人
云
、吾
少
也
賤
、故
多
能
鄙
事
。又
云
、

君
子
多
乎
哉
。
不
多
也
。
又
云
、
多
聞
、
擇
其
善
者
而
從
之
、
多
見
而
識
之
、
知

之
次
也
。
聖
人
恐
人
走
作
這
心
無
所
歸
著
。
故
程
子
云
。
如
大
軍
之
遊
騎
、
出
太

遠
而
無
所
歸
也
。　

卓

〔
校
勘
〕

〇
「
擇
其
善
者
」　

万
暦
本
は
「
其
」
を
空
白
に
作
る
。

〇「
這
心
無
所
歸
著
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
著
」を「
着
」

に
作
る
。

〇
「
如
大
軍
之
遊
騎
」　

成
化
本
は
「
如
」
を
「
加
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
格
物
は
、
天
下
の
こ
と
全
て
に
取
り
組
む
べ
き
で
、
そ
れ
で
よ

う
や
く
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
聖
人
は
ま
さ
に
人
々
が
そ

の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
。
聖
人
は
言
う
、「
私
は
若
い
こ

ろ
賤
し
く
、
だ
か
ら
多
く
の
雑
事
を
こ
な
せ
る
の
だ
。」
ま
た
言
う
。「
君
子
は
多

く
の
こ
と
に
通
じ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。」
ま
た
言
う
。「
多
く
の

こ
と
を
聞
き
、
そ
の
う
ち
の
善
き
も
の
を
選
択
し
て
そ
れ
に
従
い
、
多
く
の
も
の

を
見
て
記
録
す
る
、
そ
れ
は
（
真
に
知
る
こ
と
と
ま
で
は
言
え
な
く
て
も
）
知
る

こ
と
に
次
ぐ
営
み
で
あ
る
。」
聖
人
は
人
々
が
横
道
に
逸
れ
て
、
こ
の
心
が
帰
る

所
を
な
く
す
こ
と
を
恐
れ
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
程
子
は
「
大
軍
か
ら
離
れ
た
遊
撃

隊
が
、
あ
ま
り
に
遠
く
へ
出
て
し
ま
い
（
本
隊
に
）
帰
れ
な
く
な
る
よ
う
な
も
の

一
〇
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



だ
」
と
言
っ
た
の
だ
。」　

黄
卓
録

〔
注
〕

（
１
）「
聖
人
云
、吾
少
也
賤
、故
多
能
鄙
事
。
又
云
、君
子
多
乎
哉
。
不
多
也
」　
『
論

語
』「
子
罕
」「
太
宰
問
於
子
貢
曰
。
夫
子
聖
者
與
。
何
其
多
能
也
。
子
聞
之
曰
。

大
宰
知
我
乎
。
吾
少
也
賤
、故
多
能
鄙
事
。
君
子
多
乎
哉
。
不
多
也
。」朱
注「
言

由
少
賤
、
故
多
能
。
而
所
能
者
鄙
事
爾
。
非
以
聖
而
無
不
通
也
。
且
多
能
非
所

以
率
人
。
故
又
言
、
君
子
不
必
多
能
以
曉
之
。」

（
２
）「
多
聞
、擇
其
善
者
而
從
之
、多
見
而
識
之
、知
之
次
也
。」　
『
論
語
』「
述
而
」

「
子
曰
。
蓋
有
不
知
而
作
之
者
。
我
無
是
也
。
多
聞
擇
其
善
者
而
從
之
、
多
見

而
識
之
、
知
之
次
也
。」
朱
注
「
不
知
而
作
、
不
知
其
理
而
妄
作
也
。
孔
子
自

言
未
嘗
妄
作
。
蓋
亦
謙
辭
。
然
亦
可
見
其
無
所
不
知
也
。
識
、
記
也
。
所
從
不

可
不
擇
記
、
則
善
惡
皆
當
存
之
以
備
參
考
。
如
此
者
、
雖
未
能
實
知
其
理
、
亦

可
以
次
於
知
之
者
也
。」

（
３
）「
走
作
」
は
軌
道
を
外
れ
る
。
脱
線
す
る
。『
語
類
』
巻
一
五
、六
四
条
、
林

恪
録
（
Ⅰ295

）「
子
善
問
物
格
。
曰
。
物
格
是
要
得
外
面
無
不
盡
、
裏
面
亦

清
徹
無
不
盡
、
方
是
不
走
作
。」

（
４
）「
故
程
子
云
。
如
大
軍
之
遊
騎
、
出
太
遠
而
無
所
歸
也
」　

本
巻
三
六
条
以

下
に
既
出
。

40
条

　

或
問
格
物
、
問
得
太
煩
。

　

曰
。
若
只
此
聯
纏
說
、
濟
得
自
家
甚
事
。
某
最
怕
人
如
此
。
人
心
是
箇
神
明
不

測
物
事
、
今
合
是
如
何
理
會
。
這
耳
目
鼻
口
手
足
、
合
是
如
何
安
頓
。
如
父
子
君

臣
夫
婦
朋
友
、
合
是
如
何
區
處
。
就
切
近
處
、
且
逐
旋
理
會
。

　

程
先
生
謂
。
一
草
一
木
亦
皆
有
理
、
不
可
不
察
。
又
曰
。
徒
欲
汎
然
觀
萬
物
之

理
、
恐
如
大
軍
之
遊
騎
、
出
太
遠
而
無
所
歸
。
又
曰
。
格
物
莫
若
察
之
於
身
、
其

得
尤
切
。

　

莫
急
於
教
人
、
然
且
就
身
上
理
會
。
凡
纖
悉
細
大
、
固
著
逐
一
理
會
。
然
更
看

自
家
力
量
了
得
底
如
何
。　

㝢

〔
校
勘
〕

〇
「
人
心
是
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〇「
固
著
逐
一
理
會
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
著
」を「
着
」

に
作
る
。

〇
「
然
更
看
自
家
力
量
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
更
」
を
「
㪅
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「『
或
問
』
の
格
物
は
議
論
が
あ
ま
り
に
煩
瑣
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
も
し
、
お
前
が
そ
ん
な
風
に
（『
或
問
』
の
個
々
の
言
葉

に
）
引
き
ず
ら
れ
て
説
く
な
ら
ば
、
自
分
自
身
の
何
の
役
に
立
つ
だ
ろ
う
。
私
は

人
が
そ
の
よ
う
な
受
け
止
め
方
を
す
る
こ
と
を
最
も
恐
れ
て
い
る
の
だ
。
人
の
心

は
神
明
で
あ
り
、
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
今
ど
う
や
っ
て
取
り

組
む
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。こ
の
耳
目
鼻
口
手
足
は
如
何
に
あ
る
べ
き
な
の
か
。

父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
友
人
の
ご
と
き
は
、
い
か
に
付
き
合
う
べ
き
な
の
か
。
切

一
一
〇
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実
な
所
に
即
し
て
、
ま
ず
は
逐
一
取
り
組
む
の
だ
。

　

程
先
生
が
言
う
。「
一
草
一
木
の
全
て
に
理
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
是
非
と
も

察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」
ま
た
「
い
た
ず
ら
に
漫
然
と
万
物
の
理
を
見
よ
う

と
望
む
の
は
、
あ
た
か
も
大
軍
か
ら
離
れ
た
遊
撃
隊
が
、
あ
ま
り
に
遠
く
ま
で
出

か
け
過
ぎ
て（
本
隊
に
）帰
れ
な
く
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。」

ま
た
「
格
物
は
、
我
が
身
に
即
し
て
察
し
、
己
に
切
実
な
も
の
と
し
て
得
る
の
に

勝
る
も
の
は
な
い
。」

　

人
に
教
え
る
の
に
こ
れ
ほ
ど
切
迫
し
た
も
の
は
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
自
分
自
身

の
身
に
引
き
つ
け
て
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
だ
。
お
よ
そ
ご
く
微
細
な
と
こ
ろ
ま

で
細
大
漏
ら
さ
ず
、
し
っ
か
り
と
逐
一
取
り
組
む
べ
き
だ
が
、
さ
ら
に
自
分
の
力

量
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
を
見
極
め
る
べ
き
だ
。」　

徐
㝢
録

〔
注
〕

（
１
）「
或
問
格
物
、
問
得
太
煩
」　

底
本
（
中
華
書
局
本
）
は
「
或
問
」
を
書
名

と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
従
う
。『
大
学
或
問
』
が
伝
五
章
（
格
物
補

伝
）
を
取
り
上
げ
て
「
曰
。
…
子
乃
自
謂
取
程
子
之
意
以
補
之
、則
程
子
之
言
、

何
以
見
其
必
合
於
經
意
、
而
子
之
言
又
似
不
盡
出
於
程
子
、
何
耶
。
曰
。」
以

下
に
程
氏
の
語
全
一
六
条
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
を
指
す
か
（「
…
此
兩
條
者
、

皆
言
格
物
致
知
所
以
當
先
而
不
可
後
之
意
也
。
…
此
九
條
者
、
皆
言
格
物
致
知

所
當
用
力
之
地
、
與
其
次
第
工
程
也
。
…
此
五
條
者
、
又
言
涵
養
本
原
之
功
、

所
以
為
格
物
致
知
之
本
者
也
。」）

（
２
）「
若
只
此
聯
纏
説
」　

も
し
た
だ
そ
ん
な
風
に
引
き
ず
ら
れ
て
説
く
な
ら
ば
。

『
大
学
或
問
』
所
引
の
程
子
の
語
の
一
つ
一
つ
に
拘
泥
し
束
縛
さ
れ
て
受
け
止

め
る
な
ら
ば
。
本
巻
三
六
条
に
「
便
是
此
等
語
説
得
好
、平
正
、不
向
一
邊
去
。」

と
あ
り
、
程
子
の
所
説
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
偏
重
す
る
よ
う
な
受
容
の
仕
方
が

戒
め
ら
れ
て
い
る
。
本
条
に
い
う「
聯
纏
説
」は
、三
六
条
に
い
う「
向
一
邊
去
」

と
同
趣
旨
で
あ
ろ
う
。「
聯
纏
」
は
「
連
纏
」
と
同
じ
で
、
か
ら
み
つ
く
、
か

ら
め
と
ら
れ
る
、
引
き
ず
ら
れ
る
、
の
意
。『
語
類
』
巻
二
二
、九
四
条
、
徐
㝢

録
（
Ⅱ525

）「
楊
允
叔
問
。
伊
川
言
。
信
非
義
、近
於
義
者
、以
其
言
可
復
也
。

恭
非
禮
、
近
於
禮
者
、
以
其
遠
恥
辱
也
。
信
恭
因
不
失
近
於
義
禮
、
亦
可
宗
敬

也
。
此
說
如
何
。
曰
。
某
看
不
當
如
此
說
。
聖
人
言
語
、
不
恁
地
連
纏
。」　

（
３
）「
濟
得
自
家
甚
事
」　

自
分
に
と
っ
て
一
体
何
の
役
に
立
つ
の
か
（
何
の

役
に
も
立
た
な
い
）。「
濟
得
甚
事
」
は
「
不
濟
事
」
と
同
義
。『
語
類
』
巻

一
四
、八
五
条
、
呂
燾
録
（
Ⅰ265

）「
若
只
是
解
説
虚
靈
不
昧
是
如
何
、
具
衆

理
是
如
何
、
應
萬
事
又
是
如
何
、
却
濟
得
甚
事
。」

（
４
）「
某
最
怕
人
如
此
」　

私
は
『
大
学
或
問
』
の
こ
の
箇
所
に
対
し
て
人
々
が

そ
の
よ
う
な
受
け
と
め
方
を
す
る
こ
と
を
、
最
も
危
惧
し
て
い
る
。

（
５
）「
人
心
是
箇
神
明
不
測
物
事
」　
「
神
明
」
と
「
不
測
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
周

易
』
に
出
典
を
持
つ
語
。「
神
明
不
測
」
は
、神
聖
霊
明
に
し
て
測
り
難
い
こ
と
。

聖
人
や
心
を
形
容
す
る
語
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。『
周
易
』「
繫
辭
上

傳
」「
陰
陽
不
測
之
謂
神
。」『
周
易
』「
繫
辭
上
傳
」「
聖
人
以
此
齊
戒
、
以
神

明
其
德
夫
」
本
義
「
湛
然
純
一
之
謂
齊
、
肅
然
警
惕
之
謂
戒
。
…
是
以
作
為
卜

筮
以
教
人
。
於
此
焉
齊
戒
以
考
其
占
、
使
其
心
神
明
不
測
、
如
鬼
神
之
能
知
來

也
。」『
論
語
』「
述
而
」「
子
曰
。
聖
人
、
吾
不
得
而
見
之
矣
。
得
見
君
子
者
、

斯
可
矣
。」朱
注「
聖
人
、神
明
不
測
之
號
。
君
子
、才
德
出
衆
之
名
。」『
孟
子
』「
告

子
」
上
「
孔
子
曰
。
操
則
存
、舍
則
亡
、出
入
無
時
、莫
知
其
鄉
、惟
心
之
謂
與
。」

一
一
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



朱
注
「
孔
子
言
。
心
操
之
則
在
此
、
舍
之
則
失
去
、
其
出
入
無
定
時
、
亦
無
定

處
如
此
。
孟
子
引
之
、
以
明
心
之
神
明
不
測
、
得
失
之
易
而
保
守
之
難
、
不
可

頃
刻
失
其
養
。」『
臨
川
文
集
』
巻
七
二
「
荅
韓
求
仁
書
」「
或
以
謂
孔
子
之
道
、

神
明
不
測
、
非
忠
恕
之
所
能
盡
。」

（
６
）「
今
合
是
如
何
理
會
」　

今
、如
何
に
し
て
そ
れ
を
理
解
す
べ
き
か
。「
合
是
」

は
…
す
べ
き
で
あ
る
。「
理
會
」
は
、
取
り
組
む
、
理
解
す
る
。

（
７
）「
這
耳
目
鼻
口
手
足
、
合
是
如
何
安
頓
」　
「
安
頓
」
は
、
置
く
。
転
じ
て
、

然
る
べ
き
場
所
に
置
く
、
所
を
得
る
、
妥
当
な
在
り
方
を
得
る
、
等
の
意
味
で

も
使
わ
れ
る
。『
語
類
』
巻
一
一
六
、四
二
条
、
訓
沈
僩
（
Ⅶ2801

）「
問
。
若

非
聖
人
説
下
許
多
道
理
、
則
此
身
四
肢
耳
目
、
更
無
安
頓
處
。
曰
。
然
。
古
人

固
嘗
言
之
。
非
禮
、
則
耳
目
手
足
無
所
措
。」
な
お
、
耳
目
鼻
口
手
足
の
妥
当

な
在
り
方（「
安
頓
處
」）を
定
め
た
も
の
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
禮
記
』「
玉

藻
」「
足
容
重
、
手
容
恭
、
目
容
端
、
口
容
止
、
聲
容
靜
、
頭
容
直
、
氣
容
肅
、

立
容
德
、
色
容
莊
、
坐
如
尸
、
燕
居
告
溫
溫
。」『
書
經
』
周
書
「
洪
範
」「
初

一
曰
五
行
、
次
二
曰
敬
用
五
事
。
…
二
、五
事
。
一
曰
貌
、
二
曰
言
、
三
曰
視
、

四
曰
聽
、
五
曰
思
。
貌
曰
恭
、
言
曰
從
、
視
曰
明
、
聽
曰
聰
、
思
曰
睿
。
恭
作

肅
、
從
作
乂
、
明
作
哲
、
聰
作
謀
、
睿
作
聖
。」

（
８
）「
如
父
子
君
臣
夫
婦
朋
友
、
合
是
如
何
區
處
」　
「
區
處
」
は
処
理
す
る
、
処

置
す
る
。『
孟
子
』「
滕
文
公
」
上
「
人
之
有
道
也
、
飽
食
煖
衣
、
逸
居
而
無
教
、

則
近
於
禽
獸
。
聖
人
有
憂
之
、
使
契
為
司
徒
、
教
以
人
倫
。
父
子
有
親
、
君
臣

有
義
、夫
婦
有
別
、長
幼
有
序
、朋
友
有
信
。」『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
為
人
君
、

止
於
仁
。
為
人
臣
、
止
於
敬
。
為
人
子
、
止
於
孝
。
為
人
父
、
止
於
慈
。
與
國

人
交
、
止
於
信
。」

（
９
）「
就
切
近
處
、且
逐
旋
理
會
」　
「
逐
旋
」は
、逐
一
。「
切
近
」は
、切
実
卑
近
。『
語

類
』
巻
一
四
、八
一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ262

）「
明
徳
、
也
且
就
切
近
易
見
處

理
會
、
也
且
慢
慢
自
見
得
。」

（
10
）「
一
草
一
木
亦
皆
有
理
、
不
可
不
察
」　

三
六
条
注
（
２
）
に
既
出
。

（
11
）「
徒
欲
汎
然
觀
萬
物
之
理
、
恐
如
大
軍
之
游
騎
、
出
太
遠
而
無
所
歸
」　

三
六
条
注(3)

に
既
出
。

（
12
）「
格
物
莫
若
察
之
於
身
、
其
得
尤
切
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
七
「
致
知

在
格
物
。
格
物
之
理
、
不
若
察
之
於
身
。
其
得
尤
切
。」『
大
学
或
問
』「
格
物

莫
若
察
之
於
身
、
其
得
之
尤
切
。」

（
13
）「
固
著
逐
一
理
會
」　
「
著
」は「
須
著
」と
同
義
で「
…
す
べ
き
で
あ
る
」の
意
。

（
14
）「
了
得
底
如
何
」　
「
了
得
」
は
で
き
る
、
可
能
で
あ
る
。
得
は
動
作
の
可
能

を
表
す
。
底
は
得
と
同
じ
で
結
果
（
こ
の
場
合
は
如
何
）
を
導
く
。

41
条

　

問
。
格
物
雖
是
格
天
下
萬
物
之
理
、
天
地
之
高
深
、
鬼
神
之
幽
顯
、
微
而
至
於

一
草
一
木
之
間
、
物
物
皆
格
、
然
後
可
也
。
然
而
用
工
之
始
、
伊
川
所
謂
莫
若
察

之
吾
身
者
爲
急
。
不
知
一
身
之
中
、
當
如
何
用
力
、
莫
亦
隨
事
而
致
察
否
。

　

曰
。
次
第
亦
是
如
此
。
但
如
今
且
從
頭
做
將
去
。
若
初
學
、
又
如
何
便
去
討
天

地
高
深
、
鬼
神
幽
顯
得
。
且
如
人
說
一
件
事
、
明
日
得
工
夫
時
、
也
便
去
做
了
。

逐
一
件
理
會
去
、
久
之
自
然
貫
通
。
但
除
了
不
是
當
閒
底
物
事
、
皆
當
格
也
。

　

又
曰
。
物
既
格
、
則
知
自
至
。　

履
孫

一
一
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



〔
校
勘
〕

○
潘
履
孫
録
は
池
録
三
二
所
収
。『
朱
子
語
録
』巻
三
二
は
本
条
を
収
録
し
て
い
る
。

○
「
問
」　
『
朱
子
語
録
』
は
「
履
孫
問
」
に
作
る
。

○
「
伊
川
所
謂
」　
『
朱
子
語
録
』
は
「
程
先
生
所
謂
」
に
作
る
。

〇
「
天
地
之
高
深
」　

呂
留
良
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「
㴱
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

〇
「
吾
身
者
為
急
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
急
」
を
「
急
也
」
に
作
る
。
朝
鮮
整
版

本
は
「
若
」
を
「
苦
」
に
作
る
。『
朱
子
語
録
』
は
「
吾
身
者
是
為
急
」
に
作
る
。

○
「
隨
事
而
致
察
否
」　
『
朱
子
語
録
』
は
「
察
」
を
「
秦
」
に
作
る
。

○
「
曰
」　
『
朱
子
語
録
』
は
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

○
「
且
如
人
說
一
件
事
」　
『
朱
子
語
録
』
は
「
且
如
見
人
說
一
件
事
」

〇
「
久
之
自
然
貫
通
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
呂
留
良
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮

整
版
本
、
和
刻
本
は
「
貫
通
」
を
「
通
貫
」
に
作
る
。

〇
「
閒
底
物
事
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
閒
」
を
「
閑
」

に
、『
朱
子
語
録
』
は
「
閑
管
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

格
物
が
天
下
万
物
の
理
に
格
る
と
は
言
っ
て
も
、
天
地
の
高
く
深
い
こ
と
、
鬼

神
の
微
か
だ
っ
た
り
顕
か
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
、
細
か
く
は
一
草
一
木
の
間
に

至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
全
て
格
物
し
、
そ
う
し
た
後
よ
う
や
く
良
い
と
言
い
ま
す

が
、
し
か
し
、
実
践
を
始
め
る
と
き
、
伊
川
が
「
我
が
身
で
察
す
る
の
を
急
ぐ
に

勝
る
も
の
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
一
身
の
う
ち
で
、
ど
う
や
っ
て
力
を

使
う
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
、
ま
た
事
物
に
随
っ
て
察
す
る
よ
う
に
す
る
の
で
は
な

い
の
で
す
か
。
そ
の
一
身
に
即
し
て
と
は
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
に
努
め
る
べ
き
な

の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
（
直
面
す
る
）
事
態
に
随
っ
て
察
す
る
よ
う
に
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
順
序
は
そ
う
な
の
だ
が
、
た
だ
今
は
ひ
と
ま
ず
初
歩
か

ら
や
っ
て
い
く
の
だ
。
も
し
初
学
者
で
あ
る
な
ら
、
ま
た
ど
う
や
っ
て
す
ぐ
さ
ま

天
地
の
高
く
深
い
こ
と
や
、
鬼
神
の
幽
か
だ
っ
た
り
顕
ら
か
だ
っ
た
り
す
る
所
以

を
尋
ね
求
め
よ
う
と
い
う
の
か
。
例
え
ば
人
が
一
件
の
事
柄
を
説
い
た
場
合
、
そ

の
翌
日
に
工
夫
に
努
め
る
際
に
は
、
や
は
り
そ
の
事
柄
に
取
り
組
む
の
だ
。
こ
の

よ
う
に
し
て
一
件
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
く
な
ら
ば
、
久
し
い
後
に
は
自
ず
と
貫
通

す
る
も
の
だ
。
妥
当
で
な
い
事
柄
や
ど
う
で
も
よ
い
事
柄
を
除
け
ば
、
全
て
に
格

る
べ
き
な
の
だ
。」

　

ま
た
言
わ
れ
た
。「
物
に
格
れ
ば
、
知
は
自
然
と
至
る
だ
ろ
う
。」　

潘
履
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
天
地
之
高
深
、鬼
神
之
幽
顯
」 『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
一
五「
物
理
須
是
要
窮
。

若
言
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
、
若
只
言
天
只
是
高
、
地
只
是
深
、

只
是
已
辭
、
更
有
甚
。」『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
物
必
有
理
、
皆
所
當
窮
。
若

天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
、
是
也
。
若
曰
天
吾
知
其
高
而
已
矣
、

地
吾
知
其
深
而
已
矣
、
鬼
神
吾
知
其
幽
且
顯
而
已
矣
、
則
是
已
然
之
詞
、
又
何

理
之
可
窮
哉
。」
と
あ
る
。

（
２
）「
微
而
至
於
一
草
一
木
之
閒
、物
物
皆
格
」　

本
巻
三
六
条
注
（
２
）
に
既
出
。

（
３
）「
伊
川
所
謂
莫
若
察
之
吾
身
者
」　

前
条
注
（
12
）
に
既
出
。

（
４
）「
但
如
今
且
從
頭
做
將
去
」　
「
從
頭
」
は
、
頭
か
ら
、
最
初
か
ら
。
こ
こ
で

一
一
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



は
初
歩
か
ら
の
意
か
。「
做
將
去
」
は
、
や
っ
て
い
く
。「
…
將
去
」
は
、
動
詞

の
後
に
つ
い
て
、
…
し
て
い
く
の
意
を
表
す
。

（
５
）「
又
如
何
便
去
討
天
地
高
深
、
鬼
神
幽
顯
得
」　
「
去
」
は
、
動
詞
の
前
に
つ

い
て
意
志
を
表
す
。
…
し
よ
う
と
す
る
。「
討
」
は
、
探
る
、
求
め
る
、
探
究

す
る
。「
得
」は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
可
能
を
表
す
。
こ
の
場
合
は「
討
」と「
得
」

の
間
に
「
天
地
高
深
、
鬼
神
幽
顯
」
と
い
う
目
的
語
を
挟
ん
で
い
る
。

（
６
）「
但
除
了
不
是
當
閒
底
物
事
、皆
當
格
也
」　
「
除
了
…
」は
…
を
除
い
て
。「
不

是
當
閒
底
物
事
」
は
、正
し
く
な
い
こ
と
や
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
。「
是
當
」
は
、

正
し
い
、
正
当
な
。「
不
是
當
」
は
、
正
し
く
な
い
。「
閒
」
は
「
閑
」
に
通
じ

て
、
無
駄
な
、
ど
う
で
も
よ
い
。『
語
類
』
巻
二
一
、九
五
条
、
鄭
南
升
録
（
Ⅱ

501

）「
為
學
之
道
、
只
要
就
人
倫
上
做
得
是
當
。」『
語
類
』
巻
一
九
、六
二
条
、

沈
僩
録
（
Ⅱ437

）「
某
那
集
注
都
詳
備
、
只
是
要
人
看
無
一
字
閑
。
那
箇
無

緊
要
閑
底
字
、越
要
看
。
自
家
意
裏
說
是
閑
字
、那
箇
正
是
緊
要
字
。」
な
お
『
朱

子
語
類
考
文
解
義
』
に
「
不
是
當　

是
當
謂
是
且
當
。
謂
除
去
不
善
閑
漫
之
事
、

此
外
皆
宜
格
之
也
。」
と
あ
る
。

（
７
）「
物
既
格
、
則
知
自
至
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
物
格
而
后
知
至
」。

42
条

　

問
。
格
物
莫
若
察
之
於
身
、
其
得
之
尤
切
。

　

曰
。
前
既
說
當
察
物
理
、
不
可
專
在
性
情
。
此
又
言
莫
若
得
之
於
身
為
尤
切
、

皆
是
互
相
發
處
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

〇
「
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
」
を
「
又
問
」
に
作
る
。

〇
「
若
察
之
於
身
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
於
身
」
を
「
於
一
身
」
に
作
る
。

〇
「
其
得
之
尤
切
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
尤
切
」
を
「
爲
尤
切
」
に
作
る
。

〇
「
此
又
言
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
此
又
言
」
を
「
至
此
又
言
」
に
作
る
。

〇
「
於
身
爲
尤
切
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
爲
尤
」
を
「
尤
爲
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
格
物
は
我
が
身
に
即
し
て
察
し
、
己
に
切
実
な
も
の
と
し
て
得
る
の
に
勝
る

も
の
は
な
い
。」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
前
に
は
「
物
の
理
を
こ
そ
察
す
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
専

ら
性
情
の
み
を
（
格
物
の
）
対
象
と
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
言
い
な
が
ら
、
こ

こ
で
は
今
度
は「
我
が
身
に
得
る
こ
と
の
切
実
さ
に
勝
る
も
の
は
な
い
。」と
言
う
。

（
こ
の
二
つ
の
発
言
は
一
見
、
矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
）
い
ず
れ
も
互
い
に
補
完
し

あ
う
点
が
有
る
の
だ
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
格
物
莫
若
察
之
於
身
」　

本
巻
四
〇
条
に
既
出
。

（
２
）「
前
既
説
當
察
物
理
、
不
可
專
在
性
情
」　
『
大
学
或
問
』
に
お
い
て
前
注
所

引
の
条
の
少
し
前
に
以
下
の
条
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。「
曰
。
然

則
先
求
之
四
端
、
可
乎
。
曰
。
求
之
情
性
、
固
切
於
身
。
然
一
草
一
木
、
亦
皆

有
理
、不
可
不
察
。」
な
お
『
或
問
』
所
引
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
又

問
。
致
知
、
先
求
之
四
端
、
如
何
。
曰
。
求
之
性
情
、
固
是
切
於
身
、
然
一
草

一
一
四

京
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一
木
皆
有
理
、
須
是
察
。」

43
条

　

問
。
格
物
窮
理
、
但
立
誠
意
以
格
之
。

　

曰
。
立
誠
意
、
只
是
朴
實
下
工
夫
、
與
經
文
誠
意
之
說
不
同
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

〇
「
問
」　

朝
鮮
古
写
本
で
は
「
又
問
」
に
作
る
。

〇
「
立
誠
意
以
格
之
」　

朝
鮮
古
写
本
で
は
文
末
に
小
字
の
「
云
云
」
を
伴
う
。

〔
訳
〕

　
「
格
物
窮
理
と
は
、
誠
意
を
立
て
て
（
然
る
後
に
）
格
る
の
で
あ
る
」
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
誠
意
を
立
て
る
と
い
う
の
は
、
た
だ
実
直
に
実
践
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
、
経
文
に
あ
る
誠
意
の
説
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。」

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
格
物
窮
理
、但
立
誠
意
以
格
之
」　
『
大
学
或
問
』
に
「
又
曰
。
格
物
窮
理
、

但
立
誠
意
以
格
之
。
其
遲
速
、
則
在
乎
人
之
明
暗
耳
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻

二
二
上
に
「
又
問
。
如
何
是
格
物
。
先
生
曰
。
格
至
也
。
言
窮
至
物
理
也
。
又

問
。
如
何
可
以
格
物
。
曰
。
但
立
誠
意
去
格
物
。
其
遲
速
却
在
人
明
暗
也
。
明

者
格
物
速
、
暗
者
格
物
遲
。」

（
２
）「
只
是
朴
實
下
工
夫
」　

実
践
を
行
う
こ
と
全
般
を
指
す
。

（
３
）「
與
經
文
誠
意
之
説
不
同
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
物
格
而
后
知
至
。
知
至
而

后
意
誠
。意
誠
而
后
心
正
。心
正
而
后
身
脩
。身
脩
而
后
家
齊
。家
齊
而
后
國
治
。

國
治
而
后
天
下
平
。」「
立
誠
意
以
格
之
」
で
は｢

誠
意
→
格
物｣

の
順
に
な
り
、

『
大
学
』
経
文
の
「
格
物
→
致
知
→
誠
意
」
の
順
と
食
い
違
う
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、「
立
誠
意
」
の
場
合
の
誠
意
は
八
条
目
の
一
つ
と
し

て
の
誠
意
と
同
義
で
は
な
い
、
と
説
明
す
る
も
の
。

44
条

　

問
。
立
誠
意
以
格
之
。

　

曰
。
此
誠
字
說
較
淺
、未
說
到
深
處
、只
是
確
定（
原
注「
徐
錄
作
堅
確
」）其
志
、

樸
實
去
做
工
夫
。
如
胡
氏
立
志
以
定
其
本
、
便
是
此
意
。　

淳　

㝢
同

〔
校
勘
〕

〇
「
立
誠
意
以
格
之
」　

朝
鮮
古
写
本
で
は
「
知
至
而
後
意
誠
。
而
程
子
又
云
、

格
物
窮
理
、
立
誠
意
以
格
之
。
何
也
」
に
作
る
。

〇
「
未
説
到
深
處
」　

呂
留
良
本
、
朝
鮮
整
版
本
で
は
「
深
」
を
「
㴱
」
に
作
る
。

〇
「
㝢
同
」　

朝
鮮
古
写
本
な
し
。

〔
訳
〕

　
「
誠
意
を
立
て
（
然
る
後
に
）
格
る
」
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

一
一
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
こ
の
誠
の
字
は
、比
較
的
浅
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
深
い
意
味
に
ま
で
は
説
き
及
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
は
た
だ
そ
の
志

を
し
っ
か
り
と
定
め
、（「
確
定
」
原
注
、
徐
㝢
の
記
録
で
は
「
堅
確
」
に
作
る
）、

実
直
に
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
く
、
と
い
う
意
味
に
過
ぎ
な
い
。
胡
氏
が
「
志
を

立
て
て
、
そ
の
根
本
を
定
め
る
」
と
言
う
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
意
味
な
の
だ
。」　

陳
淳
録　

徐
㝢
録
も
同
内
容

〔
注
〕

（
１
）「
立
誠
意
」　

前
条
注
（
１
）
に
既
出
。

（
２
）「
此
誠
字
説
較
淺
、
未
説
到
深
處
」　

前
条
に
い
う
「
立
誠
意
、
只
是
朴
實

下
工
夫
、
與
經
文
誠
意
之
説
不
同
」
と
同
趣
旨
。

（
３
）「
胡
氏
立
志
以
定
其
本
」　

胡
氏
は
胡
宏
を
指
す
。
字
は
仁
仲
。
福
建
崇
安

県
の
人
。
胡
宏
『
五
峰
集
』「
復
齋
記
」「
儒
者
之
道
、
率
性
保
命
、
與
天
同
功
。

是
以
節
事
取
物
、
不
厭
不
棄
、
必
身
親
格
之
以
致
其
知
焉
。
夫
事
變
萬
端
、
而

物
之
感
人
無
窮
。
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
、
而
居
敬
以
持
其
志
。
志
立

于
事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物
之
内
、
而
知
乃
可
精
。」
こ
の
語
は
『
大
学
或
問
』

に
も
引
か
れ
る
。「
有
所
謂
即
事
即
物
、
不
厭
不
棄
、
而
身
親
格
之
、
以
精
其

知
者
為
得
致
字
向
裏
之
意
。
而
其
曰
。
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
、
居
敬

以
持
其
志
、
志
立
乎
事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物
之
内
、
而
知
乃
可
精
者
、
又
有

以
合
乎
所
謂
未
有
致
知
而
不
在
敬
者
之
指
。」
な
お
右
の
『
或
問
』
末
尾
に
も

言
及
が
あ
る
よ
う
に
、
居
敬
を
格
物
致
知
の
根
本
に
据
え
る
の
が
程
朱
学
の
基

本
で
あ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
、二
八
条
「
涵
養
須
用
敬
、
進
學
則
在

致
知
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
三
、九
八
条
「
入
道
莫
如
敬
、
未
有
能
致
知
而

不
在
敬
者
。」

45
条

　

李
德
之
問
立
誠
意
以
格
之
。

　

曰
。
這
箇
誠
意
、
只
是
要
著
實
用
力
、
所
以
下
立
字
。　

蓋
卿

〔
校
勘
〕

○
襲
蓋
卿
録
は
池
録
二
九
所
収
。『
朱
子
語
録
』巻
二
九
は
本
条
を
収
録
し
て
い
る
。

〇
「
李
德
之
問
立
誠
意
以
格
之
」　
『
朱
子
語
録
』
は
「
李
德
之
問
、
大
學
章
句
或

問
中
致
知
章
引
程
子
云
、
窮
理
格
物
、
須
立
誠
意
以
格
之
、
誠
意
如
何
却
在
致

知
之
先
」、
朝
鮮
古
写
本
は
「
李
德
之
問
、
或
問
中
致
知
章
引
程
子
云
、
窮
理

格
物
須
立
誠
意
以
格
之
、
誠
意
如
何
却
在
致
知
之
先
」
に
作
る
。

〇
「
曰
這
箇
誠
意
」　
『
朱
子
語
録
』
は
「
曰
」
の
上
に
「
先
生
」
二
字
を
加
え
る
。

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〇
「
只
是
要
著
實
用
力
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」

を
「
着
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

李
徳
之
が
「
誠
意
を
立
て
（
然
る
後
に
）
格
る
」
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

お
答
え
に
な
っ
た
。「
こ
の
誠
意
と
い
う
の
は
、
た
だ
着
実
に
実
践
せ
ね
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
「
立
」
の
字
を
加
え
た
の
だ
。」　

襲
蓋
卿
録

一
一
六
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〔
注
〕

（
１
）「
李
德
之
」　

門
人
。
詳
し
い
事
跡
は
未
詳
。『
朱
子
実
紀
』巻
八「
朱
子
門
人
」

の
条
（430
）、『
考
亭
淵
源
録
』
巻
二
三
「
考
亭
門
人
無
記
述
文
字
者
八
十
八
人
」

の
条
（928

）
は
い
ず
れ
も
「
李
徳
之
」
の
名
前
の
み
掲
げ
て
い
る
。『
宋
元
学

案
補
遺
』
巻
六
九
は
「
不
知
其
爲
名
爲
字
」
と
注
記
す
る
。
陳
榮
捷
『
朱
子
門

人
』（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
二
）
に
、
語
類
は
人
を
字
で
呼
ぶ
の
で
徳
之

は
字
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、『
淵
源
録
』
に
見
え
る
李
徳
は
李
徳
之
の
誤
り

で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
語
類
に
見
え
る
李
從
之
も
李
徳
之
の
誤
り

の
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
２
）「
立
誠
意
以
格
之
」　

前
々
条
、
前
条
に
既
出
。

（
３
）「
著
實
」　

地
に
足
が
つ
い
て
い
る
。
着
実
で
あ
る
。

46
条

　

誠
意
不
立
、
如
何
能
格
物
。
所
謂
立
誠
意
者
、
只
是
要
著
實
下
工
夫
、
不
要
若

存
若
亡
。
遇
一
物
、
須
是
真
箇
即
此
一
物
究
極
得
箇
道
理
了
、
方
可
言
格
。
若
物

格
而
后
知
至
、
知
至
而
后
意
誠
、
大
學
蓋
言
其
所
止
之
序
、
其
始
則
必
在
於
立
誠
。

　

佐
〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
に
は
本
条
は
見
当
た
ら
な
い
。

〇
「
只
是
要
著
」　

和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
。

〇
「
不
要
若
存
若
亡
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
亡
」
を
「
寿
」
に
作
る
。

〇
「
其
所
止
之
序
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
所
」
を
「
知
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

誠
意
を
立
て
る
こ
と
な
く
し
て
、
ど
う
し
て
格
物
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

所
謂
「
誠
意
を
立
て
る
」
と
は
、
た
だ
着
実
に
実
践
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、（
工
夫
の
断
続
に
よ
っ
て
）
心
が
存
し
た
り
亡
じ
た
り
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
の
事
物
に
遭
遇
し
た
な
ら
、
是
非
と
も

そ
の
事
物
に
即
し
て
そ
の
道
理
を
真
に
究
め
尽
く
し
、
そ
う
し
て
初
め
て
格
っ
た

と
言
え
る
の
だ
。「
物
に
格
っ
た
後
に
知
が
至
り
、
知
が
至
っ
た
後
に
意
が
誠
に

な
る
」
と
は
思
う
に
『
大
学
』
が
そ
の
止
ま
る
べ
き
順
序
次
第
を
述
べ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
（
着
手
の
）
始
め
に
当
た
っ
て
は
、
や
は
り
誠
を
立
て
る
こ
と
が

必
要
な
の
だ
。　

蕭
佐
録

〔
注
〕

（
１
）「
所
謂
立
誠
意
」　

本
巻
四
三
条
に
既
出
。

（
２
）「
不
要
若
存
若
亡
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
孔
子
曰
。
操
則
存
、
舍
則
亡
、

出
入
無
時
、
莫
知
其
鄉
、
惟
心
之
謂
與
。」
朱
注
「
孔
子
言
。
心
操
之
則
在
此
、

舍
之
則
失
去
、
其
出
入
無
定
時
、
亦
無
定
處
如
此
。
孟
子
引
之
、
以
明
心
之
神

明
不
測
、
得
失
之
易
而
保
守
之
難
、
不
可
頃
刻
失
其
養
。」

（
３
）「
物
格
而
后
意
誠
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
物
格
而
后
知
至
、知
至
而
后
意
誠
、

意
誠
而
后
心
正
、
心
正
而
后
身
脩
、
身
脩
而
后
家
齊
、
家
齊
而
后
國
治
、
國
治

而
后
天
下
平
。」
朱
注
「
物
格
者
、
物
理
之
極
處
無
不
到
也
。
知
至
者
、
吾
心

之
所
知
無
不
盡
也
。
知
既
盡
、則
意
可
得
而
實
矣
。
意
既
實
、則
心
可
得
而
正
矣
。

一
一
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



脩
身
以
上
、
明
明
德
之
事
也
。
齊
家
以
下
、
新
民
之
事
也
。
物
格
知
至
、
則
知

所
止
矣
。
意
誠
以
下
、
則
皆
得
所
止
之
序
也
。」

（
４
）「
大
學
蓋
言
其
所
止
之
序
」　

前
注
に
引
い
た
よ
う
に
、
八
条
目
に
対
す
る

朱
注
に
「
物
格
知
至
、
則
知
所
止
矣
。
意
誠
以
下
、
則
皆
得
所
止
之
序
也
。」

と
あ
る
。

（
５
）『
大
学
或
問
』
に
「
又
曰
。
格
物
窮
理
、
但
立
誠
意
以
格
之
。」
云
々
、「
又

曰
。
入
道
莫
如
敬
。
未
有
能
致
知
而
不
在
敬
者
。」
以
下
、
全
五
条
の
程
子
説

を
引
い
た
上
で
朱
熹
は
「
此
五
條
者
、
又
言
涵
養
本
原
之
功
、
所
以
為
格
物
致

知
之
本
者
也
。」
と
述
べ
て
い
る
。
本
条
で
「
格
物
致
知
」
に
先
だ
つ
「
立
誠
」

を
説
く
の
も
、
ま
ず
涵
養
（
居
敬
・
立
誠
）
に
よ
っ
て
主
体
を
確
立
し
た
上
で

格
物
致
知
に
着
手
せ
よ
、
と
の
趣
旨
で
あ
る
。

47
条

　

問
。
中
庸
言
自
明
而
誠
、
今
先
生
教
人
以
誠
格
物
、
何
故
。

　

曰
。
誠
只
是
一
箇
誠
、
只
爭
箇
緩
頰
。　

去
偽

〔
校
勘
〕

○
「
誠
只
是
一
箇
誠
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
只
爭
箇
緩
頰
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
頰
」
を
「
頓
」

に
作
る
。
ま
た
、朝
鮮
整
版
本
を
底
本
と
す
る
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
も
「
爭

箇
緩
頓　

頓
者
緩
之
對
也
。
猶
言
速
、
僧
家
頓
悟
、
是
也
。
自
明
誠
之
誠
、
是

緩
也
。
以
誠
格
物
、是
頓
也
。」
と
し
、「
頓
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
注
し
て
い
る
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
金
去
偽
録
は
池
録
巻
一
五
に
収
録
さ
れ
て
い
た

よ
う
だ
が
、池
録
巻
一
五
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
譯
〕

　

質
問
。「『
中
庸
』
に
は
「
明
ら
か
な
る
自
り
し
て
誠
」
と
言
い
ま
す
が
、
今
先

生
は
「
誠
」
に
よ
っ
て
物
に
格(

い
た)

り
な
さ
い
と
教
え
る
の
は
、
ど
う
し
て

で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「「
誠
」
と
い
う
の
は
同
じ
一
つ
の
「
誠
」
な
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
徐
々

に
到
達
す
る
か
（
緩
）、
に
わ
か
に
到
達
す
る
か
（
頓
）
の
違
い
が
あ
る
だ
け
だ
、

と
い
う
こ
と
だ
。」　

金
去
偽
録

〔
注
〕

（
１
）「
中
庸
言
自
明
而
誠
」　
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
一
章
「
自
誠
明
、
謂
之
性
。

自
明
誠
、
謂
之
教
。
誠
則
明
矣
、
明
則
誠
矣
。」
朱
注
「
自
、
由
也
。
德
無
不

實
而
明
無
不
照
者
、
聖
人
之
德
。
所
性
而
有
者
也
、
天
道
也
。
先
明
乎
善
、
而

後
能
實
其
善
者
、
賢
人
之
學
。
由
教
而
入
者
也
、
人
道
也
。
誠
則
無
不
明
矣
、

明
則
可
以
至
於
誠
矣
。」こ
の
よ
う
に
朱
子
は『
中
庸
』の「
自
明
誠
、謂
之
教
」を
、

「
先
ず
善
を
明
ら
か
に
し
て
後
に
そ
の
善
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
賢
人
の
学
問

で
あ
る
」
と
理
解
す
る
。
こ
の
記
述
に
拠
れ
ば
、工
夫
の
順
序
は
「
明
」
→
「
誠
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
２
）「
今
先
生
教
人
以
誠
格
物
」　
『
大
学
或
問
』
で
引
く
程
子
の
「
又
曰
、
格
物

窮
理
、
但
立
誠
意
以
格
之
。
其
遲
速
則
在
乎
人
之
明
暗
耳
。」
の
言
葉
を
踏
ま

え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
子
が
程
子
の
こ
の
語
を
自
身
の
格
物
説
に
取
り
入
れ

一
一
八
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て
い
る
こ
と
は
前
条
の
「
誠
意
不
立
、
如
何
能
格
物
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
わ

か
る
。
程
子
の
こ
の
説
に
依
拠
す
れ
ば
工
夫
の
順
序
は
「
誠
」
→
「
明
」
と
理

解
で
き
る
。『
中
庸
章
句
』
二
十
一
章
で
は
「
自
誠
明
、謂
之
性
」
と
い
い
、「
誠
」

→
「
明
」
の
順
序
で
進
む
の
は
、
本
性
の
ま
ま
で
優
れ
た
道
徳
を
備
え
た
聖
人

の
こ
と
と
さ
れ
、「
明
」
→
「
誠
」
の
順
序
で
進
む
「
賢
者
」
と
区
別
さ
れ
て

い
る
。
質
問
者
は
『
中
庸
章
句
』
二
十
一
章
経
文
「
自
明
而
誠
」
の
記
述
と
、

程
子
の
格
物
説
「
教
人
以
誠
格
物
」
で
の
「
誠
」
か
ら
「
明
」
に
至
る
と
い
う

順
序
が
食
い
違
う
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な

お
、「
自
明
而
誠
」
は
「
格
物
致
知
」
→
「
誠
意
」
と
い
う
『
大
学
』
の
八
条

目
の
次
序
と
合
致
す
る
が
、「
以
誠
格
物
」
は
順
序
が
逆
に
な
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
本
条
と
は
や
や
異
な
る
見
解
が
本
巻
四
四
条
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）「
誠
只
是
一
箇
誠
」  

「
…
只
是
一
箇
…
」
は
「
…
と
は
同
じ
一
つ
の
…
に
他

な
ら
な
い
」『
語
類
』
巻
一
二
、一
九
条
、輔
廣
録
（
Ⅰ200
）「
心
只
是
一
箇
心
、

非
是
以
一
箇
心
治
一
箇
心
。」、『
語
類
』
巻
二
○
、
一
〇
六
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅱ

467

）
原
注
「
淳
錄
云
。
仁
只
是
一
箇
仁
、
不
是
有
一
箇
大
底
仁
、
其
中
又
有

一
箇
小
底
仁
。」

（
４
）「
只
爭
箇
緩
頰
」　
「
爭
…
」
は
「
…
に
違
い
が
あ
る
」　
『
語
類
』
巻

二
七
、五
一
条
、
輔
廣
録
（
Ⅲ683

）「
只
此
是
學
、
只
爭
箇
做
得
徹
與
不
徹

耳
。」
同
、
巻
一
一
六
、二
一
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅷ2793

）「
人
之
為
學
、
只

是
爭
箇
肯
不
肯
耳
。」
同
、
巻
一
六
、一
五
三
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅱ348

）「
又

曰
。
只
爭
箇
動
不
動
。」
こ
の
よ
う
に
「
只
爭
箇
甲
＋
乙
」（
甲
乙
は
反
義
語
）

の
形
で
『
語
類
』
に
頻
出
す
る
。
ま
た
校
勘
で
示
し
た
よ
う
に
、『
朱
子
語
類

考
文
解
義
』
は
「
頓
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
注
し
て
お
り
、
成
化
本
・
朝
鮮
古

写
本
・
朝
鮮
古
写
本
も
「
頓
」
に
作
る
。
よ
っ
て
訳
は
テ
キ
ス
ト
を
「
只
爭
箇

緩
頓
」
と
し
て
理
解
し
た
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
に
よ
る
と
、「
緩
頓
」
の

「
緩
」
は
「
自
明
誠
」、「
頓
」
は
「
以
誠
格
物
」
に
対
応
し
、
工
夫
の
緩
急
を

説
い
た
も
の
と
解
説
す
る
。『
語
類
』
で
質
問
者
が
取
り
上
げ
る
『
中
庸
章
句
』

二
十
一
章
の
「
自
明
誠
、
謂
之
教
」
と
は
、
朱
注
に
「
先
明
乎
善
、
而
後
能
實

其
善
者
、賢
人
之
學
。
由
教
而
入
者
也
、人
道
也
。」
と
あ
る
。「
明
」
と
は
「
明

善
」
つ
ま
り
学
問
に
よ
っ
て
道
徳
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
指
し
、「
自
明

誠
」
と
は
、
明
ら
か
と
な
っ
た
自
己
の
善
な
る
性
を
現
実
に
実
現
さ
せ
る
こ
と

意
味
し
、
そ
の
こ
と
は
「
緩
頓
」
で
言
え
ば
「
緩
」
に
対
応
す
る
。
ま
た
、『
中

庸
章
句
』
同
章
で
こ
れ
と
対
置
さ
れ
る
「
自
誠
明
、謂
之
性
」
と
は
、朱
注
に
「
德

無
不
實
而
明
無
不
照
者
、
聖
人
之
德
。
所
性
而
有
者
也
、
天
道
也
。」
と
あ
る

よ
う
に
、
先
天
的
に
優
れ
た
道
徳
性
を
備
え
た
も
の
は
、
知
恵
が
い
か
な
る
事

物
に
も
照
応
す
る
こ
と
を
指
し
、
そ
の
こ
と
は
「
緩
頓
」
で
言
え
ば
「
頓
」
に

対
応
す
る
。
本
条
の
内
容
に
返
れ
ば
、質
問
者
が
言
う「
以
誠
格
物
」と
は
、「
誠
」

か
ら
「
明
」
に
至
る
こ
と
を
指
し
、そ
れ
は
朱
子
の
立
場
で
は
「
頓
」
に
属
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
条
で
の
朱
熹
と
門
人
の
や
り
と
り
を
整
理
す
れ
ば
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、本
条
注（
２
）で
触
れ
た
よ
う
に『
中
庸
』の「
自

明
而
誠
」
と
程
子
や
朱
子
の
「
以
誠
格
物
」
の
説
の
違
い
を
指
摘
す
る
弟
子
に

対
し
て
、
朱
子
は
こ
れ
ら
に
は
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
学
習

の
習
熟
の
遅
速
の
違
い
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



48
条

　

問
。
入
道
莫
如
敬
、
未
有
致
知
而
不
在
敬
者
。

　

曰
。
敬
則
此
心
惺
惺
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
楊
道
夫
録
は
池
録
巻
一
八
・
一
九
に
収
録
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
池
録
巻
一
八
・
一
九
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条

を
収
録
し
な
い
。

〔
譯
〕

　
「（
程
伊
川
の
言
葉
の
）
道
に
入
る
に
は
「
敬
」
の
工
夫
が
最
も
よ
く
、
致
知
を

行
っ
た
者
で
（
そ
れ
に
先
だ
っ
て
）
敬
を
実
践
し
て
い
な
い
者
な
ど
い
た
た
め
し

は
な
い
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

先
生
「「
敬
」
で
あ
れ
ば
、
こ
の
心
は
冴
え
冴
え
し
て
い
る
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
入
道
莫
如
敬
、
未
有
致
知
而
不
在
敬
者
。」　
『
大
学
或
問
』
で
は
、
程
子

の
言
葉
と
し
て
「
又
曰
。
入
道
莫
如
敬
。
未
有
能
致
知
而
不
在
敬
者
。」
の
語

を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
三
に
同
文
が
あ
る
。
程
朱
学
の

タ
ー
ム
と
し
て
の
「
敬
」
と
は
「
慎
む
」
の
意
で
、
意
識
が
専
一
で
雑
念
が
な

い
こ
と
を
指
す
。

（
２
）「
敬
則
此
心
惺
惺
」　

謝
上
蔡
の
敬
説
を
踏
ま
え
る
。「
惺
惺
」
と
は
「
意
識

が
冴
え
冴
え
す
る
」
の
意
。『
大
学
或
問
』
で
、
程
子
と
程
門
に
お
け
る
「
敬
」

に
関
す
る
諸
説
を
列
挙
す
る
一
段
で
「
至
其
門
人
謝
氏
之
説
、
則
又
有
所
謂
常

惺
惺
法
者
焉
。」
と
言
う
。
朱
子
の
手
に
な
る
『
上
蔡
語
録
』
巻
中
に
は
「
敬

是
常
惺
惺
法
。
心
齋
是
事
事
放
下
、
其
理
不
同
。」
と
言
う
。
ま
た
、
朱
子
に

よ
れ
ば
「
常
惺
惺
」
は
道
理
を
究
明
す
る
上
で
必
要
な
意
識
の
状
態
で
あ
る
こ

と
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻
一
七
、一
五
条
（
Ⅱ373

）
劉
砥
録
「
問
謝
氏

惺
惺
之
説
。
曰
。
惺
惺
、
乃
心
不
昏
昧
之
謂
、
只
此
便
是
敬
。
今
人
説
敬
、
却

只
以
整
齊
嚴
肅
言
之
、
此
固
是
敬
。
然
心
若
昏
昧
、
燭
理
不
明
、
雖
強
把
捉
、

豈
得
為
敬
。」、
同
、
巻
一
一
六
、四
一
条
、
訓
沈
僩
（
Ⅶ2801

）「
曰
。
每
日

做
工
夫
、
只
是
常
常
喚
醒
、
如
程
子
所
謂
主
一
之
謂
敬
、
謝
氏
所
謂
常
惺
惺
法

是
也
。
然
這
裏
便
有
致
知
底
工
夫
。
程
子
曰
。
涵
養
須
用
敬
、進
學
則
在
致
知
。

須
居
敬
以
窮
理
。」

49
条

　

伊
川
謂
學
莫
先
於
致
知
、
未
有
致
知
而
不
在
敬
者
。
致
知
、
是
主
善
而
師
之
也
。

敬
、
是
克
一
而
協
之
也
。　

伯
羽

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
譯
〕

一
二
〇
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程
伊
川
は
「
学
問
は
致
知
よ
り
先
に
す
る
こ
と
は
な
い
。」、「
致
知
を
行
っ
た

者
で（
そ
れ
に
先
だ
っ
て
）敬
を
実
践
し
て
い
な
い
者
な
ど
い
た
た
め
し
は
な
い
。」

と
言
っ
て
い
た
。「
致
知
」
と
は
、「
善
を
主
と
し
て
こ
れ
を
師
と
す
（
人
の
善
な

る
本
性
を
取
っ
て
こ
れ
を
規
範
と
す
る
）」（『
尚
書
』「
咸
有
一
德
」
篇
）
の
こ
と

だ
。「
敬
」と
は「
克
く
一
に
し
て
之
を
協(

あ)

わ
す（
心
を
善
に
専
一
に
す
る
）」

（
同
）
の
こ
と
だ
。　

童
伯
羽
録

〔
注
〕

（
１
）「
學
莫
先
於
致
知
、
未
有
致
知
而
不
在
敬
者
」　
「
學
莫
先
於
致
知
」
と
「
未

有
致
知
而
不
在
敬
」と
は
程
子
が
別
々
の
と
こ
ろ
で
説
い
た
発
言
で
あ
る
。『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問
。
學
何
以
有
至
覺
悟
處
。
曰
。
莫
先
致
知
。
能
致

知
、
則
思
一
日
愈
明
一
日
、
久
而
後
有
覺
也
。
學
而
無
覺
、
則
何
益
矣
、
又
奚

學
爲
。
思
曰
睿
、
睿
作
聖
。
纔
思
便
睿
、
以
至
作
聖
。
亦
是
一
箇
思
。
故
曰
。

勉
強
學
問
、則
聞
見
博
而
智
益
明
。」、『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
三
「
入
道
莫
如
敬
。

未
有
能
致
知
而
不
在
敬
者
。」

（
２
）「
致
知
、是
主
善
而
師
之
也
。敬
、是
克
一
而
協
之
也
」　
「
主
善
而
師
之
」と「
克

一
而
協
之
」と
は『
尚
書
』に
基
づ
く
言
葉
。『
尚
書
』「
咸
有
一
德
」「
德
無
常
師
、

主
善
為
師
。
善
無
常
主
、協
于
克
一
。」
集
傳
「
因
推
取
人
爲
善
之
要
。
無
常
者
、

不
可
執
一
之
謂
。
師
、法
。
協
、合
也
。
德
者
、善
之
總
稱
。
善
者
、德
之
實
行
。

一
者
、其
本
原
統
會
者
也
。
德
兼
衆
善
、不
主
於
善
、則
無
以
得
一
本
萬
殊
之
理
。

善
原
於
一
。
不
協
于
一
、
則
無
以
達
萬
殊
一
本
之
妙
。
謂
之
克
一
者
、
能
一
之

謂
也
。
博
而
求
之
於
不
一
之
善
、
約
而
會
之
於
至
一
之
理
、
此
聖
學
始
終
條
理

之
序
、
與
夫
子
所
謂
一
貫
者
幾
矣
。
太
甲
至
是
而
得
與
聞
焉
。
亦
異
乎
常
人
之

改
過
者
歟
。」。『
語
類
』
の
こ
の
条
で
、朱
子
が
『
大
学
』
の
「
致
知
」
と
『
尚

書
』「
咸
有
一
德
」
の
「
主
善
而
師
之
」
を
同
一
視
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
ど

ち
ら
も
善
悪
を
弁
別
し
て
善
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
朱
子

が
理
解
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
右
の
集
伝
で
は
「
克
一
而

協
之
」
と
「
敬
」
と
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
。
朱
子
が
『
尚
書
』
の
「
克
一

而
協
之
」
を
「
敬
」
に
引
き
つ
け
て
解
釈
し
た
例
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
朱

文
公
文
集
』
巻
四
二
「
與
石
子
重
」
第
十
書
「
德
無
常
師
、
主
善
為
師
。
善
無

常
主
、
協
于
克
一
。
此
言
於
天
下
之
德
、
無
一
定
之
師
、
惟
善
是
從
、
則
凡
有

善
者
、
皆
可
師
也
。
於
天
下
之
善
、
無
一
定
之
主
、
惟
一
其
心
、
則
其
所
取
者

無
不
善
矣
。」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
克
一
而
協
之
」
は
「
惟
一
其
心
」、
つ
ま
り

心
を
専
一
に
す
る
こ
と
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
心
を
専
一
に
す
る
こ
と
と
す
る

朱
子
の
「
敬
」
理
解
と
重
な
る
。

50
条

　

敬
則
心
存
、
心
存
、
則
理
具
於
此
而
得
失
可
驗
。
故
曰
未
有
致
知
而
不
在
敬
者
。

　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
楊
道
夫
録
は
池
録
巻
一
八
・
一
九
に
収
録
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
池
録
巻
一
八
・
一
九
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条

を
収
録
し
な
い
。

一
二
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



〔
譯
〕

　
「
敬
」
で
あ
れ
ば
、
心
は
こ
こ
に
あ
る
。
心
が
こ
こ
に
あ
れ
ば
、
理
は
そ
こ
に

備
わ
っ
て
正
し
い
か
誤
っ
て
い
る
か
を
実
感
で
き
る
。
だ
か
ら
（
程
伊
川
は
）「
致

知
し
て
敬
で
な
い
も
の
は
な
い
。」
と
言
っ
た
の
だ
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
敬
則
心
存
」　
「
敬
」
と
は
心
を
専
一
に
し
て
主
体
性
を
把
持
す
る
工
夫
で

あ
り
、
そ
の
主
体
性
の
有
無
を
程
子
や
朱
子
は
、『
孟
子
』
の
記
述
に
基
づ
い

て
心
の
「
存
亡
」
と
し
て
表
現
す
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
曰
、
操

則
存
、
舍
則
亡
、
出
入
無
時
、
莫
知
其
郷
。
更
怎
生
尋
所
寓
。
只
是
有
操
而
已
。

操
之
之
道
、敬
以
直
内
也
。」
な
お
「
操
則
存
、舍
則
亡
、出
入
無
時
、莫
知
其
郷
。」

と
は
『
孟
子
』
告
子
上
の
言
葉
。『
語
類
』
巻
五
九
、一
一
二
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅳ

1403

）「
操
則
存
、舍
則
亡
、程
子
以
為
操
之
之
道
、惟
在
敬
以
直
内
而
已
。」、同
、

巻
一
二
、八
二
条
、黃
卓
録
（
Ⅰ210

）「
人
之
心
性
、敬
則
常
存
、不
敬
則
不
存
。」

（
２
）「
心
存
、
則
理
具
於
此
而
得
失
可
驗
。」　
「
心
存
、
則
理
具
於
此
」
に
つ
い

て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻
二
六
、三
六
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅱ649
）「
存
得

心
在
這
裏
、
道
理
便
在
這
裏
。」「
得
失
」
は
、
正
し
い
か
誤
っ
て
い
る
か
。『
語

類
』
巻
一
一
、八
〇
条
、
呉
必
大
録
（
Ⅰ187

）「
人
之
病
、
只
知
他
人
之
説
可

疑
、
而
不
知
己
説
之
可
疑
。
試
以
詰
難
他
人
者
以
自
詰
難
、
庶
幾
自
見
得
失
。」

心
の
存
亡
が
正
し
い
判
断
の
可
否
に
関
わ
る
こ
と
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
大

学
章
句
』
伝
七
章
「
心
不
在
焉
、
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
、
食
而
不
知
其
味
。」

朱
注
「
心
有
不
存
、
則
無
以
檢
其
身
、
是
以
君
子
必
察
乎
此
而
敬
以
直
之
、
然

後
此
心
常
存
而
身
無
不
脩
也
。」、『
論
語
』「
陽
貨
」「
子
張
問
仁
於
孔
子
。
孔

子
曰
。
能
行
五
者
、
於
天
下
為
仁
矣
。
請
問
之
。
曰
。
恭
寬
信
敏
惠
。
…
」
朱

注
「
行
是
五
者
、
則
心
存
而
理
得
矣
。
於
天
下
、
言
無
適
而
不
然
、
猶
所
謂
雖

之
夷
狄
不
可
棄
者
。」

51
条

　

問
。
程
子
云
。
未
有
致
知
而
不
在
敬
者
。
蓋
敬
則
胸
次
虛
明
、
然
後
能
格
物
而

判
其
是
非
。

　

曰
。
雖
是
如
此
、
然
亦
須
格
物
、
不
使
一
毫
私
欲
得
以
為
之
蔽
、
然
後
胸
次
方

得
虛
明
。
只
一
箇
持
敬
、
也
易
得
做
病
。
若
只
持
敬
、
不
時
時
提
撕
著
、
亦
易
以

昏
困
。
須
是
提
撕
、
才
見
有
私
欲
底
意
思
來
、
便
屏
去
。
且
謹
守
著
、
到
得
復
來
、

又
屏
去
。
時
時
提
撕
、
私
意
自
當
去
也
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○
「
蓋
敬
則
胸
次
虛
明
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」

を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
只
一
箇
持
敬
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
只
一
个
持
敬
」
に
作
る
。

○「
不
時
時
提
撕
著
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
著
」を「
着
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
廖
德
明
録
は
池
録
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
が
、
池
録
巻
一
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
譯
〕

一
二
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



　

質
問
。「
程
子
は
「
致
知
し
て
敬
で
な
い
も
の
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

思
い
ま
す
に
、「
敬
」
で
あ
れ
ば
、胸
中
が
澄
み
切
っ
て
、そ
う
な
る
と
物
に
格(

い

た)

っ
て
そ
の
是
非
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
そ
れ
は
そ
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、「
格
物
」
し
て
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も

私
欲
に
覆
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
胸
中
を
澄
み
切
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。
た
だ
ひ
と
つ
の
「
持
敬
」
だ
け
で
も
、し
く
じ
り
や
す
い
の
だ
。

も
し
、
た
だ
「
持
敬
」
に
努
め
る
の
み
で
、
不
断
に
覚
醒
す
る
こ
と
を
怠
る
な
ら

ば
、
容
易
に
疲
弊
し
て
し
ま
う
。
是
非
と
も
覚
醒
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
う

し
て
こ
そ
、
私
欲
の
心
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
に
わ
ず
か
で
も
気
が
つ
き
さ
え
す

れ
ば
、
す
ぐ
に
除
去
で
き
る
の
だ
。
し
ば
ら
く
慎
重
に
保
持
し
て
、
再
び
（
私
欲

が
）
や
っ
て
き
た
ら
、
ま
た
除
去
す
る
の
だ
。
常
に
覚
醒
さ
せ
て
い
れ
ば
、
私
意

は
自
然
と
な
く
な
る
の
だ
。」　

廖
德
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
蓋
敬
則
胸
次
虛
明
」　
「
胸
次
」
は
、
胸
中
。『
語
類
』
巻
一
二
六
、三
一

条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅷ3015

）「
聖
人
所
謂
敬
以
直
内
、
則
湛
然
虚
明
、
萬
里

具
足
、
方
能
義
以
方
外
。」「
虛
明
」
は
「
澄
み
切
っ
て
い
る
こ
と
」。『
語
類
』

巻
一
五
、一
〇
〇
条
な
ど
に
既
出
。

（
２
）「
然
亦
須
格
物
、
不
使
一
毫
私
欲
得
以
為
之
蔽
、
然
後
胸
次
方
得
虛
明
」　

「
須
…
然
後
…
」
は
「
須
…
方
…
」
に
同
じ
で
、…
し
て
は
じ
め
て
…
。『
語
類
』

に
頻
出
。

（
３
）「
只
一
箇
持
敬
、
也
易
得
做
病
」  

「
持
敬
」
は
程
朱
学
の
タ
ー
ム
と
し
て
の

「
敬
」
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
。「
做
病
」
は
、
弊
害
が
あ
る
、
問
題
が
あ
る
。

『
語
類
』
巻
五
二
、一
三
九
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅳ1261

）「
大
抵
看
聖
賢
文
字
、

須
要
會
得
他
這
意
。
若
陷
在
言
語
中
、
便
做
病
來
。」「
易
得
…
」
は
、
…
し
や

す
い
、…
し
が
ち
で
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
一
、四
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅰ176

）「
或

只
去
事
物
中
袞
、則
此
心
易
得
汨
沒
。」
同
、巻
一
二
、一
一
五
条
、沈
僩
録
（
Ⅰ

212

）「
問
。
敬
通
貫
動
靜
而
言
。
然
靜
時
少
、
動
時
多
、
恐
易
得
撓
亂
。」

（
４
）「
若
只
持
敬
、不
時
時
提
撕
著
、亦
易
以
昏
困
」　
「
時
時
」
は
、常
に
。「
提
撕
」

は
「
提
醒
」
と
同
義
で
覚
醒
さ
せ
る
、
呼
び
覚
ま
す
。『
語
類
』
巻
一
四
、六
八

条
に
既
出
。「
提
撕
著
」
の
「
著
」
は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
動
作
の
持
続
を
表

す
。「
昏
困
」
は
、
疲
労
す
る
こ
と
、
眠
く
な
る
こ
と
。
巻
一
二
、一
五
八
条
、

廖
德
明
録
（
Ⅰ221

）「
靜
坐
久
時
、
昏
困
不
能
思
。
起
去
、
又
鬧
了
、
不
暇

思
。」
元
来
、
道
学
に
お
け
る
「
敬
」・「
持
敬
」
に
は
「
提
醒
」「
提
撕
」
の
意

味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
以
下
を
参
照
。『
上
蔡
語
録
』
巻
中
、三
七
条
「
敬

是
常
惺
惺
法
。」『
語
類
』
巻
一
二
、八
〇
条
、
楊
驤
録
（
Ⅰ209

）「
人
之
為
學
、

千
頭
萬
緒
、
豈
可
無
本
領
。
此
程
先
生
所
以
有
持
敬
之
語
。
只
是
提
撕
此
心
、

教
它
光
明
、
則
於
事
無
不
見
、
久
之
自
然
剛
健
有
力
。」
こ
の
立
場
に
立
て
ば
、

本
条
の
よ
う
に
「
持
敬
」
を
説
い
た
上
で
更
に
「
提
撕
」
の
必
要
性
を
説
く
の

は
、
一
見
蛇
足
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
、「
敬
」
の
工
夫
の

内
容
が
し
ば
し
ば
朱
子
の
意
図
と
異
な
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

つ
つ
、
朱
子
は
自
己
の
修
養
論
の
立
場
に
沿
っ
て
入
念
に
説
明
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
朱
子
に
と
っ
て
の
「
敬
」
の
工
夫
と
は
、
何
か
特
定
の
行

為
を
指
す
工
夫
で
は
な
く
、
い
か
な
る
行
為
を
す
る
際
に
も
そ
れ
を
正
し
く
行

う
上
で
の
前
提
と
な
る
（
例
え
ば
読
書
す
る
際
に
は
読
書
と
い
う
行
為
に
心
を

一
二
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



集
中
す
る
）、心
を
修
練
さ
せ
る
工
夫
で
あ
る
。従
っ
て
朱
子
は
し
ば
し
ば
、「
敬
」

を
特
定
の
一
つ
の
実
践
と
し
て
理
解
す
る
立
場
を
戒
め
て
い
る
。『
語
類
』
巻

六
、八
四
条
、
周
明
作
録
（
Ⅰ114

）「
敬
非
別
是
一
事
、
常
喚
醒
此
心
、
便
是
。」

ま
た
、
朱
子
は
「
敬
」
の
工
夫
を
「
塊
然
獨
坐
」「
塊
然
兀
坐
」「
閉
眼
黙
坐
」

と
い
っ
た
坐
禅
や
瞑
想
の
よ
う
な
特
定
の
行
為
と
同
一
視
す
る
立
場
を
否
定
す

る
。『
語
類
』
巻
一
一
五
、一
〇
条
、
訓
楊
道
夫
（
Ⅶ2772

）「
今
人
將
敬
來
別

做
一
事
、
所
以
有
厭
倦
、
為
思
慮
引
去
。
敬
只
是
自
家
一
箇
心
、
常
醒
醒
、
便

是
。
不
可
將
來
別
做
一
事
。
又
豈
可
指
擎
跽
曲
拳
、
塊
然
在
此
而
後
為
敬
。
又

曰
。
今
人
將
敬
致
知
來
做
兩
事
。
持
敬
時
、
只
塊
然
獨
坐
、
更
不
去
思
量
、
却

是
今
日
持
敬
、眀
日
去
思
量
道
理
也
。
豈
可
如
此
。」『
語
類
』
巻
一
二
、九
七
条
、

劉
砥
録
（
Ⅰ211

）「
敬
非
是
塊
然
兀
坐
、
耳
無
所
聞
、
目
無
所
見
、
心
無
所
思
、

而
後
謂
之
敬
。
只
是
有
所
畏
謹
、
不
敢
放
縱
。
如
此
則
身
心
收
斂
、
如
有
所
畏
、

常
常
如
此
、
氣
象
自
別
、
存
得
此
心
、
乃
可
以
為
學
。」
こ
れ
ら
の
記
録
の
内

容
は
裏
か
ら
言
え
ば
、「
敬
」
の
工
夫
を
特
定
の
行
為
と
し
て
理
解
す
る
立
場

が
存
在
し
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。
以
上
か
ら
、
本
条
で

朱
子
が「
た
だ
持
敬
に
努
め
る
の
み
で
不
断
に
提
撕
す
る
こ
と
を
怠
る
な
ら
ば
」

と
言
い
、「
持
敬
」
を
説
き
つ
つ
、更
に
「
提
撕
」
の
必
要
性
を
説
く
の
は
、「
持

敬
」
を
「
獨
坐
」・「
兀
坐
」
の
よ
う
な
特
定
の
行
為
と
し
て
限
定
的
に
捉
え
る

立
場
を
想
定
し
つ
つ
、
自
己
の
修
養
論
に
沿
っ
て
「
提
撕
」
の
必
要
性
を
強
調

し
よ
う
と
し
た
も
の
と
理
解
し
た
。

（
５
）「
須
是
提
撕
、
才
見
有
私
欲
底
意
思
來
、
便
屏
去
」　
「
才
…
」
は
、
わ
ず
か

に
、
少
し
で
も
…
す
れ
ば
。「
屏
去
」
は
、
斥
け
る
、
取
り
除
く
。『
語
類
』
巻

二
三
、八
六
条
、
周
明
作
録
（
Ⅰ187

）「
聖
人
千
言
萬
語
、
只
是
要
人
收
拾
得

箇
本
心
、
不
要
失
了
。
日
用
間
著
力
屏
去
私
欲
、
扶
持
此
心
出
來
。」

（
６
）「
且
謹
守
著
、
到
得
復
來
、
又
屏
去
。」　
「
謹
守
」
は
、
慎
重
に
保
持
す
る
。

『
語
類
』
巻
一
八
、九
条
に
既
出
。

52
条

　

問
。
春
間
幸
聞
格
物
之
論
、
謂
事
至
物
來
、
便
格
取
一
箇
是
非
、
覺
有
下
手
處
。

　

曰
。
春
間
説
得
亦
太
迫
切
。
只
是
伊
川
説
得
好
。

　

問
。
如
何
迫
切
。

　

曰
。
取
效
太
速
、
相
次
易
生
出
病
。
伊
川
教
人
只
説
敬
。
敬
則
便
自
見
得
一
箇

是
非
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○
「
便
格
取
一
箇
是
非
」　

朝
鮮
古
写
本
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
廖
德
明
録
は
池
録
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
が
、
池
録
巻
一
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
譯
〕

　

質
問
「
春
の
時
に
幸
い
に
も
先
生
の
格
物
の
説
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
先
生
は
、
事
物
が
や
っ
て
き
た
ら
、
す
ぐ
に
ひ
と
つ
の
是
非
に
至
り
、
す

る
と
（
工
夫
の
）
着
手
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
、
と
仰
っ
て
お
り
ま
し
た
。」

　

先
生
「
春
の
時
に
は
性
急
に
説
き
過
ぎ
て
い
た
。
た
だ
程
伊
川
の
よ
う
に
説
く

の
が
よ
い
。」

一
二
四
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質
問
「
ど
の
よ
う
に
性
急
な
の
で
し
ょ
う
。」

　

先
生
「
効
果
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
が
拙
速
だ
と
、
相
次
い
で
弊
害
が
出
や
す

い
。
程
伊
川
は
人
に
教
え
て
た
だ
「
敬
」
と
だ
け
説
い
た
。「
敬
」
で
あ
れ
ば
自

然
と
一
つ
の
是
非
が
わ
か
る
の
だ
。」　

廖
德
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
問
。
春
間
幸
聞
格
物
之
論
」　
『
語
類
』巻
一
一
四
、四
三
条
、訓
竇
從
周（
Ⅶ

2767

）
に
、
本
条
と
同
じ
廖
德
明
の
記
録
で
以
下
の
よ
う
に
言
う
。「
先
生
問

竇
云
。
尋
常
看
敬
字
如
何
。
曰
。
心
主
於
一
而
無
有
它
適
。
先
生
曰
。
只
是
常

要
提
撕
、
令
胸
次
湛
然
分
明
。
若
只
塊
然
獨
坐
、
守
著
箇
敬
、
却
又
昏
了
。
須

是
常
提
撕
、
事
至
物
來
、
便
曉
然
判
別
得
箇
是
非
去
。
竇
云
。
每
常
胸
次
湛
然

清
明
時
、
覺
得
可
悅
。
曰
。
自
是
有
可
悅
之
理
、
只
是
敬
好
。
敬
以
直
内
、
便

能
義
以
方
外
。
有
箇
敬
、
便
有
箇
不
敬
、
常
如
此
戒
懼
。
方
不
睹
不
聞
、
未
有

私
欲
之
際
、
已
是
戒
懼
了
。
及
至
有
少
私
意
發
動
、
又
却
慎
獨
。
如
此
、
即
私

意
不
能
為
吾
害
矣
。」
本
条
で
春
の
時
に
説
か
れ
て
い
た
と
い
う
「
格
物
之
論
」

と
は
或
い
は
こ
れ
を
指
す
か
。
な
お
、
次
の
五
三
条
、
廖
德
明
録
で
も
同
じ
話

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）「
謂
事
至
物
來
」　
「
事
至
物
來
」
は
「
事
物
が
到
来
す
る
」
の
意
。『
大
学

或
問
』「
心
既
能
靜
、
則
無
所
擇
於
地
而
能
安
矣
。
能
安
、
則
日
用
之
間
、
從

容
閒
暇
、事
至
物
來
、有
以
揆
之
而
能
慮
矣
。」『
孟
子
或
問
』「
是
以
平
居
靜
處
、

虚
明
洞
達
、
固
無
毫
髪
疑
慮
存
於
胷
中
。
至
於
事
至
物
來
、
則
雖
舉
天
下
之
物
、

或
素
所
未
嘗
接
於
耳
目
思
慮
之
間
者
、
亦
無
不
判
然
、
迎
刃
而
解
。」『
語
類
』

巻
一
四
、一
四
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ275

）「
既
無
疑
惑
、
則
心
便
靜
。
心
既

靜
、
便
貼
貼
地
、
便
是
安
。
既
安
、
則
自
然
此
心
專
一
、
事
至
物
來
、
思
慮
自

無
不
通
透
。
若
心
未
能
靜
安
、
則
總
是
胡
思
亂
想
、
如
何
是
能
慮
。」
同
、
巻

一
五
、二
九
条
、甘
節
録
（
Ⅰ288

）「
若
格
物
、則
雖
不
能
盡
知
、而
事
至
物
來
、

大
者
増
些
子
、
小
者
減
些
子
、
雖
不
中
、
不
遠
矣
。」

（
３
）「
便
格
取
一
箇
是
非
、覺
有
下
手
處
」　
「
格
取
」は
、至
っ
て
獲
得
す
る
。な
お
、

「
格
取
」の
用
例
は『
語
類
』『
朱
文
公
文
集
』を
通
し
て
本
条
の
み
で
あ
る
。「
下

手
」
は
「
手
を
付
け
る
、着
手
す
る
」、「
下
手
處
」
は
、着
手
点
の
意
。「
是
非
」

が
わ
か
る
こ
と
が
着
手
点
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
を

参
照
。『
語
類
』
巻
二
四
、一
一
三
条
、
周
明
作
録
（
Ⅱ592

）「
又
曰
。
人
最

要
見
得
是
與
不
是
、
方
有
下
手
處
。
如
今
人
都
不
見
得
是
非
、
分
別
不
出
。」

（
４
）「
春
間
説
得
亦
太
迫
切
」　
「
迫
切
」
は
「
性
急
」。

（
５
）「
取
效
太
速
、相
次
易
生
出
病
」 「
取
效
」
は
効
果
を
得
る
こ
と
。
陸
游
『
老

學
庵
筆
記
』
卷
三
「
金
石
草
木
之
藥
、
亦
皆
比
古
力
弱
、
非
倍
用
之
、
不
能
取

效
。」「
相
次
」
は
、
相
次
い
で
、
次
々
と
。「
生
出
病
」
は
、
弊
害
を
生
ず
る
。

（
６
）「
伊
川
教
人
只
説
敬
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
三
、九
八
条
「
入
道
莫
如
敬
、

未
有
能
致
知
而
不
在
敬
者
。」
ま
た
、
次
条
注
（
４
）
を
参
照
。

53
条

　

問
。
春
間
所
論
致
知
格
物
、
便
見
得
一
箇
是
非
、
工
夫
有
依
據
。
秋
間
却
以
為

太
迫
切
、
何
也
。

　

曰
。
看
來
亦
有
病
、
侵
過
了
正
心
誠
意
地
步
多
。
只
是
一
敬
字
好
。
伊
川
只
説

敬
、
又
所
論
格
物
致
知
、
多
是
讀
書
講
學
、
不
專
如
春
間
所
論
偏
在
一
邊
。

一
二
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



　

今
若
只
理
會
正
心
誠
意
、（
原
注
「
池
錄
作
四
端
情
性
。」）
却
有
局
促
之
病
。

只
説
致
知
格
物
（
原
注
「
池
錄
作
讀
書
講
學
、
一
作
博
窮
衆
理
」）、
又
却
似
汎
濫
。

古
人
語
言
自
是
周
浹
。若
今
日
學
者
所
謂
格
物
、却
無
一
箇
端
緒
、只
似
尋
物
去
格
。

　

如
齊
宣
王
因
見
牛
而
發
不
忍
之
心
、
此
蓋
端
緒
也
、
便
就
此
擴
充
、
直
到
無
一

物
不
被
其
澤
、
方
是
。
致
與
格
、
只
是
推
致
窮
格
到
盡
處
。
凡
人
各
有
箇
見
識
、

不
可
謂
他
全
不
知
。
如
孩
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
。
及
其
長
也
、
無
不
知
敬
其

兄
、
以
至
善
惡
是
非
之
際
、
亦
甚
分
曉
。
但
不
推
致
充
廣
、
故
其
見
識
終
只
如
此
。

　

須
是
因
此
端
緒
從
而
窮
格
之
。
未
見
端
倪
發
見
之
時
、
且
得
恭
敬
涵
養
。
有
箇

端
倪
發
見
、
直
是
窮
格
去
。
亦
不
是
鑿
空
尋
事
物
去
格
也
。

　

又
曰
。
涵
養
於
未
發
見
之
先
、
窮
格
於
已
發
見
之
後
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○「
秋
間
却
以
為
太
迫
切
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
秋
間
却
有
未
安
太
迫
切
」に
作
る
。

○
「
池
錄
作
讀
書
講
學
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
學
」
を
「
斈
」
に
作
る
。

○
「
若
今
日
學
者
所
謂
格
物
」　

成
化
本
、呂
留
良
本
、和
刻
本
は
「
若
」
を
「
兼
」

に
作
る
。

○
「
此
蓋
端
緒
也
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
須
是
因
此
端
緒
從
而
窮
格
之
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
須
是
因
此
端
緒
從
而
窮

格
之
耳
」
に
作
る
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
廖
德
明
録
は
池
録
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
が
、
池
録
巻
一
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
譯
〕

　

質
問
「
春
の
時
は
格
物
致
知
を
論
じ
て
は
、
ひ
と
つ
の
是
非
が
わ
か
れ
ば
、
工

夫
に
拠
り
所
が
で
き
る
、
と
し
て
い
ま
し
た
。
秋
の
時
に
は
逆
に
そ
れ
で
は
性
急

過
ぎ
る
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
弊
害
が
あ
っ
て
、
多
分
に
正
心
誠
意
の
領
分
に
ま

で
立
ち
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
た
だ
敬
の
一
字
だ
け
で
よ
い
の
だ
。
程
伊
川
は

た
だ
「
敬
」
だ
け
を
説
い
て
、
ま
た
論
ず
る
と
こ
ろ
の
格
物
致
知
は
、
多
く
の
場

合
読
書
や
講
学
の
こ
と
で
、
春
の
時
に
言
っ
た
よ
う
な
一
方
面
に
偏
っ
て
ば
か
り

で
は
な
い
。

　

今
も
し
た
だ
正
心
誠
意
に
取
り
組
む
だ
け
だ
と
（
池
録
は
「
四
端
情
性
」
に
作

る
）、
か
え
っ
て
見
識
が
狭
隘
に
な
る
弊
害
が
あ
る
。
た
だ
致
知
格
物
だ
け
説
く

の
も
（
池
録
は
「
讀
書
講
學
」
に
作
る
。
あ
る
い
は
「
博
窮
衆
理
」
に
作
る
。）、

か
え
っ
て
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
よ
う
だ
。
古
人
の
言
葉
は
自

然
と
周
到
な
の
だ
。
今
日
の
学
者
の
い
わ
ゆ
る
格
物
は
、
か
え
っ
て
一
個
も
端
緒

が
な
く
、
ひ
た
す
ら
事
物
を
探
求
し
格い
た

っ
て
い
く
よ
う
だ
。

　

斉
の
宣
王
が
牛
を
見
た
こ
と
で
「
忍
び
ざ
る
の
心
」
を
発
し
た
（『
孟
子
』
梁

惠
王
上
）
の
は
、
こ
れ
は
思
う
に
端
緒
だ
。
こ
れ
に
依
拠
し
て
拡
充
し
て
、
一
物

も
そ
の
恩
沢
を
被
ら
な
い
も
の
が
な
い
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
の
だ
。

「
致
」
と
「
格
」
と
は
推
し
致
し
窮
め
至
っ
て
究
極
の
と
こ
ろ
に
格い

た

る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。
お
よ
そ
人
に
は
各
々
こ
の
見
識
が
あ
る
の
で
、
あ
る
人
は
全
く
知
ら

な
い
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。「
孩
提
の
童
の
如
き
も
、
其
の
親
を
愛
す
る

を
知
ら
ざ
る
無
く
、
其
の
長
ず
る
に
及
ぶ
や
、
其
の
兄
を
敬
う
を
知
ら
ざ
る
無
し

（『
孟
子
』盡
心
上
）」か
ら
、善
悪
や
是
非
の
違
い
を
弁
別
す
る
際
に
至
る
ま
で
、（
人

の
見
識
は
元
来
）
極
め
て
明
瞭
だ
。
た
だ
、
推
し
致
し
て
満
た
し
広
げ
な
い
た
め

一
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に
、
そ
の
見
識
は
結
局
そ
の
程
度
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

是
非
と
も
こ
の
端
緒
に
依
拠
し
、
こ
れ
を
窮
め
格い
た

る
の
が
よ
い
。
端
緒
が
発
現

し
て
い
な
い
時
に
は
、
し
ば
ら
く
恭
敬
や
涵
養
に
努
め
る
。
こ
の
端
緒
の
発
現
が

あ
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
窮
め
格い
た

っ
て
い
く
。
依
拠
す
る
と
こ
ろ
な
く
事
物
を
探
求
し

て
格い
た

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
。」

　

ま
た
仰
っ
た
。「
ま
だ
発
現
す
る
前
に
涵
養
し
て
、
発
現
し
た
後
に
窮
め
格い

た

る

の
だ
。」　

廖
德
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
春
間
所
論
致
知
格
物
」　

前
条
に
も
同
じ
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
条
と
前
条
が
言
う
格
物
論
に
関
し
て
は
前
条
の
注
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）「
看
來
亦
有
病
」　
「
看
來
」
は
、
思
う
に
。
春
に
説
か
れ
た
格
物
致
知
説
の

詳
細
は
未
詳
。た
だ
、そ
れ
に
つ
い
て
前
条
で
は「
速
効
効
果
を
求
め
す
ぎ
た（
取

效
太
速
）」、
本
条
で
は
「
多
分
に
正
心
誠
意
の
領
分
を
侵
す
も
の
で
あ
っ
た

（
侵
過
了
正
心
誠
意
地
歩
多
）」
と
回
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
格
物

致
知
に
よ
っ
て
心
を
収
斂
す
る
効
用
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
趣
旨
だ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
方
向
の
学
説
と
し
て
は
以
下
が
あ
る
。『
近
思
録
』

巻
三
「
格
物
窮
理
」
所
引
張
載
語
「
讀
書
少
、
則
無
由
考
校
得
精
義
。
蓋
書
以

維
持
此
心
、
一
時
放
下
、
則
一
時
德
性
有
懈
。
讀
書
則
此
心
常
在
、
不
讀
書
則

終
看
義
理
不
見
。」『
大
学
或
問
』「
張
子
曰
。
書
所
以
維
持
此
心
。
一
時
放
下
、

則
一
時
德
性
有
懈
。
讀
書
則
此
心
常
在
。」『
語
類
』
巻
一
一
、三
条
、
襲
蓋
卿

録
（
Ⅰ176

）「
人
常
讀
書
、
庶
幾
可
以
管
攝
此
心
、
使
之
常
存
。
横
渠
有
言

書
所
以
維
持
此
心
、
一
時
放
下
、
則
一
時
徳
性
有
懈
。
其
何
可
廢
。」
同
、
巻

四
九
、二
七
条
、
陳
淳
録
（1204

）「
横
渠
云
。
讀
書
以
維
持
此
心
、
一
時
放
下
、

則
一
時
徳
性
有
懈
。」
同
、
巻
一
一
四
、三
三
条
、
訓
潘
時
舉
（
Ⅶ2762

）「
先

生
曰
。
書
所
以
維
持
此
心
、若
一
時
放
下
、則
一
時
德
性
有
懈
、若
能
時
時
讀
書
、

則
此
心
庶
可
無
間
斷
矣
。」
同
、巻
一
一
九
、八
条
、黄
義
剛
録
（
Ⅶ2870

）「
張

子
曰
。
書
所
以
維
持
此
心
、
一
時
放
下
、
則
一
時
德
性
有
懈
。
也
是
説
得
維
持

字
好
。
盖
不
讀
書
、
則
此
心
便
無
用
處
。」

（
３
）「
侵
過
了
正
心
誠
意
地
步
多
」　
「
侵
過
」は
、侵
犯
す
る
。「
地
步
」は
、範
囲
、

余
地
、
ス
ペ
ー
ス
。
巻
一
五
、八
六
条
、
注
（
４
）、
巻
一
六
、二
二
四
条
の
注

を
参
照
。『
大
学
章
句
』
第
六
章
注
「
蓋
心
體
之
明
有
所
未
盡
、
則
其
所
發
必

有
不
能
實
用
其
力
、
而
苟
焉
以
自
欺
者
。
然
或
己
明
而
不
謹
乎
此
、
則
其
所
明

又
非
己
有
、
而
無
以
為
進
德
之
基
。」

（
４
）「
伊
川
只
説
敬
、
又
所
論
格
物
致
知
、
多
是
讀
書
講
學
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
一
八
「
或
問
、
進
修
之
術
何
先
。
曰
、
莫
先
於
正
心
誠
意
。
誠
意
在
致
知
。

致
知
在
格
物
。
格
、
至
也
。
如
祖
考
來
格
之
格
。
凡
一
物
上
有
一
理
、
須
是
窮

致
其
理
。
窮
理
亦
多
端
。
或
讀
書
、
講
明
義
理
、
或
論
古
今
人
物
、
別
其
是
非
、

或
應
接
事
物
而
處
其
當
、
皆
窮
理
也
。」

（
５
）「
今
若
只
理
會
正
心
誠
意
、
却
有
局
促
之
病
」　
「
局
促
」
は
狭
く
て
窮
屈
な

こ
と
。
こ
こ
で
は
「
見
識
が
狭
隘
」
の
意
。『
語
類
』
巻
一
一
七
、四
三
条
、
黃

義
剛
録
（
Ⅷ2822

）「
曰
。
聖
賢
教
人
、
多
説
下
學
事
、
少
説
上
達
事
。
説
下

學
工
夫
要
多
也
好
、
但
只
理
會
下
學
、
又
局
促
了
。
須
事
事
理
會
過
、
將
來
也

要
知
箇
貫
通
處
。」

（
６
）「
只
説
致
知
格
物
、
又
却
似
汎
濫
」　
「
汎
濫
」
は
、
溢
れ
か
え
る
こ
と
。
本

巻
三
五
条
「
天
下
之
理
、
偪
塞
滿
前
、
耳
之
所
聞
、
目
之
所
見
、
無
非
物
也
、

一
二
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
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一
）



若
之
何
而
窮
之
哉
。
須
當
察
之
於
心
、
使
此
心
之
理
既
明
、
然
後
於
物
之
所
在
、

從
而
察
之
、則
不
至
於
汎
濫
矣
。」『
語
類
』
巻
六
四
、五
六
条
、記
録
者
名
欠
（
Ⅴ

1570
）「
洪
水
汎
濫
、
舜
尋
得
禹
而
民
得
安
居
。
桀
紂
暴
虐
、
湯
武
起
而
誅
之
。」

（
７
）「
池
録
作
四
端
情
性
」　

池
録
と
は
、池
州
刊
朱
子
語
録
（
一
二
一
五
年
刊
）。

黎
靖
徳
が
分
類
編
纂
し
た
『
朱
子
語
類
』
に
先
行
し
て
存
在
し
た
朱
子
語
録
、

所
謂
四
録
（
池
録
・
饒
録
・
饒
後
録
・
建
別
録
）
の
一
つ
で
あ
り
、
記
録
者
別

に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
廖
德
明
録
は
池
録
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（「
朱

子
語
録
姓
氏
」
参
照
）。
な
お
池
録
の
残
巻
を
収
録
し
た
も
の
と
し
て
『
朱
子

語
録
』
上
下
巻
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
が
、
池
録
一
は

同
書
に
は
未
収
録
で
あ
り
、
こ
の
廖
德
明
録
も
確
認
で
き
な
い
。

（
８
）「
古
人
語
言
自
是
周
浹
」　
「
周
浹
」
は
、
行
き
渡
る
、
周
到
の
意
。『
荀
子
』

「
君
道
」「
古
者
先
王
審
禮
以
方
皇
周
浹
於
天
下
、
動
無
不
當
也
。」 

（
９
）「
如
齊
宣
王
因
見
牛
而
發
不
忍
之
心
、
此
蓋
端
緒
也
」　
『
孟
子
』「
梁
惠
王
」

上
「
曰
。
臣
聞
之
胡
齕
曰
。
王
坐
於
堂
上
、
有
牽
牛
而
過
堂
下
者
、
王
見
之
、

曰
。
牛
何
之
。
對
曰
。
將
以
釁
鐘
。
王
曰
。
舍
之
。
吾
不
忍
其
觳
觫
、
若
無
罪

而
就
死
地
。
對
曰
。
然
則
廢
釁
鐘
與
。
曰
。
何
可
廢
也
。
以
羊
易
之
。
不
識
有

諸
。
曰
。
有
之
。
曰
。
是
心
足
以
王
矣
。
百
姓
皆
以
王
為
愛
也
、
臣
固
知
王
之

不
忍
也
。
…
今
恩
足
以
及
禽
獸
、
而
功
不
至
於
百
姓
者
、
獨
何
與
。
…
百
姓
之

不
見
保
、
為
不
用
恩
焉
。
故
王
之
不
王
、
不
為
也
、
非
不
能
也
。」
朱
注
「
王

見
牛
之
觳
觫
而
不
忍
殺
、
即
所
謂
惻
隱
之
心
、
仁
之
端
也
。
擴
而
充
之
、
則
可

以
保
四
海
矣
。
故
孟
子
指
而
言
之
、
欲
王
察
識
於
此
而
擴
充
之
也
。」

（
10
）「
便
就
此
擴
充
、
直
到
無
一
物
不
被
其
澤
、
方
是
。」　
「
直
到
無
一
物

不
被
其
澤
、
方
是
。」　
「
直
到
…
」
は
、
…
に
な
っ
て
、
…
に
至
っ
て
。
巻

一
五
、八
一
条
に
既
出
。「
…
方
是
」
は
、
…
し
て
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。『
孟
子
』

「
萬
章
」
上
「
思
天
下
之
民
、
匹
夫
匹
婦
有
不
被
堯
舜
之
澤
者
、
若
己
推
而
內

之
溝
中
。
其
自
任
以
天
下
之
重
如
此
。」『
孟
子
』「
萬
章
」
下
「
思
天
下
之
民
、

匹
夫
匹
婦
有
不
與
被
堯
舜
之
澤
者
、
如
己
推
而
内
之
溝
中
。
其
自
任
以
天
下
之

重
也
。」

（
11
）「
致
與
格
、只
是
推
致
窮
格
到
盡
處
」　
『
語
類
』巻
一
五
、七
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅰ

283

）「
格
物
者
、格
、盡
也
、須
是
窮
盡
事
物
之
理
。」『
語
類
』
巻
一
五
、四
七
条
、

萬
人
傑
録
（
Ⅰ291

）「
只
是
格
不
盡
。
但
物
格
於
彼
、
則
知
盡
於
此
矣
。」

（
12
）「
如
孩
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
…
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
孟
子
曰
。

人
之
所
不
學
而
能
者
、
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
。
孩
提
之
童
、

無
不
知
愛
其
親
者
。
及
其
長
也
、
無
不
知
敬
其
兄
也
。」

（
13
）「
但
不
推
致
充
廣
」　
「
充
廣
」
は
拡
充
と
同
義
。

（
14
）「
須
是
因
此
端
緒
從
而
窮
格
之
」　

自
分
の
心
に
発
動
し
た
善
な
る
感
情
に

反
省
を
加
え
る
こ
と
で
、
善
な
る
感
情
が
生
ず
る
本
体
と
し
て
の
「
性
」
を
知

覚
す
る
こ
と
を
言
う
。『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
惻
隱
之
心
、
仁
之
端
也
。
羞

惡
之
心
、
義
之
端
也
。
辭
讓
之
心
、
禮
之
端
也
。
是
非
之
心
、
智
之
端
也
。」

朱
注
「
惻
隱
、
羞
惡
、
辭
讓
、
是
非
、
情
也
。
仁
、
義
、
禮
、
智
、
性
也
。
心
、

統
性
情
者
也
。
端
、
緒
也
。
因
其
情
之
發
、
而
性
之
本
然
可
得
而
見
、
猶
有
物

在
中
而
緒
見
於
外
也
。」

（
15
）「
未
見
端
倪
發
見
之
時
、
且
得
恭
敬
涵
養
…
有
箇
端
倪
發
見
、
直
是
窮
格
去
」

　
「
端
倪
」
は
「
糸
口
」
の
意
。『
莊
子
』「
大
宗
師
」「
反
覆
終
始
、不
知
端
倪
。

芒
然
彷
徨
乎
塵
垢
之
外
、
逍
遙
乎
无
為
之
業
。」
程
朱
学
で
は
、
人
倫
に
接
す

る
中
で
自
然
と
発
現
す
る
人
間
の
善
な
る
心
を
、
そ
れ
を
完
全
に
善
な
る
人
間

一
二
八
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本
性
を
知
覚
す
る
た
め
の
糸
口
と
捉
え
る
考
え
方
か
ら
、「
端
倪
」
と
呼
ぶ
。

な
お
、朱
子
と
同
時
代
の
胡
宏
や
張
栻
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
湖
南
学
派
は
こ
の「
端

倪
」
を
察
識
す
る
工
夫
を
特
に
重
ん
じ
（
察
識
端
倪
説
）、
端
倪
を
察
識
し
た

後
に
こ
れ
を
心
に
涵
養
す
る
、「
先
察
識
・
後
存
養
」
の
工
夫
論
を
説
い
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
朱
子
は
、
心
を
正
し
く
修
養
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ

も
正
し
く
「
端
倪
」
の
発
現
を
認
識
で
き
ず
、
よ
っ
て
事
物
に
接
し
て
い
な
い

「
未
發
」
の
時
に
「
涵
養
」
の
工
夫
が
で
き
て
い
て
こ
そ
、
事
物
に
接
し
た
際

に
心
が
正
し
く
発
動
し
て
端
倪
を
認
識
で
き
る
、
と
考
え
、「
先
存
養
・
後
察
識
」

の
工
夫
論
を
説
い
て
湖
南
学
を
批
判
し
た
。
以
下
は
そ
の
際
の
朱
子
の
張
栻
に

対
す
る
書
簡
で
あ
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
二
「
答
張
欽
夫
」「
又
如
所
謂
學

者
、
先
須
察
識
端
倪
之
發
、
然
後
可
加
存
養
之
功
、
則
熹
於
此
不
能
無
疑
。
葢

發
處
、固
當
察
識
、但
人
自
有
未
發
時
、此
處
便
合
存
養
、豈
可
必
待
發
而
後
察
、

察
而
後
存
耶
。
且
從
初
不
曾
存
養
、
便
欲
隨
事
察
識
、
竊
恐
浩
浩
茫
茫
、
無
下

手
處
、
而
毫
釐
之
差
千
里
之
繆
、
將
有
不
可
勝
言
者
。」
以
上
の
よ
う
な
朱
子

と
湖
南
学
の
工
夫
論
の
違
い
や
議
論
に
つ
い
て
は
高
畑
常
信
『
宋
代
湖
南
学
の

研
究
』（
秋
山
書
店
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
16
）「
亦
不
是
鑿
空
尋
事
物
去
格
也
」　
「
鑿
空
」
は
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ

と
。『
語
類
』
巻
一
一
、一
〇
三
条
、
滕
璘
録
（
Ⅰ190

）「
前
輩
固
不
敢
妄
議
、

然
論
其
行
事
之
是
非
、
何
害
。
固
不
可
鑿
空
立
論
、
然
讀
書
有
疑
、
有
所
見
、

自
不
容
不
立
論
。」

（
17
）「
涵
養
於
未
發
見
之
先
、
窮
格
於
已
發
見
之
後
」　

意
念
の
未
発
動
の
「
未

發
」
の
局
面
で
「
涵
養
」
し
て
、
意
念
が
発
動
す
る
「
已
發
」
の
局
面
で
「
格

物
」
す
る
と
い
う
、「
先
存
養
・
後
察
識
」
の
定
論
確
立
以
後
の
朱
子
の
工
夫

論
を
指
す
。
同
様
の
朱
子
の
涵
養
・
格
物
に
関
す
る
発
言
は
以
下
を
参
照
。『
語

類
』
巻
六
二
、
陳
文
蔚
録
「
文
蔚
曰
。
伊
川
云
、
涵
養
於
喜
怒
哀
樂
未
發
之
前
、

則
發
自
中
節
矣
。
今
學
者
能
戒
謹
恐
懼
於
不
睹
不
聞
之
中
、
而
謹
獨
於
隠
微
之

際
、
則
中
可
得
矣
。
曰
。
固
是
如
此
。」『
語
類
』
巻
九
六
、
葉
賀
孫
録
「
涵
養

於
喜
怒
哀
樂
未
發
之
前
、
只
是
戒
慎
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。」

54
条

　

問
。
格
物
、
敬
為
主
、
如
何
。
曰
。
敬
者
、
徹
上
徹
下
工
夫
。　

祖
道

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。『
朱
子
語
録
』
は
本
条
を
収
録
す
る
が
異
同
な
し
。

〔
譯
〕

　

質
問
「
格
物
は
敬
を
主
と
す
る
、
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

先
生「「
敬
」と
い
う
の
は
、最
上
端
か
ら
最
下
端
ま
で
の
工
夫
と
い
う
こ
と
だ（「
格

物
」
は
「
敬
」
を
主
と
す
る
が
、「
敬
」
は
「
格
物
」
に
限
定
さ
れ
な
い
）。」　

曾

祖
道
録

〔
注
〕

（
１
）「
敬
者
、
徹
上
徹
下
工
夫
」　
「
徹
上
徹
下
」
は
、
最
上
端
か
ら
最
下
端
ま
で
。

『
語
類
』
巻
一
五
、二
六
条
、
廖
德
明
録
（
Ⅰ287

）「
須
是
徹
上
徹
下
、
表
裏

洞
徹
。
如
居
仁
、
便
自
能
由
義
。
由
義
、
便
是
居
仁
。
敬
以
直
内
、
便
能
義
以

一
二
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



方
外
。
能
義
以
方
外
、
便
是
敬
以
直
内
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
「
居
處

恭
、
執
事
敬
、
與
人
忠
。
此
是
徹
上
徹
下
語
。
聖
人
元
無
二
語
。」『
朱
文
公
文

集
』
巻
三
二
「
答
張
敬
夫
問
目
」「
故
敬
者
學
之
終
始
、所
謂
徹
上
徹
下
之
道
。」

同
、
巻
四
三
「
答
林
擇
之
」
第
五
書
「
大
抵
敬
字
是
徹
上
徹
下
之
意
、
格
物
致

知
、
乃
其
間
節
次
進
步
處
耳
。」
最
後
の
「
答
林
擇
之
」
第
五
書
の
内
容
を
参

照
す
れ
ば
、
本
条
に
お
け
る
朱
熹
の
答
え
は
、
敬
は
あ
ら
ゆ
る
実
践
を
包
括
す

る
か
ら
、
格
物
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
意
か
。

55
条

　

問
。
格
物
、
或
問
論
之
已
詳
。
不
必
分
大
小
先
後
、
但
是
以
敬
為
本
、
後
遇
在

面
前
底
便
格
否
。
曰
。
是
。
但
也
須
是
從
近
處
格
將
去
。　

義
剛

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
義
剛
録
は
池
録
巻
二
六
・
二
七
に
収
録
さ
れ
て

い
た
よ
う
だ
が
、
池
録
巻
二
六
・
二
七
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条
を

収
録
し
な
い
。

〔
譯
〕

　

質
問
「
格
物
に
つ
い
て
は
、『
或
問
』
で
論
じ
て
す
で
に
詳
細
で
す
。
必
ず
し

も
大
小
や
先
後
を
分
け
ず
に
、
た
だ
「
敬
」
を
根
本
と
し
て
、
後
に
た
ま
た
ま
目

の
前
に
出
会
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、「
格い
た

る
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
先
生

「
そ
う
だ
。
た
だ
そ
れ
で
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
至
っ
て
い
く
の
が
よ
い
。」　

黃
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）「
格
物
、
或
問
論
之
已
詳
」　

本
巻
四
〇
条
に
も
「
或
問
格
物
、
問
得
太
煩
」

と
あ
り
、
門
人
に
は
『
大
学
或
問
』
の
格
物
に
関
す
る
設
問
が
詳
細
過
ぎ
る
と

感
じ
る
も
の
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）「
不
必
分
大
小
先
後
」　
『
大
学
或
問
』「
語
其
大
、天
地
之
所
以
高
厚
、語
其
小
、

至
一
物
之
所
以
然
、
皆
學
者
所
宜
致
思
也
。」

（
３
）「
以
敬
為
本
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
三
、九
八
条
「
入
道
莫
如
敬
、
未
有

能
致
知
而
不
在
敬
者
。」
こ
の
考
え
方
は
朱
子
が
継
承
・
発
展
し
て
い
る
。
朱

子
は
『
大
學
或
問
』
で
「
敬
」
と
「
格
物
」
に
関
わ
る
程
子
の
発
言
五
条
を
列

挙
し
た
上
で
「
此
五
條
者
、
又
言
涵
養
本
原
之
功
、
所
以
為
格
物
致
知
之
本
者

也
。」
と
総
括
す
る
。

（
４
）「
但
也
須
是
從
近
處
格
將
去
」　
「
…
將
去
」
は
、「
…
し
て
い
く
」。
巻

一
四
、六
条
な
ど
に
既
出
。
本
巻
四
〇
条
、
徐
㝢
録
「
或
問
格
物
、
問
得
太
煩
。

曰
。
…
就
切
近
處
、
且
逐
旋
理
會
。」

56
条

　

問
。
程
先
生
所
説
、
格
物
之
要
、
在
以
誠
敬
為
主
。
胡
氏
説
致
知
、
格
物
、
又

要
立
志
以
定
其
本
、
如
何
。

　

曰
。此
程
先
生
説
得
為
人
切
處
。古
人
由
小
便
學
來
、如
視
無
誑
、如
洒
埽
、應
對
、

一
三
〇
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進
退
、
皆
是
少
年
從
小
學
、
教
他
都
是
誠
敬
。
今
人
小
學
都
不
曾
去
學
、
却
欲
便

從
大
學
做
去
。
且
如
今
格
一
物
、
若
自
家
不
誠
不
敬
、（
誠
是
不
欺
不
妄
。
敬
是

無
怠
慢
放
蕩
。）
纔
格
不
到
、
便
棄
了
。
又
如
何
了
得
。
工
夫
如
何
成
得
。

　

又
云
。
程
先
生
云
。
主
一
之
謂
敬
。
此
理
又
深
。
又
説
今
人
所
作
所
為
、
皆
緣

是
不
去
立
志
。
若
志
不
立
、
又
如
何
去
學
、
又
如
何
去
致
知
、
格
物
中
做
得
事
。

立
志
之
説
甚
好
。
非
止
為
讀
書
説
、
一
切
之
事
皆
要
立
志
。　

椿

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
皆
是
少
年
從
小
學
」　

成
化
本
は
「
少
」
を
「
小
」
に
作
る
。

○
「
若
志
不
立
、又
如
何
去
學
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は
「
學
」
を
「
斈
」
に
作
る
。

〔
譯
〕

　

質
問
「
程
伊
川
先
生
が
説
い
た
こ
と
に
は
、「
格
物
の
要
は
、
誠
・
敬
を
主
と

す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
胡
宏
氏
は
格
物
致
知
を
説
い
て
、

更
に
志
を
立
て
て
、
そ
の
根
本
を
定
め
る
べ
き
と
言
い
ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
こ
れ
は
、
程
先
生
が
人
に
切
実
に
説
き
得
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
古
人
は

小
さ
い
こ
と
か
ら
学
ん
で
い
き
、
正
し
く
示
し
て
欺
く
こ
と
な
く
（『
禮
記
』「
曲

禮
」）、
洒
掃
・
応
対
・
進
退
（『
論
語
』
子
張
篇
）
に
つ
い
て
は
ど
れ
も
少
年
が

小
学
の
段
階
で
学
び
、
そ
こ
で
彼
ら
に
教
え
た
の
は
す
べ
て
誠
や
敬
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
最
近
の
も
の
は
み
な
小
学
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
学
ぼ
う
と
せ
ず
、
そ
れ

な
の
に
そ
の
ま
ま
『
大
學
』
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
。
た
と
え
ば
今
一
物
に

格い
た

り
、
も
し
自
分
が
誠
で
も
敬
で
も
な
い
よ
う
で
（
誠
と
は
偽
り
や
で
た
ら
め
が

な
い
こ
と
だ
。
敬
と
は
怠
慢
や
や
り
た
い
放
題
が
な
い
こ
と
だ
。）
わ
ず
か
で
も

至
り
切
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
放
り
出
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
ど
う
し
て
理

解
で
き
よ
う
か
。
工
夫
は
ど
う
し
て
完
成
し
よ
う
か
。」

　

ま
た
仰
っ
た
。「
程
先
生
は
「
主
一
の
こ
と
を
「
敬
」
と
言
う
。」
と
言
っ
た
。

こ
の
意
味
は
と
て
も
深
い
。」
ま
た
仰
っ
た
。「
近
頃
の
者
の
や
る
こ
と
な
す
こ
と

は
、
す
べ
て
志
を
立
て
よ
う
と
し
な
い
こ
と
が
原
因
だ
。
も
し
志
が
立
た
な
け
れ

ば
、
さ
ら
に
ど
う
や
っ
て
学
ん
で
い
こ
う
か
。
さ
ら
に
ど
う
や
っ
て
致
知
格
物
の

中
で
や
り
遂
げ
よ
う
か
。
志
を
立
て
る
、
と
い
う
説
は
と
て
も
よ
い
。
た
だ
読
書

の
た
め
だ
け
に
言
う
の
で
は
な
く
、
一
切
の
事
に
は
す
べ
て
志
を
立
て
る
べ
き
な

の
だ
。」　

魏
椿
録

〔
注
〕

（
１
）「
程
先
生
所
説
、
格
物
之
要
、
在
以
誠
敬
為
主
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻

二
二
上
「
又
問
。
如
何
可
以
格
物
。
曰
。
但
立
誠
意
去
格
物
、
其
遲
速
却
在
人

明
暗
也
。
明
者
格
物
速
、
暗
者
格
物
遲
。」
同
、
巻
三
、九
八
条
「
入
道
莫
如
敬
、

未
有
能
致
知
而
不
在
敬
者
。」『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
格
物
窮
理
、
但
立
誠
意

以
格
之
。
其
遲
速
則
在
乎
人
之
明
暗
耳
。」

（
２
）「
胡
氏
説
致
知
、
格
物
、
又
要
立
志
以
定
其
本
」　
『
胡
宏
集
』
所
収
「
復
齋

記
」
の
「
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
、
而
居
敬
以
持
其
志
」
を
指
す
。

（
３
）「
此
程
先
生
説
得
為
人
切
處
」　
『
大
学
或
問
』「
然
徐
而
考
之
、
則
其
端
緒

接
續
、
脈
絡
貫
通
、
而
丁
寧
反
復
、
為
人
深
切
之
意
、
又
自
別
見
於
言
外
、
不

可
易
也
。」『
語
類
』
巻
一
三
、一
四
二
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅰ244

）「
大
學
語
孟

一
三
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



最
是
聖
賢
為
人
切
要
處
。」

（
４
）「
如
視
無
誑
」　
『
禮
記
』「
曲
禮
」
上
「
幼
子
常
視
毋
誑
。
童
子
不
衣
裘
裳
、

立
必
正
方
、
不
傾
聽
。」
釈
文
「
視
音
示
。
誑
、
…
九
況
反
、
欺
也
。」
陳
澔
集

説
「
視
與
示
同
。
常
示
之
以
不
可
欺
誑
、
所
以
習
其
誠
。」

（
５
）「
如
洒
埽
、應
對
、進
退
」　
『
論
語
』「
子
張
」「
子
游
曰
。
子
夏
之
門
人
小
子
、

當
洒
掃
、應
對
、進
退
、則
可
矣
。
抑
末
也
、本
之
則
無
。
如
之
何
。」
朱
注
「
子

游
譏
子
夏
弟
子
、
於
威
儀
容
節
之
間
則
可
矣
。
然
此
小
學
之
末
耳
、
推
其
本
、

如
大
學
正
心
誠
意
之
事
、
則
無
有
。」

（
６
）「
皆
是
少
年
從
小
學
、
教
他
都
是
誠
敬
。」
朱
子
は
、
古
の
世
の
学
校
制
度

で
は
「
大
學
」
に
先
だ
っ
て
「
小
學
」
に
入
学
す
る
、
と
考
え
て
い
た
。「
大

學
章
句
序
」「
三
代
之
隆
、其
法
寖
備
、然
後
王
宮
、國
都
以
及
閭
巷
、莫
不
有
學
。

人
生
八
歲
、則
自
王
公
以
下
、至
於
庶
人
之
子
弟
、皆
入
小
學
、而
教
之
以
灑
掃
、

應
對
、
進
退
之
節
、
禮
樂
、
射
御
、
書
數
之
文
。
及
其
十
有
五
年
、
則
自
天
子

之
元
子
、
衆
子
、
以
至
公
、
卿
、
大
夫
、
元
士
之
適
子
、
與
凡
民
之
俊
秀
、
皆

入
大
學
、
而
教
之
以
窮
理
、
正
心
、
修
己
、
治
人
之
道
。
此
又
學
校
之
教
、
大

小
之
節
所
以
分
也
。
…
若
曲
禮
、
少
儀
、
内
則
、
弟
子
職
諸
篇
、
固
小
學
之
支

流
餘
裔
、
而
此
篇
者
、
則
因
小
學
之
成
功
、
以
著
大
學
之
明
法
、
外
有
以
極
其

規
模
之
大
、
而
内
有
以
盡
其
節
目
之
詳
者
也
。」
ま
た
、
朱
子
は
こ
の
小
學
で

の
教
育
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
不
足
を
補
う
た
め
、
弟
子
の
劉
清

之
と
と
も
に
、
経
書
や
史
書
の
記
事
を
集
め
『
小
学
』
と
い
う
書
物
を
編
集
し

て
い
る
。
な
お
、「
小
學
」
で
は
「
誠
敬
」
に
関
す
る
こ
と
が
教
え
ら
れ
て
い

た
と
朱
子
が
考
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
学
或
問
』「
昔

者
聖
人
蓋
有
憂
之
、
是
以
於
其
始
敎
、
為
之
小
學
、
而
使
之
習
於
誠
敬
、
則
所

以
收
其
放
心
、
養
其
德
性
者
、
已
無
所
不
用
其
至
矣
。」『
語
類
』
巻
七
、四
条
、

滕
璘
録
（
Ⅰ124

）「
古
人
小
學
、
養
得
小
兒
子
、
誠
敬
善
端
、
發
見
了
然
。」

（
７
）「
今
人
小
學
都
不
曾
去
學
」　
『
語
類
』
巻
一
四
、一
九
条
、
魏
椿
録
（
Ⅰ

251

）「
今
人
不
曾
做
得
小
學
工
夫
、
一
旦
學
大
學
、
是
以
無
下
手
處
。
今
且
當

自
持
敬
始
、
使
端
慤
純
一
静
專
、
然
後
能
致
知
格
物
。」「
去
」
は
動
詞
の
前
に

つ
い
て
意
志
を
表
す
。
今
の
人
が
小
学
を
学
ば
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は『
語
類
』

巻
一
四
、一
九
条
を
参
照
。

（
８
）「
誠
是
不
欺
不
妄
」　
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
所
謂
誠
其
意
者
、毋
自
欺
也
。

如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」『
中
庸
章
句
』

一
六
章「
夫
微
之
顯
、誠
之
不
可
揜
、如
此
夫
。」朱
注「
誠
者
、眞
實
無
妄
之
謂
。」

『
中
庸
章
句
』
二
十
章
「
誠
者
天
之
道
也
。
誠
之
者
人
之
道
也
。
…
」
朱
注
「
誠

者
、
眞
實
無
妄
之
謂
、
天
理
之
本
然
也
。
誠
之
者
、
未
能
眞
實
無
妄
而
欲
其
眞

實
無
妄
之
謂
、
人
事
之
當
然
也
。」

（
９
）「
敬
是
無
怠
慢
放
蕩
」　
『
胡
宏
集
』「
知
言
」「
復
義
」「
天
理
存
亡
、
在
敬

肆
之
間
爾
。」
周
敦
頤
『
太
極
図
説
』「
君
子
修
之
吉
、
小
人
悖
之
凶
」
に
対
す

る
朱
熹『
太
極
図
説
解
』に「
修
之
悖
之
、亦
在
乎
敬
肆
之
間
而
已
矣
。」と
あ
る
。

ま
た
、
巻
一
四
、一
〇
七
条
、
廖
德
明
（
Ⅰ269

）「
提
撕
便
敬
、
昏
倦
便
是
肆
、

肆
便
不
敬
。」『
語
類
』
巻
一
五
、二
六
条
、
廖
德
明
録
（
Ⅰ287

）「
且
自
一
念

之
微
、
以
至
事
事
物
物
、
若
靜
若
動
、
凡
居
處
飲
食
言
語
、
無
不
是
事
、
無
不

各
有
箇
天
理
人
欲
。
須
是
逐
一
驗
過
。
雖
在
靜
處
坐
、
亦
須
驗
箇
敬
肆
。
敬
便

是
天
理
、
肆
便
是
人
欲
。」
と
あ
る
。

（
10
）「
又
如
何
了
得
」　
「
了
得
」
は
理
解
す
る
。

（
11
）「
立
志
之
説
甚
好
。
非
止
為
讀
書
説
」　

本
条
で
は
「
立
志
」
が
読
書
に
限

一
三
二
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定
さ
れ
な
い
こ
と
を
説
く
が
、「
立
志
」
は
読
書
の
前
提
と
し
て
説
か
れ
る
こ

と
が
多
い
こ
と
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻
一
一
、一
三
条
、
陳
芝
録
（
Ⅰ

177

）「
立
志
不
定
、
如
何
讀
書
。」『
語
類
』
巻
一
三
、二
八
条
、
呉
寿
昌
録
（
Ⅰ

225

）「
讀
書
須
要
有
志
。
志
不
立
、
便
衰
。」

57
条

　

問
。
涵
養
須
用
敬
、
進
學
則
在
致
知
。

　

曰
。
二
者
偏
廢
不
得
。
致
知
須
用
涵
養
、
涵
養
必
用
致
知
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
諸
本
異
同
無
し

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
楊
道
夫
録
は
池
録
巻
一
八
・
一
九
に
収
録
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
池
録
巻
一
八
・
一
九
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条

を
収
録
し
な
い
。

〔
譯
〕

　

質
問
「（
程
子
の
）「
涵
養
は
「
敬
」
を
用
い
る
の
が
よ
く
、
学
問
を
進
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
「
致
知
」
に
あ
る
。」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。」

　

先
生
「
二
つ
は
ど
ち
ら
も
疎
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
致
知
す
る
際
に
は
涵
養

を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
涵
養
す
る
際
に
は
必
ず
致
知
を
用
い
る
の
だ
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
涵
養
須
用
敬
、
進
學
則
在
致
知
。」　
『
大
学
或
問
』
で
程
子
の
格
物
説
を

列
挙
す
る
一
段
に
「
又
曰
。
涵
養
須
用
敬
。
進
學
則
在
致
知
。」
と
あ
る
。『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
涵
養
須
用
敬
。
進
學
則
在
致
知
。」
に
基
づ
く
。

（
２
）「
二
者
偏
廢
不
得
」　
「
涵
養
」
と
「
致
知
」
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
疎
か
に

で
き
な
い
、と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』巻
九
、一
六
条
、

廖
德
明
録
（
Ⅰ150

）「
擇
之
問
。
且
涵
養
去
、
久
之
自
明
。
曰
。
亦
須
窮
理
。

涵
養
・
窮
索
、
二
者
不
可
廢
一
。
如
車
兩
輪
、
如
鳥
兩
翼
。」『
朱
文
公
文
集
』

巻
六
三
「
答
孫
敬
甫
」
第
一
書
「
故
程
夫
子
之
言
曰
。
涵
養
必
以
敬
、
而
進
學

則
在
致
知
。
此
兩
言
者
、
如
車
兩
輪
、
如
鳥
兩
翼
、
未
有
廢
其
一
而
可
行
可
飛

者
也
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
〇
「
記
疑
」「
進
學
在
致
知
、
涵
養
在
敬
、
不

可
偏
廢
。」

（
３
）「
致
知
須
用
涵
養
、
涵
養
必
用
致
知
。」　
「
致
知
」
と
「
涵
養
」
が
相
互
に

作
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
朱
子
の
定
論
確
立
後
の
工
夫
論
に
よ
る
と
、「
涵

養
」が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
正
し
く「
致
知
」を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、ま
た「
致

知
」
で
得
た
「
知
」
に
基
づ
く
こ
と
で
よ
り
有
効
に
「
涵
養
」
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
さ
れ
、
二
つ
の
工
夫
に
は
先
後
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
循
環
的
に
相

互
に
作
用
す
る
、
と
さ
れ
る
。

58
条

　

任
道
弟
問
。
或
問
、
涵
養
又
在
致
知
之
先
。

　

曰
。
涵
養
是
合
下
在
先
。
古
人
從
小
以
敬
涵
養
、
父
兄
漸
漸
教
之
讀
書
、
識
義

一
三
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



理
。
今
若
説
待
涵
養
了
、
方
去
理
會
致
知
、
也
無
期
限
。
須
是
兩
下
用
工
、
也
著

涵
養
、
也
著
致
知
。
伊
川
多
説
敬
。
敬
則
此
心
不
放
、
事
事
皆
從
此
做
去
。

　

因
言
此
心
至
靈
、
細
入
毫
芒
纖
芥
之
間
、
便
知
便
覺
、
六
合
之
大
、
莫
不
在
此
。

又
如
古
初
去
今
、
是
幾
千
萬
年
、
若
此
念
才
發
、
便
到
那
裏
。
下
面
方
來
、
又
不

知
是
幾
千
萬
年
、
若
此
念
才
發
、
便
也
到
那
裏
。
這
箇
神
明
不
測
、
至
虛
至
靈
、

是
甚
次
第
。
然
人
莫
不
有
此
心
、
多
是
但
知
有
利
欲
、
被
利
欲
將
這
箇
心
包
了
。

起
居
動
作
、
只
是
有
甚
可
喜
物
事
、
有
甚
可
好
物
事
、
一
念
才
動
、
便
是
這
箇
物

事
。  

賀
孫

　

廣
録
云
。
或
問
存
養
致
知
先
後
。

　

曰
。
程
先
生
謂
存
養
須
是
敬
、
進
學
則
在
致
知
。
又
曰
。
未
有
致
知
而
不
在
敬

者
。
蓋
古
人
才
生
下
兒
子
、
便
有
存
養
他
底
道
理
。
父
兄
漸
漸
教
他
讀
書
、
識
義

理
。
今
人
先
欠
了
此
一
段
、故
學
者
先
須
存
養
。
然
存
養
便
當
去
窮
理
。
若
説
道
、

俟
我
存
養
得
、
却
去
窮
理
、
則
無
期
矣
。

　

因
言
人
心
至
靈
、
雖
千
萬
里
之
遠
、
千
百
世
之
上
、
一
念
才
發
、
便
到
那
裏
。

神
妙
如
此
、
却
不
去
養
他
。
自
旦
至
暮
、
只
管
展
轉
於
利
欲
中
、
都
不
知
覺
。

〔
校
勘
〕

〇
「
也
著
涵
養
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、和
刻
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇
「
毫
芒
纖
芥
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

〇
「
若
此
念
才
發
便
到
那
裏
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
才
」

を
「
纔
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
だ
が
、「
才
生
下
兒
子
」
の
處
に
つ
い
て
、
三

本
は
「
才
」
に
作
る
。
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。
以
下

同
じ
。

〇
「
下
面
方
來
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
而
」
に
作
る
。

〇
「
這
箇
神
明
不
測
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇
「
廣
録
云
或
問
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
五
字
が
無
く
、
代
わ
り
に
「
廣
同

而
略
」
の
四
字
が
あ
る
。

〇
「
存
養
他
底
道
理
」　

朝
鮮
整
版
本
は
、「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇
「
則
無
期
矣
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
無
」
を
「
无
」
に
作
る
。

○
輔
廣
録
は
池
録
二
所
収
。『
朱
子
語
録
』
に
は
巻
二
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

本
条
「
廣
録
」
以
下
云
々
は
見
え
ず
。

〔
訳
〕

　

弟
の
任
道
が
質
問
し
た
。「（
涵
養
と
致
知
は
順
序
が
な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、）『
大
学
或
問
』
に
よ
る
と
、
涵
養
は
致
知
の
先
だ
と
お
書
き
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
す
か
。」

　

先
生
「
本
来
な
ら
ば
、
涵
養
が
先
に
く
る
。
古
の
人
は
小
さ
い
頃
か
ら
「
敬
」

を
用
い
て
涵
養
し
、
父
兄
が
徐
々
に
本
を
読
ん
で
義
理
を
理
解
す
る
こ
と
を
教
え

た
。た
だ
、も
し
涵
養
を
済
ま
せ
て
か
ら
致
知
に
取
り
組
む
よ
う
に
言
う
な
ら
、（
修

養
を
達
成
す
る
）
果
て
が
見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず
両
方
と
も
に
工
夫
を

行
い
、涵
養
に
も
取
り
組
み
致
知
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
し
な
さ
い
。伊
川（
程
頤
）

は
し
ば
し
ば
「
敬
」
を
説
い
た
。「
敬
」
で
あ
れ
ば
、
こ
の
心
は
放
逸
に
な
ら
ず
、

ど
ん
な
事
も
そ
れ
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。」

　

そ
こ
で
（
こ
う
も
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
の
心
は
至
っ
て
霊
妙
な
も
の
な
の

一
三
四
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で
あ
っ
て
、（
小
は
）
ど
ん
な
微
細
な
も
の
に
で
も
分
け
入
っ
て
、
直
ち
に
そ
れ

を
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
、（
大
は
）
広
大
な
宇
宙
で
さ
え
、こ
こ
（
こ
の
心
の
中
）

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
ま
た
、（
過
去
は
）
今
か
ら
数
千
万
年
昔
の

太
古
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
た
び
思
念
が
発
す
れ
ば
、
直
ち
に
そ
こ
に
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
し
、（
未
来
は
）
今
か
ら
何
千
万
年
あ
る
か
分
か
ら
な
い
先
で
あ
っ

て
も
、
ひ
と
た
び
思
念
が
発
す
れ
ば
、
ま
た
直
ち
に
そ
こ
に
到
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
神
明
不
測
で
、
最
も
空
虚
に
し
て
か
つ
霊
妙
な
る
も
の
（
心
）
の
、

な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
。
し
か
も
人
は
誰
も
が
み
な
こ
の
心
を
持
っ
て
い
る

が
、
多
く
の
人
は
利
欲
だ
け
を
求
め
、
こ
の
心
が
利
欲
に
よ
っ
て
包
み
隠
さ
れ
て

し
ま
う
。
日
常
生
活
の
立
ち
居
振
舞
い
に
お
い
て
、
た
だ
何
か
喜
ば
し
い
物
事
が

あ
り
、
何
か
好
ま
し
い
物
事
が
あ
る
な
ら
ば
、
わ
ず
か
に
ひ
と
た
び
思
念
が
動
き

出
せ
ば
、（
心
は
）
も
う
そ
の
よ
う
な
物
事
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。」

葉
賀
孫
録

　

輔
廣
の
記
録
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
あ
る
人
が
質
問
し
た
。「
存
養
と
致
知

の
順
序
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
程
先
生
は
「
存
養
は
敬
を
用
い
る
の
が
よ
く
、
学
問
を
進
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
致
知
に
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
ま
た
、「
知
を
致
し
て
敬
で
は
な

い
も
の
は
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
思
う
に
古
の
人
に
は
、
子
供
が
生
ま
れ
た

ら
必
ず
そ
の
子
供
に
存
養
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
道
理
が
あ
る
。
父

兄
が
徐
々
に
本
を
読
ま
せ
、
義
理
を
認
識
さ
せ
る
。
今
の
人
は
そ
も
そ
も
こ
の
一

段
の
工
夫
が
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
故
に
学
問
を
す
る
人
は
先
ず
、
存
養
す
べ
き
な

の
だ
。
た
だ
し
存
養
す
る
な
ら
、（
そ
の
か
た
わ
ら
で
）
窮
理
に
も
取
り
組
む
べ

き
だ
。
も
し
も
先
ず
存
養
を
済
ま
せ
て
か
ら
窮
理
に
着
手
す
る
、
な
ど
と
言
う
の

で
あ
れ
ば
、（
修
養
を
達
成
す
る
）
果
て
が
見
え
な
い
。」

　

そ
こ
で
（
こ
う
も
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
人
の
心
は
至
っ
て
霊
妙
な
も
の
な
の

で
あ
っ
て
、
千
万
里
の
遠
地
で
も
、
千
百
世
の
太
古
で
も
、
ひ
と
た
び
思
念
が
発

す
れ
ば
、
直
ち
に
そ
こ
に
到
達
す
る
。
が
、
こ
の
よ
う
な
神
妙
な
る
心
が
あ
っ
て

も
、
人
は
こ
れ
を
存
養
し
よ
う
と
し
な
い
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ひ
た
す
ら
利
欲
の

中
に
輾
転
と
し
て
、
ま
っ
た
く
悟
ら
な
い
。」

〔
注
〕

（
１
）「
任
道
弟
」　

葉
任
道
。
葉
賀
孫
の
弟
。
中
純
夫
編
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
一
四
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
四
三
頁
の
注
を
参
照
。

（
２
）「
或
問
、
涵
養
又
在
致
知
之
先
」  

『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
格
物
窮
理
、
但

立
誠
意
以
格
之
、
其
遲
速
則
在
乎
人
之
明
暗
耳
。
又
曰
。
入
道
莫
如
敬
、
未
有

能
致
知
而
不
在
敬
者
。
又
曰
。
涵
養
須
用
敬
、
進
學
則
在
致
知
。
又
曰
。
致
知

在
乎
所
養
、
養
知
莫
過
於
寡
欲
。
又
曰
。
格
物
者
、
適
道
之
始
、
思
欲
格
物
、

則
固
已
近
道
矣
、
是
何
也
。
以
收
其
心
而
不
放
也
。
此
五
條
者
、
又
言
涵
養

本
原
之
功
、
所
以
爲
格
物
致
知
之
本
者
也
。」
以
上
『
或
問
』
に
引
用
さ
れ
た

五
条
の
「
又
曰
」
は
、
程
子
の
語
で
あ
る
。
朱
熹
は
、
こ
の
『
大
学
或
問
』
の

よ
う
に
、「
涵
養
」
は
「
致
知
」
に
先
だ
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
だ
と
主
張

す
る
一
方
で
、
反
対
に
「
致
知
」
の
後
の
「
涵
養
」
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強

調
す
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、『
語
類
』
巻
九
、二
九
条
、
陳
文
蔚
録
（
Ⅰ

152

）「
須
先
致
知
而
後
涵
養
」
と
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
未
発
や
已
発
を
問

わ
ず
、「
致
知
」
と
「
涵
養
」
に
先
後
は
な
く
両
者
は
互
い
に
補
完
し
あ
う
も

の
だ
、と
い
う
の
が
朱
熹
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
陳
来『
朱
子
哲
学
研
究
』（
華

一
三
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



東
師
範
出
版
社
、二
〇
〇
〇
年
）
第
一
四
章
第
三
節
「
致
知
与
涵
養
」
を
参
照
。

（
３
）「
合
下
」　

最
初
か
ら
、
本
来
。
巻
一
四
、三
八
条
に
既
出
。

（
４
）「
古
人
從
小
以
敬
涵
養
…
識
義
理
」  『
朱
文
公
文
集
』
卷
四
二
「
答
呉
晦
叔
」

第
九
書
「
蓋
古
人
之
教
、
自
其
孩
幼
、
而
教
之
以
孝
悌
誠
敬
之
實
、
及
其
少
長
、

而
博
之
以
詩
・
書
・
禮
・
樂
之
文
、
皆
所
以
使
之
即
夫
一
事
一
物
之
間
、
各
有

以
知
其
義
理
之
所
在
、
而
致
涵
養
踐
履
之
功
也
。（
原
注
「
此
小
學
之
事
、
知

之
淺
而
行
之
小
者
也
。」）
及
其
十
五
成
童
、
學
於
大
學
、
則
其
灑
掃
應
對
之
間
、

禮
樂
射
御
之
際
、
所
以
涵
養
踐
履
之
者
、
略
已
小
成
矣
、
於
是
不
離
乎
此
、
而

教
之
以
格
物
、
以
致
其
知
焉
。
致
知
云
者
、
因
其
所
已
知
者
推
而
致
之
、
以
及

其
所
未
知
者
而
極
其
至
也
。
是
必
至
於
舉
天
地
萬
物
之
理
、
而
一
以
貫
之
、
然

後
為
知
之
至
、
而
所
謂
誠
意
、
正
心
、
脩
身
、
齊
家
、
治
國
、
平
天
下
者
、
至

是
而
無
所
不
盡
其
道
焉
。（
原
注
「
此
大
學
之
道
、知
之
深
而
行
之
大
者
也
。」）」

（
５
）「
也
無
期
限
」　

終
わ
る
時
が
な
い
。
い
つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
。
漫
然

と
工
夫
に
取
り
組
む
の
で
な
く
、期
限
を
区
切
っ
て
精
力
的
に
取
り
組
む
べ
し
、

と
い
う
以
下
の
よ
う
な
発
言
も
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
二
一
、一
九
条
、
陳
淳
録

（
Ⅷ2924

）「
諸
友
只
有
箇
學
之
意
、
都
散
漫
、
不
恁
地
勇
猛
、
恐
度
了
日
子
。

須
著
火
急
痛
切
意
思
、
嚴
了
期
限
、
趲
了
工
夫
、
辦
幾
箇
月
日
氣
力
去
攻
破
一

過
、
便
就
裏
面
旋
旋
涵
養
。」

（
６
）「
兩
下
」　

両
方
、
双
方
。『
字
海
便
覧
』「
両
方
ノ
コ
ト
ナ
リ
。」
巻
一
四
の

八
九
条
と
巻
一
五
の
一
五
三
条
に
既
出
。

（
７
）「
也
著
涵
養
、
也
著
致
知
」  

「
也
…
、
也
…
」
は
、
二
つ
の
事
柄
が
同
様
で

あ
る
こ
と
を
表
し
、「
…
も
、…
も
」と
い
う
意
味
。「
著
」は
、こ
の
前
の「
須
是
」

に
呼
応
し
、「
…
べ
き
で
あ
る
」
の
意
を
表
す
。
巻
一
七
、三
八
条
の
注
（
12
）

を
参
照
。

（
８
）「
敬
則
此
心
不
放
、
事
事
皆
從
此
做
去
」　
『
語
類
』
巻
一
一
八
、五
〇
条
、

訓
蔡
㦛
（
Ⅶ2851

）「
敬
是
常
惺
惺
底
法
、以
敬
為
主
、則
百
事
皆
從
此
做
去
。」

『
論
語
或
問
』「
持
身
以
敬
、
則
心
不
放
逸
、
而
義
理
著
明
。
故
其
所
以
見
於
事

者
、
自
然
操
得
其
要
、
而
無
煩
擾
之
患
。」

（
９
）「
毫
芒
纖
芥
」  

「
毫
芒
」
は
毛
の
先
、「
纖
芥
」
は
小
さ
な
草
、
微
細
な
る

も
の
を
喩
え
る
。『
字
海
便
覧
』「
コ
マ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
、
云
フ
ナ
リ
。」

（
10
）「
便
知
便
覺
」　
「
便
」
は
、
直
ち
に
、
す
ぐ
に
。
真
德
秀
『
西
山
文
集
』
卷

三
一「
問
仁
字
」「
上
蔡
先
生
又
以
覺
為
仁
。
言
心
之
虚
明
知
覺
。
凡
痒
痾
疾
痛
、

便
知
便
覺
、
即
此
是
仁
。」

（
11
）「
六
合
」  

天
、
地
、
東
、
西
、
南
、
北
。
宇
宙
の
空
間
。

（
12
）「
下
面
」　

こ
れ
か
ら
、
次
に
。

（
13
）「
神
明
不
測
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
孔
子
曰
。
操
則
存
、
舍
則
亡
、
出

入
無
時
、莫
知
其
鄕
、惟
心
之
謂
與
。」
集
注
「
孟
子
引
之
、以
明
心
之
神
明
不
測
、

得
失
之
易
、
而
保
守
之
難
、
不
可
頃
刻
失
其
養
。」

（
14
）「
至
虛
至
靈
」  

心
の
本
体
は
空
虚
で
あ
っ
て
、
そ
の
知
覚
は
霊
妙
で
あ
る
。

『
中
庸
章
句
』
序
「
心
之
虚
靈
知
覺
、
一
而
已
矣
。」
前
掲
『『
朱
子
語
類
』
訳

注　

巻
一
四
』
一
三
〇
頁
の
注
を
参
照
。

（
15
）「
是
甚
次
第
」  「
次
第
」
は
整
然
と
し
て
い
る
さ
ま
、
転
じ
て
素
晴
ら
し
い
、

立
派
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
表
現
は『
語
類
』に
頻
出
す
る
。
例
え
ば
、

『
語
類
』
巻
二
三
、一
〇
一
条
、
李
壯
祖
録
（
Ⅲ557

）「
今
聖
人
但
從
心
所
欲
、

自
不
踰
矩
、是
甚
次
第
。」『
語
類
』巻
一
〇
七
、五
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅶ2660

）「
荊

公
數
語
、
是
甚
次
第
。
若
韓
維
、
孫
固
、
張
師
顏
等
所
説
、
如
何
及
得
他
。」
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（
16
）「
起
居
動
作
」  『
禮
記
』「
儒
行
」「
雖
危
、起
居
竟
信
其
志
」
鄭
玄
注
「
起
居
、

猶
舉
事
動
作
。」
こ
こ
で
は
日
常
生
活
の
意
味
。

（
17
）「
存
養
致
知
先
後
」　
「
存
養
」
は
、『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
存
其
心
、養
其
性
、

所
以
事
天
也
」
に
由
来
す
る
。
輔
廣
の
記
録
で
は
、
葉
賀
孫
録
の
「
涵
養
」
を

す
べ
て
「
存
養
」
に
作
る
が
、
両
者
の
意
味
は
同
じ
で
あ
り
、
た
だ
記
録
者
の

違
い
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
言
葉
が
異
な
る
の
み
。
楊
艶
『『
朱
子
語
類
』
版

本
与
語
言
問
題
考
論
』（
廣
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
頁
三
二
〇
）
を

参
照
。

（
18
）「
存
養
須
是
敬
」云
々  

本
卷
五
七
条
の
注（
１
）を
参
照
。
た
だ
程
子
の
語
、

も
と
も
と
「
存
養
」
を
「
涵
養
」
に
作
る
。

（
19
）「
未
有
致
知
而
不
在
敬
者
」
云
々  

本
巻
四
八
条
の
注
（
１
）
を
参
照
。

（
20
）「
今
人
先
欠
了
此
一
段
」  

『
語
類
』
卷
一
四
、一
九
条
、（
Ⅰ251

）「
明
德
、

如
八
窗
玲
瓏
、
致
知
格
物
、
各
從
其
所
明
處
去
。
今
人
不
曾
做
得
小
學
工
夫
、

一
旦
學
大
學
、
是
以
無
下
手
處
。
今
且
當
自
持
敬
始
、
使
端
愨
純
一
靜
專
、
然

後
能
致
知
格
物
。」

（
21
）「
神
妙
如
此
、却
不
去
養
他
」　
『
朱
文
公
文
集
』
卷
一
四
「
行
宮
便
殿
奏
劄
」

二
「
心
之
為
物
、
至
虛
至
靈
、
神
妙
不
測
、
常
為
一
身
之
主
、
以
提
萬
事
之
綱
、

而
不
可
有
頃
刻
之
不
存
者
也
。」

（
22
）「
都
不
知
覺
」  「
知
覺
」
は
、悟
る
、気
づ
く
。『
朱
文
公
文
集
』
卷
三
三
「
答

呂
伯
恭
」
第
四
書
「
大
抵
近
世
一
種
似
是
而
非
之
説
、
皆
是
此
箇
意
見
。
…
士

大
夫
無
意
於
學
、
則
恬
不
知
覺
、
有
志
於
學
、
則
必
入
於
此
。」

59
条

　

問
竇
。
看
格
物
之
義
如
何
。
曰
。
須
先
涵
養
清
明
、
然
後
能
格
物
。

　

曰
。
亦
不
必
專
執
此
説
。
事
到
面
前
、
須
與
他
分
別
去
。
到
得
無
事
、
又
且
持

敬
。
看
自
家
這
裏
敬
與
不
敬
如
何
、
若
是
不
敬
底
意
思
來
、
便
與
屏
徹
去
。
久
之

私
欲
自
留
不
得
、
且
要
切
己
做
工
夫
。

　

且
如
今
一
坐
之
頃
、
便
有
許
多
語
話
、
豈
不
是
動
。
才
不
語
話
、
便
是
靜
。
一

動
一
靜
、
循
環
無
已
。
便
就
此
窮
格
、
無
有
空
闕
時
。
不
可
作
二
事
看
。

　

某
向
時
亦
曾
説
、
未
有
事
時
、
且
涵
養
、
到
得
有
事
、
却
將
此
去
應
物
、
却
成

兩
截
事
。
今
只
如
此
格
物
、
便
只
是
一
事
。

　

且
如
言
忠
信
、
行
篤
敬
、
只
見
得
言
行
合
如
此
、
下
一
句
蠻
貊
之
邦
行
矣
、
便

未
須
理
會
。
及
其
久
也
、
只
見
得
合
如
此
言
、
合
如
此
行
。
亦
不
知
其
為
忠
信
篤

敬
如
何
、
而
忠
信
篤
敬
自
在
裏
許
、
方
好
。  

德
明

　

從
周
録
云
。
先
生
問
。
如
何
理
會
致
知
格
物
。
曰
。
涵
養
主
一
之
義
、
使
心
地

虚
明
、
物
來
當
自
知
未
然
之
理
。
曰
。
恁
地
則
兩
截
了
。

〔
校
勘
〕

〇
「
問
竇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
前
に
「
先
生
」
の
二
字
が
あ
る
。

〇
「
曰
須
先
涵
養
清
明
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。

〇
「
須
與
他
分
別
去
」　

朝
鮮
整
版
本
は
、「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。

〇
「
看
自
家
這
裏
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〇
「
無
有
空
闕
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
闕
」
を
「

」
に
作
る
。

一
三
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



〔
訳
〕

　
（
先
生
が
）
竇
従
周
に
質
問
さ
れ
た
。「
格
物
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
か
。」
答
え
た
。「
ま
ず
涵
養
し
（
心
が
）
清
明
に
な
っ
て
か
ら
こ
そ
、
後
に

格
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

  

先
生
「（
大
き
な
問
題
は
な
い
が
）
専
ら
そ
の
考
え
に
固
執
す
る
必
要
は
な
い
。

物
事
が
面
前
に
や
っ
て
来
れ
ば
、
や
は
り
そ
の
物
事
（
の
是
非
善
悪
）
を
見
分
け

て
（
格
物
を
）
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
。
何
事
も
な
く
な
っ
た
な
ら
ば
、
や
は
り
と

に
か
く
「
持
敬
」
す
る
こ
と
だ
。
自
分
が
「
敬
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
省
み
て
、

も
し
「
敬
」
で
は
な
い
思
念
が
生
ず
れ
ば
、
直
ち
に
こ
れ
を
取
り
除
く
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
工
夫
に
長
ら
く
取
り
組
め
ば
、
私
欲
は
お
の
ず
か
ら
留
ま
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
。
そ
の
上
で
た
だ
ひ
た
す
ら
切
実
に
工
夫
を
行
う
べ
き
だ
。

　

例
え
ば
、
今
の
よ
う
に
座
っ
て
い
る
間
に
多
く
の
対
話
を
交
わ
す
こ
と
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
「
動
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
話
を
止
め
た
途
端
に
、「
静
」
に
な
る
。

或
い
は
「
動
」
或
い
は
「
静
」、
動
静
が
循
環
し
て
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。（
動
で

あ
れ
静
で
あ
れ
）
今
こ
の
時
に
即
し
て
窮
め
格
り
、
一
刻
の
停
止
も
し
て
は
な
ら

な
い
。（
格
物
と
涵
養
を
）
別
個
の
二
つ
の
事
柄
と
見
な
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

私
は
以
前
に
は
（
あ
な
た
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
）
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
物

事
が
な
い
時
は
、
と
り
あ
え
ず
涵
養
す
べ
き
だ
。
物
事
が
出
来
し
て
か
ら
、
は
じ

め
て
こ
れ
（
涵
養
し
た
心
）
を
以
て
物
事
に
対
応
す
る
。」
こ
う
で
あ
れ
ば
、却
っ

て
（
格
物
と
涵
養
を
）
二
つ
に
分
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
今
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
格
物
す
れ
ば
、（
格
物
と
涵
養
は
）
一
つ
に
他
な
ら
な
い
。

　

例
え
ば（『
論
語
』「
衛
靈
公
」）「
言
は
忠
信
、行
い
は
篤
敬
」に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

た
だ
言
行
が
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
を
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
次
の
「
蠻
貊

の
邦
と
雖
も
行
わ
る
」
と
い
う
一
句
に
、
気
を
留
め
な
く
て
も
よ
い
。
そ
う
し
て

長
い
時
を
経
れ
ば
、
た
だ
こ
の
よ
う
に
言
い
、
こ
の
よ
う
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
が
分
か
る
。
自
分
の
言
行
は
忠
信
な
の
か
篤
敬
な
の
か
は

意
識
し
て
お
ら
ず
と
も
、
忠
信
や
篤
敬
は
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ

が
よ
い
の
で
あ
る
。」　

廖
德
明
録

　

竇
從
周
の
記
録
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
先
生
が
質
問
さ
れ
た
。「
致
知
格
物

を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
。」
答
え
た
。「
主
一
の
義
（
敬
）
を
体
認
し
て
、

心
の
あ
り
か
た
を
虚
明
に
す
れ
ば
、
物
事
が
や
っ
て
来
た
時
に
は
未
だ
発
生
し
て

い
な
い
事
柄
に
つ
い
て
の
道
理
も
自
然
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
先
生

「
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、（
涵
養
と
致
知
格
物
を
）
二
つ
に
分
け
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。」

〔
注
〕

（
１
）「
問
竇
」　
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
先
生
問
之
竇
文
卿
也
。」
竇
従
周
、
字

は
文
卿
、
丹
陽
の
人
。「
朱
子
語
録
姓
氏
」
所
収
。

（
２
）「
涵
養
清
明
」  

『
語
類
』
巻
五
九
、七
四
条
、
潘
植
録
（
Ⅳ1396

）「
今
人
只

説
夜
氣
、
不
知
道
這
是
因
説
良
心
來
。
…
到
那
夜
氣
涵
養
得
好
時
、
清
明
如
一

箇
寶
珠
相
似
、
在
清
水
裏
、
轉
明
徹
。
若
頓
在
濁
水
中
、
尋
不
見
了
。」

（
３
）「
不
必
專
執
此
説
」　

本
巻
五
八
条
の
注
（
２
）
を
参
照
。

（
４
）「
須
與
他
分
別
去
」  「
與
」
は
、「
…
を
」、動
作
の
対
象
を
表
す
。
下
の
「
便

與
屏
徹
去
」
の
「
與
」
は
同
じ
役
割
だ
が
、た
だ
目
的
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
分
別
」
に
つ
い
て
、『
語
類
』
巻
一
一
六
、三
八
条
、
訓
曽
祖
道
（
Ⅶ

2799

・2780
）「
先
生
曰
。
能
敬
以
直
内
矣
、
亦
須
義
以
方
外
。
能
知
得
是
非
、
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始
格
得
物
。
不
以
義
方
外
、
則
是
非
好
惡
不
能
分
別
、
物
亦
不
可
格
。」『
朱
子

語
類
考
文
解
義
』「
即
精
義
之
功
、
指
窮
格
。」

（
５
）「
屏
徹
」  
取
り
除
く
、
除
去
す
る
。『
文
選
』
潘
岳
「
笙
賦
」「
徹
塤
屏
箎
」

李
善
注
「
孔
安
國
『
論
語
』
注
曰
。
徹
、
去
也
。
屏
、
除
也
。」

（
６
）「
却
將
此
去
應
物
」  
こ
こ
の
「
却
」
は
副
詞
の
「
才
」
と
同
じ
で
あ
り
、「
…

し
て
か
ら
…
」「
…
は
じ
め
て
…
」。

（
７
）「
兩
截
事
」  

二
つ
の
事
柄
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
先
生
曾
所
説
者
、

正
文
卿
此
言
先
涵
養
後
格
物
之
説
、
判
作
先
後
兩
節
、
故
此
云
然
也
。」

（
８
）「
只
是
一
事
」  

『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
此
言
一
時
之
頃
、
一
坐
之
間
、

隨
動
隨
靜
、
循
環
加
工
、
是
涵
養
、
窮
格
合
為
一
事
、
無
先
後
之
判
兩
節
也
。」

（
９
）「
言
忠
信
、行
篤
敬
」
云
々  『
論
語
』「
衛
靈
公
」「
子
曰
。
言
忠
信
、行
篤
敬
、

雖
蠻
貊
之
邦
行
矣
。
言
不
忠
信
、
行
不
篤
敬
、
雖
州
里
行
乎
哉
。」
集
注
「
子

張
意
在
得
行
於
外
、
故
夫
子
反
於
身
而
言
之
。
猶
答
干
禄
問
達
之
意
也
。」
こ

れ
に
よ
っ
て
、
朱
熹
は
「
言
忠
信
、
行
篤
敬
」
を
「
雖
蠻
貊
之
邦
行
矣
」
の
根

本
と
し
て
理
解
し
て
い
る
た
め
、
本
条
で
は
「
言
忠
信
、
行
篤
敬
」
を
分
か
れ

ば
、「
雖
蠻
貊
之
邦
行
矣
」
を
気
に
留
め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
言
っ

た
の
で
あ
る
。

（
10
）「
從
周
録
云
」  『
語
類
』卷
一
一
四
、四
二
条
、訓
竇
從
周（
Ⅶ2767

）「
先
生
問
。

如
何
理
會
致
知
格
物
。
從
周
曰
。
涵
養
主
一
、
使
心
地
虛
明
、
物
來
當
自
知
未

然
之
理
。
曰
。
恁
地
則
兩
截
了
。」
本
条
の
竇
從
周
録
と
ほ
ぼ
同
文
が
見
え
る
。

（
11
）「
涵
養
主
一
之
義
」  『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
一
五
「
所
謂
敬
者
、主
一
之
謂
敬
。

所
謂
一
者
、無
適
之
謂
一
。
且
欲
涵
泳
主
一
之
義
、一
則
無
二
三
矣
。（
原
注「
一

作
不
一
則
二
三
矣
。」）」
程
子
の
語
を
踏
ま
え
る
と
、こ
こ
の
「
涵
養
」
は
「
涵

泳
」
と
同
じ
く
、
体
認
す
る
、
体
得
す
る
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）「
未
然
之
理
」　
『
經
進
東
坡
文
集
事
略
』
巻
二
二
「
勤
而
或
治
或
亂
斷
而
或

興
或
衰
信
而
或
安
或
危
」
策
問
「
按
其
已
然
之
迹
而
詆
之
者
易
、
推
其
未
然
之

理
而
辨
之
也
難
。」

（
13
）「
心
地
」　

も
と
は
佛
教
語
、『
大
乘
本
生
心
地
觀
經
』
巻
八
（
大
正
、
冊

三
、三
二
七
Ａ
）「
衆
生
之
心
猶
如
大
地
、五
穀
五
果
從
大
地
生
。
…
以
是
因
緣
、

三
界
唯
心
、
心
名
為
地
。」
こ
こ
で
は
心
の
意
味
。

60
条

　

又
問
。
致
知
在
乎
所
養
、
養
知
莫
過
於
寡
欲
。
道
夫
云
。
養
知
莫
過
於
寡
欲
、

此
句
最
為
緊
切
。
曰
。
便
是
這
話
難
説
、又
須
是
格
物
方
得
。
若
一
向
靠
著
寡
欲
、

又
不
得
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

〇
「
若
一
向
靠
著
寡
欲
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
向
」
を
「
句
」
に
作
る
。
成
化
本
、

萬
暦
本
、
和
刻
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（
先
生
が
）
ま
た
質
問
さ
れ
た
。「「
知
を
致
そ
う
と
す
れ
ば
、
平
素
か
ら
養
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
知
を
養
う
工
夫
は
、
寡
欲
に
勝
る
も
の
は
な
い
。」

（
こ
の
程
頤
の
語
は
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。）」
私
道
夫
が
答
え
た
。「「
知
を
養

う
工
夫
は
寡
欲
に
勝
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
一
句
は
、
最
も
肝
心
な
と
こ
ろ
で

一
三
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



す
。」
先
生
「
こ
の
話
は
行
い
難
い
か
ら
こ
そ
、
格
物
と
一
緒
に
行
え
ば
よ
い
。

も
し
ひ
た
す
ら
に
寡
欲
の
工
夫
に
頼
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
い
け
な
い
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
在
乎
所
養
、
養
知
莫
過
於
寡
欲
」  

『
河
南
程
氏
外
書
』
卷
二
、
程
頤

語
「
致
知
在
格
物
、
格
、
至
也
。
物
、
事
也
。
事
皆
有
理
、
至
其
理
乃
格
物
也
。

然
致
知
在
所
養
、
養
知
莫
過
於
寡
欲
二
字
。」『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
孟
子
曰
。

養
心
莫
善
於
寡
欲
。
其
為
人
也
寡
欲
、雖
有
不
存
焉
者
寡
矣
。
其
為
人
也
多
欲
、

雖
有
存
焉
者
寡
矣
。」

（
２
）「
便
是
這
話
難
説
」  「
便
是
」
は
、「
只
因
」「
就
因
」
と
い
う
意
味
で
、「
…

か
ら
こ
そ
…
」。「
難
説
」
と
は
説
明
し
難
い
、
転
じ
て
実
際
に
行
い
難
い
と
い

う
意
味
が
あ
る
。『
語
類
』
卷
一
三
〇
、二
七
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅷ3102

）「
某

之
意
、
欲
使
更
戍
於
州
郡
、
可
以
漸
汰
將
兵
、
然
這
話
難
説
。」

（
３
）「
靠
著
」　
「
靠
」
は
、頼
る
、依
存
す
る
。「
著
」
は
「
動
詞
＋
著
」
の
形
で
、

動
作
の
状
態
の
持
続
を
表
す
。

（
４
）「
不
得
」　
「
…
は
い
け
な
い
」「
…
し
て
は
な
ら
な
い
」。

61
条

　

行
夫
問
。
致
知
在
乎
所
養
、養
知
莫
過
於
寡
欲
。
曰
。
二
者
自
是
箇
兩
頭
説
話
、

本
若
無
相
干
。
但
得
其
道
、
則
交
相
為
養
、
失
其
道
、
則
交
相
為
害
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

〇
「
自
是
箇
兩
頭
説
話
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

  

行
夫
（
蔡
㦛
）
が
質
問
し
た
。「「
知
を
致
そ
う
と
す
れ
ば
、
平
素
か
ら
養
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
知
を
養
う
工
夫
は
、寡
欲
に
勝
る
も
の
は
な
い
。」（
こ

れ
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。）」（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ

の
両
者
（
致
知
と
寡
欲
）
は
元
来
、
二
つ
の
事
柄
で
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
関
係
が

な
さ
そ
う
だ
。
と
は
い
え
、
実
は
そ
の
道
に
か
な
え
ば
、
両
者
は
互
い
に
補
完
し

あ
う
し
、
そ
の
道
に
も
と
れ
ば
、
両
者
は
互
い
に
妨
げ
る
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
兩
頭
」  

二
つ
。『
字
海
便
覧
』「
フ
タ
シ
ナ
ノ
言
（
コ
ト
バ
）
ト
、
云
フ

コ
ト
也
。」
巻
一
六
、一
一
八
条
の
注
（
２
）
を
参
照
。

62
条

　

楊
子
順
問
。
養
知
莫
過
於
寡
欲
、
是
既
知
後
、
便
如
此
養
否
。
曰
。
此
不
分
先

後
。
未
知
之
前
、
若
不
養
之
、
此
知
如
何
發
得
。
既
知
之
後
、
若
不
養
、
則
又
差

了
。　

淳  
㝢
同

〔
校
勘
〕

一
四
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



〇
「
楊
子
順
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
、
こ
の
三
字
が
な
い
。

〇
「
則
又
差
了
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
後
ろ
に
「
不
可
道
未
知
之
前
便
不
必

如
此
」
の
十
二
字
が
あ
る
。

〇
「
淳  

㝢
同
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
、「
㝢
同
」
の
二
字
が
な
い
。

〔
訳
〕

  

楊
子
順
（
履
正
）
が
質
問
し
た
。「「
知
を
養
う
工
夫
は
、
寡
欲
に
勝
る
も
の
は

な
い
」
と
は
、
知
が
至
っ
て
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
涵
養
す
る
と
い
う
意
味
で
し
ょ

う
か
。」
先
生
「
こ
れ
（
涵
養
と
致
知
を
行
う
こ
と
）
に
は
先
後
の
順
序
が
な
い
。

知
が
至
る
前
に
、
も
し
涵
養
し
な
け
れ
ば
、
知
は
ど
う
し
て
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
か
。
知
が
至
っ
て
か
ら
、
も
し
涵
養
し
な
け
れ
ば
、（
知
は
）
や
は
り
誤
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。」  

陳
淳
録 

徐
㝢
の
記
録
も
同
じ

〔
注
〕

（
１
）「
楊
子
順
」  

楊
履
正
、
字
は
子
順
、
泉
州
晉
江
の
人
。「
朱
子
語
録
姓
氏
」

に
は
そ
の
名
が
載
っ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
、『
語
類
』
巻
九
五
、一
六
六
条
、

陳
淳
録
（
Ⅵ2456

）
に
、楊
子
順
が
質
問
し
た
記
録
が
見
え
る
。
ま
た
、『
語
類
』

巻
一
一
八
、六
八
条
、
訓
楊
至
（
Ⅶ2855

）「
楊
子
順
、
楊
至
之
、
趙
唐
卿
辭
歸
、

請
教
先
生
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
楊
至
（
字
は
至
之
）
は
一
一
九
三
年
か
ら

一
一
九
四
年
ま
で
朱
熹
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
楊
履
正
は
こ
の

時
の
彼
の
同
門
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』（
前
掲
、
頁

二
七
四
）
を
参
照
。

（
２
）「
此
不
分
先
後
」  

本
巻
五
八
条
の
注
（
２
）
を
参
照
。

（
３
）「
差
了
」　

も
う
間
違
い
で
あ
る
。「
了
」
は
状
況
の
変
化
を
確
認
す
る
語
気

助
詞
。

63
条

　

致
知
在
乎
所
養
、養
知
莫
過
於
寡
欲
二
句
。致
知
者
、推
致
其
知
識
而
至
於
盡
也
。

將
致
知
者
、
必
先
有
以
養
其
知
。
有
以
養
之
、
則
所
見
益
明
、
所
得
益
固
。
欲
養

其
知
者
、
惟
寡
欲
而
已
矣
。
欲
寡
則
無
紛
擾
之
雜
、
而
知
益
明
矣
。
無
變
遷
之
患
、

而
得
益
固
矣
。　

直
卿　

端
蒙

〔
校
勘
〕

〇
本
条
は
、
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
に
収
録
せ
ず
。

〇
「
無
紛
擾
之
雜
」
成
化
本
に
は
「
雑
」
が
無
く
、
一
字
を
空
け
て
い
る
。

〔
訳
〕

　
「
知
を
致
そ
う
と
す
れ
ば
、
平
素
か
ら
養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
知

を
養
う
工
夫
は
、
寡
欲
に
勝
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
二
句
に
つ
い
て
、
知
を
致

す
と
は
、
知
識
を
推
し
致
し
て
そ
の
極
ま
り
ま
で
尽
く
す
と
い
う
こ
と
だ
。
知
を

致
そ
う
と
す
る
人
は
、
先
ず
そ
の
知
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
を
養
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
見
る
と
こ
ろ
は
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
り
、

そ
の
得
る
と
こ
ろ
は
ま
す
ま
す
堅
固
に
な
る
。
そ
の
知
を
養
お
う
と
す
る
人
は
、

寡
欲
の
工
夫
を
こ
そ
行
う
べ
き
だ
。
欲
が
少
な
け
れ
ば
、（
心
が
）
雑
然
と
騒
ぐ

こ
と
も
な
く
、
知
る
と
こ
ろ
は
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
心
が
あ
ち
こ

一
四
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



ち
に
移
ろ
う
と
い
う
弊
害
も
な
く
、
得
る
と
こ
ろ
は
ま
す
ま
す
堅
固
に
な
る
。　

黄
榦
・
程
端
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
者
、
推
致
其
知
識
而
至
於
盡
」　
『
大
學
章
句
』
経
「
欲
誠
其
意
者
、

先
致
其
知
」
集
注
「
知
、
猶
識
也
。
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。」

（
２
）「
變
遷
」  

物
事
の
影
響
に
よ
っ
て
心
が
変
わ
る
。『
語
類
』
巻
一
二
〇
、五
五

条
、黄
義
剛
録
（
Ⅶ2899

）「
周
貴
卿
曰
。
非
不
欲
常
常
持
守
、但
志
不
能
帥
氣
、

後
臨
事
又
變
遷
了
。」

64
条

　

遺
書
晁
氏
客
語
卷
中
、
張
思
叔
記
程
先
生
語
云
。
思
欲
格
物
、
則
固
已
近
道
。

一
段
甚
好
。
當
収
入
近
思
録
。　

僩

〔
校
勘
〕

〇
「
卷
中
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
後
ろ
に
「
所
記
」
の
二
字
が
あ
る
。

〇
「
固
已
近
道
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
後
ろ
に
「
矣
是
何
也
以
収
其
心
而
不

放
也
」
の
一
二
字
が
あ
る
。

〇
「
一
段
甚
好
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
一
」
を
「
此
」
に
作
る
。

○
沈
僩
録
は
池
録
三
八
、三
九
、四
〇
、四
一
所
収
。『
朱
子
語
録
』
に
は
巻
三
八
が

収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
条
は
見
え
ず
。

〔
訳
〕

　

 『
河
南
程
氏
遺
書
』
の
『
晁
氏
客
語
』（
に
由
来
す
る
）
巻
に
は
、張
思
叔
（
繹
）

が
記
録
し
た
程
先
生
の
言
葉
に
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
あ
る
。「
格
物
を
し
よ
う

と
思
え
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
道
に
近
い
。」
こ
の
一
段
は
き
わ
め
て
良
い
。（
こ
れ

を
）『
近
思
録
』
に
収
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
遺
書
晁
氏
客
語
」  

『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
五
「
暢
潛
道
本
」「
格
物
者
、

適
道
之
始
。
欲
思
格
物
、
則
固
已
近
道
矣
。
是
何
也
、
以
收
其
心
而
不
放
也
。」

「
目
録
」の
巻
二
五「
暢
潛
道
録
」の
小
注
に
、朱
熹
は
以
下
の
よ
う
に
書
く
。「
暢

大
隱
字
潛
道
、名
見
『
東
見
録
』。
此
篇
見
『
晁
氏
客
語
』
中
、不
云
何
人
之
言
、

亦
不
云
何
人
所
記
。
獨
閒
見
於
延
平
羅
氏
『
別
録
』、
則
注
云
暢
本
、
然
則
潛

道
所
記
與
。
胡
氏
本
亦
有
之
、
而
題
其
上
云
「
張
杲
暘
叔
所
傳
、
識
者
疑
其
閒

多
非
先
生
語
」。
今
考
之
信
然
、
故
附
於
此
。」
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
遺
書
』
巻

二
五
の
部
分
は
『
晁
氏
客
語
』
に
由
来
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
『
百
川
学
海
』

本
『
晁
氏
客
語
』
に
も
こ
の
程
子
の
語
が
見
え
る
が
、
小
注
が
「
不
云
何
人
所

記
」
と
い
う
よ
う
に
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
と
『
晁
氏
客
語
』
の
い
ず
れ
に
も
「
張

思
叔
」、す
な
わ
ち
張
繹
の
記
録
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
張
思
叔
記
」
と
は
、

朱
熹
或
い
は
記
録
者
の
間
違
い
か
。
ま
た
、『
晁
氏
客
語
』
の
著
者
に
つ
い
て

は
晁
説
之
と
言
わ
れ
て
い
る
。
晁
説
之（
一
〇
五
九
～
一
一
二
九
）、字
は
以
道
、

山
東
鉅
野
の
人
、
元
豐
五
年
（
一
〇
八
二
）
の
進
士
。
し
か
し
、『
晁
氏
客
語
』

は
実
際
に
は
他
人
の
手
に
よ
っ
て
寄
せ
集
め
ら
れ
た
本
な
の
で
、
晁
説
之
自
ら

の
著
作
で
は
な
い
。
夏
長
樸
「
晁
説
之
與
『
晁
氏
客
語
』
的
關
係
」（『
國
立
編

一
四
二

京
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譯
館
館
刊
』
二
九―

一
、二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
２
）「
張
思
叔
」　

張
繹
（
一
〇
七
一
～
一
一
〇
八
）、
字
は
思
叔
、
河
南
壽
安
の

人
、
程
頤
晩
年
の
弟
子
。『
伊
洛
淵
源
録
』
卷
一
二
を
参
照
。
ま
た
、『
河
南
程

氏
遺
書
』
卷
二
一
上
「
師
説
」
は
「
門
人
張
繹
録
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
条

が
引
用
し
た
程
子
の
語
は
見
え
な
い
。

（
３
）「
當
収
入
近
思
録
」  
こ
の
程
頤
の
語
は
今
本
『
近
思
録
』
に
収
録
さ
れ
て

い
な
い
。『
近
思
録
』
は
淳
熙
二
年
（
一
一
七
五
）
に
成
立
し
、
そ
の
後
凡
そ

三
年
間
の
修
訂
を
経
て
、
淳
熙
五
年
に
定
稿
し
た
。
程
水
龍
『「
近
思
録
」
版

本
與
傳
播
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
八
～
一
〇
頁
）
を
参
照
。

「
朱
子
語
類
姓
氏
」
に
よ
る
と
、
沈
僩
の
記
録
は
慶
元
四
年
戊
午
（
一
一
九
八
）

以
降
の
こ
と
で
、
そ
の
頃
に
は
『
近
思
録
』
も
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
二
十
年
以

上
世
間
に
流
布
し
て
い
た
た
め
、
恐
ら
く
晩
年
の
朱
熹
が
新
た
に
こ
の
程
頤
の

語
を
『
近
思
録
』
に
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
当
時
の
通
行
本
に
取
っ
て
代
わ
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

65
条

　

問
。
暢
潛
道
記
一
篇
、
多
有
不
是
處
。
如
説
格
物
數
段
、
如
云
思
欲
格
物
、
則

固
已
近
道
、
言
皆
緩
慢
。
曰
。
它
不
合
作
文
章
。
意
思
亦
是
、
只
是
走
作
。

　

又
問
。
如
云
可
以
意
得
、
不
可
以
言
傳
、
此
乃
學
佛
之
過
。
下
一
段
云
因
物
有

遷
數
語
、
似
得
之
。
曰
。
然
。
先
生
舉
一
段
云
極
好
。（
原
注
「
記
夜
氣
」）

　

又
問
。
它
把
致
知
為
本
、
亦
未
是
。
曰
。
他
便
把
終
始
本
末
作
一
事
了
。

可
學

〔
校
勘
〕

〇
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「（『
河
南
程
氏
遺
書
』
の
）
暢
大
隱
が
記
録
し
た
一
篇
は
、
正
し

く
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。
例
え
ば
、
格
物
に
つ
い
て
講
論
す
る
数
段
で
す

が
、「
格
物
を
し
よ
う
と
思
え
ば
、
そ
れ
は
既
に
し
て
道
に
近
い
」
と
い
う
よ
う

に
、
言
い
方
は
緩
慢
で
す
（
心
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。」
先
生
「
彼
（
暢

大
隱
）
が
（
潤
色
が
多
く
て
中
身
が
な
い
よ
う
な
）
文
章
で
記
録
し
た
の
は
間
違

い
だ
。
こ
の
部
分
の
趣
旨
は
正
し
く
、
た
だ
逸
脱
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。」

　

ま
た
質
問
し
た
。「「
心
で
会
得
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
い
う
の
は
、
佛
教
を
学
ん
だ
こ
と
か
ら
来
る
誤
り
で
す
。
次
の

段
の
「
物
に
因
り
て
遷
る
こ
と
有
り
」
数
語
は
、（
程
子
の
意
思
を
）
得
る
と
こ

ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
。」
先
生
「
そ
の
通
り
だ
。」
先
生
は
（
そ
の
一
篇
の
）
一
つ

段
落
を
挙
げ
て
、「
極
め
て
よ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。（
原
注
「
夜
気
に
つ
い
て

の
記
録
。」）

　

ま
た
質
問
し
た
。「
彼
が
致
知
を
本
と
す
る
の
も
、
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。」
先

生
「
彼
は
終
始
と
本
末
を
一
緒
く
た
に
し
た
。」　

鄭
可
学
録

〔
注
〕

（
１
）「
暢
潛
道
記
一
篇
」  

本
巻
六
四
条
の
注
（
１
）
を
参
照
。
ま
た
、
暢
大
隱
、

字
は
潛
道
、
洛
陽
の
人
、『
伊
洛
淵
源
録
』
巻
一
四
を
参
照
。『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
二
上
「
暢
大
隱
許
多
時
學
、
乃
方
學
禪
、
是
於
此
蓋
未
有
所
得
也
。」

一
四
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



（
２
）「
如
説
格
物
數
段
」  

『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
五
に
格
物
を
討
論
す
る
箇
条

が
初
め
の
五
条
し
か
な
い
た
め
、
こ
の
五
条
を
指
し
て
い
る
か
。

（
３
）「
如
云
思
欲
格
物
」  

本
巻
六
四
条
の
注
（
１
）
を
参
照
。

（
４
）「
緩
慢
」  
緩
慢
で
あ
る
、
切
実
で
は
な
い
、
そ
の
対
義
語
は
「
緊
切
」。『
語

類
』
卷
四
二
、五
〇
条
、呂
燾
録
（
Ⅲ1083

）「
問
。
浸
潤
之
譖
、膚
受
之
愬
。
曰
。

…
愬
、
是
逆
、
是
切
己
底
事
。
方
説
得
緩
慢
、
人
便
不
將
做
事
、
須
是
説
得
緊

切
、
要
忽
然
間
觸
動
他
、
如
被
人
罵
、
便
説
被
人
打
。
被
人
打
、
便
説
人
要
殺
。

蓋
不
如
此
、
不
足
以
觸
動
他
也
。」

（
５
）「
不
合
作
文
章
」　
「
不
合
」
は
、「
…
す
る
の
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
」「
…
す

べ
き
で
な
い
」。「
文
章
」
は
、
こ
こ
で
は
潤
色
が
多
く
て
中
身
が
な
い
文
字
を

指
す
。『
語
類
』
巻
一
三
七
、七
条
、
輔
廣
録
（
Ⅷ3253

）「『
國
語
』
文
字
多

有
重
疊
無
義
理
處
。
蓋
當
時
只
要
作
文
章
、
説
得
來
多
爾
。」

（
６
）「
意
思
亦
是
」  

『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
其
意
則
是
、
而
所
記
之
語
則
文

勝
而
走
作
、
此
為
不
是
也
。」

（
７
）「
如
云
可
以
意
得
、
不
可
以
言
傳
」  

『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
五
「『
大
學
』

論
誠
意
已
下
、
皆
窮
其
意
而
明
之
、
獨
格
物
則
曰
物
格
而
後
知
至
、
蓋
可
以
意

得
而
不
可
以
言
傳
也
。」
こ
の
言
い
方
は
、
も
と
も
と
『
荘
子
』「
天
道
」「
意

之
所
隨
者
、
不
可
以
言
傳
」
に
由
来
す
る
。
た
だ
禅
宗
が
主
張
す
る
「
以
心
伝

心
」「
不
立
文
字
」（『
祖
堂
集
』
巻
二
「
第
二
十
八
祖
菩
提
達
磨
」「
惠
可
進
曰
。

和
尚
此
法
有
文
字
記
録
不
。
達
磨
曰
。
我
法
以
心
傳
心
、
不
立
文
字
。」）
の
旨

に
近
い
の
で
、「
學
佛
之
過
」
と
批
判
さ
れ
た
。

（
８
）「
下
一
段
云
因
物
有
遷
數
語
」  『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
五
「
致
知
在
格
物
、

非
由
外
鑠
我
也
、
我
固
有
之
也
。
因
物
有
遷
、
迷
而
不
知
、
則
天
理
滅
矣
、
故

聖
人
欲
格
之
。」

（
９
）「
記
夜
氣
」  

『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
五
「
意
必
固
我
既
亡
之
後
、
必
有
事

焉
。
此
學
者
所
宜
盡
心
也
。
夜
氣
之
所
存
者
、
良
知
也
、
良
能
也
、
苟
擴
而
充

之
、
化
旦
晝
之
所
害
為
夜
氣
之
所
存
、
然
後
可
以
至
於
聖
人
。」

（
10
）「
它
把
致
知
為
本
」  

『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
五
「
人
之
學
莫
大
於
知
本
末

終
始
。
致
知
在
格
物
、
則
所
謂
本
也
、
始
也
。
治
天
下
國
家
、
則
所
謂
末
也
、

終
也
。」

（
11
）「
終
始
本
末
作
一
事
」  

『
大
學
章
句
』
経
「
物
有
本
末
、
事
有
終
始
、
知
所

先
後
、
則
近
道
矣
。」
集
注
「
明
德
為
本
、
新
民
為
末
。
知
止
為
始
、
能
得
為

終
。」『
大
學
或
問
』「
明
德
、
新
民
、
兩
物
而
内
外
相
對
、
故
曰
本
末
。
知
止
、

能
得
、一
事
而
首
尾
相
因
、故
曰
終
始
。」
こ
れ
に
よ
る
と
、朱
熹
は
「
明
明
徳
」

（
致
知
乃
至
修
身
）・「
新
民
」（
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
）
を
本
末
と
し
て
、
始

末
と
し
て
の
「
知
止
」・「
能
得
」
と
区
別
し
て
い
る
。

66
条

　

問
。
看
致
知
說
如
何
。

　

曰
。
程
子
說
得
確
實
平
易
、
讀
著
意
味
愈
長
。

　

先
生
曰
。
且
是
教
人
有
下
手
處
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
問
。
看
致
知
說
如
何
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
」
の
前
に
「
先
生
」
の
二
字

が
あ
る
。

一
四
四
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○
「
曰
。
程
子
說
得
確
實
平
易
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。

○「
讀
著
意
味
愈
長
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
著
」を「
着
」

に
作
る
。

○
「
且
是
教
人
有
下
手
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
下
に
「
又
曰
。
湏
是
如
公
子

細
看
、
方
得
。
貪
多
、
不
濟
事
。」
と
続
く
。

〇
楊
道
夫
録
は
『
語
類
姓
氏
』
に
よ
れ
ば
池
録
巻
一
八
、一
九
に
収
録
さ
れ
て
い

た
が
、
池
録
の
残
巻
で
あ
る
現
行
の
語
録
本
（『
朱
子
語
録
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
一
六
））
は
巻
一
八
、一
九
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

先
生
が
お
尋
ね
に
な
っ
た
。「
致
知
の
説
を
ど
う
思
う
か
。」

　

お
答
え
し
た
。「
程
子
は
的
確
か
つ
平
易
に
説
い
て
い
て
、
読
ん
で
い
る
う
ち

に
意
味
が
ど
ん
ど
ん
深
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
し
か
も
人
に
着
手
す
る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
教
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
說
」　

本
巻
二
二
条
「
程
子
格
物
之
說
」、
六
八
条
「
程
子
致
知
說
」、

六
九
条
「
或
問
致
知
一
段
」、
七
〇
条
「
致
知
一
章
」、
七
一
条
「
程
子
致
知
格

物
之
說
」、
七
二
条
「
伊
川
說
格
物
致
知
許
多
項
」、
七
三
条
「
程
子
謂
致
知
節

目
」
と
同
一
で
、
具
体
的
に
は
『
大
学
或
問
』
の
中
で
程
子
の
格
物
致
知
に
関

す
る
言
葉
を
列
挙
し
た
箇
所
を
指
す
。
七
四
条
末
尾
〔
附
表
２
〕
参
照
。

（
２
）「
讀
著
意
味
愈
長
」　
「
著
」
は
動
作
の
持
続
を
表
す
。「
意
味
深
長
」
の
出

典
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
「
先
生
云
。
某
自
十
七
八
讀
論
語
、
當
時
已

曉
文
義
、
讀
之
愈
久
、
但
覺
意
味
深
長
。
論
語
有
讀
了
後
全
無
事
者
、
有
讀
了

後
其
中
得
一
兩
句
喜
者
、
有
讀
了
後
知
好
之
者
、
有
讀
了
後
不
知
手
之
舞
之
足

之
蹈
之
者
。」

〔
参
考
〕

　

朝
鮮
古
写
本
に
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
は
現
行
の
『
語
類
』
で
は
他
巻
に
も
見

え
な
い
。

67
条

　

問
大
學
致
知
格
物
之
方
。

　

曰
。
程
子
與
門
人
言
亦
不
同
。
或
告
之
讀
書
窮
理
、
或
告
之
就
事
物
上
體
察
。

　

炎
〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　
『
大
学
』
の
致
知
格
物
の
方
法
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
程
子
が
門
人
に
言
っ
た
言
葉
も
同
一
で
は
な
い
。

あ
る
時
は
門
人
に
読
書
し
て
理
を
窮
め
る
よ
う
教
え
、
あ
る
時
は
門
人
に
事
物
に

即
し
て
体
察
す
る
よ
う
教
え
た
。」　

劉
炎
録

一
四
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



〔
注
〕

（
１
）「
或
告
之
讀
書
窮
理
、
或
告
之
就
事
物
上
體
察
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻

一
八
「
窮
理
亦
多
端
、
或
讀
書
講
明
義
理
、
或
論
古
今
人
物
別
其
是
非
、
或
應

事
接
物
而
處
其
當
、
皆
窮
理
也
。」『
大
学
或
問
』「
然
而
格
物
亦
非
一
端
、
如

或
讀
書
、
講
明
道
義
、
或
論
古
今
人
物
、
而
別
其
是
非
、
或
應
接
事
物
、
而
處

其
當
否
、
皆
窮
理
也
。」（〔
附
表
２
〕
③
）
な
お
、『
語
類
』
巻
一
五
、二
四
条
、

林
夔
孫
録
（
Ⅰ286

）
に
「
公
依
舊
是
要
安
排
、
而
今
只
且
就
事
物
上
格
去
。

如
讀
書
、
便
就
文
字
上
格
。
聽
人
說
話
、
便
就
說
話
上
格
。
接
物
、
便
就
接
物

上
格
。」
と
あ
る
。
本
条
の
「
就
事
物
上
體
察
」
は
万
事
万
物
を
対
象
と
し
た

包
括
的
な
概
念
と
し
て
の
「
就
事
物
上
格
去
」
す
な
わ
ち
格
物
で
は
な
く
、「
就

接
物
上
格
」
と
同
様
に
格
物
の
具
体
例
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

68
条

　

先
生
既
為
道
夫
讀
程
子
致
知
說
。
復
曰
。
格
物
一
章
、
正
大
學
之
頭
首
、
宜
熟

復
、
將
程
先
生
說
、
更
逐
段
研
究
。
大
抵
程
先
生
說
、
與
其
門
人
說
、
大
體
不
同
。

不
知
當
時
諸
公
身
親
聞
之
、
却
因
甚
恁
地
差
了
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
却
因
甚
恁
地
差
了
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

〇
楊
道
夫
録
は
『
語
類
姓
氏
』
に
よ
れ
ば
池
録
巻
一
八
、一
九
に
収
録
さ
れ
て
い

た
が
、
現
行
の
語
録
本
は
巻
一
八
、一
九
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

先
生
は
ま
ず
わ
た
し
（
道
夫
）
に
程
子
の
致
知
説
を
読
み
あ
げ
た
。
そ
し
て
さ

ら
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
格
物
の
一
章
は
ま
さ
に
大
学
の
あ
た
ま
（
劈
頭
・
根
幹
）

で
あ
り
、
習
熟
す
る
ま
で
反
復
し
て
、
程
先
生
の
説
を
さ
ら
に
段
を
お
っ
て
研
究

す
る
べ
き
だ
。
結
局
の
と
こ
ろ
程
先
生
の
説
は
そ
の
門
人
の
説
と
本
質
が
同
一
で

は
な
い
。
当
時
の
門
人
諸
公
は
直
接
こ
れ
を
聞
い
た
の
に
、
な
ん
で
こ
の
よ
う
に

間
違
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
先
生
既
…
復
曰
」　
「
既
」
は
「
復
」
と
呼
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
累

加
を
表
し
、「
…
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
」
を
意
味
す
る
。

（
２
）「
程
子
致
知
說
」　

本
巻
二
二
条「
程
子
格
物
之
說
」、本
巻
六
六
条「
致
知
說
」、

六
九
条
「
或
問
致
知
一
段
」、
七
〇
条
「
致
知
一
章
」、
七
一
条
「
程
子
致
知
格

物
之
說
」、
七
二
条
「
伊
川
說
格
物
致
知
許
多
項
」、
七
三
条
「
程
子
謂
致
知
節

目
」
と
同
じ
。
本
巻
六
六
条
注
（
１
）
参
照
。

（
３
）「
頭
首
」　
「
頭
首
」
に
は
肝
要
な
部
分
と
最
初
の
部
分
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

格
物
を
肝
要
な
部
分
と
と
ら
え
る
見
解
に
つ
い
て
は
『
語
類
』
巻
一
五
、八
五

条
、林
夔
孫
録
（
Ⅰ298

）「
格
物
是
夢
覺
關
。
格
得
來
是
覺
、格
不
得
只
是
夢
。

誠
意
是
善
惡
關
。
誠
得
來
是
善
、
誠
不
得
只
是
惡
。
過
得
此
二
關
、
上
面
工
夫

却
一
節
易
如
一
節
了
。
到
得
平
天
下
處
、
尚
有
些
工
夫
。
只
為
天
下
闊
、
須
著

如
此
點
檢
。」
最
初
の
部
分
と
と
ら
え
る
見
解
に
つ
い
て
は
本
巻
六
九
条
お
よ

び
七
〇
条
参
照
。

（
４
）「
將
程
先
生
說
、
更
逐
段
研
究
」　
「
將
」
は
「
…
を
」
を
意
味
す
る
。

一
四
六
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（
５
）「
大
抵
」　
「
結
局
の
と
こ
ろ
、
総
じ
て
」
を
意
味
す
る
。『
近
代
漢
語
詞
典
』

三
二
二
頁
参
照
。

（
６
）「
其
門
人
說
」　
『
大
学
或
問
』
に
は
「
若
其
門
人
、
雖
曰
祖
其
師
說
、
然
以

愚
考
之
、
則
恐
其
皆
未
足
以
及
此
也
。」
と
あ
り
、
朱
子
は
程
子
門
人
の
格
物

説
は
程
子
の
格
物
説
に
及
ば
な
い
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
。『
大
学
或
問
』

は
続
け
て
程
子
門
人
の
個
別
の
格
物
説
を
列
挙
し
、そ
れ
ぞ
れ
批
判
を
加
え
る
。

具
体
的
に
は
本
条
末
尾
〔
附
表
１
〕
参
照
。
趙
順
孫
『
大
学
纂
疏
』
に
よ
れ
ば
、

列
挙
さ
れ
た
程
子
門
人
の
格
物
説
は
呂
大
臨
・
謝
良
佐
・
楊
時
・
尹
焞
・
胡
安

国
・
胡
宏
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
胡
安
国
・
胡
宏
は
程
子
の
弟
子
で
は
な
く
、

楊
時
の
弟
子
で
あ
り
、
程
子
に
私
淑
し
て
い
た
。

（
７
）「
大
體
」　

こ
こ
で
は
物
事
の
本
質
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）「
因
甚
恁
地
差
了
」　
「
因
甚
」
は
「
な
ぜ
」
を
意
味
す
る
。「
恁
地
」
は
「
こ

の
よ
う
に
」
を
意
味
す
る
。「
差
」
は
「
間
違
っ
て
い
る
」
を
意
味
す
る
。「
了
」

は
完
了
を
表
す
助
詞
。『
大
学
或
問
』
に
お
い
て
朱
子
は
〔
附
表
１
〕
の
よ
う

な
個
別
の
批
判
を
程
子
門
人
の
格
物
説
に
加
え
た
後
で
「
嗚
呼
、
程
子
之
言
、

其
答
問
反
復
之
詳
且
明
也
如
彼
、
而
其
門
人
之
所
以
為
說
者
乃
如
此
、
雖
或
僅

有
一
二
之
合
焉
、
而
不
免
於
猶
有
所
未
盡
也
。
是
亦
不
待
七
十
子
喪
而
大
義
已

乖
矣
。
尚
何
望
其
能
有
所
發
而
有
助
於
後
學
哉
。」
と
述
べ
て
い
る
。

〔
附
表
１
〕『
大
学
或
問
』
所
引
程
子
門
人
格
物
致
知
説
一
覧

〇
『
大
学
或
問
』
引
用
部
分
の
傍
線
部
は
朱
子
の
見
解

〇
※
印
は
『
大
学
或
問
』
所
引
諸
説
に
関
す
る
典
拠
や
関
連
す
る
言
説
な
ど

①
呂
大
臨
説

　

蓋
有
以
必
窮
萬
物
之
理
同
出
於
一
為
格
物
、
知
萬
物
同
出
乎
一
理
為
知
至
、
如

合
内
外
之
道
、
則
天
人
物
我
為
一
、
通
晝
夜
之
道
、
則
死
生
幽
明
為
一
、
達
哀

楽
好
悪
之
情
、
則
人
與
鳥
獸
魚
鼈
為
一
、
求
屈
伸
消
長
之
變
、
則
天
地
山
川
草

木
為
一
者
、似
矣
。
然
其
欲
必
窮
萬
物
之
理
、而
專
指
外
物
、則
於
理
之
在
己
者
、

有
不
明
矣
。
但
求
衆
物
比
類
之
同
、
而
不
究
一
物
性
情
之
異
、
則
於
理
之
精
微

者
、
有
不
察
矣
。
不
欲
其
異
而
不
免
乎
四
說
之
異
、
必
欲
其
同
而
未
極
乎
一
原

之
同
、
則
徒
有
牽
合
之
勞
、
而
不
睹
貫
通
之
妙
矣
。
其
於
程
子
之
說
何
如
哉
。

※
衛
湜
『
礼
記
集
説
』
巻
一
四
九
「
藍
田
呂
氏
曰
。
致
知
在
格
物
。
格
之
為
言
至

也
。
致
知
、窮
理
也
。
窮
理
者
、必
窮
萬
物
之
理
同
至
於
一
而
已
。
所
謂
格
物
也
。

合
内
外
之
道
、
則
天
人
物
我
為
一
、
通
晝
夜
之
道
、
則
生
死
幽
明
為
一
。
達
哀

樂
好
惡
之
情
、
則
人
與
鳥
獸
魚
鼈
為
一
、
求
屈
伸
消
長
之
變
、
則
天
地
山
川
草

木
人
物
為
一
。
孔
子
曰
。
吾
道
一
以
貫
之
。」

②
謝
良
佐
説

　

又
有
以
為
窮
理
只
是
尋
箇
是
處
、
然
必
以
恕
為
本
、
而
又
先
其
大
者
、
則
一
處

理
通
、
而
觸
處
皆
通
者
。
其
曰
尋
箇
是
處
者
、
則
得
矣
。
而
曰
以
恕
為
本
、
則

是
求
仁
之
方
、而
非
窮
理
之
務
也
。又
曰
先
其
大
者
、則
不
若
先
其
近
者
之
切
也
。

又
曰
一
處
通
而
一
切
通
、
則
又
顔
子
之
所
不
能
及
、
程
子
之
所
不
敢
言
、
非
若

類
推
積
累
之
可
以
循
序
而
必
至
也
。

※
謝
良
佐
『
上
蔡
語
録
』
巻
二
「
學
者
且
須
是
窮
理
、
物
物
皆
有
理
。
窮
理
則
能

知
天
之
所
為
、
知
天
之
所
為
則
與
天
為
一
、
與
天
為
一
無
往
而
非
理
也
。
窮
理

則
是
尋
箇
是
處
、
有
我
不
能
窮
理
。
人
誰
識
真
我
。
何
者
為
我
。
理
便
是
我
。

一
四
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窮
理
之
至
、
自
然
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
從
容
中
道
。
曰
。
理
必
物
物
而
窮

之
乎
。
曰
。
必
窮
其
大
者
、
理
一
而
已
。
一
處
理
窮
、
觸
處
皆
通
。
恕
其
窮
理

之
本
歟
。」

③
楊
時
説

　

又
有
以
為
天
下
之
物
不
可
勝
窮
、
然
皆
備
於
我
、
而
非
從
外
得
也
。
所
謂
格
物
、

亦
曰
反
身
而
誠
、
則
天
下
之
物
、
無
不
在
我
者
。
是
亦
似
矣
。
然
反
身
而
誠
、

乃
為
物
格
知
至
以
後
之
事
、
言
其
窮
理
之
至
、
無
所
不
盡
。
故
凡
天
下
之
理
、

反
求
諸
身
、
皆
有
以
見
、
其
如
目
視
耳
聽
手
持
足
行
之
畢
具
於
此
、
而
無
毫
髪

之
不
實
耳
。
固
非
以
是
方
為
格
物
之
事
、
亦
不
謂
但
務
反
求
諸
身
、
而
天
下
之

理
、
自
然
無
不
誠
也
。
中
庸
之
言
明
善
、
即
物
格
知
至
之
事
、
其
言
誠
身
、
即

意
誠
心
正
之
功
。
故
不
明
乎
善
、
則
有
反
諸
身
而
不
誠
者
、
其
功
夫
地
位
固
有

序
、
而
不
可
誣
矣
。
今
為
格
物
之
說
、
又
安
得
遽
以
是
而
為
言
哉
。

※
楊
時
『
龜
山
集
』
巻
一
八
「
答
李
杭
」「
為
是
道
者
、
必
先
乎
明
善
、
然
後
知

所
以
為
道
也
。
明
善
在
致
知
、
致
知
在
格
物
。
號
物
之
多
至
於
萬
、
則
物
將
有

不
可
勝
窮
者
。
反
身
而
誠
、
則
舉
天
下
之
物
在
我
矣
。
詩
曰
、
天
生
烝
民
、
有

物
有
則
。
凡
形
色
具
於
吾
身
者
、
無
非
物
也
、
而
各
有
則
焉
、
反
而
求
之
、
則

天
下
之
理
得
矣
。
由
是
而
通
天
下
之
志
、
類
萬
物
之
情
、
參
天
地
之
化
、
其
則

不
遠
矣
。
夫
入
德
之
門
、
有
宜
先
傳
者
、
有
後
倦
者
、
其
序
不
可
誣
也
。
若
洒

掃
應
對
、
則
門
人
小
子
所
宜
先
傳
者
、
苟
於
成
人
而
復
使
為
之
、
則
或
倦
矣
。

然
聖
人
所
謂
性
與
天
道
者
、
亦
豈
嘗
離
夫
洒
掃
應
對
之
間
哉
。
其
始
也
即
此
而

為
學
、
其
卒
也
非
離
此
以
為
道
、
後
倦
焉
者
皆
由
之
而
不
知
者
也
。
故
曰
、
有

始
有
卒
者
、其
惟
聖
人
乎
。」（
楊
時
の
格
物
説
に
つ
い
て
は
本
巻
七
四
条
注（
３
）

も
参
照
。）

④
尹
焞
説

　

又
有
以
今
日
格
一
物
、
明
日
格
一
物
、
為
非
程
子
之
言
者
、
則
諸
家
所
記
程
子

之
言
、
此
類
非
一
、
不
容
皆
誤
。
且
其
為
說
、
正
中
庸
學
問
思
辨
弗
得
弗
措
之

事
、
無
所
咈
於
理
者
、
不
知
何
所
病
而
疑
之
也
。
豈
其
習
於
持
敬
之
約
、
而
厭

夫
觀
理
之
煩
耶
。
抑
直
以
己
所
未
聞
、而
不
信
他
人
之
所
聞
也
。
夫
持
敬
觀
理
、

不
可
偏
廢
、
程
子
固
已
言
之
、
若
以
己
偶
未
聞
、
而
遂
不
之
信
、
則
以
有
子
之

似
聖
人
、
而
速
貧
速
朽
之
論
、
猶
不
能
無
待
於
子
游
而
後
定
、
今
又
安
得
遽
以

一
人
之
所
未
聞
、
而
盡
廢
衆
人
之
所
共
聞
者
哉
。

※
『
語
類
』
巻
一
八
、一
〇
四
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅱ417

）「
以
今
日
格
一
件
、
明

日
格
一
件
、
為
非
伊
川
之
言
者
、
和
靖
也
。
和
靖
且
是
深
信
程
子
者
。
想
是
此

等
說
話
不
曾
聞
得
、
或
是
其
心
不
以
為
然
、
故
於
此
說
有
所
不
領
會
耳
。」

⑤
胡
安
国
説

　

又
有
以
為
物
物
致
察
、
而
宛
轉
歸
己
、
如
察
天
行
以
自
強
、
察
地
勢
以
厚
德
者
、

亦
似
矣
。
然
其
曰
物
物
致
察
、
則
是
不
察
程
子
所
謂
不
必
盡
窮
天
下
之
物
也
。

又
曰
宛
轉
歸
己
、
則
是
不
察
程
子
所
謂
物
我
一
理
、
纔
明
彼
即
曉
此
之
意
也
。

又
曰
察
天
行
以
自
強
、
察
地
勢
以
厚
德
、
則
是
但
欲
因
其
已
定
之
名
、
擬
其
已

著
之
迹
、
而
未
嘗
如
程
子
所
謂
求
其
所
以
然
與
其
所
以
為
者
之
妙
也
。

※
衛
湜
『
礼
記
集
説
』
巻
一
四
九
「
武
威
胡
氏
曰
…
又
曰
、
夫
窮
理
尽
性
、
乃
聖

門
事
業
。
物
物
而
察
、
知
之
始
也
、
中
人
所
可
能
者
、
一
以
貫
之
、
知
之
至
也
、

非
上
知
不
与
焉
。
是
故
以
子
貢
之
明
達
、
猶
疑
於
其
師
、
以
為
多
學
而
知
之
也
。

一
四
八
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且
置
是
事
而
以
致
知
格
物
為
先
、
物
物
而
察
、
則
知
益
明
心
益
廣
、
道
可
近
矣
。

然
物
物
而
察
者
、
又
豈
逐
物
而
不
知
反
哉
。
又
豈
以
己
與
物
為
二
哉
。
察
於
天

行
以
自
強
也
、
察
於
地
勢
以
厚
德
也
、
察
於
雲
雷
以
經
綸
也
、
察
於
山
泉
以
果

行
也
、
察
於
日
月
通
晝
夜
也
、
察
於
尺
蠖
明
屈
伸
也
。
遠
察
諸
物
、
其
略
如
此
。

察
於
耳
目
身
舌
克
私
心
也
、
察
於
辭
貌
顔
色
尊
德
性
也
、
察
於
灑
掃
應
對
兼
本

末
也
、
察
於
心
性
四
體
養
浩
然
之
氣
也
。
近
察
諸
身
、
其
要
如
此
。
無
所
不
在

者
、
理
也
。
無
所
不
有
者
、
心
也
。
物
物
致
察
、
宛
轉
歸
己
、
則
心
與
理
不
昧
、

故
知
循
理
者
士
也
。
物
物
皆
備
、
反
身
而
誠
、
則
心
與
理
不
違
、
故
樂
循
理
者

君
子
也
。
天
地
合
德
、
四
時
合
序
、
則
心
與
理
為
一
、
無
事
乎
循
矣
。
故
一
以

貫
之
、
聖
人
也
。
豈
易
言
哉
。」

⑥
胡
宏
説

　

獨
有
所
謂
即
事
即
物
、
不
厭
不
棄
、
而
身
親
格
之
以
精
其
知
者
、
為
得
致
字
向

裏
之
意
。
而
其
曰
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
、
居
敬
以
持
其
志
、
志
立
乎

事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物
之
內
、
而
知
乃
可
精
者
、
又
有
以
合
乎
所
謂
未
有
致

知
而
不
在
敬
者
之
指
。
但
其
語
意
頗
傷
急
迫
、
既
不
能
盡
其
全
體
規
模
之
大
、

又
無
以
見
其
從
容
潛
玩
、
積
久
貫
通
之
功
耳
。

※
胡
宏
『
胡
宏
集
』「
復
斎
記
」「
故
儒
者
之
道
、
率
性
保
命
、
與
天
同
功
、
是
以

節
事
取
物
、
不
厭
不
棄
、
必
身
親
格
之
、
以
致
其
知
焉
。
夫
事
變
萬
端
、
而
物

之
感
人
無
窮
、
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
、
而
居
敬
以
持
其
志
、
志
立
于

事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物
之
內
、
知
乃
可
精
。」

69
条

　

問
。
兩
日
看
何
書
。

　

對
。
看
或
問
致
知
一
段
、
猶
未
了
。

　

曰
。
此
是
最
初
下
手
處
、
理
會
得
此
一
章
分
明
、
後
面
便
容
易
。
程
子
於
此
段

節
目
甚
多
、皆
是
因
人
資
質
說
、故
有
說
向
外
處
、有
說
向
內
處
。
要
知
學
者
用
功
、

六
分
內
面
、
四
分
外
面
、
便
好
。
一
半
已
難
、
若
六
分
外
面
、
則
尤
不
可
。
今
有

一
等
人
甚
明
、
且
於
道
理
亦
分
曉
、
却
只
恁
地
者
、
只
是
向
外
做
工
夫
。　

士
毅　

廣
錄
詳

〔
校
勘
〕

○「
問
。
兩
日
看
何
書
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
問
」の
前
に「
先
生
」の
二
字
が
あ
る
。

○
「
後
面
便
容
易
」　

成
化
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
四
分
外
面
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

○
「
却
只
恁
地
者
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

○
「
士
毅　

廣
錄
詳
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
廣
錄
詳
」
の
三
字
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

先
生
が
質
問
さ
れ
た
。「
こ
の
二
日
間
、
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
い
る
の
か
。」

　

お
答
え
し
た
。「『
大
学
或
問
』
の
致
知
の
一
段
を
読
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
れ
は
最
初
に
着
手
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
章

を
は
っ
き
り
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
後
の
部
分
は
簡
単
に
な
る
。
程
子
の

一
四
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



こ
の
段
に
お
け
る
項
目
が
と
て
も
多
い
の
は
、
す
べ
て
人
の
資
質
に
応
じ
て
言
っ

て
い
る
か
ら
で
、
だ
か
ら
外
に
向
け
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
も
あ
る
し
、
内
に

向
け
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
も
あ
る
。
学
ぶ
者
が
取
り
組
む
と
き
、
内
面
に
六

割
、
外
面
に
四
割
な
ら
ば
よ
い
と
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
。
半
分
ず
つ
で

は
す
で
に
芳
し
く
な
く
、
外
面
に
六
割
な
ど
と
い
う
の
は
絶
対
に
だ
め
だ
。
今
、

あ
る
種
の
人
々
が
と
て
も
聡
明
で
、
し
か
も
道
理
も
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
の

に
、
か
え
っ
て
た
だ
こ
ん
な
あ
り
さ
ま
な
の
は
、
た
だ
外
に
向
け
て
実
践
し
て
い

る
か
ら
だ
。」　

黄
士
毅
録　

輔
広
録
に
詳
し
い

〔
注
〕

（
１
）「
或
問
致
知
一
段
」　

本
巻
二
二
条
「
程
子
格
物
之
說
」、
本
巻
六
六
条
「
致

知
說
」、
六
八
条
「
程
子
致
知
說
」、
七
〇
条
「
致
知
一
章
」、
七
一
条
「
程
子

致
知
格
物
之
說
」、
七
二
条
「
伊
川
說
格
物
致
知
許
多
項
」、
七
三
条
「
程
子
謂

致
知
節
目
」
と
同
じ
。
本
巻
六
六
条
注
（
１
）
参
照
。

（
２
）「
理
會
得
此
一
章
分
明
、
後
面
便
容
易
」　

格
物
が
わ
か
れ
ば
後
は
簡
単
に

な
る
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
は
『
語
類
』
巻
一
五
、八
五
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅰ

298

）
に
も
見
え
る
。
前
条
注
（
３
）
参
照
。

（
３
）「
程
子
於
此
段
節
目
甚
多
、
皆
是
因
人
資
質
說
」　

程
子
が
人
に
応
じ
て
格

物
致
知
に
つ
い
て
の
教
え
の
内
容
を
変
え
た
と
い
う
認
識
に
つ
い
て
は
、
本
巻

二
二
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅱ396

）
に
見
え
る
。
本
巻
七
一
条
注
（
１
）
参
照
。

（
４
）「
有
說
向
外
處
、
有
說
向
內
處
」　

具
体
的
に
は
次
条
を
参
照
。

（
５
）「
一
等
」　
「
一
種
」
を
意
味
す
る
。

（
６
）「
士
毅　

廣
錄
詳
」　

田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」
二
七
二
～

二
七
六
頁
に
よ
れ
ば
、
輔
広
の
記
録
の
起
点
は
紹
煕
五
年
（
一
一
九
四
）
で
あ

り
、
一
方
、
黄
士
毅
の
入
門
時
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）

に
す
で
に
朱
門
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。輔
広
録
は
次
条
参
照
。

70
条

　

致
知
一
章
、
此
是
大
學
最
初
下
手
處
。
若
理
會
得
透
徹
、
後
面
便
容
易
。
故
程

子
此
處
、
說
得
節
目
最
多
、
皆
是
因
人
之
資
質
耳
。
雖
若
不
同
、
其
實
一
也
。

　

見
人
之
敏
者
、
太
去
理
會
外
事
、
則
教
之
使
去
父
慈
子
孝
處
理
會
。
曰
。
若
不

務
此
、
而
徒
欲
汎
然
以
觀
萬
物
之
理
、
則
吾
恐
其
如
大
軍
之
遊
騎
、
出
太
遠
而
無

所
歸
。
若
是
人
專
只
去
裏
面
理
會
、
則
教
之
以
求
之
情
性
、
固
切
於
身
、
然
一
草

一
木
、
亦
皆
有
理
。

　

要
之
、
內
事
外
事
、
皆
是
自
己
合
當
理
會
底
、
但
須
是
六
七
分
去
裏
面
理
會
、

三
四
分
去
外
面
理
會
、
方
可
。
若
是
工
夫
中
半
時
、
已
自
不
可
。
況
在
外
工
夫
多
、

在
內
工
夫
少
耶
、
此
尤
不
可
也
。　

廣

〔
校
勘
〕

〇
輔
廣
録
は
『
語
類
姓
氏
』
に
よ
れ
ば
池
録
巻
二
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
条
は

現
行
の
語
録
本
巻
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

○
「
後
面
便
容
易
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。
成

化
本
は
以
下
同
じ
。

○
「
因
人
之
資
質
耳
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
因
人
之
資
質
了
說
」
に
作
る
。

〇
「
太
去
理
會
外
事
」　

語
録
本
は
「
太
」
を
「
大
」
に
作
る
。 一

五
〇
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○
「
汎
然
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
泛
然
」
に
作
る
。

○
「
情
性
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
性
情
」
に
作
る
。

○
「
須
是
六
七
分
去
裏
面
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」

に
作
る
。
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
已
自
不
可
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
已
」
を
「
亦
」
に
作
る
。

○
「
在
內
工
夫
少
耶
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
耶
」
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

致
知
の
一
章
は
、
こ
れ
は
『
大
学
』
で
最
初
に
着
手
す
る
と
こ
ろ
だ
。
も
し
透

徹
す
る
ま
で
取
り
組
め
ば
、
後
は
簡
単
に
な
る
。
だ
か
ら
程
子
が
こ
こ
で
言
っ
て

い
る
項
目
が
最
も
多
い
の
は
、
す
べ
て
各
人
の
資
質
に
応
じ
て
（
説
い
て
）
い
る

か
ら
だ
。
同
じ
で
は
な
い
よ
う
で
も
、
実
は
一
つ
な
の
だ
。

　

鋭
敏
な
人
が
外
面
の
こ
と
に
取
り
組
も
う
と
し
す
ぎ
る
の
を
見
れ
ば
、
そ
の
人

を
教
え
て
父
の
慈
愛
や
子
の
孝
行
と
い
う
と
こ
ろ
に
お
い
て
取
り
組
ま
せ
た
。
そ

し
て
「
も
し
こ
れ
に
務
め
ず
に
、
い
た
ず
ら
に
漫
然
と
万
物
の
理
を
見
よ
う
と
し

た
ら
、
わ
た
し
は
あ
た
か
も
大
軍
か
ら
離
れ
た
遊
撃
隊
が
、
あ
ま
り
に
遠
く
ま
で

行
き
す
ぎ
た
た
め
、
本
隊
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
に

陥
る
こ
と
を
危
惧
す
る
の
だ
。」
と
言
っ
た
。
も
し
人
が
ひ
た
す
ら
内
面
で
取
り

組
も
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
人
に
は
「
こ
れ
を
情
性
に
求
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
身

に
切
実
で
は
あ
る
が
、
一
草
一
木
に
も
す
べ
て
理
が
あ
る
。」
と
教
え
た
。

　

要
す
る
に
、
内
面
の
こ
と
も
外
面
の
こ
と
も
す
べ
て
自
分
で
取
り
組
む
べ
き
こ

と
だ
が
、
ぜ
ひ
と
も
六
～
七
割
は
内
面
に
向
か
っ
て
取
り
組
み
、
三
～
四
割
は
外

面
に
向
か
っ
て
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
。
も
し
実
践
が
半
分
半
分
で
あ
る

の
な
ら
、
も
う
す
で
に
不
可
で
あ
る
。
外
で
の
実
践
が
多
く
、
内
で
の
実
践
が
少

な
い
と
い
う
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
断
じ
て
不
可
で
あ
る
。　

輔
広
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
一
章
」　

本
巻
二
二
条
「
程
子
格
物
之
說
」、本
巻
六
六
条
「
致
知
說
」、

六
八
条
「
程
子
致
知
說
」、
六
九
条
「
或
問
致
知
一
段
」、
七
一
条
「
程
子
致
知

格
物
之
說
」、
七
二
条
「
伊
川
說
格
物
致
知
許
多
項
」、
七
三
条
「
程
子
謂
致
知

節
目
」
と
同
じ
。
本
巻
六
六
条
注
（
１
）
参
照
。

（
２
）「
說
得
節
目
最
多
」　
「
得
」
は
現
代
中
国
語
の
「
的
」
と
同
じ
く
前
の
動
詞

を
受
け
て
連
体
修
飾
語
を
作
る
。

（
３
）「
去
父
慈
子
孝
處
」　
「
去
」
は
現
代
中
国
語
の
「
在
」
と
同
じ
く
動
作
を
行

う
場
所
を
表
す
。「
父
慈
子
孝
」の
出
典
は『
礼
記
』「
礼
運
」「
何
謂
人
義
。
父
慈
、

子
孝
、
兄
良
、
弟
弟
、
夫
義
、
婦
聽
、
長
惠
、
幼
順
、
君
仁
、
臣
忠
、
十
者
謂

之
人
義
。」『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
為
人
君
、
止
於
仁
。
為
人
臣
、
止
於
敬
。

為
人
子
、
止
於
孝
。
為
人
父
、
止
於
慈
。
與
國
人
交
、
止
於
信
。」
ま
た
、
本

条
注
（
４
）
も
参
照
。

（
４
）「
若
不
務
此
、
而
徒
欲
汎
然
以
觀
萬
物
之
理
、
則
吾
恐
其
如
大
軍
之
遊
騎
、

出
太
遠
而
無
所
歸
」　

本
巻
三
六
条
注（
３
）参
照
。『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
七「
兵

陣
須
先
立
定
家
計
、
然
後
以
遊
騎
旋
。
旋
量
力
分
外
面
與
敵
人
合
、
此
便
是
合

內
外
之
道
。
若
遊
騎
太
遠
、
則
却
歸
不
得
。
至
如
聴
金
鼓
聲
、
亦
不
忘
却
自
家

如
何
。
如
苻
堅
養
民
、
一
敗
便
不
可
支
持
、
無
本
故
也
。」
同
「
致
知
、
但
知

止
於
至
善
、
為
人
子
止
於
孝
、
為
人
父
止
於
慈
之
類
、
不
須
外
面
。
只
務
觀
物

理
、
汎
然
正
如
遊
騎
無
所
歸
也
。」『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
致
知
之
要
、
當
知

一
五
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



至
善
之
所
在
。
如
父
止
於
慈
、
子
止
於
孝
之
類
。
若
不
務
此
而
徒
欲
汎
然
以
觀

萬
物
之
理
、則
吾
恐
其
如
大
軍
之
游
騎
出
太
遠
而
無
所
歸
也
。」（〔
附
表
２
〕
⑩
）

（
５
）「
求
之
情
性
、固
切
於
身
、然
一
草
一
木
、亦
皆
有
理
」　

本
巻
三
六
条
注
（
２
）

参
照
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
又
問
。
致
知
先
求
之
四
端
、
如
何
。
曰
。

求
之
性
情
、固
是
切
於
身
、然
一
草
一
木
、皆
有
理
、須
察
。」『
大
学
或
問
』「
曰
。

然
則
先
求
之
四
端
、
可
乎
。
曰
。
求
之
情
性
、
固
切
於
身
。
然
一
草
一
木
、
亦

皆
有
理
、
不
可
不
察
。」（〔
附
表
２
〕
⑨
）

（
６
）「
皆
是
自
己
合
當
理
會
底
」 「
底
」
は
現
代
中
国
語
の
「
的
」
と
同
じ
く
述

語
の
あ
と
に
つ
い
て
「
…
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。「
合
當
」
は
「
…
す
べ

き
で
あ
る
」
を
意
味
す
る
。

（
７
）「
須
是
六
七
分
去
裏
面
理
會
、三
四
分
去
外
面
理
會
、方
可
」 「
須
是
…
方
可
」

で「
…
し
て
こ
そ
よ
い
」「
ぜ
ひ
と
も
…
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」を
意
味
す
る
。「
去
」

は
場
所
の
方
向
を
示
す
介
詞
で
現
代
中
国
語
の
「
往
」・「
向
」・「
到
」
に
あ
た

る
。『
近
代
漢
語
詞
典
』
一
七
八
七
頁
参
照
。

（
８
）「
已
自
不
可
」　
「
已
自
」は「
す
で
に
」を
意
味
し
、「
自
」は
添
え
字
で
あ
る
。

三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
七
一
頁
、
九
六
頁
参
照
。

71
条

　

或
問
。
程
子
致
知
格
物
之
說
不
同
。

　

曰
。
當
時
答
問
、
各
就
其
人
而
言
之
。
今
須
是
合
就
許
多
不
同
處
來
看
作
一
意

為
佳
。
且
如
既
言
不
必
盡
窮
天
下
之
物
、
又
云
一
草
一
木
亦
皆
有
理
。
今
若
於
一

草
一
木
上
理
會
、
有
甚
了
期
。
但
其
間
有
積
習
多
後
、
自
當
脫
然
有
貫
通
處
者
、

為
切
當
耳
。

　

今
以
十
事
言
之
、
若
理
會
得
七
八
件
、
則
那
兩
三
件
、
觸
類
可
通
。
若
四
旁
都

理
會
得
、
則
中
間
所
未
通
者
、
其
道
理
亦
是
如
此
。
蓋
長
短
大
小
、
自
有
準
則
。

如
忽
然
遇
一
件
事
來
時
、
必
知
某
事
合
如
此
、
某
事
合
如
彼
、
則
此
方
來
之
事
、

亦
有
可
見
者
矣
。
聖
賢
於
難
處
之
事
、
只
以
數
語
盡
其
曲
折
、
後
人
皆
不
能
易
者
、

以
其
於
此
理
素
明
故
也
。

　

又
云
。
所
謂
格
物
者
、
常
人
於
此
理
、
或
能
知
一
二
分
、
即
其
一
二
分
之
所
知

者
推
之
、
直
要
推
到
十
分
、
窮
得
來
無
去
處
、
方
是
格
物
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
「
程
子
致
知
格
物
之
說
不
同
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
程
子
」
の
前
に
「
或
問
載
」

の
三
字
が
あ
る
。

○
「
須
是
」　

万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
若
理
會
得
七
八
件
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
若
」
を
「
且
」
に
作
る
。

○
「
大
小
」　

朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
小
大
」
に
作
る
。

〇
萬
人
傑
録
は
『
語
類
姓
氏
』
に
よ
れ
ば
池
録
巻
一
七
、
饒
録
巻
四
六
に
収
録
さ

れ
て
い
た
が
、
現
行
の
語
録
本
は
巻
一
七
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
質
問
し
た
。「（『
或
問
』
に
載
っ
て
い
る
）
程
子
の
致
知
格
物
の
説

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
当
時
の
問
答
で
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
人
に
応
じ
て
言
っ

一
五
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



た
か
ら
だ
。
今
は
ぜ
ひ
必
ず
た
く
さ
ん
の
異
な
る
部
分
を
合
わ
せ
て
一
意
と
見
な

す
こ
と
を
よ
し
と
す
べ
き
だ
。
例
え
ば
、
必
ず
し
も
天
下
の
物
を
極
め
つ
く
さ
な

い
と
言
っ
た
う
え
に
、
さ
ら
に
一
草
一
木
す
べ
て
に
理
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

い
ま
も
し
一
草
一
木
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
ら
き
り
が
な
い
。
た
だ
程
子
の

説
の
中
に
は
、
積
み
重
ね
が
多
く
な
っ
て
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
必
ず
脱
然
と
し
て

貫
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
的
確
で
あ
る
。

　

い
ま
十
個
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
言
え
ば
、
も
し
七
～
八
個
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
あ
の
二
～
三
個
は
類
推
し
て
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
四

辺
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
真
ん
中
の
ま
だ
通
じ
て
い
な
い
こ
と
も
、
そ

の
道
理
は
や
は
り
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
思
う
に
長
短
大
小
に
は
自
然
と
基
準
が
あ

る
。
も
し
突
然
一
つ
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
こ
の
こ
と
は
こ
の
よ

う
で
あ
る
べ
き
で
、あ
の
こ
と
は
あ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
だ
と
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、

今
ま
さ
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
ら
も
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の

だ
。
聖
賢
が
、
処
置
し
が
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
た
だ
数
語
に
よ
っ
て
そ
の
曲
折

を
言
い
尽
く
し
、
後
の
時
代
の
人
が
誰
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
聖
賢

が
も
と
も
と
そ
の
理
に
通
暁
し
て
い
る
か
ら
だ
。」

　

さ
ら
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
い
わ
ゆ
る
格
物
と
い
う
の
は
、
常
人
は
こ
の
理
に

お
い
て
、
あ
る
い
は
一
～
二
割
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
一
～
二
割
知
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
し
量
り
、
必
ず
十
割
ま
で
推
し
量
っ
て
、
も
う
そ
れ
以

上
は
行
く
場
所
が
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
窮
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
こ
そ

が
格
物
で
あ
る
。」　

萬
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
程
子
致
知
格
物
之
說
」　

本
巻
二
二
条
「
程
子
格
物
之
說
」、
本
巻
六
六
条

「
致
知
說
」、六
八
条
「
程
子
致
知
說
」、六
九
条
「
或
問
致
知
一
段
」、七
〇
条
「
致

知
一
章
」、
七
二
条
「
伊
川
說
格
物
致
知
許
多
項
」、
七
三
条
「
程
子
謂
致
知
節

目
」
と
同
じ
。
本
巻
六
六
条
注
（
１
）
参
照
。
本
条
は
本
巻
二
二
条
の
内
容
と

重
な
る
部
分
が
多
い
。『
語
類
』
巻
一
八
、二
二
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅱ396

）「
問

程
子
格
物
之
說
。
曰
。
須
合
而
觀
之
、
所
謂
不
必
盡
窮
天
下
之
物
者
、
如
十
事

已
窮
得
八
九
、
則
其
一
二
雖
未
窮
得
、
將
來
湊
會
、
都
自
見
得
。
又
如
四
旁
已

窮
得
、
中
央
雖
未
窮
得
、
畢
竟
是
在
中
間
了
、
將
來
貫
通
、
自
能
見
得
。
程
子

謂
但
積
累
多
後
、自
當
脫
然
有
悟
處
、此
語
最
好
。若
以
為
一
草
一
木
亦
皆
有
理
、

今
日
又
一
一
窮
這
草
木
是
如
何
、
明
日
又
一
一
窮
這
草
木
是
如
何
、
則
不
勝
其

繁
矣
。
蓋
當
時
也
只
是
逐
人
告
之
如
此
。」
も
し
二
二
条
と
本
条
を
同
一
の
場

で
の
発
言
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
二
二
条
の
記
録
者
林
夔
孫
の
師
事
開
始
時
期

は
慶
元
三
年
（
一
一
九
七
）
で
あ
る
た
め
、
本
条
の
記
録
者
萬
人
傑
の
第
四
次

師
事
期
（
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
十
二
月
か
ら
翌
年
一
月
）
ま
た
は
第
五
次

師
事
期
（
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
））
に
こ
の
対
話
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

前
掲
田
中
著
書
七
七
、八
二
、二
四
〇
頁
参
照
。

（
２
）「
合
就
許
多
不
同
處
來
看
作
一
意
為
佳
」　
「
合
就
」は「
合
わ
せ
て
…
と
な
す
」

を
表
す
。「
來
」
は
他
の
動
詞
の
前
に
用
い
、
動
作
に
取
り
組
む
積
極
的
な
姿

勢
を
示
す
。
一
方
向
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解
に
つ

い
て
は
、『
語
類
』
巻
一
八
、三
六
条
、
陳
淳
録
（
Ⅱ400

）「
周
問
。
程
子
謂
。

一
草
一
木
、
皆
所
當
窮
。
又
謂
。
恐
如
大
軍
遊
騎
、
出
太
遠
而
無
所
歸
。
何
也
。

曰
。
便
是
此
等
語
說
得
好
、
平
正
、
不
向
一
邊
去
。」

（
３
）「
不
必
盡
窮
天
下
之
物
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
「
所
務
於
窮
理
者
、

一
五
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



非
道
須
盡
窮
了
天
下
萬
物
之
理
、
又
不
道
是
窮
得
一
理
便
到
。
只
是
要
積
累
多

後
、
自
然
見
去
。」『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
窮
理
者
、
非
謂
必
盡
窮
天
下
之
理
、

又
非
謂
止
窮
得
一
理
便
到
。
但
積
累
多
後
、
自
當
脫
然
有
悟
處
。」（〔
附
表
２
〕

⑤
）
本
巻
一
八
条
注
（
１
）
参
照
。

（
４
）「
一
草
一
木
亦
皆
有
理
」　

本
巻
三
六
条
注（
２
）お
よ
び
前
条
注（
５
）参
照
。

（
５
）「
有
甚
了
期
」　

終
わ
り
が
な
い
、
き
り
が
な
い
。
肯
定
的
表
現
に
も
否
定

的
表
現
に
も
用
い
ら
れ
る
。『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
五
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
五
年
）
一
三
～
一
四
頁
参
照
。

（
６
）「
積
習
多
後
、自
當
脫
然
有
貫
通
處
」　
「
積
習
」
は
「
積
累
」
と
ほ
ぼ
同
義
。

前
掲
三
浦
著
書
三
八
頁
参
照
。
全
体
に
関
し
て
は
本
条
注
（
３
）
参
照
。
ま
た
、

『
大
学
章
句
』
伝
五
章
（
格
物
補
伝
）「
至
於
用
力
之
久
、而
一
旦
豁
然
貫
通
焉
。」

（
７
）「
切
當
」　

ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
る
こ
と
。『
語
類
』
巻
一
六
、一
六
三
条
、

萬
人
傑
録
（
Ⅱ350

）
注
（
６
）（「『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
七
）」

（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
』
第
六
七
号
、
二
〇
一
五
年
）
五
五
頁
）
参
照
。

（
８
）「
今
以
十
事
言
之
、
若
理
會
得
七
八
件
、
則
那
兩
三
件
、
觸
類
可
通
」　
「
得
」

は
可
能
補
語
を
作
る
。
何
割
か
わ
か
っ
て
い
れ
ば
そ
の
他
は
推
し
量
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』
巻
一
八
、一
八
条
、
陳
淳
録
（
Ⅱ

395

）「
如
一
百
件
事
、
理
會
得
五
六
十
件
了
、
這
三
四
十
件
雖
未
理
會
、
也
大

概
是
如
此
。」
お
よ
び
本
条
注
（
１
）
所
引
の
『
語
類
』
巻
一
八
、二
二
条
参
照
。

（
９
）「
聖
賢
於
難
處
之
事
、
只
以
數
語
盡
其
曲
折
」　
『
論
語
』「
季
氏
」「
季
氏
將

伐
顓
臾
。
冉
有
季
路
見
於
孔
子
曰
。
季
氏
將
有
事
於
顓
臾
。
孔
子
曰
。
求
、
無

乃
爾
是
過
與
。
夫
顓
臾
、
昔
者
先
王
以
為
東
蒙
主
、
且
在
邦
域
之
中
矣
、
是
社

稷
之
臣
也
。
何
以
伐
為
。」
朱
注
「
此
事
理
之
至
當
、
不
易
之
定
體
、
而
一
言

盡
其
曲
折
如
此
、
非
聖
人
不
能
也
。」

（
10
）「
直
要
推
到
十
分
、
窮
得
來
無
去
處
、
方
是
格
物
」　
「
直
要
」
は
「
必
ず
…

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
意
味
す
る
。『
近
代
漢
語
詞
典
』
二
六
七
四
頁
参

照
。「
得
來
」
は
「
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
意
味
す
る
。
行
く
場
所
が
な
く

な
る
ま
で
窮
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
見
解
は
『
語
類
』
巻
一
五
、九
七

条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅰ301

）「
致
其
知
者
、
自
裏
面
看
出
、
推
到
無
窮
盡
處
、

自
外
面
看
入
來
、
推
到
無
去
處
、
方
始
得
了
、
意
方
可
誠
。」

72
条

　

問
。
伊
川
說
格
物
致
知
許
多
項
、
當
如
何
看
。

　

曰
。
說
得
已
自
分
曉
。
如
初
間
說
知
覺
、
及
誠
敬
固
不
可
不
勉
、
然
天
下
之
理
、

必
先
知
之
、
而
後
有
以
行
之
。
這
許
多
說
、
不
可
不
格
物
致
知
。
中
間
說
物
物
當

格
、
及
反
之
吾
身
之
說
、
却
是
指
出
格
物
箇
地
頭
如
此
。

　

又
云
。
此
項
兼
兩
意
、
又
見
節
次
格
處
。
自
立
誠
意
以
格
之
以
下
、
却
是
做
工

夫
合
如
此
。

　

又
云
。
用
誠
敬
涵
養
、
為
格
物
致
知
之
本
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
却
是
指
出
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
格
物
箇
地
頭
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〇
葉
賀
孫
録
は
『
語
類
姓
氏
』
に
よ
れ
ば
池
録
巻
七
～
一
一
に
収
録
さ
れ
て
い
た

が
、
現
行
の
語
録
本
は
巻
七
～
一
一
を
収
録
し
な
い
。
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〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
程
伊
川
は
格
物
致
知
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
項
目
を
説
い
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
す
で
に
明
ら
か
に
説
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
最
初

の
部
分
で
は
、
知
覚
に
関
す
る
こ
と
、
及
び
誠
敬
は
も
と
よ
り
勉
め
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
が
、
天
下
の
理
を
必
ず
先
に
知
っ
て
、
そ
れ
か
ら
こ
れ
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
多
く
は
、
ぜ
ひ
と
も
格
物

致
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
の
だ
。
中
間
の
部
分
で
、
一
つ
一
つ

の
も
の
に
格い

た

る
べ
き
こ
と
、
及
び
こ
れ
を
わ
が
身
に
返
る
と
い
う
説
を
説
い
て
い

る
の
は
、
格
物
す
る
場
面
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
（
具
体
的
に
）
指
し
示
し
て
い

る
の
だ
。」

　

さ
ら
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
の
く
だ
り
は
二
つ
の
意
（
格
物
致
知
の
実
践
の

具
体
的
場
面
、
及
び
格
物
致
知
の
手
順
）
を
兼
ね
て
説
い
て
お
り
、
さ
ら
に
順
次

格い
た

る
と
こ
ろ
を
示
し
て
い
る
。
誠
意
を
立
て
て
こ
れ
に
格い
た

る
よ
り
以
下
は
、（
格

物
を
）
実
践
す
る
際
に
は
（
ま
ず
そ
れ
に
先
立
っ
て
）
こ
の
よ
う
に
す
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
だ
。」

　

さ
ら
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
誠
敬
や
涵
養
は
格
物
致
知
の
根
本
で
あ
る
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
伊
川
說
格
物
致
知
許
多
項
」　

本
巻
二
二
条
「
程
子
格
物
之
說
」、
本
巻

六
六
条
「
致
知
說
」、
六
八
条
「
程
子
致
知
說
」、
六
九
条
「
或
問
致
知
一
段
」、

七
〇
条
「
致
知
一
章
」、
七
一
条
「
程
子
致
知
格
物
之
說
」、
七
三
条
「
程
子
謂

致
知
節
目
」
と
同
じ
。
本
巻
六
六
条
注
（
１
）
参
照
。
ま
た
、『
大
学
或
問
』

所
引
の
程
子
の
格
物
致
知
説
に
つ
い
て
朱
子
は
伊
川
の
格
物
致
知
説
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
本
巻
七
四
条
に
見
え
る
。

（
２
）「
說
得
已
自
分
曉
」　
「
得
」
は
状
態
補
語
を
作
る
。「
已
自
」
は
「
す
で
に
」

を
意
味
す
る
。
本
巻
七
〇
条
注
（
８
）
参
照
。

（
３
）「
初
間
…
中
間
…
」　
『
大
学
或
問
』
で
程
子
の
言
葉
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
部

分
は
全
部
で
十
六
項
目
か
ら
成
る
が
、
三
段
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

〔
附
表
２
〕の
①
②
、③
～
⑪
、⑫
～
⑯
に
分
か
れ
て
い
て
、朱
子
は
①
②
に
は「
此

兩
條
者
、
皆
言
格
物
致
知
所
以
當
先
而
不
可
後
之
意
也
。」、
③
～
⑪
に
は
「
此

九
條
者
、
皆
言
格
物
致
知
所
當
用
力
之
地
、
與
其
次
第
工
程
也
。」、
⑫
～
⑯
は

「
此
五
條
者
、
又
言
涵
養
本
原
之
功
、
所
以
為
格
物
致
知
之
本
者
也
。」
と
い
う

総
括
を
附
し
て
い
る
。「
初
間
」
は
①
②
、「
中
間
」
は
③
～
⑪
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。

（
４
）「
知
覺
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問
。
學
何
以
有
至
覺
悟
處
。
曰
。

莫
先
致
知
。
能
致
知
、
則
思
一
日
、
愈
明
一
日
、
久
而
後
有
覺
也
。
學
而
無
覺
、

則
何
益
矣
。
又
奚
學
為
。
思
曰
睿
、
睿
作
聖
。
纔
思
便
睿
、
以
至
作
聖
、
亦
是

一
箇
思
。
故
曰
。
勉
強
學
問
、
則
聞
見
博
而
智
益
明
。」『
大
学
或
問
』「
程
子

曰
。
學
莫
先
於
致
知
、
能
致
其
知
、
則
思
日
益
明
。
至
於
久
而
後
有
覺
爾
。
書

所
謂
思
曰
睿
、
睿
作
聖
、
董
子
所
謂
勉
强
學
問
則
聞
見
博
而
知
益
明
、
正
謂
此

也
。
學
而
無
覺
、
則
亦
何
以
學
為
也
哉
。」〔
附
表
２
〕
①
に
対
応
す
る
。

（
５
）「
誠
敬
固
不
可
不
勉
、
然
天
下
之
理
、
必
先
知
之
、
而
後
有
以
行
之
」 『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問
。
忠
信
進
德
之
事
、固
可
勉
強
、然
致
知
甚
難
。
曰
。

子
以
誠
敬
為
可
勉
強
、且
恁
地
說
。
到
底
、須
是
知
了
、方
行
得
。」『
大
学
或
問
』

一
五
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



「
或
問
。忠
信
則
可
勉
矣
、而
致
知
為
難
、奈
何
。程
子
曰
。誠
敬
固
不
可
以
不
勉
。

然
天
下
之
理
、
不
先
知
之
、
亦
未
有
能
勉
以
行
之
者
也
。」〔
附
表
２
〕
②
に
対

応
す
る
。

（
６
）「
這
許
多
說
、不
可
不
格
物
致
知
」　
〔
附
表
２
〕
①
②
の
総
括
「
此
兩
條
者
、

皆
言
格
物
致
知
所
以
當
先
而
不
可
後
之
意
也
。」
に
対
応
す
る
。

（
７
）「
物
物
當
格
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
一
八「
或
問
。
進
修
之
術
、何
先
。
曰
。

莫
先
於
正
心
誠
意
。
誠
意
在
致
知
、
致
知
在
格
物
。
格
、
至
也
、
如
祖
考
來
格

之
格
。
凡
一
物
上
有
一
理
、
須
是
窮
致
其
理
。
窮
理
亦
多
端
、
或
讀
書
講
明
義

理
、或
論
古
今
人
物
、別
其
是
非
、或
應
事
接
物
而
處
其
當
、皆
窮
理
也
。
或
問
。

格
物
須
物
物
格
之
、
還
只
格
一
物
而
萬
理
皆
知
。
曰
。
怎
生
便
會
該
通
。
若
只

格
一
物
、
便
通
衆
理
、
雖
顔
子
亦
不
敢
如
此
道
。
須
是
今
日
格
一
件
、
明
日
又

格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脫
然
自
有
貫
通
處
。」『
大
学
或
問
』「
又
有
問
進

修
之
術
何
先
者
。
程
子
曰
。
莫
先
於
正
心
誠
意
。
然
欲
誠
意
、
必
先
致
知
。
而

欲
致
知
、
又
在
格
物
。
致
、
盡
也
。
格
、
至
也
。
凡
有
一
物
、
必
有
一
理
。
窮

而
致
之
、
所
謂
格
物
者
也
。
然
而
格
物
亦
非
一
端
、
如
或
讀
書
、
講
明
道
義
、

或
論
古
今
人
物
、而
别
其
是
非
、或
應
接
事
物
、而
處
其
當
否
、皆
窮
理
也
。
曰
。

格
物
者
、
必
物
物
而
格
之
耶
、
將
止
格
一
物
而
萬
理
皆
通
耶
。
曰
。
一
物
格
而

萬
理
通
、
雖
顔
子
亦
未
至
此
。
惟
今
日
而
格
一
物
焉
、
明
日
又
格
一
物
焉
、
積

習
既
多
、
然
後
脫
然
有
貫
通
處
耳
。」〔
附
表
２
〕
③
に
対
応
す
る
。

（
８
）「
反
之
吾
身
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
七
「
致
知
在
格
物
、
格
物
之
理
、

不
若
察
之
於
身
、其
得
尤
切
。」同「
今
人
欲
致
知
、須
要
格
物
。
物
不
必
謂
事
物
、

然
後
謂
之
物
也
。
自
一
身
之
中
、
至
萬
物
之
理
、
但
理
會
得
多
、
相
次
自
然
豁

然
有
覺
處
。」『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
自
一
身
之
中
以
至
萬
物
之
理
、理
會
得
多
、

自
當
豁
然
有
箇
覺
處
。
…
又
曰
。
格
物
莫
若
察
之
於
身
、
其
得
之
尤
切
。」〔
附

表
２
〕
④
お
よ
び
⑪
に
対
応
す
る
。

（
９
）「
指
出
格
物
箇
地
頭
如
此
」　
〔
附
表
２
〕
③
～
⑪
の
総
括
「
此
九
條
者
、
皆

言
格
物
致
知
所
當
用
力
之
地
、
與
其
次
第
工
程
也
。」
に
対
応
し
て
い
る
。「
地

頭
」
は
地
点
、
場
所
、
立
場
、
場
面
を
意
味
す
る
。
前
掲
『『
朱
子
語
類
』
訳

注　

巻
十
五
』
六
五
頁
参
照
。

（
10
）「
此
項
兼
兩
意
」 『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
此
項
指
上
文
中
間
説
一
項
、
即

或
問
所
列
九
條
説
也
。
兩
意
蓋
指
格
物
用
力
之
地
及
次
第
工
程
也
。」『
考
文
解

義
』
の
解
釈
は
前
注
所
引
〔
附
表
２
〕
③
～
⑪
の
朱
子
の
総
括
を
踏
ま
え
る
。

（
11
）「
自
立
誠
意
以
格
之
以
下
」　
「
立
誠
意
以
格
之
」
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻

二
二
上
「
又
問
。
如
何
是
格
物
。
先
生
曰
。
格
、
至
也
。
言
窮
至
物
理
也
。
又

問
。
如
何
可
以
格
物
。
曰
。
但
立
誠
意
去
格
物
。
其
遲
速
、
却
在
人
明
暗
也
。

明
者
、
格
物
速
。
暗
者
、
格
物
遲
。」『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
格
物
窮
理
、
但

立
誠
意
以
格
之
。
其
遲
速
則
在
乎
人
之
明
暗
耳
。」〔
附
表
２
〕
⑫
に
対
応
す
る
。

「
自
立
誠
意
以
格
之
以
下
」
と
は
〔
附
表
２
〕
⑫
～
⑯
を
指
す
。

（
12
）「
却
是
做
工
夫
合
如
此
」　
「
却
」
は
他
と
対
比
対
照
し
て
述
べ
る
語
気
を
表

す
。『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
四
』（
汲
古
書
院
、二
〇
一
三
年
）
六
頁
参
照
。

（
13
）「
用
誠
敬
涵
養
、
為
格
物
致
知
之
本
」　
〔
附
表
２
〕
⑫
～
⑯
の
総
括
「
此
五

條
者
、
又
言
涵
養
本
原
之
功
、
所
以
為
格
物
致
知
之
本
者
也
。」
に
対
応
す
る
。
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。
程
子
謂
致
知
節
目
如
何
。
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曰
。
如
此
理
會
也
未
可
。
須
存
得
此
心
、
却
逐
節
子
思
索
、
自
然
有
箇
覺
處
。

如
諺
所
謂
冷
灰
裏
豆
爆
。
季
札

〔
校
勘
〕

○
「
須
存
得
此
心
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
却
逐
節
子
思
索
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

○
「
有
箇
覺
處
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
冷
灰
裏
豆
爆
」　

万
暦
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

〇
李
季
札
録
は
『
語
類
姓
氏
』
に
よ
れ
ば
池
録
巻
一
六
に
収
録
さ
れ
て
い
た
が
、

現
行
の
語
録
本
は
巻
一
六
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
程
子
が
致
知
を
言
っ
て
い
る
項
目
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
ん
な
風
に
（
き
み
の
よ
う
に
）
取
り
組
ん
だ
だ

け
で
は
ま
だ
だ
め
だ
。
必
ず
こ
の
心
を
把
持
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
一
節
ず
つ

思
索
す
れ
ば
、
自
然
と
覚
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
と
わ
ざ
に
い
う
、
冷
た
く
な
っ

た
灰
の
中
で
豆
が
は
じ
け
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。」　

李
季
札
録

〔
注
〕

（
１
）「
程
子
謂
致
知
節
目
」　

本
巻
二
二
条
「
程
子
格
物
之
說
」、本
巻
六
六
条
「
致

知
說
」、
六
八
条
「
程
子
致
知
說
」、
六
九
条
「
或
問
致
知
一
段
」、
七
〇
条
「
致

知
一
章
」、
七
一
条
「
程
子
致
知
格
物
之
說
」、
七
二
条
「
伊
川
說
格
物
致
知
許

多
項
」
と
同
じ
。
本
巻
六
六
条
注
（
１
）
参
照
。

（
２
）「
也
未
可
」　
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
指
問
者
所
説
、
其
説
未
聞
。
蓋
有

急
迫
求
之
之
意
。」

（
３
）「
逐
節
子
」　
「
節
子
」は
節
と
同
じ
。「
逐
節
子
」は「
逐
節
」と
同
じ
で
あ
る
。

（
４
）「
冷
灰
裏
豆
爆
」　

仏
語
に
由
来
し
、
こ
こ
で
は
虚
心
に
努
力
す
る
こ
と
で

突
然
効
果
が
出
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
王
楙
『
野
客
叢
書
』
巻
二
九
「
俗
語

有
所
自
」「
對
牛
彈
琴
、
作
死
馬
醫
、
冷
灰
豆
爆
、
皆
見
禪
録
。」
黄
庭
堅
『
山

谷
集
』
巻
一
六
「
翠
巖
真
禅
師
語
録
序
」「
各
夢
同
牀
、不
妨
殊
調
、冷
灰
爆
豆
、

聊
為
解
嘲
云
耳
。」
釈
咸
傑
『
密
菴
和
尚
語
録
』（
大
正
、
冊
四
七
、九
七
三b

）

「
驀
地
冷
灰
裏
豆
爆
、
如
關
將
軍
入
大
陣
、
拚
其
性
命
、
不
見
有
百
萬
兵
衆
。」

『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
此
喩
不
急
求
效
之
意
。」
ま
た
時
代
は
下
る
が
釈
徳

清
（
一
五
四
六
～
一
六
二
三
）
の
使
用
例
は
本
条
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
。『
憨

山
老
人
夢
遊
集
』
巻
一
四
（
続
蔵
、
冊
七
三
、五
五
六c

）「
若
疑
情
得
力
、
靠

定
話
頭
、
晝
夜
審
究
、
愈
究
愈
深
、
終
有
冷
灰
爆
豆
之
時
。」

74
条

　

問
。
二
程
說
格
物
、
謂
當
從
物
物
上
格
之
、
窮
極
物
理
之
謂
也
。
或
謂
。
格
物

不
當
從
外
物
上
留
意
、
特
在
吾
一
身
之
內
、
是
有
物
必
有
則
之
謂
。
如
何
。

　

曰
。
外
物
亦
是
物
。
格
物
當
從
伊
川
之
說
、
不
可
易
。
洒
埽
應
對
中
、
要
見
得

精
義
入
神
處
、
如
何
分
內
外
。　

浩

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

一
五
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



○
「
洒
埽
應
對
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は
「
埽
」
を
「
掃
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
二
程
は
格
物
を
説
い
て
、
一
つ
一
つ
の
物
に
つ
い
て
こ
れ
に

格い
た

る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
物
の
理
を
窮
め
つ
く
す
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
人
は
、
格
物
は
外
物
上
に
留
意
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
た
だ
自
分
の
一
身
に

即
し
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、こ
れ
が
「
物
に
は
必
ず
法
則
が
あ
る
」（『
詩
経
』「
大

雅
」「
蒸
民
」、『
孟
子
』「
告
子
」
上
）
と
い
う
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
外
物
も
物
で
あ
る
。
格
物
は
程
伊
川
の
説
に
従
う

べ
き
で
、
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
掃
除
や
応
対
の
中
に
精
義
入
神
す
る
と
こ

ろ
を
見
出
す
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
内
外
に
分
け
る
こ
と
な
ど
で
き
よ

う
か
。」　

邵
浩
録

〔
注
〕

（
１
）「
謂
當
從
物
物
上
格
之
」　

七
二
条
注
（
７
）
参
照
。

（
２
）「
窮
極
物
理
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
二
上
「
又
問
。
如
何
是
格
物
。
先

生
曰
。
格
、
至
也
。
言
窮
至
物
理
也
。」

（
３
）「
或
謂
。
格
物
不
當
從
外
物
上
留
意
、
特
在
吾
一
身
之
內
」 

楊
時
の
格
物
説

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
来
氏
は
楊
時
の
格
物
説
を
「
反
身
格
物
」
と
呼
び
、

格
物
の
主
要
な
対
象
を「
己
身
」と
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
陳
来『
宋
明
理
学
』

（
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
一
四
三
、一
四
四
頁
参
照
。
楊
時
の
格
物

説
の
詳
細
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
朱
子
の
批
判
に
つ
い
て
は
、本
巻
六
八
条〔
附

表
１
〕
③
楊
時
説
、及
び
「『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）」（『
京

都
府
立
大
学
学
術
報
告
』
第
七
〇
号
、
二
〇
一
八
年
）
一
三
一
頁
、『『
朱
子
語

類
』
訳
注　

巻
百
十
七
～
百
十
八
』（
汲
古
書
院
、二
〇
一
四
年
）
九
五
頁
参
照
。

（
４
）「
有
物
必
有
則
」　
『
詩
経
』「
大
雅
」「
蒸
民
」「
天
生
烝
民
、
有
物
有
則
。

民
之
秉
彝
、
好
是
懿
德
。」
朱
注
「
則
、
法
。
…
言
天
生
衆
民
、
有
是
物
必
有

是
則
。
蓋
自
百
骸
九
竅
五
髒
、
而
達
之
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友
、
無
非
物
也
、

而
莫
不
有
法
焉
。
如
視
之
明
、
聽
之
聰
、
貌
之
恭
、
言
之
順
、
君
臣
有
義
、
父

子
有
親
之
類
、是
也
。」『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
詩
云
。
天
生
蒸
民
、有
物
有
則
。

民
之
秉
夷
、
好
是
懿
德
。
孔
子
曰
。
為
此
詩
者
、
其
知
道
乎
。
故
有
物
必
有
則
、

民
之
秉
夷
也
、
故
好
是
懿
德
。」
朱
注
「
物
、
事
也
。
則
、
法
也
。
夷
、
詩
作
彝
、

常
也
。
懿
、
美
也
。
有
物
必
有
法
、
如
有
耳
目
、
則
有
聰
明
之
德
、
有
父
子
、

則
有
慈
孝
之
心
、
是
民
所
秉
執
之
常
性
也
、
故
人
之
情
無
不
好
此
懿
德
者
。」

（
５
）「
格
物
當
從
伊
川
之
說
」　

質
問
者
が
二
程
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

朱
子
が
伊
川
と
言
い
直
し
て
い
る
の
は
、
明
道
が
「
外
事
」
に
否
定
的
な
態
度

を
と
っ
て
い
た
か
ら
か
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
「
且
省
外
事
、但
明
乎
善
、

惟
進
誠
心
、
其
文
章
雖
不
中
、
不
遠
矣
。
所
守
不
約
、
泛
濫
無
功
。」
こ
の
言

葉
の
末
尾
に
小
字
註
で
「
明
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
明
道
の
発
言
で
あ
る
。

（
６
）「
洒
埽
應
對
中
、要
見
得
精
義
入
神
處
」　
「
洒
埽
應
對
」
の
出
典
は
『
論
語
』

「
子
張
」「
子
游
曰
。
子
夏
之
門
人
小
子
、
當
洒
掃
應
對
進
退
則
可
矣
、
抑
末
也
、

本
之
則
無
。
如
之
何
。
子
夏
聞
之
曰
。
噫
、
言
游
過
矣
。
君
子
之
道
、
孰
先
傳

焉
、
孰
後
倦
焉
。
譬
諸
草
木
、
區
以
別
矣
。
君
子
之
道
、
焉
可
誣
也
。
有
始
有

卒
者
、
其
唯
聖
人
乎
。」「
精
義
入
神
」
の
出
典
は
『
易
』「
繫
辭
下
傳
」「
精
義

一
五
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



入
神
、
以
致
用
也
。
利
用
安
身
、
以
崇
德
也
。」「
洒
埽
應
對
」
と
「
精
義
入
神
」

が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
す
る
見
解
は
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
聖
人
之
道
、

更
無
精
粗
、
從
灑
埽
應
對
、
至
精
義
入
神
、
通
貫
只
一
理
。
雖
灑
埽
應
對
、
只

看
所
以
然
者
如
何
。」
ま
た
、
前
掲
『
論
語
』「
洒
掃
應
對
」
章
の
朱
注
「
程
子

曰
。
君
子
教
人
有
序
、
先
傳
以
小
者
近
者
、
而
後
教
以
大
者
遠
者
。
非
先
傳
以

近
小
、
而
後
不
教
以
遠
大
也
。
又
曰
。
洒
掃
應
對
、
便
是
形
而
上
者
、
理
無
大

小
故
也
。
故
君
子
只
在
慎
獨
。
又
曰
。
聖
人
之
道
、更
無
精
粗
。
從
洒
掃
應
對
、

與
精
義
入
神
貫
通
只
一
理
。
雖
洒
埽
應
對
、
只
看
所
以
然
如
何
。
又
曰
。
凡
物

有
本
末
、
不
可
分
本
末
為
兩
段
事
。
洒
掃
應
對
是
其
然
、
必
有
所
以
然
。
又
曰
。

自
洒
掃
應
對
上
、
便
可
到
聖
人
事
。
愚
按
、
程
子
第
一
條
、
說
此
章
文
意
、
最

為
詳
盡
。
其
後
四
條
、
皆
以
明
精
粗
本
末
。
其
分
雖
殊
、
而
理
則
一
。
學
者
當

循
序
而
漸
進
、
不
可
厭
末
而
求
本
。
蓋
與
第
一
條
之
意
、
實
相
表
裏
。
非
謂
末

即
是
本
、
但
學
其
末
而
本
便
在
此
也
。」
ま
た
、『
論
語
或
問
』「
或
問
。
十
二

章
之
說
、
程
子
所
謂
、
灑
掃
應
對
、
便
是
形
而
上
之
事
。
何
也
。
曰
。
灑
埽
應

對
、
所
以
習
夫
形
而
下
之
事
、
精
義
入
神
、
所
以
究
夫
形
而
上
之
理
也
。
其
事

之
大
小
固
不
同
矣
。
然
以
理
言
、
則
未
嘗
有
大
小
之
間
而
無
不
在
也
。
程
子
之

言
、
意
蓋
如
此
。
…
灑
埽
應
對
之
事
、
其
然
也
、
形
而
下
者
也
。
灑
埽
應
對
之

理
、
所
以
然
也
、
形
而
上
者
也
。
自
形
而
下
者
而
言
、
則
灑
埽
應
對
之
與
精
義

入
神
、
本
末
精
粗
、
不
可
同
日
而
語
矣
。
自
夫
形
而
上
者
言
之
、
則
初
未
嘗
以

其
事
之
不
同
、
而
有
餘
於
此
、
不
足
於
彼
也
。」
朱
子
の
見
解
で
は
、「
洒
埽
應

對
」
と
「
精
義
入
神
」
は
形
而
下
レ
ベ
ル
で
は
同
一
で
は
な
い
が
、
形
而
上
レ

ベ
ル
で
は
同
一
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
『
語
類
』

巻
四
九
所
収
の『
論
語
』「
洒
掃
應
對
」章
に
関
す
る
条
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
。

『
語
類
』
巻
四
九
、四
二
～
四
六
、四
八
、五
一
条
（
Ⅳ1207

～1210

）
参
照
。

〔
附
表
２
〕『
大
学
或
問
』
所
引
程
子
格
物
致
知
説
一
覧
（
全
十
六
条
）

〇
印
を
附
し
た
箇
所
は
、
程
子
説
に
対
す
る
朱
子
の
総
括

①
或
問
於
程
子
曰
。
學
何
為
而
可
以
有
覺
也
。
程
子
曰
。
學
莫
先
於
致
知
。
能
致

其
知
、
則
思
日
益
明
。
至
於
久
而
後
有
覺
爾
。
書
所
謂
思
曰
睿
、
睿
作
聖
、
董

子
所
謂
勉
强
學
問
則
聞
見
博
而
知
益
明
、
正
謂
此
也
。
學
而
無
覺
、
則
亦
何
以

學
為
也
哉
。

②
或
問
。
忠
信
則
可
勉
矣
、而
致
知
為
難
、奈
何
。
程
子
曰
。
誠
敬
固
不
可
以
不
勉
。

然
天
下
之
理
、
不
先
知
之
、
亦
未
有
能
勉
以
行
之
者
也
。
故
大
學
之
序
、
先
致

知
而
後
誠
意
。
其
等
有
不
可
躐
者
。
苟
無
聖
人
之
聰
明
睿
知
而
徒
欲
勉
焉
以
踐

其
行
事
之
迹
、則
亦
安
能
如
彼
之
動
容
周
旋
無
不
中
禮
也
哉
。
惟
其
燭
理
之
明
、

乃
能
不
待
勉
强
而
自
樂
循
理
爾
。
夫
人
之
性
、
本
無
不
善
。
循
理
而
行
、
宜
無

難
者
。
惟
其
知
之
不
至
而
但
欲
以
力
為
之
、
是
以
苦
其
難
而
不
知
其
樂
耳
。
知

之
而
至
、
則
循
理
為
樂
、
不
循
理
為
不
樂
、
何
苦
而
不
循
理
以
害
吾
樂
耶
。
昔

嘗
見
有
談
虎
傷
人
者
。
衆
莫
不
聞
、
而
其
間
一
人
神
色
獨
變
。
問
其
所
以
、
乃

嘗
傷
於
虎
者
也
。
夫
虎
能
傷
人
、
人
孰
不
知
。
然
聞
之
有
懼
有
不
懼
者
、
知
之

有
眞
有
不
眞
也
。
學
者
之
知
道
、
必
如
此
人
之
知
虎
、
然
後
為
至
耳
。
若
曰
知

不
善
之
不
可
為
而
猶
或
為
之
、
則
亦
未
嘗
眞
知
而
已
矣
。

〇
此
兩
條
者
、
皆
言
格
物
致
知
所
以
當
先
而
不
可
後
之
意
也
。                      

③
又
有
問
進
修
之
術
何
先
者
。
程
子
曰
。
莫
先
於
正
心
誠
意
。
然
欲
誠
意
、
必
先

致
知
。
而
欲
致
知
、
又
在
格
物
。
致
、
盡
也
。
格
、
至
也
。
凡
有
一
物
、
必
有

一
五
九

『
朱
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語
類
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巻
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四
～
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訳
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（
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一
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一
理
。
窮
而
致
之
、
所
謂
格
物
者
也
。
然
而
格
物
亦
非
一
端
。
如
或
讀
書
、
講

明
道
義
、
或
論
古
今
人
物
、
而
别
其
是
非
、
或
應
接
事
物
、
而
處
其
當
否
、
皆

窮
理
也
。

　

曰
。
格
物
者
、
必
物
物
而
格
之
耶
、
將
止
格
一
物
而
萬
理
皆
通
耶
。
曰
。
一
物

格
而
萬
理
通
、
雖
顔
子
亦
未
至
此
。
惟
今
日
而
格
一
物
焉
、
明
日
又
格
一
物
焉
、

積
習
既
多
、
然
後
脫
然
有
貫
通
處
耳
。

④
又
曰
。
自
一
身
之
中
以
至
萬
物
之
理
、
理
會
得
多
、
自
當
豁
然
有
箇
覺
處
。

⑤
又
曰
。
窮
理
者
、
非
謂
必
盡
窮
天
下
之
理
、
又
非
謂
止
窮
得
一
理
便
到
。
但
積

累
多
後
、
自
當
脫
然
有
悟
處
。

⑥
又
曰
。
格
物
、
非
欲
盡
窮
天
下
之
物
。
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以
類
推
。

至
於
言
孝
、
則
當
求
其
所
以
為
孝
者
如
何
。
若
一
事
上
窮
不
得
、
且
别
窮
一
事
。

或
先
其
易
者
、
或
先
其
難
者
、
各
隨
人
淺
深
。
譬
如
千
蹊
萬
徑
、
皆
可
以
適
國
。

但
得
一
道
而
入
、
則
可
以
推
類
而
通
其
餘
矣
。
蓋
萬
物
各
具
一
理
而
萬
理
同
出

一
原
、
此
所
以
可
推
而
無
不
通
也
。

⑦
又
曰
。物
必
有
理
、皆
所
當
窮
。若
天
地
之
所
以
高
深
、鬼
神
之
所
以
幽
顯
、是
也
。

若
曰
天
吾
知
其
高
而
已
矣
、
地
吾
知
其
深
而
已
矣
、
鬼
神
吾
知
其
幽
且
顯
而
已

矣
、
則
是
已
然
之
詞
、
又
何
理
之
可
窮
哉
。

⑧
又
曰
。
如
欲
為
孝
、
則
當
知
所
以
為
孝
之
道
。
如
何
而
為
奉
養
之
宜
、
如
何
而

為
温
凊
之
節
、
莫
不
窮
究
、
然
後
能
之
。
非
獨
守
夫
孝
之
一
字
而
可
得
也
。

⑨
或
問
。
觀
物
察
己
者
、
豈
因
見
物
而
反
求
諸
己
乎
。
曰
。
不
必
然
也
。
物
我
一

理
。
纔
明
彼
即
曉
此
、
此
合
内
外
之
道
也
。
語
其
大
、
天
地
之
所
以
高
厚
、
語

其
小
、
至
一
物
之
所
以
然
、
皆
學
者
所
宜
致
思
也
。

　

曰
。
然
則
先
求
之
四
端
、
可
乎
。
曰
。
求
之
情
性
、
固
切
於
身
。
然
一
草
一
木
、

亦
皆
有
理
、
不
可
不
察
。

⑩
又
曰
。
致
知
之
要
、
當
知
至
善
之
所
在
。
如
父
止
於
慈
、
子
止
於
孝
之
類
。
若

不
務
此
而
徒
欲
汎
然
以
觀
萬
物
之
理
、
則
吾
恐
其
如
大
軍
之
游
騎
出
太
遠
而
無

所
歸
也
。

⑪
又
曰
。
格
物
莫
若
察
之
於
身
、
其
得
之
尤
切
。

〇
此
九
條
者
、
皆
言
格
物
致
知
所
當
用
力
之
地
、
與
其
次
第
工
程
也
。

⑫
又
曰
。
格
物
窮
理
、
但
立
誠
意
以
格
之
。
其
遲
速
則
在
乎
人
之
明
暗
耳
。

⑬
又
曰
。
入
道
莫
如
敬
。
未
有
能
致
知
而
不
在
敬
者
。

⑭
又
曰
。
涵
養
須
用
敬
、
進
學
則
在
致
知
。

⑮
又
曰
。
致
知
在
乎
所
養
、
養
知
莫
過
於
寡
欲
。

⑯
又
曰
。
格
物
者
適
道
之
始
、
思
欲
格
物
、
則
固
已
近
道
矣
。
是
何
也
。
以
收
其

心
而
不
放
也
。

〇
此
五
條
者
、
又
言
涵
養
本
原
之
功
、
所
以
為
格
物
致
知
之
本
者
也
。

〇
凡
程
子
之
為
說
者
、
不
過
如
此
。
其
於
格
物
致
知
之
傳
、
詳
矣
。

75
条

　

先
生
問
。
公
讀
大
學
了
、
如
何
是
致
知
、
格
物
。
説
不
當
意
。
先
生
曰
。
看
文

字
、
須
看
他
緊
要
處
。
且
如
大
段
落
、
自
有
箇
緊
要
處
、
正
要
人
看
。
如
作
一
篇

詩
、
亦
自
有
箇
緊
要
處
。
格
物
一
章
、
前
面
説
許
多
、
便
是
藥
料
。
它
自
有
箇
炮

爦
炙
煿
道
理
、
這
藥
方
可
合
、
若
不
識
箇
炮
爦
炙
煿
道
理
、
如
何
合
得
藥
。
藥
方

亦
爲
無
用
。

　

次
日
稟
云
。
夜
來
蒙
舉
藥
方
爲
喩
、
退
而
深
思
、
因
悟
致
知
、
格
物
之
旨
。
或

一
六
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



問
首
敍
程
夫
子
之
説
、
中
間
條
陳
始
末
、
反
覆
甚
備
、
末
後
又
舉
延
平
之
教
。
千

言
萬
語
、
只
是
欲
學
者
此
心
常
在
道
理
上
窮
究
。
若
此
心
不
在
道
理
上
窮
究
、
則

心
自
心
、
理
自
理
、
邈
然
更
不
相
干
。
所
謂
道
理
者
、
即
程
夫
子
與
先
生
已
説
了
。

　

試
問
如
何
是
窮
究
。
先
生
或
問
中
間
一
段
求
之
文
字
、
索
之
講
論
、
考
之
事
爲
、

察
之
念
慮
等
事
、
皆
是
也
。
既
是
如
此
窮
究
、
則
仁
之
愛
、
義
之
宜
、
禮
之
理
、

智
之
通
、
皆
在
此
矣
。
推
而
及
於
身
之
所
用
、
則
聽
聰
、
視
明
、
貌
恭
、
言
從
。

又
至
於
身
之
所
接
、
則
父
子
之
親
、
君
臣
之
義
、
夫
婦
之
別
、
長
幼
之
序
、
朋
友

之
信
。
以
至
天
之
所
以
高
、
地
之
所
以
厚
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
、
又
至
草
木
鳥
獸
、

一
事
一
物
、
莫
不
皆
有
一
定
之
理
。
今
日
明
日
積
累
既
多
、
則
胸
中
自
然
貫
通
。

如
此
、
則
心
即
理
、
理
即
心
、
動
容
周
旋
、
無
不
中
理
矣
。
先
生
所
謂
衆
理
之
精

粗
無
不
到
者
、
詣
其
極
而
無
餘
之
謂
也
。
吾
心
之
光
明
照
察
無
不
周
者
、
全
體
大

用
無
不
明
、
隨
所
詣
而
無
不
盡
之
謂
。
書
之
所
謂
睿
、
董
子
之
所
謂
明
、
伊
川
之

所
謂
説
虎
者
之
真
知
、
皆
是
。
此
謂
格
物
、
此
謂
知
之
至
也
。
先
生
曰
。
是
如
此
。

泳〔
校
勘
〕

○
湯
泳
録
は
池
録
三
三
所
収
だ
が
、本
条
は
『
朱
子
語
録
』
巻
三
三
・
湯
泳
録
（
乙

卯
所
聞
）
に
見
え
な
い
。

○
「
先
生
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
侍
坐
。
先
生
曰
」
に
作
る
。

○
「
自
有
箇
緊
要
處
」　

万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
前
面
説
許
多
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

○
「
便
是
藥
料
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
藥
方
亦
爲
無
用
」　

朝
鮮
古
写
本
で
は
こ
の
下
に
「
且
將
此
意
、
歸
安
下
處

思
量
來
、
早
來
説
。　

泳
」
十
五
字
が
あ
り
、
こ
こ
で
本
条
を
二
条
に
分
割
し

て
い
る
。

○
「
次
日
稟
云
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
四
字
無
し
。
ま
た
、「
夜
來
」
以
下
を

別
の
条
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

○「
夜
來
蒙
舉
藥
方
爲
喩
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
舉
」の
上
に「
先
生
」二
字
が
あ
る
。

○
「
退
而
深
思
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「
㴱
」

に
作
る
。

○
「
或
問
首
敍
程
夫
子
之
説
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
は
「
敍
」
を
「
叙
」
に
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
「
敘
」
に
作
る
。

○
「
邈
然
更
不
相
干
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
更
」
を
「
㪅
」
に
作
る
。

○
「
聽
聰
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
聰
」
を
「
聦
」
に
、
万
暦
本
、
和
刻

本
は
「
聪
」
に
作
る
。

○
「
以
至
天
之
所
以
高
」　

成
化
本
、万
暦
本
、和
刻
本
は
「
高
」
を
「
髙
」
に
作
る
。

○
「
鬼
神
之
所
以
幽
顯
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
顯
」
を
「
顕
」
に
作
る
。

○
「
則
胸
中
自
然
貫
通
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
胸
」
を
「
胷
」

に
作
る
。

○
「
隨
所
詣
而
無
不
盡
之
謂
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
隨
」
を
「
随
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

先
生
が
お
尋
ね
に
な
っ
た
。「
君
は
『
大
學
』
を
読
み
終
え
た
よ
う
だ
が
、
致

知
や
格
物
と
い
う
の
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
ね
。」
お
答
え
し
た
が
先
生
の
意
に

沿
わ
な
か
っ
た
。
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
書
物
を
読
む
時
は
、
必
ず
そ
の
肝

一
六
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



要
と
な
る
部
分
を
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
き
な
文
の
ま
と
ま
り
み
た
い
な

も
の
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
さ
に
そ
こ
を
読
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
肝
要
と
な
る

部
分
が
あ
る
。
一
首
の
詩
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
肝
要
と
な
る
部
分

が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
格
物
の
一
章
は
、
そ
の
前
半
の
部
分
で
沢
山
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
薬
の
材
料
な
の
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
に
焼
い

た
り
炙
っ
た
り
す
る
や
り
方
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
そ
の
薬
を
調
合
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
も
し
そ
の
焼
い
た
り
炙
っ
た
り
す
る
や
り
方
を
知
ら

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
薬
を
調
合
す
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。（
や
り

方
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
）
薬
の
処
方
だ
っ
て
あ
っ
て
も
無
駄
だ
。」

　

翌
日
申
し
上
げ
た
。「
昨
晩
、薬
の
処
方
の
比
喩
で
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

退
席
し
て
か
ら
深
く
考
え
た
と
こ
ろ
、
致
知
、
格
物
の
要
旨
に
つ
い
て
悟
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
。『
大
學
或
問
』
で
は
最
初
に
程
先
生
の
説
を
述
べ
、
中
頃
に

は
格
物
実
践
の
詳
細
に
つ
い
て
縷
々
述
べ
た
て
、
繰
り
返
す
こ
と
実
に
完
備
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
末
尾
に
は
李
延
平
の
教
え
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
何

千
何
万
と
い
う
言
葉
は
、
学
ぶ
者
の
こ
の
心
を
常
に
道
理
に
即
し
て
追
究
さ
せ
よ

う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
も
し
こ
の
心
が
道
理
に
即
し
て
追
究
し
な
か
っ
た

と
し
た
ら
、
心
は
心
、
理
は
理
と
い
っ
た
わ
け
で
、（
二
本
の
平
行
線
の
よ
う
に
）

遥
か
遠
く
ま
で
行
っ
て
も
決
し
て
交
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
道
理
と

い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
程
先
生
と
先
生
と
が
既
に
お
話
に
な
ら
れ
た
通

り
で
す
。

　

試
し
に
、
追
究
す
る
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
の
『
大
學
或
問
』
の
中
頃
の
一
段
に
あ
る
、「
之
れ
を
文
字
に
求
め
、
之
れ

を
講
論
に
索
め
、
之
れ
を
事
為
に
考
え
、
之
れ
を
念
慮
に
察
す
」
な
ど
の
こ
と
は

い
ず
れ
も
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
追
究
し
て
い
く
か
ら
に
は
、

仁
の
愛
、
義
の
宜
、
礼
の
理
、
智
の
通
は
い
ず
れ
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
（
手
に
取

る
よ
う
に
わ
か
り
ま
す
）。
そ
れ
を
敷
衍
し
て
身
体
の
は
た
ら
き
に
及
ぼ
す
な
ら

ば
、
何
か
を
聴
い
て
は
聡
く
、
何
か
を
見
て
は
明
ら
か
、
顔
つ
き
は
恭
し
く
、
発

言
は
従
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
身
体
の
接
す
る
対

象
に
及
ぼ
す
な
ら
ば
、
父
子
の
間
に
は
親
し
み
が
、
君
臣
の
間
に
は
節
義
が
、
夫

婦
の
間
に
は
区
別
が
、
長
幼
の
間
に
は
序
列
が
、
朋
友
の
間
に
は
信
頼
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
さ
ら
に
天
が
高
い
理
由
、地
が
厚
い
理
由
、

鬼
神
が
か
す
か
で
あ
っ
た
り
明
ら
か
だ
っ
た
り
す
る
理
由
に
及
び
、
ま
た
、
草
木

鳥
獣
、
一
つ
一
つ
の
物
事
に
及
ぶ
ま
で
、
定
ま
っ
た
理
を
備
え
て
い
な
い
も
の
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
明
日
と
積
み
重
ね
て
い
っ
て
そ
れ
が
多
く
な
る
や
、
胸

中
に
自
然
と
貫
通
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、（
自
身
の
）
心
は
と
り
も
な

お
さ
ず
理
で
あ
り
、
理
は
と
り
も
な
お
さ
ず
心
で
あ
る
こ
と
と
な
り
、
日
常
の
立

ち
居
振
る
舞
い
と
し
て
す
べ
て
理
に
か
な
っ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。
先
生
の
お
っ

し
ゃ
る
、「
衆
理
の
精
粗
、
到
ら
ざ
る
無
し
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
終
極
に
ま
で

到
達
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
、
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
吾
が
心
の

光
明
照
察
し
て
周
ね
か
ら
ざ
る
無
し
」
と
い
う
の
は
、
完
全
な
る
本
体
（
体
）
と

大
い
な
る
作
用
（
用
）
に
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
所
に
す
べ
て

到
達
し
て
い
て
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
な
い
、と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。『
尚

書
』
の
い
う
「
睿
」、
董
子
（
董
仲
舒
）
の
い
う
「
明
」、
程
伊
川
の
い
う
「
虎
を

説
く
者
の
真
知
」
と
い
う
の
は
ど
れ
も
そ
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
「
格
物
」
で
あ

り
、
ま
た
、「
知
の
至
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
そ
う
い
う
こ
と
だ
。」　

湯
泳
録
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〔
注
〕

（
１
）「
公
」　
「
き
み
」。
人
称
代
名
詞
と
し
て
敬
称
に
属
す
る
が
、
自
分
よ
り
目

下
の
相
手
に
使
う
こ
と
も
あ
り
、『
語
類
』
に
は
特
に
そ
の
よ
う
な
用
い
ら
れ

方
が
頻
出
す
る
。『
史
記
』
巻
四
八
「
陳
渉
世
家
」「（
呉
）
廣
起
奪
而
殺
尉
、

陳
勝
佐
之
、
并
殺
兩
尉
。
召
令
徒
屬
曰
。
公
等
遇
雨
、
皆
已
失
期
。」

（
２
）「
説
不
當
意
」　

お
答
え
し
た
話
が
先
生
の
意
に
沿
わ
な
か
っ
た
。『
考
文
解

義
』「
謂
所
答
之
説
不
當
先
生
之
意
。」

（
３
）「
看
文
字
、
須
看
他
緊
要
處
」　

朱
熹
は
他
処
で
は
読
書
に
当
た
っ
て
は
聖

人
が
人
に
努
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
教
え
た
と
こ
ろ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

を
見
る
こ
と
が
「
緊
要
」
だ
、
と
し
て
、
本
条
と
同
じ
く
医
術
の
比
喩
を
用
い

る
。『
語
類
』
巻
一
〇
、六
条
、
陳
淳
録
（
Ⅰ162
）「
今
讀
書
緊
要
、
是
要
看

聖
人
教
人
做
工
夫
處
是
如
何
。
如
用
藥
治
病
、
須
看
這
病
是
如
何
發
、
合
用
何

方
治
之
、
方
中
使
何
藥
材
、
何
者
幾
兩
、
何
者
幾
分
、
如
何
炮
、
如
何
炙
、
如

何
製
、
如
何
切
、
如
何
煎
、
如
何
喫
、
只
如
此
而
已
。」

（
４
）「
且
如
大
段
落
、
自
有
箇
緊
要
處
、
正
要
人
看
」　
「
大
段
落
」
は
「
大
き
な

文
の
ま
と
ま
り
」。『
語
類
』
中
、
こ
こ
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

（
５
）「
格
物
一
章
、前
面
説
許
多
、便
是
藥
料
」　
『
大
學
或
問
』傳
五
章
の
う
ち
、「
或

問
於
程
子
曰
。學
何
為
而
可
以
有
覺
也
。程
子
曰
。學
莫
先
於
致
知
。能
致
其
知
、

則
思
日
益
明
。
至
於
久
而
後
有
覺
爾
。
書
所
謂
思
曰
睿
、
睿
作
聖
、
董
子
所
謂

勉
強
學
問
則
聞
見
博
而
知
益
明
、
正
謂
此
也
。
學
而
無
覺
、
則
亦
何
以
學
為
也

哉
。」
以
下
、
程
子
の
説
を
十
六
条
に
亘
っ
て
引
用
す
る
部
分
を
指
す
。
こ
れ

ら
は
一
見
互
い
に
矛
盾
す
る
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
相
反
す

る
性
質
を
も
つ
薬
の
材
料
を
調
合
し
て
一
つ
の
薬
を
処
方
す
る
こ
と
に
似
る
た

め
、「
藥
料
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）「
它
自
有
箇
炮
爦
炙
煿
道
理
」　
「
炮
爦
炙
煿
」
は
そ
れ
ぞ
れ
薬
を
調
合
す
る

際
に
用
い
ら
れ
る
加
熱
の
方
法
。
宋
の
王
質『
雪
山
集
』巻
九「
贈
僧
師
能
」に
、

「
炮
爦
炙
煿
誰
精
詳
、聼
取
露
柱
聲
琅
琅
」
と
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
。「
道
理
」

は
、「
方
法
」。『
近
代
漢
語
詞
典
』「【
道
理
】
主
意
；
辦
法
。
…
『
元
曲
選
外

編
・
西
厢
記
』「
必
索
做
一
箇
道
理
，
方
可
救
得
小
生
一
命
。」」（
上
海
世
紀
出

版
、
二
〇
一
五
、三
五
六
頁
）

（
７
）「
藥
方
亦
爲
無
用
」　

こ
の
直
前
に
朝
鮮
古
写
本
に
は
「
且
將
此
意
、
歸
安

下
處
思
量
來
、
早
來
説
。　

泳
」
十
五
字
が
あ
り
、
こ
こ
で
本
条
を
二
条
に
分

割
し
て
い
る
（
本
条
〔
校
勘
〕
参
照
）。「
と
り
あ
え
ず
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

寝
室
に
戻
っ
て
か
ら
考
え
て
み
て
、
明
朝
言
っ
て
み
な
さ
い
」。
朱
熹
と
門
人

た
ち
と
の
講
学
の
具
体
的
状
況
を
現
し
た
記
述
で
あ
る
。
関
連
す
る
記
述
と
し

て
、『
語
類
』
巻
一
六
、一
一
〇
条
、
沈
僩
録
（
Ⅱ339

）
に
、「
夜
來
歸
去
又
思
」

な
ど
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
条
の
注
（
２
）
に
、
以
下

の
よ
う
に
説
く
。「
こ
こ
で
の
「
歸
」
と
は
、
講
学
を
行
う
部
屋
か
ら
自
身
の

寝
室
に
退
く
意
か
。
朱
子
と
門
人
は
書
院
・
精
舎
で
飲
食
起
居
を
と
も
に
し
な

が
ら
講
学
し
て
い
た
。
門
人
が
朱
熹
の
寝
室
に
招
じ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

が
、
広
間
の
よ
う
な
場
所
で
講
学
し
、
講
学
が
済
む
と
朱
熹
も
門
人
も
そ
れ
ぞ

れ
寝
室
に
退
く
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。」（『
朱
子
語

類
訳
注
巻
十
六
（
上
）』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
、二
三
九
頁
）

（
８
）「
次
日
稟
云
」　
「
稟
」
は
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
報
告
す
る
場
合
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
語
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ほ
ど
あ
ら
た
ま
っ
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
は
な
い
。

一
六
三

『
朱
子
語
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巻
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四
～
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注
（
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一
）



（
９
）「
或
問
首
敍
程
夫
子
之
説
、
中
間
條
陳
始
末
、
反
覆
甚
備
、
末
後
又
舉
延
平

之
教
」　
『
大
學
或
問
』
傳
第
五
章
の
構
成
へ
の
自
身
の
理
解
を
湯
泳
が
開
陳
し

て
い
る
。『
大
學
或
問
』
該
当
部
分
で
朱
熹
は
程
子
の
説
を
十
六
条
に
亘
り
引

用
す
る
が
（
本
条
注
（
５
）
参
照
）、「
首
敍
程
夫
子
之
説
」
は
、
そ
の
引
用
の

う
ち
は
じ
め
の
二
条
を
指
し
、「
中
間
條
陳
始
末
」
は
そ
れ
以
下
の
十
四
条
に

亘
る
引
用
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
始
末
」
は
、
詳
細
の
意
。
な
お
、「
延

平
之
教
」
は
、「
間
獨
惟
念
、
昔
聞
延
平
先
生
之
教
、
以
爲
、
爲
學
之
初
、
且

當
常
存
此
心
、
勿
爲
他
事
所
勝
。
凡
遇
一
事
、
即
當
且
就
此
事
反
復
推
尋
、
以

究
其
理
。
待
此
一
事
融
釋
脱
落
、
然
後
循
序
少
進
、
而
別
窮
一
事
。
如
此
既
久

積
累
之
多
、
胸
中
自
當
有
洒
然
處
、
非
文
字
言
語
之
所
及
也
。」
を
指
す
が
、

こ
の
言
葉
は
現
行
本
『
延
平
答
問
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
10
）「
千
言
萬
語
」　
「
何
千
何
万
と
い
う
言
葉
」。
二
程
以
前
の
用
例
は
少
な
く
、

後
世
に
於
い
て
も
以
下
の
二
程
の
言
葉
を
意
識
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
多
い
。

『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
「
聖
賢
千
言
萬
語
、
只
是
欲
人
將
已
放
之
心
約
之
使

反
復
入
身
來
、
自
能
尋
向
上
去
、
下
學
而
上
逹
也
。」

（
11
）「
則
心
自
心
、
理
自
理
」　

朱
熹
は
し
ば
し
ば
、
本
来
互
い
に
関
連
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
二
つ
の
も
の
が
乖
離
す
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
類
似
す
る
表
現

を
用
い
る
。た
と
え
ば
、学
習
の
主
体
と
そ
の
対
象
と
の
乖
離
を
取
り
上
げ
、『
語

類
』
巻
一
六
、一
〇
三
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅱ335

）
に
、「
今
不
知
為
此
、
則
書

自
書
、
我
自
我
、
何
益
之
有
」
と
い
う
。
な
お
、
朱
熹
の
こ
れ
ら
の
論
法
は
、

石
介
以
来
の
天
人
分
離
論
に
対
す
る
道
学
側
の
批
判
の
文
脈
を
踏
ま
え
た
側
面

を
も
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
土
田
健
次
郎
氏
は
北
宋
期
の
天
人
論
争
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
こ
の
時
期
の
天
人
論
は
、
天
人
合
一
論
か
ら
天
人
分

離
論
ま
で
の
幅
が
存
在
し
た
。
分
離
論
の
典
型
と
し
て
は
、
孫
復
が
批
判
し
て

い
る
「
至
乃
謂
人
自
人
、
天
自
天
、
斷
然
以
行
乎
大
中
之
道
、
行
之
則
有
福
、

異
之
則
有
禍
、
非
由
感
應
也
」（「
與
范
十
三
奉
禮
書
」、『
徂
徠
集
』
一
五
）
と

い
う
説
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
發
想
は
後
章
で
逐
次
檢
討
す
る

よ
う
に
歐
陽
脩
や
王
安
石
も
所
有
し
て
い
た
。
一
方
天
人
合
一
論
の
最
た
る
も

の
は
、
道
學
者
た
ち
で
あ
る
が
、
天
人
論
爭
で
有
名
な
も
の
と
な
る
と
、
何
と

い
っ
て
も
王
安
石
と
司
馬
光
の
間
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
…
議
論
の
共

通
の
場
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
士
大
夫
た
ち
は
天
人
性
命
を
論
じ
た
。
そ
の
中
で
道

學
は
徹
底
し
た
天
人
合
一
説
と
性
善
説
と
い
う
常
に
一
方
の
極
端
な
説
を
唱
え

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
原
理
主
義
的
な
性
格
を
誇
示
し
て
い
く
の
で
あ

る
。」（『
道
學
の
形
成
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
二
、三
七
～
三
八
頁
）

（
12
）「
先
生
或
問
中
間
一
段
」　
『
大
學
或
問
』「
及
其
進
乎
大
學
、
則
又
使
之
即

夫
事
物
之
中
、
因
其
所
知
之
理
、
推
而
究
之
、
以
各
到
乎
其
極
、
則
吾
之
知
識
、

亦
得
以
周
遍
精
切
而
無
不
盡
也
。
若
其
用
力
之
方
、
則
或
考
之
事
爲
之
著
、
或

察
之
念
慮
之
微
、
或
求
之
文
字
之
中
、
或
索
之
講
論
之
際
、
使
於
身
心
性
情
之

德
、
人
倫
日
用
之
常
、
以
至
天
地
鬼
神
之
變
、
鳥
獸
草
木
之
宜
、
自
其
一
物
之

中
、
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
、
必
其
表
裏

精
粗
、
無
所
不
盡
、
而
又
益
推
其
類
以
通
之
。
至
於
一
日
脱
然
而
貫
通
焉
、
則

於
天
下
之
物
、
皆
有
以
究
其
義
理
精
微
之
所
極
、
而
吾
之
聰
明
睿
智
、
亦
皆
有

以
極
其
心
之
本
體
而
無
不
盡
矣
。
此
愚
之
所
以
補
乎
本
傳
闕
文
之
意
。
雖
不
能

盡
用
程
子
之
言
、
然
其
指
趣
要
歸
則
不
合
者
鮮
矣
。
讀
者
其
亦
深
考
而
實
識
之

哉
。」

（
13
）「
仁
之
愛
、義
之
宜
、禮
之
理
、智
之
通
」　

周
敦
頤
『
通
書
』「
誠
幾
德
」「
誠

一
六
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
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無
爲
、
幾
善
惡
。
德
、
愛
曰
仁
、
宜
曰
義
、
理
曰
禮
、
通
曰
智
、
守
曰
信
。
性
焉
、

安
焉
、
之
謂
聖
。
復
焉
、
執
焉
、
之
謂
賢
。」
ま
た
、
朱
熹
は
こ
の
周
敦
頤
の

語
を
解
説
し
、「
仁
義
禮
智
信
」
が
体
、「
愛
宜
理
通
守
」
が
用
で
あ
る
こ
と
を

明
言
す
る
。『
語
類
』
巻
九
四
、一
四
一
条
、
黄
卓
録
（
Ⅵ2394

）「
德
者
、
有

此
五
者
而
已
。
仁
義
禮
智
信
者
、
德
之
體
。
曰
愛
、
曰
宜
、
曰
理
、
曰
通
、
曰

守
者
、
德
之
用
。」

（
14
）「
聽
聰
、
視
明
、
貌
恭
、
言
從
」　
『
尚
書
』「
洪
範
」「
二
、五
事
。
一
曰
貎
、

二
曰
言
、
三
曰
視
、
四
曰
聽
、
五
曰
思
。
貎
曰
恭
、
言
曰
從
、
視
曰
明
、
聽
曰

聰
、
思
曰
睿
。
恭
作
肅
、
從
作
乂
、
明
作
哲
、
聰
作
謀
、
睿
作
聖
。」

（
15
）「
父
子
之
親
、
君
臣
之
義
、
夫
婦
之
別
、
長
幼
之
序
、
朋
友
之
信
」

　

巻
一
四
、七
九
条
に
既
出
（『
朱
子
語
類
訳
注
巻
十
四
』、
汲
古
書
院
、

二
〇
一
三
、一
〇
九
頁
）。『
孟
子
』「
滕
文
公
」
上
「
后
稷
教
民
稼
穡
、
樹
藝
五

穀
。
五
穀
熟
而
民
人
育
。
人
之
有
道
也
、食
煖
衣
、逸
居
而
無
教
、則
近
於
禽
獸
。

聖
人
有
憂
之
、使
契
爲
司
徒
、教
以
人
倫
、父
子
有
親
、君
臣
有
義
、夫
婦
有
別
、

長
幼
有
敘
、朋
友
有
信
。」
ま
た
、『
大
學
或
問
』「
今
且
以
其
至
切
而
近
者
言
之
、

則
心
之
爲
物
、
實
主
於
身
、
其
體
則
有
仁
義
禮
智
之
性
、
其
用
則
有
惻
隱
羞
惡

恭
敬
是
非
之
情
、
渾
然
在
中
、
隨
感
而
應
、
各
有
攸
主
而
不
可
亂
也
。
…
又
次

而
及
於
身
之
所
接
、
則
有
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友
之
常
、
是
皆
必
有
當
然
之

則
而
自
不
容
已
。
所
謂
理
也
。」

（
16
）「
天
之
所
以
高
、地
之
所
以
厚
、鬼
神
之
所
以
幽
顯
」　

二
程
の
語
に
基
づ
く
。

本
巻
一
七
条
、注（
７
）に
既
出（「『
朱
子
語
類
』巻
一
四
～
一
八 

訳
注（
一
○
）」

（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
・
人
文
』
七
〇
号
、二
〇
一
八
、一
二
八
頁
））。『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
物
理
須
是
要
窮
。
若
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所

以
幽
顯
。
若
只
言
天
只
是
高
、
地
只
是
深
、
只
是
已
辭
、
更
有
甚
。」

（
17
）「
又
至
草
木
鳥
獸
、一
事
一
物
、莫
不
皆
有
一
定
之
理
」　

本
条
注（
12
）参
照
。

『
毛
詩
』
大
雅
「
烝
民
」「
天
生
烝
民
、
有
物
有
則
。」
に
関
わ
る
程
朱
学
の
伝

統
的
な
観
点
だ
が
、
直
接
的
に
類
似
す
る
表
現
と
し
て
は
、『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
二
五
「
多
識
於
鳥
獸
草
木
之
名
、
所
以
明
理
也
。」

（
18
）「
今
日
明
日
積
累
既
多
、
則
胸
中
自
然
貫
通
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八

「
須
是
今
日
格
一
件
、
明
日
又
格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脱
然
自
有
貫
通
處
。」

（
19
）「
心
即
理
、理
即
心
」　

朱
子
学
の
基
本
的
な
立
場
は
「
性
即
理
」
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
心
自
心
、
理
自
理
」
の
裏
返
し
と
し
て
、
す
な
わ
ち
主
体
と
理
が

一
体
化
し
た
あ
り
方
の
表
現
と
し
て
「
心
即
理
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）「
動
容
周
旋
、
無
不
中
理
矣
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」
下
「
孟
子
曰
。
堯
舜
、

性
者
也
。
湯
武
、
反
之
也
。
動
容
周
旋
中
禮
者
、
盛
德
之
至
也
。」
ま
た
、
程

頤
「
顏
子
所
好
何
學
論
」（『
二
程
文
集
』
巻
九
）
に
、「
仁
義
忠
信
、
不
離
乎

心
。
造
次
必
於
是
、
顛
沛
必
於
是
、
出
處
語
黙
必
於
是
。
久
而
弗
失
、
則
居
之

安
、
動
容
周
旋
中
禮
、
而
邪
僻
之
心
、
無
自
生
矣
。」

（
21
）「
先
生
所
謂
衆
理
之
精
粗
無
不
到
者
、
詣
其
極
而
無
餘
之
謂
也
」　
『
大
學

章
句
』
傳
五
章
、
所
謂
格
物
補
傳
に
、「
至
於
用
力
之
久
、
而
一
旦
豁
然
貫
通

焉
、
則
衆
物
之
表
裏
精
粗
無
不
到
、
而
吾
心
之
全
體
大
用
無
不
明
矣
。
此
謂
物

格
、
此
謂
知
之
至
也
。」
と
あ
る
。
本
条
注
（
12
）
に
引
く
よ
う
に
、『
大
學

或
問
』
で
は
、「
衆
理
之
精
粗
無
不
到
」
の
「
不
到
」
を
「
不
盡
」
に
作
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
吉
原
文
昭
氏
は
、「
到
」
に
作
る
も
の
（『
大
學
章
句
』、『
語

類
』
巻
一
六
、五
一
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅱ323

）、
同
、
五
五
条
、
董
銖
録
（
Ⅱ

325

））、「
盡
」
に
作
る
も
の
（『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
〇
「
答
周
舜
弼
」、『
語

一
六
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



類
』
巻
一
六
、五
三
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ324

）、
同
、
六
〇
条
、
葉
賀
孫
録

（
Ⅱ326

））
を
引
い
て
、
師
事
年
や
書
簡
の
年
代
に
基
づ
き
、「
盡
」
が
「
到
」

に
変
わ
っ
た
の
は
慶
元
期
の
説
で
あ
る
と
し
た
（『
南
宋
学
研
究
』、
研
文
社
、

二
〇
〇
二
、六
六
三
～
六
六
六
頁
）。
本
条
の
記
録
者
・
湯
泳
は
慶
元
元
年
の
入

門
と
さ
れ
（
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」（
四
四
頁
））、
吉
原
氏
の
説

と
合
致
す
る
。

（
22
）「
吾
心
之
光
明
照
察
無
不
周
者
、全
體
大
用
無
不
明
、隨
所
詣
而
無
不
盡
之
謂
」

　

前
文
と
の
関
係
か
ら
見
る
に
、
当
時
の
『
大
學
或
問
』
に
「
吾
心
之
光
明
照

察
無
不
周
」
の
語
が
あ
っ
て
そ
れ
を
湯
泳
が
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
行

本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
本
条
注
（
21
）
に
引
い
た
格
物
補
傳
の
語
は
こ
れ
に
似

て
い
る
。
な
お
、『
大
學
或
問
』
に
經
の
八
条
目
の
順
序
に
つ
い
て
述
べ
て
、「
理

之
在
物
者
既
詣
其
極
而
無
餘
、
則
知
之
在
我
者
亦
隨
所
詣
而
無
不
盡
矣
。」「
全

體
大
用
」
は
「
完
全
な
る
本
体
（
体
）
と
大
い
な
る
作
用
（
用
）」。

（
23
）「
書
之
所
謂
睿
」　

本
条
注
（
14
）
参
照
。
ま
た
、蔡
沈
『
書
集
傳
』
に
「
睿

者
、
通
乎
微
也
。
…
聖
者
無
不
通
也
。」
と
あ
り
、
格
物
致
知
と
の
関
係
性
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）「
董
子
之
所
謂
明
」　
『
大
學
或
問
』「
程
子
曰
。
學
莫
完
於
致
知
。
能
致
其
知
、

則
思
日
益
明
、
至
於
久
而
後
有
覺
爾
。
書
所
謂
思
曰
睿
、
睿
作
聖
、
董
子
所
謂

勉
強
學
問
則
聞
見
博
而
智
益
明
、
正
謂
此
也
。
學
而
無
覺
、
則
亦
何
以
學
爲
也

哉
。」
こ
の
語
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
に
基
づ
く
が
、
そ
こ
で
は
こ
の

語
が
董
仲
舒
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
明
示
さ
れ
な
い
。『
漢
書
』
巻
五
六
「
董

仲
舒
傳
」「
自
非
大
亡
道
之
世
者
、天
盡
欲
扶
持
而
全
安
之
、事
在
彊
勉
而
已
矣
。

彊
勉
學
問
、
則
聞
見
博
而
知
益
明
。
彊
勉
行
道
、
則
德
日
起
而
大
有
功
。
此
皆

可
使
還
至
而
立
有
效
者
也
。
詩
曰
。
夙
夜
匪
解
。
書
云
。
茂
哉
茂
哉
。
皆
彊
勉

之
謂
也
。」

（
25
）「
伊
川
之
所
謂
説
虎
者
之
真
知
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
向
親
見
一

人
、
曾
爲
虎
所
傷
、
因
言
及
虎
、
神
色
便
變
。
傍
有
數
人
、
見
佗
説
虎
、
非
不

知
虎
之
猛
可
畏
、
然
不
如
佗
説
了
有
畏
懼
之
色
、
蓋
真
知
虎
者
也
。
學
者
深
知

亦
如
此
。」

（
26
）「
泳
」　

本
条
は
門
人
・
湯
泳
の
記
録
に
係
る
。
三
浦
國
雄
氏
は
次
の
よ
う

に
指
摘
す
る
。「
な
お
、
泳
と
い
う
名
の
弟
子
は
胡
泳
の
ほ
か
に
湯
泳
が
お
り
、

『
語
類
』
の
記
録
者
名
は
名
だ
け
書
く
な
ら
わ
し
だ
が
、
両
者
を
区
別
す
る
た

め
に
胡
泳
が
記
録
者
の
場
合
に
限
っ
て
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
く
。」（『「
朱
子
語
類
」

抄
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
、九
五
頁
）

76
条

　

蜚
卿
問
。
誠
敬
寡
欲
以
立
其
本
、
如
何
。
曰
。
但
將
不
誠
處
看
、
便
見
得
誠
。

將
不
敬
處
看
、
便
見
得
敬
。
將
多
欲
來
看
、
便
見
得
寡
欲
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
便
見
得
誠
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

童
蜚
卿
（
伯
羽
）
が
お
尋
ね
し
た
。「「
誠
敬
寡
欲
以
て
其
の
本
を
立
つ
」、
と

い
う
の
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。」
お
答
え
。「
た
だ
誠
実
で
な
い

一
六
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
誠
実
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
こ
と
か
わ
か
る
。
敬
を
欠
く

と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
敬
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
こ
と
か
わ
か
る
。
多
欲
か
ら
見

れ
ば
、
欲
を
少
な
く
す
る
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
こ
と
か
わ
か
る
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
蜚
卿
」　
「
語
録
姓
氏
」「
童
伯
羽
、字
蜚
卿
、甌
寧
人
。」
淳
煕
一
六
（1189

）

年
か
ら
紹
熙
二
（1191

）
年
に
か
け
て
朱
門
に
あ
っ
た
。
そ
の
師
事
期
間
は

淳
煕
一
六
年
か
ら
紹
熙
三
年
ま
で
朱
門
に
あ
っ
た
楊
道
夫
と
重
複
し
て
お
り
、

楊
と
の
交
渉
最
も
多
い
（
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」（
一
二
四
～

一
三
三
頁
））。

（
２
）「
誠
敬
寡
欲
以
立
其
本
」　
『
大
學
或
問
』
で
朱
熹
が
程
子
の
説
十
六
条
を

引
用
し
た
部
分
の
う
ち
の
最
後
の
五
条
を
指
し
て
い
る
。「
又
曰
。
格
物
窮
理
、

但
立
誠
意
以
格
之
。
其
遲
速
則
在
乎
人
之
明
暗
耳
。
又
曰
。
入
道
莫
如
敬
、
未

有
能
致
知
而
不
在
敬
者
。
又
曰
。
涵
養
須
用
敬
、
進
學
則
在
致
知
。
又
曰
。
致

知
在
乎
所
養
。
養
知
莫
過
於
寡
欲
。
又
曰
。
格
物
者
、
適
道
之
始
、
思
欲
格
物
、

則
固
已
近
道
矣
。
是
何
也
。
以
收
其
心
而
不
放
也
。
此
五
條
者
、
又
言
涵
養
本

原
之
功
、
所
以
為
格
物
致
知
之
本
者
也
。」
朱
熹
の
文
章
で
こ
れ
ら
が
修
養
法

と
し
て
並
列
さ
れ
る
例
と
し
て
、『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
四
「
答
任
伯
起
」
第

二
書
「
誠
敬
寡
慾
、
皆
是
緊
切
用
力
處
。
不
可
分
先
後
、
亦
不
容
有
所
遺
也
。

然
非
逐
項
用
力
、但
試
著
實
持
守
體
察
當
自
見
耳
。」
な
お
、「
寡
欲
」
は
『
孟
子
』

「
盡
心
」
下
「
孟
子
曰
。
養
心
莫
善
於
寡
欲
。
其
爲
人
也
寡
欲
、
雖
有
、
不
存

焉
者
寡
矣
。
其
爲
人
也
多
欲
、
雖
有
、
存
焉
者
寡
矣
。」
に
基
づ
く
が
、
朱
熹

に
於
い
て
、
こ
の
場
合
の
「
欲
」
は
生
理
的
欲
求
に
基
づ
く
不
可
欠
な
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
区
別
し
た
場
合
の
前
者
の
み
を
指
す
。『
語
類
』
巻

六
一
、六
八
条
、
呉
振
録
（
Ⅳ1475

）「
養
心
莫
善
於
寡
欲
、
欲
是
好
欲
、
不

是
不
好
底
欲
。
不
好
底
欲
、不
當
言
寡
。」
或
い
は
、「
寡
欲
」
の
概
念
が
『
大
學
』

よ
り
も
学
習
段
階
の
進
ん
だ
『
孟
子
』
に
至
っ
て
登
場
す
る
概
念
で
あ
り
、
且

つ
そ
の
解
釈
に
注
意
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
行
本
『
大
學
或
問
』
で
は
程
頤

の
語
の
み
を
残
し
て
「
誠
敬
寡
欲
以
立
其
本
」
を
削
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
待
考
。

「
以
立
其
本
」は『
論
語
』「
學
而
」「
君
子
務
本
。
本
立
而
道
生
。」を
踏
ま
え
る
。

（
３
）「
但
將
不
誠
處
看
」　
「
將
」
は
現
代
漢
語
の
「
從
」
に
相
当
す
る
。『
近
代

漢
語
詞
典
』「【
將
】
…
②
介
詞
。
…c

）
從
；
由
。『
大
宋
宣
和
遺
事
』
前
集
「
徽

宗
遂
入
茶
坊
坐
定
，
將
金
篋
内
取
出
七
十
足
伯
長
錢
，
撒
在
那
桌
子
上
。」」（
上

海
世
紀
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
九
二
二
頁
）「
將
Ａ
處
看
」
は
「
Ａ
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
見
る
」。『
語
類
』巻
五
三
、四
七
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅳ1287-1288

）「
如

今
只
因
孟
子
所
説
惻
隱
之
端
、
可
以
識
得
仁
意
思
。
因
説
羞
惡
之
端
、
可
以
識

得
義
意
思
。
因
説
恭
敬
之
端
、
可
以
識
得
禮
意
思
。
因
説
是
非
之
端
、
可
以
識

得
智
意
思
。
縁
是
仁
義
禮
智
本
體
自
無
形
影
、
要
捉
模
不
著
（
一
作
得
）、
只

得
將
他
發
動
處
看
、
却
自
見
得
。」
な
お
、
こ
の
よ
う
に
、
反
対
の
視
点
か
ら

見
る
こ
と
で
理
解
を
促
す
姿
勢
は
『
大
學
章
句
』
傳
六
章
「
小
人
間
居
為
不
善
」

に
関
す
る
『
語
類
』
中
の
や
り
と
り
に
見
ら
れ
る
。
巻
一
六
、九
七
条
、
林
夔

孫
録
（
Ⅱ333

）「
至
下
一
段
、又
是
反
説
小
人
之
事
以
致
戒
。」
同
、一
一
〇
条
、

沈
僩
録
（
Ⅱ339

）「
如
小
人
閒
居
為
不
善
底
一
段
、
便
是
自
欺
底
、
只
是
反

説
閒
居
為
不
善
、便
是
惡
惡
不
如
惡
惡
臭
。」巻
一
六
、九
七
条
訳
注
注（
３
）に
、

「「
反
説
」　

反
面
か
ら
説
く
。
反
対
の
例
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
。」（『
朱
子
語

類
訳
注
巻
十
六
（
上
）』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
、一
九
一
頁
）。

一
六
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



（
４
）「
便
見
得
誠
」　
「
見
得
」
は
、「
わ
か
る
」。

    　
　
　

 
然
則
吾
子
之
意
亦
可
得
而
悉
聞
一
段

77
条

　

問
。
天
道
流
行
、
發
育
萬
物
、
人
物
之
生
、
莫
不
得
其
所
以
生
者
以
爲
一
身
之

主
、
是
此
性
隨
所
生
處
便
在
否
。
曰
。
一
物
各
具
一
太
極
。

　

問
。
此
生
之
道
、
其
實
也
是
仁
義
禮
智
信
。
曰
。
只
是
一
箇
道
理
。
界
破
看
、

以
一
歳
言
之
、
有
春
夏
秋
冬
。
以
乾
言
之
、
有
元
亨
利
貞
。
以
一
月
言
之
、
有
晦

朔
弦
望
。
以
一
日
言
之
、
有
旦
晝
暮
夜
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
是
此
性
隨
所
生
處
便
在
否
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は
「
隨
」
を
「
随
」
に
作
る
。

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
只
是
一
箇
道
理
」　

万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。

○
「
節
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
字
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「（『
大
學
或
問
』
に
）「
天
道
は
流
行
し
、
万
物
を
発
育
す
」
と

あ
り
、
ま
た
、「
人
物
の
生
、
其
の
生
ま
る
る
所
以
の
者
を
得
て
以
て
一
身
の
主

と
為
さ
ざ
る
莫
し
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
性
は
凡
そ
生
成
す
る
と
こ
ろ
に
は
必

ず
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
お
答
え
。「
一
つ
の
物
に
は
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
の
太
極
が
備
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。」

　

お
尋
ね
し
た
。「
こ
の
生
成
の
道
理
と
い
う
の
は
、
実
の
と
こ
ろ
は
（
一
つ
の

道
理
で
は
な
く
）
仁
義
礼
智
信
（
の
五
つ
）
だ
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。」
お
答
え
。「
一
つ
の
道
理
に
過
ぎ
な
い
。
切
り
分
け
て
み
れ
ば
、
一
年
に

つ
い
て
言
う
と
春
夏
秋
冬
が
あ
る
。
乾
卦
に
つ
い
て
言
う
と
元
亨
利
貞
が
あ
る
。

一
ヶ
月
に
つ
い
て
言
う
と
新
月
半
月
満
月
が
あ
る
。
一
日
に
つ
い
て
言
う
と
朝
昼

夕
夜
が
あ
る
。」　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
天
道
流
行
、
發
育
萬
物
」　
『
大
學
或
問
』「
吾
聞
之
也
。
天
道
流
行
、
造

化
發
育
、
凡
有
聲
色
貌
象
而
盈
於
天
地
之
間
者
、
皆
物
也
。
既
有
是
物
、
則
其

所
以
爲
是
物
者
、
莫
不
各
有
當
然
之
則
而
即
不
容
已
。
是
皆
得
於
天
之
所
賦
、

而
非
人
之
所
能
爲
也
。
今
且
以
其
至
切
而
近
者
言
之
、
則
心
之
爲
物
、
實
主
於

身
、
其
體
則
有
仁
義
禮
智
之
性
、
其
用
則
有
惻
隱
羞
惡
恭
敬
是
非
之
情
、
渾
然

在
中
、
隨
感
而
應
、
各
有
攸
主
而
不
可
亂
也
。
次
而
及
於
身
之
所
具
、
則
有
口

鼻
耳
目
四
支
之
用
。
又
次
而
及
於
身
之
所
接
、
則
有
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友

之
常
、
是
皆
必
有
當
然
之
則
而
自
不
容
已
。
所
謂
理
也
。」
ま
た
、『
中
庸
章
句
』

一
章
に
「
致
中
和
、
天
地
位
焉
、
萬
物
育
焉
。」
と
あ
り
、『
大
學
或
問
』
の
經

を
論
じ
た
部
分
に
も
「
曰
。
然
則
、
此
篇
所
謂
在
明
明
德
、
在
新
民
、
在
止
於

至
善
者
、
亦
可
得
而
聞
其
説
之
詳
乎
。
曰
。
天
道
流
行
、
發
育
萬
物
。
其
所
以

為
造
化
者
、
陰
陽
五
行
而
已
。
而
所
謂
陰
陽
五
行
者
、
又
必
有
是
理
而
後
有
是

氣
。」
と
あ
る
。

一
六
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（
２
）「
人
物
之
生
、莫
不
得
其
所
以
生
者
以
爲
一
身
之
主
」　

現
在
の
『
大
學
或
問
』

に
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
大
學
或
問
』中
に
か
つ
て
こ
の
一
節
が
存
在
し
た
。『
朱

文
公
文
集
』
巻
五
七
「
答
陳
安
卿
」
第
二
書
に
引
く
陳
淳
の
問
い
に
、「
大
學
、

疑
或
問
云
。
人
物
之
生
、
莫
不
得
其
所
以
生
者
以
爲
一
身
之
主
。
近
改
物
字
作

類
字
。
竊
意
、
類
字
意
固
不
重
疊
、
而
字
似
少
開
、
不
若
只
依
物
字
。」
ま
た

そ
の
返
答
に
、「
向
來
改
此
類
字
、蓋
爲
下
文
專
説
人
之
明
德
、故
不
可
下
物
字
。

若
作
物
字
、即
須
更
分
別
人
與
物
之
所
以
異
、乃
爲
全
備
、近
已
如
此
改
之
矣
。」

こ
の
こ
と
か
ら
見
て
、朱
熹
の
意
図
と
し
て
、本
文
の
「
人
物
」
は
、人
を
指
す
。

な
お
、
陳
来
氏
は
や
り
と
り
の
内
容
か
ら
、
こ
の
書
簡
を
紹
煕
二
（1191

）
年

の
も
の
と
す
る
（『
朱
子
書
信
編
年
考
證
（
増
訂
本
）』、
生
活
・
讀
書
・
新
知

三
聯
書
店
、
二
〇
一
一
、三
四
三
～
三
四
四
頁
）。
ま
た
、
田
中
謙
二
氏
は
甘
節

の
師
事
開
始
を
紹
煕
四
年
と
し
、
翌
年
長
沙
に
付
き
従
っ
た
の
ち
帰
郷
、
慶
元

二
（1196

）
年
頃
に
二
度
目
の
従
学
を
し
た
と
す
る
（「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」

（
一
一
二
～
一
一
五
頁
））。『
大
學
或
問
』
佚
文
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
本
条
が

甘
節
の
い
ず
れ
の
師
事
期
に
属
す
る
も
の
か
は
定
め
難
い
。

（
３
）「
一
物
各
具
一
太
極
」　
「
太
極
圖
説
」
朱
熹
解
義
「
蓋
合
而
言
之
、
萬
物
統

體
一
太
極
也
。
分
而
言
之
、
一
物
各
具
一
太
極
也
。」

（
４
）「
此
生
之
道
、
其
實
也
是
仁
義
禮
智
信
」　

程
頤
の
語
に
、
仁
義
礼
智
を
命

に
割
り
当
て
て
性
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
が
あ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻

一
九
「
口
目
耳
鼻
四
支
之
欲
、
性
也
、
然
有
分
焉
、
不
可
謂
我
須
要
得
、
是
有

命
也
。
仁
義
禮
智
、
天
道
在
人
。
賦
於
命
有
厚
薄
、
是
命
也
、
然
有
性
焉
、
可

以
學
、
故
君
子
不
謂
命
。」

（
５
）「
界
破
看
」　
「
切
り
分
け
て
み
る
と
」。「
界
破
」
は
、
区
切
る
こ
と
を
意
味

す
る「
界
」に
、結
果
補
語「
破
」が
つ
い
た
形
。「
看
」は
動
作
の
後
に
つ
い
て
、

何
か
を
し
て
み
る
こ
と
を
表
す
。『
詩
林
廣
記
』
前
集
巻
三
等
に
し
ば
し
ば
引

か
れ
宋
代
広
く
知
ら
れ
て
い
た
、中
唐
の
徐
凝
の
も
の
と
さ
れ
る
瀑
布
の
詩
に
、

「
瀑
布
瀑
布
千
丈
直
、
雷
奔
入
江
無
暫
息
。
萬
古
長
如
白
練
飛
、
一
條
界
破
青

山
色
。」

（
６
）「
以
乾
言
之
、
有
元
亨
利
貞
」　
『
周
易
』「
乾
」
卦
辭
「
乾
、
元
、
亨
、
利
、

貞
。」
程
頤
傳
「
元
亨
利
貞
、
謂
之
四
德
。
元
者
、
萬
物
之
始
。
亨
者
、
萬
物

之
長
。
利
者
、
萬
物
之
遂
。
貞
者
、
萬
物
之
成
。
唯
乾
坤
有
此
四
德
。」

（
７
）「
以
一
月
言
之
、
有
晦
朔
弦
望
」　
『
漢
書
』
巻
二
一
上
「
律
曆
志
」
上
「
議

造
漢
曆
、
廼
定
東
西
、
立
晷
儀
、
下
漏
刻
、
以
追
二
十
八
宿
相
距
於
四
方
、
舉

終
以
定
朔
晦
分
至
、
躔
離
弦
望
。」

（
８
）「
以
一
日
言
之
、
有
旦
晝
暮
夜
」　

半
ば
自
明
で
は
あ
る
が
、
一
日
を
こ
の

よ
う
に
分
け
た
例
と
し
て
は
、蔡
邕
『
蔡
中
郎
集
』
巻
一
〇
「
明
道
月
令
論
」「
易

傳
太
初
篇
曰
。
天
子
旦
入
東
學
、
晝
入
南
學
、
暮
入
西
學
。
太
學
在
中
央
、
天

子
所
自
學
也
。」
な
ど
が
近
い
か
。

78
条

　

問
。
或
問
中
謂
口
鼻
耳
目
四
肢
之
用
、
是
如
何
。
曰
。
貌
曰
恭
、
言
曰
從
、
視

明
、
聽
聰
。

　

又
問
。
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友
之
常
、
如
何
。
曰
。
事
君
忠
、
事
親
孝
。　

節

一
六
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



〔
校
勘
〕

○
「
聽
聰
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
聰
」
を
「
聦
」
に
、
万
暦
本
、
和
刻

本
は
「
聪
」
に
作
る
。

○
「
又
問
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
又
」
字
無
し
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「『
大
學
或
問
』
に
は
「
口
鼻
耳
目
四
肢
の
用
」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
お
答
え
。「「
貌
は
恭
と
曰
い
、
言
は
従

と
曰
う
、
視
は
明
に
し
て
、
聴
は
聡
」（『
尚
書
』
の
言
葉
）
と
い
う
こ
と
だ
。」

　

ま
た
お
尋
ね
し
た
。「「
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友
の
常
」
と
い
う
の
は
、
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
お
答
え
。「
君
主
に
仕
え
て
は
忠
実
で
あ
り
、
父
母
に

仕
え
て
は
孝
順
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。」　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
或
問
中
謂
口
鼻
耳
目
四
肢
之
用
」　

本
巻
七
七
条
注
（
１
）
に
既
出
。

（
２
）「
貌
曰
恭
、
言
曰
從
、
視
明
、
聽
聰
」　
『
尚
書
』「
洪
範
」
の
言
葉
。
本
巻

七
五
条
注
（
14
）
に
既
出
。

（
３
）「
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友
之
常
」　

更
に
『
大
學
或
問
』
の
言
葉
を
挙
げ

て
質
問
し
た
。
本
巻
七
七
条
注
（
１
）
に
既
出
。

（
４
）「
事
君
忠
、
事
親
孝
」　
『
禮
記
』「
禮
運
」「
何
謂
人
義
。
父
慈
、
子
孝
、
兄

良
、
弟
弟
、
夫
義
、
婦
聽
、
長
惠
、
幼
順
、
君
仁
、
臣
忠
、
十
者
謂
之
人
義
。」

ま
た
、
言
葉
遣
い
が
よ
り
近
い
も
の
と
し
て
、『
孔
叢
子
』「
公
孫
龍
」「
尹
文

曰
。
今
有
人
於
此
、
事
君
則
忠
、
事
親
則
孝
、
交
友
則
信
、
處
郷
則
順
、
有
此

四
行
者
、可
謂
士
乎
。
王
曰
。
善
。
是
真
吾
所
謂
士
者
也
。」が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

直
接
こ
の
『
孔
叢
子
』
の
文
を
引
い
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

79
条

　

問
由
中
而
外
、
自
近
而
遠
。
曰
。
某
之
意
、
只
是
説
欲
致
其
知
者
、
須
先
存
得

此
心
。
此
心
既
存
、
却
看
這
箇
道
理
是
如
何
。
又
推
之
於
身
、
又
推
之
於
物
、
只

管
一
層
展
開
一
層
、
又
見
得
許
多
道
理
。

　

又
曰
。
如
足
容
重
、
手
容
恭
、
目
容
端
、
口
容
止
、
聲
容
靜
、
頭
容
直
、
氣
容
肅
、

立
容
德
、
色
容
莊
、
這
便
是
一
身
之
則
所
當
然
者
。
曲
禮
三
百
、
威
儀
三
千
、
皆

是
人
所
合
當
做
而
不
得
不
然
者
、
非
是
聖
人
安
排
這
物
事
約
束
人
。
如
洪
範
亦
曰

貌
曰
恭
、
言
曰
從
、
視
曰
明
、
聽
曰
聰
、
思
曰
睿
、
以
至
於
睿
作
聖
。
夫
子
亦
謂

君
子
有
九
思
、
此
皆
人
之
所
不
可
已
者
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
通
行
本
で
は
本
巻
一
か
ら
七
六
条
ま
で
が
「
獨
其
所
謂
格
物
致
知
者
」
一
段
に
、

七
七
条
以
下
が
「
然
則
吾
子
之
意
亦
可
得
而
悉
聞
」
一
段
に
分
類
さ
れ
て
い
る

が
、
朝
鮮
古
写
本
の
配
列
で
は
、
本
条
は
「
獨
其
所
謂
格
物
致
知
者
」
一
段
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。「
由
中
而
外
、自
近
而
遠
」
を
現
行
本
に
見
ら
れ
な
い
『
大

學
或
問
』
の
一
文
で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
（
本
条
注
（
１
）
参
照
）、『
大

學
或
問
』
の
同
じ
一
文
を
主
題
と
し
た
本
巻
一
六
条
と
は
同
じ
一
段
に
属
す
る

べ
き
で
あ
る
。
本
巻
一
六
条
は
す
べ
て
の
版
本
で
「
獨
其
所
謂
格
物
致
知
者
」

一
段
に
関
す
る
対
話
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
現
行
本
『
大
學
或
問
』
に
於
い

一
七
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て
「
由
中
而
外
、
自
近
而
遠
」
と
類
似
す
る
議
論
も
ま
た
「
獨
其
所
謂
格
物
致

知
者
」一
段
に
属
す
る（
本
巻
一
六
条
注（
２
）参
照
）。
で
あ
る
か
ら
に
は
、「
由

中
而
外
、
自
近
而
遠
」
は
『
大
學
或
問
』
の
「
獨
其
所
謂
格
物
致
知
者
」
一
段

に
属
し
て
い
た
、
す
な
わ
ち
、
本
条
に
つ
い
て
は
朝
鮮
古
写
本
の
配
列
が
正
確

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

○
「
却
看
這
箇
道
理
是
如
何
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。
万
暦
本
、

朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
這
便
是
一
身
之
則
所
當
然
者
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
聽
曰
聰
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
聰
」
を
「
聦
」
に
、
万
暦
本
、
和

刻
本
は
「
聪
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
中
由
り
し
て
外
、近
き
自
り
し
て
遠
く
」に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。お
答
え
。「
私

の
つ
も
り
と
し
て
は
、
た
だ
、
そ
の
知
を
致
そ
う
と
思
う
者
は
必
ず
ま
ず
こ
の
心

を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
心
が
既

に
保
た
れ
た
な
ら
ば
、
こ
の
道
理
と
い
う
の
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
見
る
。
さ

ら
に
そ
れ
を
身
体
に
推
し
広
げ
、
ま
た
さ
ら
に
そ
れ
を
外
物
に
推
し
広
げ
、
ひ
た

す
ら
一
層
、
一
層
と
広
げ
て
い
っ
た
な
ら
ば
、
た
く
さ
ん
の
道
理
が
分
か
る
と
い

う
も
の
だ
。」

　

さ
ら
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
た
と
え
ば
「
足
の
容
（
か
た
ち
）
は
重
く
、
手
の

容
は
恭
し
く
、
目
の
容
は
端
（
た
だ
）
し
く
、
口
の
容
は
止
ま
り
、
声
の
容
は
静

か
、
頭
の
容
は
直
く
、
気
の
容
は
粛
、
立
て
る
容
は
徳
、
色
の
容
は
荘
」（『
禮
記
』

の
言
葉
）
な
ど
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
身
体
の
規
律
と
し
て
必
ず
そ
う
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
。「
曲
礼
三
百
、
威
儀
三
千
」（『
禮
記
』
の
言
葉
）
と
い

う
の
は
ど
れ
も
人
が
何
か
を
行
う
の
に
そ
の
よ
う
に
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
聖
人
が
こ
う
い
っ
た
も
の
を
わ
ざ
わ
ざ
設
け
て
人
を
束
縛

し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
洪
範
（『
尚
書
』
の
篇
名
）
に
も
、「
貌

は
恭
と
曰
い
、
言
は
從
と
曰
い
、
視
は
明
と
曰
い
、
聴
は
聡
と
曰
い
、
思
は
睿
と

曰
う
」
か
ら
、「
睿
は
聖
と
作
（
な
）
る
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
し
、
孔
子
も
「
君

子
に
九
思
有
り
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
人
と
し
て
そ
う
し
な

い
わ
け
に
い
か
な
い
も
の
な
の
だ
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
由
中
而
外
、
自
近
而
遠
」　

当
時
の
『
大
學
或
問
』
に
こ
の
語
が
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
。
本
巻
一
六
条
、
楊
道
夫
録
に
も
「
道
夫
曰
。
自

一
身
以
至
萬
物
之
理
、
則
所
謂
由
中
而
外
、
自
近
而
遠
、
秩
然
有
序
而
不
迫
切

者
。
曰
。
然
。」
と
あ
る
。
本
巻
一
六
条
注
（
２
）
参
照
（「『
朱
子
語
類
』
巻

一
四
～
一
八 

訳
注
（
一
○
）」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
・
人
文
』
七
〇
号
、

二
〇
一
八
、一
二
五
～
一
二
六
頁
）。
今
、『
大
學
或
問
』
中
の
語
と
し
て
訳
出

す
る
。

（
２
）「
只
管
一
層
展
開
一
層
」　

こ
の
場
合
、
内
か
ら
外
へ
と
広
が
っ
て
ゆ
く
形

象
で
用
い
ら
れ
る
が
、
朱
熹
は
多
く
上
へ
と
登
っ
て
ゆ
く
意
味
で
「
一
層
」
の

語
を
用
い
て
学
習
の
進
行
に
喩
え
る
。『
語
類
』
巻
一
三
、一
三
条
、
黄
升
卿
録

（
Ⅰ223
）「
問
學
如
登
塔
、
逐
一
層
登
將
去
。
上
面
一
層
、
雖
不
問
人
、
亦
自

見
得
。
若
不
去
實
踏
過
、
却
懸
空
妄
想
、
便
和
最
下
底
層
不
曾
理
會
得
。」
な

ど
。
こ
の
よ
う
な
「
一
層
」
の
比
喩
は
道
学
の
先
駆
者
に
は
用
例
が
見
ら
れ
な

一
七
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



い
が
、
禅
籍
に
於
い
て
し
ば
し
ば
唐
・
王
之
渙
「
登
鸛
鵲
樓
」（『
文
苑
英
華
』

巻
三
一
二
、『
全
唐
詩
』
巻
二
五
三
等
）「
白
日
依
山
盡
、
黄
河
入
海
流
。
欲
窮

千
里
目
、
更
上
一
層
樓
。」
を
踏
ま
え
て
用
い
ら
れ
る
。
唐
・
釋
宗
密
『
禪
源

諸
詮
集
都
序
』
巻
下
一
「
若
就
機
約
悟
修
、
説
者
意
又
不
同
、
如
前
所
叙
諸
家
。

有
云
。
先
因
漸
修
功
成
而
豁
然
頓
悟
。
有
云
。
因
頓
修
而
漸
悟
。
有
云
。
因
漸

修
而
漸
悟
（
原
注
「
如
登
九
層
之
臺
、
足
履
漸
高
、
所
見
漸
遠
。
故
有
人
云
。

欲
窮
千
里
目
、
更
上
一
層
樓
。」）
等
者
、
皆
説
證
悟
也
。」

（
３
）「
又
見
得
許
多
道
理
」　
「
許
多
」
は
、「
た
く
さ
ん
の
」。

（
４
）「
足
容
重
、
手
容
恭
、
目
容
端
、
口
容
止
、
聲
容
靜
、
頭
容
直
、
氣
容
肅
、

立
容
德
、
色
容
莊
」　
『
禮
記
』「
玉
藻
」
に
見
え
る
、
所
謂
九
容
。「
君
子
之
容
」

と
し
て
、
身
体
各
処
の
あ
る
べ
き
姿
を
述
べ
る
。

（
５
）「
這
便
是
一
身
之
則
所
當
然
者
」　
「
一
身
之
則
」
に
つ
い
て
、
呂
祖
謙
『
呂

氏
家
塾
讀
詩
記
』巻
二
七
・
大
雅「
烝
民
」「
天
生
烝
民
、有
物
有
則
。
民
之
秉
彞
、

好
是
懿
德
」
注
に
引
く
楊
時
の
説
に
、「
近
取
諸
身
、百
體
五
藏
、逹
之
於
君
臣
、

父
子
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友
、
皆
物
也
、
而
各
有
則
。
視
聽
言
動
必
由
禮
焉
、

此
一
身
之
則
也
。
為
君
而
止
於
仁
、
為
臣
而
止
於
忠
、
為
父
而
止
於
慈
、
為
子

而
止
於
孝
、
此
君
臣
父
子
之
則
也
。
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、
朋
友
有
信
、
此

夫
婦
朋
友
長
幼
之
則
也
、
皆
天
理
之
常
、
故
曰
民
之
秉
彞
也
。
故
好
是
懿
德
。」

と
あ
る
。

（
６
）「
曲
禮
三
百
、
威
儀
三
千
」　
『
中
庸
章
句
』
二
七
章
「
大
哉
聖
人
之
道
。
洋

洋
乎
發
育
萬
物
、
峻
極
於
天
、
優
優
大
哉
。
禮
儀
三
百
、
威
儀
三
千
、
待
其
人

而
後
行
。」
ま
た
、『
禮
記
』「
禮
器
」「
禮
有
大
有
小
、有
顯
有
微
。
大
者
不
可
損
、

小
者
不
可
益
。
顯
者
不
可
揜
、
微
者
不
可
大
也
。
故
經
禮
三
百
、
曲
禮
三
千
、

其
致
一
也
。」
鄭
玄
注
「
經
禮
謂
周
禮
六
篇
、其
官
有
三
百
六
十
。
曲
、從
事
也
。

事
禮
謂
今
禮
也
。
禮
篇
多
亡
、
本
數
未
聞
、
其
中
事
儀
三
千
。」「
曲
禮
三
百
」

の
語
は
習
見
し
な
い
。「
經
禮
」
の
誤
り
で
あ
る
か
、も
し
く
は
、「
曲
禮
」、「
威

儀
」
共
に
細
々
と
し
た
儀
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敢
え
て
細
則
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
た
め
に
造
語
し
た
か
。
鄭
玄
は
「
經
禮
三
百
、曲
禮
三
千
」
に
つ
き
、

「
經
禮
」
を
『
周
禮
』、「
曲
禮
」
を
『
儀
禮
』
に
当
て
る
考
え
を
示
し
て
お
り
、

で
あ
る
な
ら
ば
国
家
の
官
僚
機
構
の
大
綱
及
び
細
々
と
し
た
儀
節
を
総
称
し
た

言
葉
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、朱
熹
は
鄭
玄
の
解
釈
に
異
論
を
唱
え
た
。『
語
類
』

巻
八
七
、九
六
条
、
林
子
蒙
録
（
Ⅵ2243-2244

）「
蓋
經
禮
三
百
、
只
是
冠
昏

喪
祭
之
類
。
如
冠
禮
之
中
、便
有
天
子
冠
、士
冠
禮
、他
類
皆
然
、豈
無
三
百
事
。

但
儀
禮
五
十
六
篇
今
皆
亡
闕
、
只
存
十
七
篇
、
故
不
全
爾
。
曲
禮
三
千
、
乃
其

中
之
小
目
。
如
冠
禮
中
筮
日
、筮
賓
、三
加
之
類
、又
如
上
於
東
階
、則
先
右
足
、

上
於
西
階
、則
先
左
足
、皆
是
也
。」
で
あ
る
か
ら
に
は
、仮
に
本
条
の
文
が
「
經

禮
三
百
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
家
の
官
制
を
含
ま
ず
、
儀
節
の
み

を
指
す
こ
と
と
な
る
。

（
７
）「
非
是
聖
人
安
排
這
物
事
約
束
人
」　
「
安
排
」
は
、
人
為
的
に
作
り
出
し
、

設
定
す
る
こ
と
。『
近
代
漢
語
詞
典
』「【
安
排
】
…
②
籌
劃
；
布
置
；
準
備
。

唐
易
靜
『
兵
要
望
江
南
・
占
氣
』「
必
主
好
謀
事
已
定
，安
排
大
戰
奪
吾
城
。」 （
上

海
世
紀
出
版
、
二
〇
一
五
、一
二
頁
）「
約
束
」
は
、
束
縛
す
る
こ
と
。

（
８
）「
如
洪
範
亦
曰
貌
曰
恭
、
言
曰
從
、
視
曰
明
、
聽
曰
聰
、
思
曰
睿
、
以
至
於

睿
作
聖
」　

本
巻
七
五
条
注
（
14
）
に
既
出
。

（
９
）「
夫
子
亦
謂
君
子
有
九
思
」　
『
論
語
』「
季
氏
」「
孔
子
曰
。
君
子
有
九
思
。

視
思
明
、
聽
思
聰
、
色
思
温
、
貌
思
恭
、
言
思
忠
、
事
思
敬
、
疑
思
問
、
忿
思

一
七
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



難
、
見
得
思
義
。」

80
条

　

問
上
帝
降
衷
。
曰
。
衷
、
只
是
中
也
。
又
曰
。
是
恰
好
處
。
如
折
衷
、
是
折
兩

者
之
半
而
取
中
之
義
。　

卓

〔
校
勘
〕

○
諸
本
の
間
に
異
同
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

〔
訳
〕

 

「
上
帝
衷
を
降
す
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
お
答
え
。「「
衷
」
と
い
う
の
は
、

他
で
も
な
く
「
中
」
だ
。」
加
え
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
丁
度
良
い
と
こ
ろ
、
と
い

う
こ
と
だ
ね
。
た
と
え
ば
「
折
衷
」
と
い
う
の
は
、
二
つ
の
も
の
の
半
ば
を
折
っ

て
中
間
を
取
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。」　

黄
卓
録

〔
注
〕

（
１
）「
上
帝
降
衷
」　
『
大
學
或
問
』「
是
皆
必
有
當
然
之
則
而
自
不
容
已
、
所
謂

理
也
。
外
而
至
於
人
、
則
人
之
理
不
異
於
己
也
。
遠
而
至
於
物
、
則
物
之
理
不

異
於
人
也
。
極
其
大
則
天
地
之
運
、
古
今
之
變
不
能
外
也
。
盡
於
小
則
一
塵
之

微
、
一
息
之
頃
不
能
遺
也
。
是
乃
上
帝
所
降
之
衷
、
烝
民
所
秉
之
彝
、
劉
子
所

謂
天
地
之
中
、
夫
子
所
謂
性
與
天
道
、
子
思
所
謂
天
命
之
性
、
孟
子
所
謂
仁
義

之
心
、
程
子
所
謂
天
然
自
有
之
中
、
張
子
所
謂
萬
物
之
一
原
、
邵
子
所
謂
道
之

形
體
者
。」
語
は
『
尚
書
』「
湯
誥
」「
惟
皇
上
帝
降
衷
于
下
民
」
に
基
づ
く
。

（
２
）「
衷
、
只
是
中
也
」　

同
様
の
語
が
他
処
に
も
見
ら
れ
る
。『
語
類
』
巻

一
三
八
、二
四
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅷ3279

）「
周
貴
卿
問
折
衷
之
義
。
曰
。
衷

只
是
中
。
左
傳
説
始
中
終
、
亦
用
此
衷
字
。
衷
是
三
摺
而
處
其
中
者
。」
同
、

二
六
条
、甘
節
録
（
Ⅷ3279

）「
折
衷
者
、折
轉
來
取
中
。
衷
只
是
箇
中
。」
な
お
、

「
衷
」
を
「
中
」
と
訓
詁
す
る
古
い
例
に
は
、
閔
公
二
年
『
左
傳
』「
用
其
衷
則

佩
之
度
。」
杜
預
集
解
「
衷
、中
也
。」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
蔡
沈
『
書
集
傳
』

は
「
湯
誥
」
の
該
当
部
分
に
注
し
て
、「
衷
、
中
。」
と
す
る
。

（
３
）「
是
恰
好
處
」　
「
恰
好
」
は
、「
丁
度
良
い
」。『
語
類
』
巻
一
三
八
、二
五
条
、

甘
節
録
（
Ⅷ3279

）「
問
折
衷
之
衷
。
曰
。
是
無
過
些
子
、
無
不
及
些
子
、
正

中
間
。
又
曰
。
是
恰
好
底
。」

（
４
）「
如
折
衷
、
是
折
兩
者
之
半
而
取
中
之
義
」　
「
折
衷
」
は
『
史
記
』
巻
四
七

「
孔
子
世
家
」
贊
等
に
見
ら
れ
る
語
。
本
巻
八
一
条
注
（
６
）
に
詳
述
。「
二
つ

の
も
の
の
半
ば
を
折
っ
て
中
間
を
取
る
」
と
い
う
が
、
そ
の
場
合
の
「
中
」
は

最
大
値
と
最
小
値
と
を
足
し
て
二
で
割
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
適
切
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。『
語
類
』
巻
六
三
、二
五
条
、
沈
僩
録
（
Ⅳ

1526

）「
蓋
惟
其
説
之
是
者
用
之
、
不
是
棄
其
兩
頭
不
用
而
但
取
兩
頭
之
中
者

以
用
之
也
。
…
…
若
但
欲
去
其
兩
頭
而
只
取
中
間
、
則
或
這
頭
重
、
那
頭
輕
、

這
頭
偏
多
、
那
頭
偏
少
、
是
乃
所
謂
不
中
矣
。
安
得
謂
之
中
。」

81
条

　

陶
安
國
問
。
降
衷
之
衷
與
受
中
之
中
、
二
字
義
如
何
。
曰
。
左
氏
云
。
始
終
而

一
七
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



衷
舉
之
。
又
曰
。
衷
甲
以
見
。
看
此
衷
字
義
、
本
是
衷
甲
以
見
之
義
、
爲
其
在
裏

而
當
中
也
。
然
中
字
大
概
因
過
不
及
而
立
名
、
如
六
藝
折
衷
於
夫
子
、
蓋
是
折
兩

頭
而
取
其
中
之
義
。
後
人
以
衷
爲
善
、
却
説
得
未
親
切
。　

銖

〔
校
勘
〕

〇
董
銖
録
は
、
池
録
一
三
、
饒
録
四
六
所
収
だ
が
、
本
条
は
『
朱
子
語
録
』
巻

一
三
・
董
銖
録
（
丙
辰
春
滄
洲
精
舍
所
聞
・
丙
辰
夏
所
聞
）
の
現
存
部
分
に
見

え
な
い
。

○「
然
中
字
大
概
因
過
不
及
而
立
名
」　

成
化
本
、万
暦
本
、呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、

朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
概
」
を
「
槩
」
に
作
る
。

○「
蓋
是
折
兩
頭
而
取
其
中
之
義
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は「
蓋
」を「
盖
」に
作
る
。

○
「
後
人
以
衷
爲
善
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
以
衷
爲
善
」
を
「
云
折
衷
善
也
」
五

字
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

陶
安
国
が
お
尋
ね
し
た
。「「
衷
を
降
す
」
の
「
衷
」
と
「
中
を
受
く
」
の
「
中
」

と
、
二
つ
の
字
の
意
味
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」
お
答
え
。「『
左
傳
』
に
、「
始

終
よ
り
し
て
衷
之
れ
を
挙
ぐ
」と
あ
り
、ま
た
、「
甲
を
衷
し
て
以
て
見（
ま
み
）ゆ
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
衷
」
の
字
の
意
味
を
見
て
み
る
に
、
そ
も
そ
も
の
意
味
は

と
い
う
と
「
甲
を
衷
し
て
以
て
見
ゆ
」
と
い
う
場
合
の
意
味
な
の
で
あ
っ
て
、
内

側
に
お
さ
め
て
衣
の
真
ん
中
に
あ
ら
し
め
る
、と
い
う
こ
と
な
の
だ
。だ
が
、（「
衷
」

と
い
う
字
の
要
素
で
あ
る
）「
中
」
の
字
は
お
お
む
ね
「
過
不
及
」
に
ち
な
ん
で

用
い
ら
れ
る
の
で
あ
り
、た
と
え
ば
「
六
芸
、夫
子
に
折
衷
す
」（『
史
記
』
の
言
葉
）

な
ど
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
両
端
を
折
っ
て
そ
の
真
ん
中
を
取
る
、
と
い
う
意
味

な
の
だ
。
後
世
の
人
が
「
衷
」
を
「
善
」
の
こ
と
だ
、
な
ど
と
す
る
の
は
、
却
っ

て
的
確
で
な
い
。」　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
陶
安
國
」　

田
中
謙
二
氏
は
、
董
銖
の
条
で
陶
安
国
に
つ
き
、「
董
銖
・
潘

時
挙
の
所
録
の
ほ
か
に
、
甘
節
、
廖
謙
と
同
席
し
、
ま
た
、
襲
蓋
卿
・
黄
榦
と

の
三
人
同
席
の
例
も
あ
る
か
ら
、
朱
熹
の
長
沙
期
に
お
け
る
師
事
が
想
定
さ
れ

る
」と
述
べ
る（「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」（
二
八
四
頁
））。
陳
栄
捷
氏
は
、『
語
類
』

の
名
前
表
記
の
例
か
ら
、「
安
国
」を
字
と
す
る（『
朱
子
門
人
』、台
湾
学
生
書
局
、

一
九
八
二
、二
二
六
頁
）。

（
２
）「
降
衷
之
衷
與
受
中
之
中
」　
「
降
衷
」
は
、『
尚
書
』「
湯
誥
」「
惟
皇
上
帝

降
衷
于
下
民
」
を
指
す
。「
受
中
」
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
成
公
一
三
年
、傳
「
劉

子
曰
。
吾
聞
之
、
民
受
天
地
之
中
以
生
、
所
謂
命
也
。
是
以
有
動
作
禮
義
威
儀

之
則
、
以
定
命
也
。」
を
指
す
。
ど
ち
ら
も
『
大
學
或
問
』
に
引
か
れ
て
い
る
。

本
巻
八
〇
条
注
（
１
）
参
照
。『
考
文
解
義
』
も
同
説
。

（
３
）「
左
氏
云
。
始
終
而
衷
舉
之
」　

こ
こ
で
の
朱
熹
の
引
文
は
『
春
秋
左
氏
傳
』

の
原
文
と
か
な
り
異
な
る
。『
春
秋
左
氏
傳
』
哀
公
二
七
年
、傳
「
君
子
之
謀
也
、

始
衷
終
皆
舉
之
、
而
後
入
焉
。」
正
義
「
君
子
之
爲
謀
也
、
思
其
始
、
思
其
中
、

思
其
終
、
三
者
盡
無
猜
嫌
、
皆
可
舉
而
行
之
、
然
後
設
言
以
入
前
人
焉
。」
朱

熹
は
他
処
に
於
い
て
も
『
春
秋
左
氏
傳
』
の
こ
の
一
節
を
用
い
て
「
衷
」
を
説

明
し
て
い
る
。
本
巻
八
〇
条
注
（
２
）
参
照
。

（
４
）「
又
曰
。
衷
甲
以
見
」　
『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
二
七
年
、
傳
「
晉
楚
各
處
其
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偏
。
伯
夙
謂
趙
孟
曰
。
楚
氛
甚
惡
、懼
難
。
趙
孟
曰
。
吾
左
還
入
於
宋
、若
我
何
。

辛
巳
。
將
盟
於
宋
西
門
之
外
、
楚
人
衷
甲
。」
杜
預
集
解
「
甲
在
衣
中
、
欲
因

會
擊
晉
。」

（
５
）「
然
中
字
大
概
因
過
不
及
而
立
名
」　
『
論
語
』「
先
進
」「
子
貢
問
。
師
與

商
也
孰
賢
。
子
曰
。
師
也
過
、
商
也
不
及
。
曰
。
然
則
、
師
愈
與
。
子
曰
。
過

猶
不
及
。」
朱
注
「
道
以
中
庸
爲
至
。
賢
智
之
過
、
雖
若
勝
於
愚
不
肖
之
不
及
、

然
其
失
中
則
一
也
。」『
中
庸
章
句
』
中
庸
題
注
「
中
者
、
不
偏
不
倚
、
無
過
不

及
之
名
。
庸
、
平
常
也
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
三
「
聖
人
與
理
爲
一
、
故

無
過
、
無
不
及
、
中
而
已
矣
。
其
他
皆
以
心
處
這
箇
道
理
、
故
賢
者
常
失
之
過
、

不
肖
者
常
失
之
不
及
。」

（
６
）「
如
六
藝
折
衷
於
夫
子
」　
『
史
記
』
巻
四
七
「
孔
子
世
家
」
贊
「
自
天
子
王

侯
、中
國
言
六
藝
者
、折
中
於
夫
子
。」
司
馬
貞
索
隱
に
「
宋
均
云
。
折
、斷
也
。

中
、
當
也
。
言
欲
折
斷
其
物
而
用
之
、
與
度
相
中
當
也
。」
と
い
う
の
は
、「
過

不
及
」
で
理
解
し
た
と
い
う
の
に
近
い
。
朱
熹
は
『
楚
辭
』
解
釈
に
於
い
て
、

本
条
に
類
す
る
考
え
を
提
出
し
て
い
る
。『
楚
辭
』
九
章
「
惜
誦
」「
令
五
帝
以

折
中
兮
、
戒
六
神
與
嚮
服
。
俾
山
川
以
備
御
兮
、
命
咎
繇
使
聽
直
。」
集
注
「
折

中
、
謂
事
理
有
不
同
者
、
執
其
兩
端
而
折
其
中
。
若
史
記
所
謂
六
藝
折
中
於
夫

子
、
是
也
。」

（
７
）「
後
人
以
衷
爲
善
」　
『
尚
書
』「
皐
陶
謨
」
並
び
に
「
湯
誥
」
の
孔
傳
を
い

う
。「
皐
陶
謨
」「
同
寅
協
恭
和
衷
哉
。」
孔
傳
「
衷
、
善
也
。」
孔
疏
「
衷
之
為

善
、
常
訓
也
。
故
左
傳
云
。
天
誘
其
衷
。
説
者
皆
以
衷
為
善
。」、「
湯
誥
」「
惟

皇
上
帝
降
衷
于
下
民
。」
孔
傳
「
皇
、
大
。
上
帝
、
天
也
。
衷
、
善
也
。」
た
だ

し
、
孔
疏
の
引
く
「
左
傳
」
は
僖
公
二
十
八
年
傳
に
見
え
る
が
、
杜
預
集
解
は

「
衷
、
中
也
」
と
し
て
お
り
、
賈
服
注
も
伝
わ
ら
な
い
。『
國
語
』「
晉
語
」
二
、

「
呉
語
」
に
そ
れ
ぞ
れ
、「
以
君
之
靈
、
鬼
神
降
衷
」、「
今
天
降
衷
于
呉
」
と
あ

り
、
韋
昭
注
は
共
に
「
衷
、
善
也
」
と
す
る
。
な
お
、「
湯
誥
」
孔
傳
の
「
大
」

字
は
宋
刊
十
行
本
以
降
の
諸
本
は
毛
本
以
外
「
天
」
に
作
り
、
阮
元
校
勘
記
は

毛
本
を
是
と
し
た
。
毛
本
が
「
大
」
に
作
る
の
は
意
味
か
ら
推
測
し
て
改
め
た

に
過
ぎ
な
い
が
、
南
宋
初
越
刊
八
行
本
が
「
大
」
に
作
っ
て
お
り
、
毛
本
、
阮

元
の
説
に
符
合
す
る
。

（
８
）「
却
説
得
未
親
切
」　
「
親
切
」
は
、
物
事
の
理
解
が
的
確
で
あ
る
こ
と
。

『
近
代
漢
語
詞
典
』「【
親
切
】
…
⑤
（
理
解
）
深
刻
貼
切
。
明
沈
鯨
『
雙
珠
記
』

三
〇
齣
「
你
體
認
親
切
，
鋪
敘
詳
明
，
作
聖
之
階
，
宛
然
在
目
。」」 （
上
海
世

紀
出
版
、
二
〇
一
五
、一
七
一
七
～
一
七
一
八
頁
）

82
条

　

德
元
問
。
詩
所
謂
秉
彝
、
書
所
謂
降
衷
一
段
、
其
名
雖
異
、
要
之
皆
是
一
理
。

　

曰
。
誠
是
一
理
、
豈
可
無
分
別
。
且
如
何
謂
之
降
衷
。

　

曰
。
衷
是
善
也
。

　

曰
。
若
然
、
何
不
言
降
善
而
言
降
衷
。
衷
字
看
來
只
是
箇
無
過
不
及
恰
好
底
道

理
。
天
之
生
人
物
、
箇
箇
有
一
副
當
恰
好
無
過
不
及
底
道
理
降
與
你
。
與
程
子
所

謂
天
然
自
有
之
中
、
劉
子
所
謂
民
受
天
地
之
中
相
似
、
與
詩
所
謂
秉
彝
、
張
子
所

謂
萬
物
之
一
原
又
不
同
。
須
各
曉
其
名
字
訓
義
之
所
以
異
、
方
見
其
所
謂
同
。

　
（
原
注「
一
云
。
若
説
降
衷
便
是
秉
彝
則
不
可
。
若
説
便
是
萬
物
一
原
則
又
不
可
。

萬
物
一
原
、
自
説
萬
物
皆
出
此
也
。
若
統
論
道
理
固
是
一
般
、
聖
賢
何
故
説
許
多

一
七
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



名
字
。」）

　

衷
只
是
中
。
今
人
言
折
衷
（
原
注
「
去
聲
。」）
者
、
以
中
為
準
則
而
取
正
也
。

天
生
烝
民
、
有
物
有
則
、
則
字
卻
似
衷
字
。
天
之
生
此
物
、
必
有
箇
當
然
之
則
。

故
民
執
之
以
為
常
道
、
所
以
無
不
好
此
懿
德
。
物
物
有
則
。
蓋
君
有
君
之
則
、
臣

有
臣
之
則
。
為
人
君
止
於
仁
、
君
之
則
也
、
為
人
臣
止
於
敬
、
臣
之
則
也
。
如
耳

有
耳
之
則
、
目
有
目
之
則
。
視
遠
惟
明
、
目
之
則
也
、
聽
德
惟
聰
、
耳
之
則
也
。

從
作
乂
、
言
之
則
也
、
恭
作
肅
、
貌
之
則
也
。
四
肢
百
骸
、
萬
物
萬
事
、
莫
不
各

有
當
然
之
則
。
子
細
推
之
、
皆
可
見
。

　

又
曰
。
凡
看
道
理
、須
是
細
心
看
他
名
義
分
位
之
不
同
。
通
天
下
固
同
此
一
理
、

然
聖
賢
所
説
有
許
多
般
様
。
須
是
一
一
通
曉
分
別
得
出
、始
得
。
若
只
儱
侗
説
了
、

盡
不
見
他
裏
面
好
處
。
如
一
爐
火
、
四
人
四
面
、
同
向
此
火
。
火
固
只
一
般
、
然

四
面
各
不
同
。
若
説
我
只
認
曉
得
這
是
一
堆
火
便
了
、
這
便
不
得
。
他
裏
面
玲
瓏

好
處
無
由
見
。
如
降
衷
于
下
民
、
這
緊
要
字
却
在
降
字
上
。
故
自
天
而
言
則
謂
之

降
衷
、
自
人
受
此
衷
而
言
則
謂
之
性
。
如
云
天
所
賦
為
命
、
物
所
受
為
性
、
命
便

是
那
降
字
、
至
物
所
受
則
謂
之
性
而
不
謂
之
衷
。
所
以
不
同
、
緣
各
據
他
來
處
與

所
受
處
而
言
也
。

　

惟
皇
上
帝
、
降
衷
于
下
民
、
此
據
天
之
所
與
物
者
而
言
。
若
有
常
性
、
是
據
民

之
所
受
者
而
言
。
克
綏
厥
猷
、
猷
即
道
、
道
者
性
之
發
用
處
、
能
安
其
道
者
惟
后

也
。
如
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
修
道
之
謂
教
三
句
亦
是
如
此
。
古
人
説
得

道
理
如
此
縝
密
、
處
處
皆
合
。
今
人
心
粗
、
如
何
看
得
出
。
佛
氏
云
。
如
來
為
一

大
事
因
緣
故
出
現
於
世
。
某
嘗
説
。
古
之
諸
聖
人
亦
是
為
此
一
大
事
也
。
前
聖
後

聖
、
心
心
一
符
、
如
印
記
相
合
、
無
纖
毫
不
似
處
。

　

劉
用
之
曰
。
衷
字
是
兼
心
説
、
如
云
衷
誠
、
丹
衷
是
也
。
言
天
與
我
以
是
心
也
。

　

曰
。
恁
地
説
不
得
。
心
性
固
只
一
理
、
然
自
有
合
而
言
處
、
又
有
析
而
言
處
。

須
知
其
所
以
析
、
又
知
其
所
以
合
、
乃
可
。
然
謂
性
便
是
心
則
不
可
、
謂
心
便
是

性
亦
不
可
。
孟
子
曰
。
盡
其
心
知
其
性
。
又
曰
。
存
其
心
養
其
性
。
聖
賢
説
話
、

自
有
分
別
、
何
嘗
如
此
儱
侗
不
分
曉
。
固
有
儱
侗
一
統
説
時
、
然
名
義
各
自
不
同
。

　

心
性
之
別
、
如
以
碗
盛
水
。
水
須
碗
乃
能
盛
、
然
謂
碗
便
是
水
則
不
可
。
後
來

橫
渠
説
得
極
精
、
云
心
統
性
情
者
也
。
如
降
衷
之
衷
、
同
是
此
理
。
然
此
字
但
可

施
於
天
之
所
降
而
言
、
不
可
施
於
人
之
所
受
而
言
也
。　

僩　

池
錄
作
二
段

〔
校
勘
〕

○
「
德
元
問
詩
所
謂
秉
彝
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
詩
」
の
上
に
「
或
問
」
の
二
字

が
あ
る
。
呂
留
良
本
、
和
刻
本
は
「
彝
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
書
所
謂
降
衷
一
段
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
段
」

を
「
叚
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
曰
。
衷
是
善
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。

○
「
衷
字
看
來
只
是
箇
無
過
不
及
恰
好
底
道
理
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」

を
「
个
」
に
作
る
。
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
個
」
に
作
る
。
万
暦
本
、
朝
鮮
古

写
本
は
「
及
」
の
下
に
「
之
中
」
の
二
字
が
あ
る
。

○「
箇
箇
有
一
副
當
恰
好
無
過
不
及
底
道
理
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は「
箇
箇
」を「
個

個
」
に
作
る
。
朝
鮮
古
写
本
は
「
一
」
の
上
に
「
這
」
の
字
が
あ
る
。

○
「
須
各
曉
其
名
字
訓
義
之
所
以
異
」　

万
暦
本
、和
刻
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
須
」

を
「
湏
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
一
云
…
名
字
」　

朝
鮮
古
写
本
は
割
り
注
を
欠
く
。

○
「
必
有
箇
當
然
之
則
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

一
七
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



に
作
る
。

○
「
蓋
君
有
君
之
則
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
聽
德
惟
聰
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は
「
聽
」
を
「
聴
」、「
聰
」
を
「
聪
」
に
作
る
。

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
聰
」
を
「
聦
」
に
作
る
。

○
「
四
肢
百
骸
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
肢
」
を
「
支
」
に
作
る
。
万
暦
本
、
和
刻

本
は
「
骸
」
を
「

」
に
作
る
。（「
骨
」+

「
㐪 

」）

○
「
裏
面
好
處
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。
成
化
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作

る
。
以
下
同
じ
。

○
「
自
人
受
此
衷
而
言
」　

和
刻
本
は
「
此
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
修
道
之
謂
教
」　

成
化
本
、万
暦
本
、和
刻
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
修
」
を
「
脩
」

に
作
る
。

○
「
出
現
於
世
」　

万
暦
本
は
「
世
」
を
「
丗
」
に
作
る
。

○
「
某
嘗
説
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
嘗
」
を
「
常
」
に
作
る
。

○
「
纖
毫
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
劉
用
之
曰
。
衷
字
是
兼
心
説
、如
云
衷
誠
、丹
衷
是
也
、言
天
與
我
以
是
心
也
。

曰
。
恁
地
説
不
得
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
昨
夜
用
之
説
衷
是
道
理
之
心
、
此
話

恁
地
説
不
得
」
に
作
る
。

○
「
合
而
言
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
合
言
處
」
に
作
る
。

○
「
須
知
其
所
以
析
」　

成
化
本
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
以
碗
盛
水
」　

伝
経
堂
本
は
「
碗
」
を
「
椀
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
僩　

池
錄
作
二
段
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
德
元
問
…
無
纖
毫
不
似
處
」
と
「
劉

用
之
曰
…
所
受
而
言
也
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
沈
僴
録
の
独
立
し
た
一
条
と
す
る
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
、
沈
僴
録
は
池
録
巻
三
八
、三
九
、四
〇
、四
一

に
収
録
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
池
録
巻
三
八
し
か
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』

は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

徳
元
（
郭
友
仁
）
が
質
問
し
た
。「『
詩
』
に
言
う
「
彝
を
秉
る
」
と
『
書
』
に

言
う
「
衷
を
降
す
」
と
は
、
そ
の
言
い
方
は
異
な
り
ま
す
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
道

理
は
同
じ
で
し
ょ
う
が
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
確
か
に
道
理
は
同
じ
だ
が
、
区
別
の
な
い
こ
と
が

あ
り
得
よ
う
か
。
た
と
え
ば
「
衷
を
降
す
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。」

　

徳
元
が
答
え
た
。「
衷
は
善
の
こ
と
で
す
が
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
「
善
を
降
す
」

と
言
わ
ず
に
、「
衷
を
降
す
」
と
言
う
の
か
。
考
え
て
み
れ
ば
、「
衷
」
は
ま
さ
に

過
不
及
な
く
、
ち
ょ
う
ど
い
い
と
い
う
道
理
に
他
な
ら
な
い
。
天
は
人
や
物
を
生

ず
る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
一
揃
い
の
、
過
不
及
が
な
く
ち
ょ
う
ど
い
い
と
い
う
道
理
を
、

君
た
ち
一
人
一
人
に
賦
与
す
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
程
子
（
程
頤
）
の
い
う
「
天
然

に
し
て
自
ず
か
ら
有
る
の
中
」
や
、劉
子
（
劉
康
公
）
の
「
民
、天
地
の
中
を
受
く
」

と
い
う
の
と
似
通
っ
て
い
る
が
、『
詩
』
の
い
う
「
彝
を
秉
る
」
や
張
子
（
張
載
）

の
い
う
「
萬
物
の
一
原
」
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
是
非
と
も
個
々
の
名
称
、
訓
詁

及
び
字
義
が
異
な
る
理
由
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
そ
れ
ら
（
の

道
理
）
が
同
じ
だ
、
と
い
う
意
味
を
知
り
得
る
の
だ
。

　
（
原
注
「
一
本
に
い
う
。
も
し
「
衷
を
降
す
」
と
い
う
の
は
「
彝
を
秉
る
」
こ

と
だ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
も
し
（「
衷
を
降
す
」
と
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い
う
の
は
）「
萬
物
一
原
」
の
こ
と
だ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
も
よ
ろ
し
く

な
い
。「
萬
物
一
原
」
と
い
う
の
は
、
万
物
の
受
け
た
も
の
が
す
べ
て
こ
こ
よ
り

出
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
。
も
し
も
総
論
的
に
説
く
な
ら
ば
道
理
は
も
と

よ
り
同
じ
だ
が
、（
し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
）
聖
賢
は
な
ぜ
多
く
の
表
現
を
使
い
分

け
て
い
る
の
か
（
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
は
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
図
が
あ
る
の

だ
）。」）

　
「
衷
」
は
た
だ
「
中
」
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
今
の
人
々
が
言
う
「
折
衷
（
原

注
「
去
聲
。」）」
は
、「
中
」
を
基
準
と
し
て
物
事
を
測
る
こ
と
で
あ
る
。「
天
は

烝
民
を
生
じ
、
物
有
れ
ば
則
有
り
。」
こ
の
「
則
」
の
意
味
も
ま
た
「
衷
」
に
類

似
す
る
。
天
が
こ
の
物
を
生
ず
る
際
、
そ
こ
に
は
必
ず
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
と
い

う
準
則
が
存
在
す
る
。
だ
か
ら
、
民
は
こ
の
準
則
を
永
久
不
変
の
道
と
し
て
守
っ

て
お
り
、そ
れ
故
に
こ
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
徳
に
惹
か
れ
な
い
者
は
い
な
い
の
だ
。

万
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
準
則
が
存
在
す
る
。
思
う
に
君
に
は
君
の
守
る
べ
き
準
則

が
あ
り
、
臣
に
は
臣
の
守
る
べ
き
準
則
が
あ
る
。「
人
君
と
為
り
て
は
仁
に
止
ま

る
」
こ
と
は
君
が
守
る
べ
き
準
則
で
あ
り
、「
人
臣
と
為
り
て
は
敬
に
止
ま
る
」

こ
と
は
臣
が
守
る
べ
き
準
則
で
あ
る
。
そ
し
て
、
耳
は
耳
の
守
る
べ
き
準
則
が
あ

り
、
目
は
目
の
守
る
べ
き
準
則
が
あ
る
。「
遠
き
を
視
る
は
明
を
惟
う
」
と
い
う

の
は
目
の
守
る
べ
き
準
則
で
あ
り
、「
徳
を
聴
く
は
聡
を
惟
う
」
と
い
う
の
は
耳

の
守
る
べ
き
準
則
で
あ
る
。「
從
は
乂
を
作
す
」
と
い
う
の
は
発
言
の
守
る
べ
き

準
則
で
あ
る
。「
恭
は
粛
を
作
す
」と
い
う
の
は
顔
つ
き
の
守
る
べ
き
準
則
で
あ
る
。

四
肢
と
百
骸
か
ら
、
万
事
万
物
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
と

い
う
準
則
が
存
在
し
な
い
も
の
は
な
い
。
綿
密
に
推
考
す
れ
ば
、
す
べ
て
明
ら
か

に
で
き
る
の
だ
。」

　

さ
ら
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
も
そ
も
道
理
を
考
え
る
に
は
、
そ
の
定
義
と
位

置
付
け
の
違
い
を
注
意
深
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
下
を
通
じ
て
も
と
よ

り
道
理
は
一
つ
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
聖
賢
の
言
葉
に
は
、
様
々
な
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
必
ず
そ
れ
ら
を
一
々
徹
底
的
に
理
解
・
弁
別
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
し
た
だ
曖
昧
な
言
い
方
を
す
る
だ
け
な
ら
、
そ
の
な
か
の
よ
い
と
こ

ろ
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
た
と
え
ば
火
鉢
の
中
に
火
が
つ
い
て
お
り
、
四
人
は
そ

れ
に
向
か
っ
て
四
面
を
囲
ん
で
い
る
。
炎
は
も
と
よ
り
同
じ
一
つ
だ
が
、四
面（
か

ら
の
見
え
方
）
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
も
し
「
私
は
そ
れ
が
一
つ
の
火
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
、
そ
れ
で
も
う
お
し
ま
い
だ
と
い
う
な
ら
、
そ

ん
な
こ
と
で
は
だ
め
だ
。
そ
の
な
か
の
（
光
り
が
差
し
込
ん
で
）
明
る
く
な
っ
た

よ
う
な
、優
れ
た
と
こ
ろ
を
知
る
由
も
な
い
。「
衷
を
下
民
に
降
す
」に
至
っ
て
は
、

重
要
な
の
は
「
降
」
の
字
だ
。
だ
か
ら
、天
か
ら
い
う
と
「
衷
を
降
す
」
と
い
い
、

人
間
が
「
衷
」
を
受
け
る
と
い
う
点
か
ら
い
う
と
、「
性
」
と
い
う
。「
天
の
賦
く

る
所
は
命
と
為
し
、
物
の
受
く
る
所
は
性
と
為
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
命
」
は

他
で
も
な
く
、（
天
が
）「
降
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
物
が
受
け
た
も
の
は
性
と
い

い
、
衷
と
い
わ
な
い
。
ど
う
し
て
同
じ
で
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
現
れ
出

た
と
こ
ろ
と
受
け
た
と
こ
ろ
と
の
ど
ち
ら
か
に
基
づ
い
て
言
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
惟
れ
皇
い
な
る
上
帝
、
衷
を
下
民
に
降
す
」
と
い
う
の
は
、
天
が
賦
与
す
る

と
い
う
点
に
基
づ
い
た
。「
常
有
る
の
性
に
若
う
」
と
い
う
の
は
、
民
が
受
け
る

と
い
う
点
に
基
づ
い
た
。「
克
く
厥
の
猷
を
綏
ん
ず
る
」
と
あ
る
が
、「
猷
」
は
つ

ま
り
「
道
」
の
こ
と
だ
。「
道
」
は
性
が
作
用
す
る
場
所
で
あ
り
、（
民
を
）
そ
の

「
道
」
に
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
君
主
だ
け
だ
。「
天
の
命
ず
る
を
之
れ

性
と
謂
い
、
性
に
率
う
を
之
れ
道
と
謂
い
、
道
を
修
む
る
を
之
れ
教
と
謂
う
」
と
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い
う
三
句
も
こ
の
通
り
だ
。
昔
の
人
が
語
っ
た
道
理
は
こ
れ
ほ
ど
緻
密
で
、
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
み
な
合
致
す
る
。
今
の
人
は
粗
忽
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
見

出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
仏
教
は
「
如
来
は
一
大
事
因
縁
の
為
に
故
に
世
に
出

現
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
私
も
常
に
昔
の
聖
人
た
ち
も
こ
の
一
大
事
（
道
理
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
）
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
聖
賢
た
ち
は
異
な
る

時
代
を
生
き
て
い
た
が
、
心
と
心
が
通
じ
合
い
、
互
い
（
の
目
指
す
と
こ
ろ
）
が

判
で
押
し
た
よ
う
に
一
致
し
て
お
り
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
違
い
も
な
い
。」

　

劉
用
之
（
劉
礪
）
が
言
っ
た
。「「
衷
」
が
「
心
」
の
意
味
を
重
ね
持
ち
、
例
え

ば
「
衷
誠
」
や
「
丹
衷
」
の
「
衷
」
は
「
心
」
の
意
味
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
天
が
我
々
に
賦
与
す
る
「
衷
」
も
「
心
」
の
意
味
だ
と
思
い
ま
す
が
。」

　
（
先
生
が
）お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
は
い
け
な
い
。「
心
」と「
性
」

に
は
同
一
の
「
理
」
が
存
在
す
る
が
、
総
じ
て
言
う
場
合
が
あ
れ
ば
、
分
け
て
言

う
場
合
も
あ
る
。
ど
う
し
て
分
け
て
言
う
の
か
、
ど
う
し
て
総
じ
て
言
う
の
か
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
性
」
は
つ
ま
り
「
心
」
の
こ
と
だ
、
と
い
う
の

は
だ
め
で
、「
心
」
は
つ
ま
り
「
性
」
の
こ
と
だ
、
と
い
う
の
も
だ
め
だ
。
孟
子

は
「
其
の
心
を
尽
く
す
は
、
其
の
性
を
知
れ
ば
な
り
」、
ま
た
「
其
の
心
を
存
じ
、

其
の
性
を
養
う
」
と
述
べ
た
。
聖
賢
が
物
事
を
説
明
す
る
際
、
当
然
弁
別
し
た
上

で
言
っ
た
は
ず
で
、
曖
昧
な
言
い
方
を
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
具
体
的
で
な
く
、
総
じ
て
言
う
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
定

義
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

　
「
心
」
と
「
性
」
と
の
違
い
は
、
お
椀
に
水
を
入
れ
る
こ
と
の
よ
う
だ
。
水
を

入
れ
る
に
は
お
椀
が
必
要
だ
が
、
お
椀
は
つ
ま
り
水
の
こ
と
だ
、
と
言
っ
た
ら
だ

め
だ
。
後
に
な
っ
て
張
橫
渠
が
と
て
も
精
巧
に
言
っ
た
。「
心
は
性
情
を
総
ぶ
」

と
い
う
。「
衷
を
降
す
」
の
「
衷
」
の
論
理
も
ま
た
そ
れ
と
同
じ
だ
。
た
だ
し
、

こ
の
字
は
、
天
が
与
え
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
言
う
場
合
に
用
い
て
も
よ
い
が
、

民
が
受
け
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
言
う
場
合
は
だ
め
だ
。」　

沈
僩
録
。
池
録
に
二

条
に
作
る
。

〔
注
〕

（
１
）「
德
元
問
」　

郭
友
仁
、
字
は
德
元
、
山
陽
の
人
、
臨
安
に
寓
す
。
記
録
は

戊
午
（
一
一
九
八
年
）
の
も
の
と
さ
れ
る
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。『
宋
元

学
案
補
遺
』
巻
六
九
に
「
朱
子
授
易
詩
弟
子
」 

と
あ
り
、朱
彝
尊
『
經
義
考
』「
承

師
」
に
基
づ
く
。
ま
た
、
筆
録
者
の
沈
僩
は
、『
朱
子
語
録
姓
氏
』
に
「
沈
僴
、

字
杜
仲
、
永
嘉
人
。
戊
午
以
後
所
聞
。」
と
あ
り
、
郭
友
仁
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

朱
子
に
師
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」

（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
、
九
〇
頁
）、
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』
二
〇
三

頁
を
参
照
。

（
２
）「
詩
所
謂
秉
彝
」　
『
詩
』「
大
雅
・
烝
民
」「
天
生
烝
民
、
有
物
有
則
。
民
之

秉
彝
、
好
是
懿
德
。」

（
３
）「
書
所
謂
降
衷
」　
『
尚
書
』「
湯
誥
」「
惟
皇
上
帝
、
降
衷
於
下
民
」。
本
巻

八
〇
条
に
既
出
。

（
４
）「
且
如
」　
「
比
如
」、「
た
と
え
ば
」
の
意
。

（
５
）「
只
是
箇
無
過
不
及
恰
好
底
道
理
」　
「
只
是
」
は
「
就
是
」、「
ま
さ
に
…
他

な
ら
な
い
」。「
過
不
及
」は『
論
語
』「
先
進
」「
子
曰
、過
猶
不
及
」に
基
づ
く
。『
中

庸
章
句
』「
中
者
、
不
偏
不
倚
、
無
過
不
及
之
名
。」
ま
た
、
本
巻
八
一
条
注

（
５
）
を
参
照
。「
恰
好
」
は
、「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」。『
語
類
』
巻
七
八
、二
二
四
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条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅴ2016

）「
林
恭
甫
説
。
允
執
厥
中
、
未
明
。
先
生
曰
。
中
、

只
是
箇
恰
好
底
道
理
。」
本
巻
八
〇
条
注
（
３
）
を
参
照
。

（
６
）「
天
之
生
人
物
箇
箇
有
一
副
當
恰
好
無
過
不
及
底
道
理
降
與
你
」　
「
一
副
當
」

は「
一
揃
い
」、『
語
類
』巻
一
六
、一
〇
六
条
注（
20
）を
参
照
。『
語
類
』巻
四
、二

条
、
余
大
雅
録
（
Ⅰ56

）「
天
之
生
物
也
、
一
物
與
一
無
妄
。」
同
、
一
四
条
、

沈
僩
録
（
Ⅰ58

）「
人
物
之
生
、
天
賦
之
以
此
理
、
未
嘗
不
同
、
但
人
物
之
稟

受
自
有
異
耳
。」

（
７
）「
與
程
子
所
謂
天
然
自
有
之
中
、
劉
子
所
謂
民
受
天
地
之
中
相
似
」　
「
程
子

所
謂
天
然
自
有
之
中
」
は
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
七
「
楊
子
拔
一
毛
不
爲
、

墨
子
又
摩
頂
放
踵
爲
之
、
此
皆
是
不
得
中
。
至
如
子
莫
執
中
、
欲
執
此
二
者
之

中
、
不
知
怎
麼
執
得
。
識
得
則
事
事
物
物
上
皆
天
然
有
箇
中
在
那
上
、
不
待
人

安
排
也
。
安
排
著
、
則
不
中
矣
。」「
劉
子
所
謂
民
受
天
地
之
中
」
は
、『
左
伝
』

成
公
十
三
年
「
劉
子
曰
、
吾
聞
之
、
民
受
天
地
之
中
以
生
、
所
謂
命
也
。」「
天

然
自
有
之
中
」（
不
待
人
安
排
也
）
及
び
「
天
地
之
中
」（
所
謂
命
也
）
は
と
も

に
天
命
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
故
に
「
降
衷
」
と
同
系
統
の
概
念
と

さ
れ
て
い
る
。

（
８
）「
與
詩
所
謂
秉
彝
、張
子
所
謂
萬
物
之
一
原
又
不
同
」　
「
詩
所
謂
秉
彝
」
は
、

本
条
注
（
２
）
を
参
照
。「
張
子
所
謂
萬
物
之
一
原
」
は
、
張
載
『
正
蒙
』
誠

明
篇
「
性
者
萬
物
之
一
源
、
非
有
我
之
得
私
也
。」『
語
類
』
巻
九
八
、三
〇
条
、

楊
道
夫
録
（
Ⅶ2506

）「
用
之
問
。
性
為
萬
物
之
一
源
。
曰
。
所
謂
性
者
、
人

物
之
所
同
得
。
非
惟
己
有
是
、而
人
亦
有
是
、非
惟
人
有
是
、而
物
亦
有
是
。」「
民

之
秉
彝
」
は
つ
ま
り
、
民
が
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
道
を
守
る
こ
と
、「
萬
物
之

一
原
」は
つ
ま
り
万
物
が
等
し
く
性
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
六「
天
之
付
與
之
謂
命
、稟
之
在
我
之
謂
性
、見
於
事
業〔
一
作
物
〕之
謂
理
。」

受
け
る
側
か
ら
言
え
ば
性
で
あ
り
、
与
え
る
側
か
ら
言
え
ば
命
で
あ
る
と
い
う

視
点
か
ら
、
後
ろ
の
二
者
と
前
述
し
た
三
者
と
同
じ
で
は
な
い
と
い
う
。

（
９
）「
若
統
論
道
理
、
固
是
一
般
」　

本
巻
三
〇
条
、
胡
泳
録
（
Ⅱ399

）「
或
問
。

萬
物
各
具
一
理
、
萬
理
同
出
一
原
。
曰
。
一
箇
一
般
道
理
、
只
是
一
箇
道
理
」、

注
（
２
）
を
参
照
。

（
10
）「
衷
只
是
中
」　

本
巻
八
〇
条
、
注
（
２
）
を
参
照
。

（
11
）「
折
衷
（
原
注
「
去
聲
」）」　
「
折
衷
」
は
本
巻
八
一
条
注
（
６
）
を
参
照
。『
楚

辞
集
注
』
九
章
・
惜
誦
「
令
五
帝
以
折
中
兮
、
戒
六
神
與
響
服
。」
朱
注
「
中
、

陟
仲
反
。」『
集
韻
』
巻
七
・
去
聲
上
・
送
・
中
「
衷
、
折
衷
、
平
也
。」『
禮
部

韻
略
』
巻
四
・
去
聲
・
送
・
中
「
衷
、
折
衷
、
衷
猶
中
也
、
平
也
、
當
也
、
亦

作
中
。」

（
12
）「
以
中
為
準
則
而
取
正
」　
『
漢
書
』
巻
二
一
上
「
律
暦
志
」「
權
與
物
鈞
而

生
衡
、
衡
運
生
規
、
規
圜
生
矩
、
矩
方
生
繩
、
繩
直
生
準
、
準
正
則
平
衡
而
鈞

權
矣
。
是
為
五
則
。
…
準
者
、
所
以
揆
平
取
正
也
。」『
楚
辞
集
注
』
九
章
・
惜

誦
「
令
五
帝
以
折
中
兮
、戒
六
神
與
響
服
。」
朱
注
「
折
中
、謂
事
理
有
不
同
者
、

執
其
兩
端
而
折
其
中
、
若
史
記
所
謂
六
藝
折
中
於
夫
子
、
是
也
。」

（
13
）「
天
生
烝
民
、有
物
有
則
」　
『
詩
』
大
雅
「
烝
民
」「
天
生
烝
民
、有
物
有
則
。

民
之
秉
彝
、
好
是
懿
德
。」

（
14
）「
天
之
生
此
物
、
必
有
箇
當
然
之
則
」　
「
必
有
…
則
」
と
い
う
表
現
は
、『
孟

子
』
告
子
上
「
詩
云
。
天
生
蒸
民
、
有
物
有
則
。
民
之
秉
彝
、
好
是
懿
德
。
孔

子
曰
。
為
此
詩
者
、其
知
道
乎
。
故
有
物
必
有
則
、民
之
秉
彝
也
、故
好
是
懿
德
。」

を
踏
ま
え
る
か
。「
當
然
之
則
」
は
、『
語
類
』
大
学
篇
に
頻
出
す
る
表
現
で
あ

一
八
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



り
、『
大
学
或
問
』「
至
於
天
下
之
物
、
則
必
各
有
所
以
然
之
故
、
與
其
所
當
然

之
則
、
所
謂
理
也
。」
に
基
づ
く
。

（
15
）「
為
人
君
」
云
　々
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
為
人
君
、
止
於
仁
。
為
人
臣
、

止
於
敬
。
為
人
子
、
止
於
孝
。
為
人
父
、
止
於
慈
。
與
國
人
交
、
止
於
信
。」

（
16
）「
視
遠
惟
明
、目
之
則
也
、聽
德
惟
聰
、耳
之
則
也
」　
「
視
遠
惟
明
」
と
「
聽

德
惟
聰
」
は
、『
尚
書
』「
太
甲
」
中
「
王
懋
乃
德
、
視
乃
厥
祖
、
無
時
豫
怠
。

奉
先
思
孝
、
接
下
思
恭
。
視
遠
惟
明
、
聽
德
惟
聰
。
朕
承
王
之
休
無
斁
。」『
尚

書
』「
洪
範
」「
二
、五
事
。
一
曰
貌
、
二
曰
言
、
三
曰
視
、
四
曰
聽
、
五
曰
思
。

貌
曰
恭
、
言
曰
從
、
視
曰
明
、
聽
曰
聰
、
思
曰
睿
。
恭
作
肅
、
從
作
乂
、
明
作
哲
、

聰
作
謀
、睿
作
聖
。」
に
基
づ
く
。『
語
類
』
巻
五
九
、三
五
条
、記
録
者
未
詳
（
Ⅳ

1382

）「
天
生
蒸
民
、
有
物
有
則
。
蓋
視
有
當
視
之
則
、
聽
有
當
聽
之
則
、
如

是
而
視
、
如
是
而
聽
、
便
是
。
不
如
是
而
視
、
不
如
是
而
聽
、
便
不
是
。
謂
如

視
遠
惟
明
、
聽
德
惟
聰
。
能
視
遠
謂
之
明
、
所
視
不
遠
、
不
謂
之
明
、
能
聽
德

謂
之
聰
、
所
聽
非
德
、
不
謂
之
聰
、
視
聽
是
物
、
聰
明
是
則
。
推
至
於
口
之
於

味
、
鼻
之
於
臭
、
莫
不
各
有
當
然
之
則
。
所
謂
窮
理
者
、
窮
此
而
已
。」

（
17
）「
子
細
推
之
」　
「
子
細
」
は
「
仔
細
」
に
同
じ
、「
綿
密
に
」
の
意
。

（
18
）「
名
義
分
位
」　
「
名
義
」
は
「
定
義
」、
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』

四
〇
六
頁
を
参
照
。「
分
位
」
は
「
職
分
・
地
位
」、「
位
置
付
け
」。『
語
類
』

巻
一
四
、一
二
二
条
、
程
端
蒙
録
（
Ⅰ272

）「
在
止
於
至
善
。
至
者
、
天
理
人

心
之
極
致
。
蓋
其
本
於
天
理
、
驗
於
人
心
、
即
事
即
物
而
無
所
不
在
。
吾
能
各

知
其
止
、
則
事
事
物
物
莫
不
各
有
定
理
、
而
分
位
、
界
限
為
不
差
矣
。」

（
19
）「
通
天
下
」　
「
通
」
は
「
す
べ
て
」、「
全
部
を
と
お
し
て
」。『
語
類
』
巻

三
二
、六
四
条
、
黃
榦
録
（
Ⅲ820

）「
通
天
下
只
一
義
耳
、
何
人
我
之
別
。」

（
20
）「
許
多
般
樣
」　
「
般
樣
」
は
「
種
類
」
の
意
。『
語
類
』
巻
四
、七
〇
条
、
沈

僩
録
（
Ⅰ73

）「
此
只
當
以
人
品
賢
愚
清
濁
論
、
有
合
下
發
得
善
底
、
也
有
合

下
發
得
不
善
底
、也
有
發
得
善
而
為
物
欲
所
奪
、流
入
於
不
善
底
、極
多
般
樣
。」

（
21
）「
須
是
一
一
通
曉
分
別
得
出
、始
得
」　
「
分
別
得
出
」は「
弁
別
し
う
る
」の
意
。

以
下
の
用
例
を
参
照
。『
語
類
』
巻
一
四
、八
二
条
、
黃
卓
録
（
Ⅰ263

）「
且

如
冬
溫
夏
凊
為
孝
、人
能
冬
溫
夏
凊
、這
便
是
孝
。
至
如
子
從
父
之
令
、本
似
孝
、

孔
子
卻
以
為
不
孝
。
與
其
得
罪
於
郷
閭
、
不
若
且
諫
父
之
過
、
使
不
陷
於
不
義
、

這
處
方
是
孝
。
恐
似
此
處
、
未
能
大
故
分
別
得
出
、
方
昧
。」「
得
出
」
の
「
得
」

は
動
詞
の
後
ろ
に
置
き
、
可
能
を
あ
ら
わ
し
、「
出
」
は
動
詞
の
後
ろ
に
置
き
、

実
現
の
意
を
表
す
。「
始
得
」
の
「
得
」
は
現
代
語
の
「
行
（xíng

）」
に
当
た

り
、「
よ
い
」
の
意
、
三
浦
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
五
〇
頁
を
参
照
。

（
22
）「
盡
不
見
他
裏
面
好
處
」　
「
裏
面
」
は
「
…
の
な
か
」
の
意
。

（
23
）「
如
一
爐
火
」云
　々
「
爐
火
」は
火
鉢
。「
爐
火
」の
た
と
え
は
、本
巻
二
三
条
、

林
䕫
孫
録
（
Ⅱ397

）
に
既
出
、「
且
如
火
爐
、
理
會
得
一
角
了
、
又
須
都
理

會
得
三
角
、
又
須
都
理
會
得
上
下
四
邊
、
方
是
物
格
。
若
一
處
不
通
、
便
非
物

格
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
「
火
固
只
一
般
然
四
面
各
不
同
」
は
、
逆
説
に
な
る

が
、
類
似
す
る
表
現
と
し
て
は
『
語
類
』
巻
一
五
、一
五
四
条
、
林
子
蒙
録
（
Ⅰ

313
）「
自
明
明
德
至
於
治
國
、
平
天
下
、
如
九
層
寶
塔
、
自
下
至
上
、
只
是
一

箇
塔
心
。
四
面
雖
有
許
多
層
、
其
實
只
是
一
箇
心
。」

（
24
）「
玲
瓏
」　

光
り
輝
く
こ
と
。『
語
類
』巻
一
四
、一
九
条
、魏
椿
録（
Ⅰ251

）「
明

德
、
如
八
窗
玲
瓏
、
致
知　

格
物
、
各
從
其
所
明
處
去
。」

（
25
）「
天
所
賦
為
命
、
物
所
受
為
性
、
命
便
是
那
降
字
」『
伊
川
易
傳
』
巻
一
「
乾

一
八
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



道
變
化
、
生
育
萬
物
、
洪
纎
高
下
、
各
以
其
類
、
各
正
性
命
也
。
天
所
賦
爲
命
、

物
所
受
爲
性
。」「
便
是
」
は
、「
就
是
」
と
同
じ
、「
ま
さ
に
…
他
な
ら
な
い
」。

こ
こ
は
、「
命
」
と
「
降
」
と
の
二
文
字
の
意
味
が
同
じ
と
い
う
の
で
は
な
く
、

天
が
「
降
」
し
た
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
「
命
」
と
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
調
し
て
い
る
。

（
26
）「
若
有
常
性
…
能
安
其
道
者
惟
后
也
」　
『
書
集
伝
』
湯
誥
「
惟
皇
上
帝
、
降

衷
於
下
民
、
若
有
恒
性
、
克
綏
厥
猷
惟
后
。」
注
「
天
之
降
命
、
而
具
仁
義
禮

智
信
之
理
、
無
所
偏
倚
、
所
謂
衷
也
。
人
之
禀
命
、
而
得
仁
義
禮
智
信
之
理
、

與
心
俱
生
、所
謂
性
也
。
猷
、道
也
。
由
其
理
之
自
然
、而
有
仁
義
禮
智
信
之
行
、

所
謂
道
也
。
以
降
衷
而
言
、
則
無
有
偏
倚
、
順
其
自
然
、
固
有
常
性
矣
。
以
禀

受
而
言
、
則
不
無
清
濁
純
雜
之
異
、
故
必
待
君
師
之
職
、
而
後
能
使
之
安
於
其

道
也
。
故
曰
克
綏
厥
猷
惟
后
。」『
書
集
伝
』
は
「
若
有
恒
性
」
を
「
若
有
常
性
」

に
改
め
て
い
る
。『
史
諱
挙
例
』
宋
諱
例
「
真
宗　

諱
恒　

恒
改
為
常
。」

（
27
）「
道
者
性
之
發
用
處
」　

道
と
は
性
が
発
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
示

す
通
り
、
朱
熹
は
「
性―

道
」
を
「
体―

用
」
の
関
係
で
捉
え
て
い
る
。
邵
雍

「
伊
川
擊
壤
集
序
」「
性
者
道
之
形
體
也
、
性
傷
則
道
亦
從
之
矣
。
心
者
性
之
郛

廓
也
、
心
傷
則
性
亦
從
之
矣
、
身
者
心
之
區
宇
也
、
身
傷
則
心
亦
從
之
矣
。
物

者
身
之
舟
車
也
、
物
傷
則
身
亦
從
之
矣
。」『
語
類
』
巻
一
〇
〇
、四
五
条
、
銭

木
之
録
（
Ⅶ2551

）「
器
之
問
中
庸
首
三
句
。
先
生
因
舉
性
者
道
之
形
體
之
語
。

器
之
云
。
若
説
道
者
性
之
形
體
、
卻
分
曉
。
曰
。
恁
地
看
、
倒
了
。
蓋
道
者
事

物
常
行
之
路
、
皆
出
於
性
、
則
性
是
道
之
原
本
。
木
之
曰
。
莫
是
性
者
道
之
體
、

道
者
性
之
用
否
。
曰
。
模
樣
是
如
此
。」
同
、巻
一
六
、五
一
条
、黄
義
剛
録
（
Ⅲ

323

）「
先
生
曰
。
性
便
是
那
理
。
心
便
是
盛
貯
該
載
、
敷
施
發
用
底
。」

（
28
）「
天
命
之
謂
性
、率
性
之
謂
道
、修
道
之
謂
教
」　
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
天

命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
修
道
之
謂
教
。」
注
「
命
、
猶
令
也
。
性
、
即
理
也
。

天
以
陰
陽
五
行
化
生
萬
物
、
氣
以
成
形
、
而
理
亦
賦
焉
、
猶
命
令
也
。
於
是
人

物
之
生
、
因
各
得
其
所
賦
之
理
、
以
為
健
順
五
常
之
德
、
所
謂
性
也
。
率
、
循

也
。
道
、
猶
路
也
。
人
物
各
循
其
性
之
自
然
、
則
其
日
用
事
物
之
間
、
莫
不
各

有
當
行
之
路
、
是
則
所
謂
道
也
。
脩
、
品
節
之
也
。
性
道
雖
同
、
而
氣
稟
或
異
、

故
不
能
無
過
不
及
之
差
、
聖
人
因
人
物
之
所
當
行
者
而
品
節
之
、
以
為
法
於
天

下
、
則
謂
之
教
、
若
禮
樂
刑
政
之
屬
是
也
。
蓋
人
之
所
以
為
人
、
道
之
所
以
為

道
、
聖
人
之
所
以
為
教
、
原
其
所
自
、
無
一
不
本
於
天
而
備
於
我
。」

（
29
）「
佛
氏
云
。
如
來
為
一
大
事
因
緣
故
出
現
於
世
」　
『
妙
法
蓮
華
経
』「
方
便

品
」（
大
正
冊
九
、7

Ａ
）「
諸
佛
世
尊
唯
以
一
大
事
因
緣
故
出
現
於
世
。
舍
利

佛
、
云
何
名
諸
佛
世
尊
唯
以
一
大
事
因
緣
故
出
現
於
世
。
諸
佛
世
尊
、
欲
令
眾

生
開
佛
知
見
使
得
清
淨
、
故
出
現
於
世
。」『
華
嚴
經
探
玄
記
』
巻
一
（
大
正
冊

三
五
、107c

）「
法
華
亦
云
、
如
來
爲
一
大
事
因
緣
故
出
現
于
世
。」

（
30
）「
某
嘗
説
。
古
之
諸
聖
人
亦
是
為
此
一
大
事
也
」　
『
語
類
』巻
一
三
、六
〇
条
、

黃
卓
録
（
Ⅰ230

）「
佛
經
云
。
佛
為
一
大
事
因
緣
出
現
於
世
。
聖
人
亦
是
為

這
一
大
事
出
來
。」
同
、
巻
一
七
、三
二
条
、
陳
文
蔚
録
（
Ⅱ379

）「
正
如
佛

家
説
為
此
一
大
事
因
緣
出
見
於
世
、
此
亦
是
聖
人
一
大
事
也
。」

（
31
）「
前
聖
後
聖
心
心
一
符
如
印
記
相
合
」　
「
前
聖
後
聖
」
は
、『
孟
子
』「
離
婁
」

下
「
先
聖
後
聖
、
其
揆
一
也
」
朱
注
「
揆
、
度
也
。
其
揆
一
者
、
言
度
之
而
其

道
無
不
同
也
。
范
氏
曰
。
言
聖
人
之
生
、
雖
有
先
後
遠
近
之
不
同
、
然
其
道
則

一
也
。」
を
踏
ま
え
る
が
、『
語
類
』
巻
九
三
、二
条
、陳
文
蔚
録
（
Ⅵ2350

）「
此

道
更
前
後
聖
賢
、
其
説
始
備
。
自
堯
舜
以
下
、
若
不
生
箇
孔
子
、
後
人
去
何
處

一
八
二
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討
分
曉
。
孔
子
後
若
無
箇
孟
子
、
也
未
有
分
曉
。
孟
子
後
數
千
載
、
乃
始
得
程

先
生
兄
弟
發
明
此
理
。
今
看
來
漢
唐
以
下
諸
儒
説
道
理
見
在
史
策
者
、
便
直
是

説
夢
。
只
有
箇
韓
文
公
依
稀
説
得
略
似
耳
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
異
な
る
時
代

を
生
き
て
い
た
聖
人
と
賢
人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
一
符
」
は
「
ぴ
っ
た
り
と

あ
う
」。『
傳
心
法
要
』（
大
正
冊
四
八
、382

Ａ
）「
自
如
来
付
法
迦
葉
已
来
、

以
心
印
心
、心
心
不
異
。」
釋
延
壽
『
宗
鏡
録
』
巻
六
（
大
正
冊
四
八
、448b

）「
諸

佛
之
所
證
、
超
一
切
理
一
切
相
、
不
可
以
言
語
智
識
有
無
隱
顯
推
求
得
之
。
但

心
心
相
印
、
印
印
相
契
、
使
自
證
知
光
明
受
用
而
已
。」

（
32
）「
劉
用
之
曰
」　

劉
礪
、字
は
用
之
、三
山
の
人
、記
録
は
己
未
（
一
一
九
九
年
）

の
も
の
と
さ
れ
る
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。
劉
礪
が
朱
子
に
師
事
し
て
い

た
時
期
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。第
一
時
期
は
、紹
熙
元
年（
一
一
九
〇
年
）

か
ら
翌
年
（
一
一
九
一
年
）
四
月
ま
で
、
第
二
時
期
は
慶
元
四
年
（
一
一
九
八

年
）
一
一
月
二
四
日
か
ら
翌
年
（
一
一
九
九
年
）
前
半
ま
で
、
第
三
時
期
は
慶

元
五
年
（
一
一
九
九
年
）
年
末
か
ら
翌
年
（
一
二
〇
〇
年
）
二
月
ま
で
と
い
う
。

田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
攷
」（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
、
一
七
一
〜

一
七
六
頁
）
を
参
照
。 

（
33
）「
孟
子
曰
」
云
　々
『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
孟
子
曰
。
盡
其
心
者
、知
其
性
也
。

知
其
性
、
則
知
天
矣
。
存
其
心
、
養
其
性
、
所
以
事
天
也
。
殀
壽
不
貳
、
修
身

以
俟
之
、
所
以
立
命
也
。」

（
34
）「
何
嘗
如
此
儱
侗
不
分
曉
。
固
有
儱
侗
一
統
説
時
」　
「
儱
侗
」
は
「
ぼ
ん
や

り
し
た
」、「
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
い
う
意
味
の
俗
語
。「
籠
統
」、「
儱
統
」

と
も
書
く
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
二
〇
六
頁
を
参
照
。

（
35
）「
心
性
之
別
、
如
以
碗
盛
水
」　

性
を
水
、
心
を
椀
（
器
）
に
喩
え
た
も
の
。

『
語
類
』
巻
四
、一
三
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅰ58

）「
或
説
。
人
物
性
同
。
曰
。
人

物
性
本
同
、
只
氣
稟
異
。
如
水
無
有
不
清
、
傾
放
白
碗
中
是
一
般
色
、
及
放
黑

碗
中
又
是
一
般
色
、
放
青
碗
中
又
是
一
般
色
。」
同
、
一
四
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ

58

）「
人
物
之
生
、
天
賦
之
以
此
理
、
未
嘗
不
同
、
但
人
物
之
稟
受
自
有
異
耳
。

如
一
江
水
、
你
將
杓
去
取
、
只
得
一
杓
、
將
碗
去
取
、
只
得
一
碗
、
至
於
一
桶

一
缸
、
各
自
隨
器
量
不
同
、
故
理
亦
隨
以
異
。」

（
36
）「
心
統
性
情
」　
『
張
子
語
録
』
後
録
下
、
二
条
「
伊
川
性
即
理
也
、
橫
渠
心

統
性
情
、
二
句
、
攧
撲
不
破
。
惟
心
無
對
、
心
統
性
情
、
二
程
却
無
一
句
似
此

切
。」
同
、
三
条
「
心
統
性
情
、
統
猶
兼
也
。」
同
、
四
条
「
性
對
情
言
、
心
對

性
情
言
。
今
如
此
是
性
、
動
處
是
情
、
主
宰
是
心
。
橫
渠
云
。
心
統
性
情
者
也
。

此
語
極
佳
。」

（
37
） 「
但
可
施
於
天
之
所
降
而
言
、
不
可
施
於
人
之
所
受
而
言
也
」　
『
朱
子
語
類

考
文
解
義
』「
此
見
上
文
降
衷
與
受
天
地
之
中
萬
物
之
一
原
不
同
、
及
物
所
受

則
謂
之
性
而
不
謂
之
衷
者
。
參
看
。」

83
条

　

天
降
衷
者
、
衷
降
此
。
以
降
言
為
命
、
以
受
言
為
性
。　

節

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
て
い
な
い
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
、
甘
節
録
は
池
録
巻
二
五
に
収
録
さ
れ
て
い
た

よ
う
だ
が
、池
録
巻
二
五
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

一
八
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



〔
訳
〕

　

天
が
「
衷
を
降
す
」
と
い
う
の
は
、「
衷
」
が
こ
こ
に
降
る
と
い
う
意
味
だ
。

降
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
言
う
と
「
命
」
で
あ
り
、
受
け
る
と
い
う
点
に
つ
い
て

言
う
と
「
性
」
で
あ
る
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
天
降
衷
」　

八
二
条
注
（
２
）
を
参
照
。

（
２
）「
衷
降
此
」　
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
其
衷
降
於
此
。」

（
３
）「
以
降
言
為
命
、
以
受
言
為
性
」　
『
伊
川
易
傳
』
巻
一
「
乾
道
變
化
、
生
育

萬
物
、
洪
纎
高
下
、
各
以
其
類
、
各
正
性
命
也
。
天
所
賦
爲
命
、
物
所
受
爲
性
。」

本
巻
八
二
条
に
「
如
云
天
所
賦
為
命
、
物
所
受
為
性
、
命
便
是
那
降
字
。
至
物

所
受
則
謂
之
性
而
不
謂
之
衷
。所
以
不
同
、緣
各
據
他
來
處
與
所
受
處
而
言
也
。」

と
あ
る
。

84
条

　

陳
問
。
劉
子
所
謂
天
地
之
中
、
即
周
子
所
謂
太
極
否
。
曰
。
只
一
般
、
但
名
不

同
。
中
只
是
恰
好
處
。
上
帝
降
衷
、
亦
是
恰
好
處
。
極
不
是
中
。
極
之
為
物
、
只

是
在
中
。
如
這
燭
臺
、
中
央
簪
處
、
便
是
極
。
從
這
裏
比
到
那
裏
也
恰
好
、
不
曾

加
些
。
從
那
裏
比
到
這
裏
也
恰
好
、
不
曾
減
些
。　

㝢

〔
校
勘
〕

○
「
上
帝
降
衷
亦
是
恰
好
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
書
惟
皇
上
帝
降
衷
亦
只
是
恰

好
處
」
に
作
る
。

○
「
中
央
簪
處
」　

成
化
本
、万
暦
本
、和
刻
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
簪
」
を
「
簮
」

に
作
る
。

○
「
這
裏
」「
那
裏
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
㝢
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
㝢　

淳
同
」
に
作
る
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
、
徐
㝢
録
は
池
録
巻
二
〇
、二
一
に
収
録
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
池
録
巻
二
〇
、二
一
は
現
存
せ
ず
、『
朱
子
語
録
』
は
本
条

を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

陳
が
質
問
し
た
。「
劉
子（
劉
康
公
）の
い
う「
天
地
の
中
」は
つ
ま
り
周
子（
周

敦
頤
）
の
い
う
「
太
極
」
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
お
答
え
。「
同
じ
類
い
の
も
の

だ
が
、名
称
は
違
う
。「
中
」
は
た
だ
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
こ
ろ
の
意
味
だ
。「
上
帝
、

衷
を
降
す
」（
の「
衷
」）も
ま
た
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
こ
ろ
を
意
味
す
る
。「
極
」は「
中
」

で
は
な
い
。「
極
」
は
「
在
中
」（
ち
ょ
う
ど
ま
ん
中
に
あ
る
）
の
意
に
他
な
ら
な

い
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
燭
台
で
言
え
ば
、
真
ん
中
の
ろ
う
そ
く
を
挿
す
釘
の
と
こ
ろ

が「
極
」だ
。
こ
ち
ら
側
か
ら
そ
こ（
釘
）ま
で
を
量
っ
て
も（
そ
の
距
離
は
）ち
ょ

う
ど
よ
く
、
少
し
も
加
え
る
必
要
が
な
い
。
そ
ち
ら
側
か
ら
そ
こ
（
釘
）
ま
で
を

量
っ
て
も
（
そ
の
距
離
は
）
ち
ょ
う
ど
よ
く
、
少
し
も
減
ら
す
必
要
が
な
い
。」　

徐
㝢
録

〔
注
〕

（
１
）「
陳
問
」　

朝
鮮
古
写
本
の
注
記
「
㝢　

淳
同
」
か
ら
、
陳
は
陳
淳
の
こ
と
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で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
陳
淳
（
一
一
五
三
？
〜
一
二
一
七
年
）、
字
は
安
卿
、

北
溪
と
號
す
。
臨
章
の
人
。
記
録
は
庚
戌
（
一
一
九
〇
年
）、己
未
（
一
一
九
九

年
）
の
も
の
と
さ
れ
る
。
紹
熙
元
年
（
一
一
九
〇
年
）
か
ら
翌
年
（
一
一
九
一

年
）
ま
で
は
、
本
条
の
記
録
者
の
徐
㝢
と
同
席
し
た
と
見
ら
れ
る
。
田
中
謙
二

「
朱
門
弟
子
師
事
攷
」（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
、
一
四
六
頁
）
を
参
照
。

（
２
）「
劉
子
所
謂
天
地
之
中
」　
『
左
伝
』
成
公
十
三
年
「
劉
子
曰
、
吾
聞
之
、
民

受
天
地
之
中
以
生
、
所
謂
命
也
。」。

（
３
）「
周
子
所
謂
太
極
」　
『
太
極
圖
説
』「
無
極
而
太
極
。」

（
４
）「
極
不
是
中
、
極
之
為
物
、
只
是
在
中
」　
「
太
極
」
と
「
無
極
」
の
「
極
」

の
解
釈
は
、
朱
子
と
陸
九
淵
と
の
争
点
の
一
つ
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。『
象
山
先
生
全
集
』巻
二「
與
朱
元
晦
」「
蓋
極
者
中
也
。

言
無
極
則
是
猶
言
無
中
也
。」『
朱
文
公
文
集
』巻
三
六「
答
陸
子
静
」第
五
書「
聖

人
之
意
、
正
以
其
究
竟
至
極
、
無
名
可
名
、
故
特
謂
之
太
極
、
猶
曰
舉
天
下
之

至
極
、無
以
加
此
云
爾
。
初
不
以
其
中
而
命
之
也
。
至
如
北
極
之
極
、屋
極
之
極
、

皇
極
之
極
、
民
極
之
極
。
諸
儒
雖
有
解
爲
中
者
、
盖
以
此
物
之
極
常
在
此
物
之

中
、
非
指
極
字
而
訓
之
以
中
也
。
極
者
至
極
而
已
。
以
有
形
者
言
之
、
則
其
四

方
八
回
合
輳
將
來
、
到
此
築
底
、
更
無
去
處
。
從
此
推
出
四
方
八
回
、
都
無
向

背
、
一
切
停
匀
、
故
謂
之
極
耳
。
後
人
以
其
居
中
而
能
應
四
外
、
故
指
其
處
而

以
中
言
之
、
非
以
其
義
爲
可
訓
中
也
。
至
於
太
極
、
則
又
初
無
形
象
、
方
所
之

可
言
、
但
以
此
理
至
極
、
而
謂
之
極
耳
。
今
乃
以
中
名
之
、
則
是
所
謂
理
有
未

明
、而
不
能
盡
乎
人
言
之
意
者
一
也
。」「
極
」
は
「
中
」
で
は
な
く
「
在
中
」（
ま

ん
中
に
在
る
）
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
に
関
し
て
は
、『
語
類
』
巻
七
九
、九
三

条
、
陳
淳
録
（
Ⅴ2046

）「
中
、
不
可
解
做
極
。
極
無
中
意
、
只
是
在
中
、
乃

至
極
之
所
、
爲
四
向
所
標
準
、
故
因
以
爲
中
。
如
屋
極
、
亦
只
是
在
中
、
爲
四

向
所
準
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
、
九
五
条
、
胡
泳
録
（
Ⅴ2046

）「
極
、
盡
也
。

先
生
指
前
面
香
桌
。
四
邊
盡
處
是
極
、
所
以
謂
之
四
極
。
四
邊
視
中
央
、
中
央

即
是
極
也
。」と
あ
る
よ
う
に
、「
極
」を「
尽
き
る
」と
訓
ず
る
こ
と
か
ら
、「
四
邊
」

を
「
極
」
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
な
お
、「
在
中
」
と
「
中
（
時
中
＝
そ
の
時

そ
の
場
に
お
い
て
妥
当
で
中
庸
を
得
て
い
る
こ
と
）」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
未
発―

不
偏
不
倚―

在
中
」「
已
発―

無
過
不
及―

時
中
」
と
い
う
よ
う
に
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
中
庸
或
問
』「
或
問
名
篇
之
義
。
程
子
專
以
不
偏
爲

言
、呂
氏
專
以
無
過
不
及
爲
説
、二
者
固
不
同
矣
、子
乃
合
而
言
之
、何
也
。
曰
。

中
一
名
而
有
二
義
、
程
子
固
言
之
矣
、
今
以
其
説
推
之
。
不
偏
不
倚
云
者
、
程

子
所
謂
在
中
之
義
、
未
發
之
前
、
無
所
偏
倚
之
名
也
。
無
過
不
及
者
、
程
子
所

謂
中
之
道
也
、
見
諸
行
事
、
各
得
其
中
之
名
也
。
蓋
不
偏
不
倚
猶
立
而
不
近
四

旁
、
心
之
體
、
地
之
中
也
。
無
過
不
及
猶
行
而
不
先
不
後
、
理
之
當
、
事
之
中

也
。
故
於
未
發
之
大
本
則
取
不
偏
不
倚
之
名
、
於
已
發
而
時
中
則
取
無
過
不
及

之
義
。」
陳
淳
の
「
中
」
と
「
太
極
」
と
の
関
係
に
対
す
る
理
解
は
、『
北
溪
字

義
』
巻
下
「
太
極
」「
太
極
只
是
以
理
言
也
。
理
縁
何
又
謂
之
極
。
極
、
至
也
。

以
其
在
中
、
有
樞
紐
之
義
。
如
皇
極
、
北
極
等
、
皆
有
在
中
之
義
、
不
可
訓
極

為
中
。
葢
極
之
為
物
、
常
在
物
之
中
。
四
面
到
此
都
極
至
、
都
去
不
得
、
如
屋

脊
梁
謂
之
屋
極
者
、
亦
只
是
屋
之
衆
材
、
四
面
凑
合
到
此
處
、
皆
極
其
中
、
就

此
處
分
出
去
布
為
衆
材
、
四
面
又
皆
停
匀
、
無
偏
剩
偏
欠
之
處
。」

（
５
） 

如
這
燭
臺
中
央
簪
處　
『
字
海
便
覽
』
巻
二
「
如
這
燭
臺
中
央
簪
處
ト
ハ
、

此
燭
臺
ノ
マ
ン
中
ノ
ラ
フ
ソ
ク
ヲ
挿
釘
ノ
処
ノ
如
シ
ト
言
フ
コ
ト
ナ
リ
。」

（
６
） 「
比
到
那
裏
」、「
比
到
這
裏
」
の
「
比
」
は
「
比
量
」、「
手
で
大
雑
把
に
長

一
八
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



さ
を
測
っ
て
示
す
」。

85
条

　

問
。
天
地
之
中
與
程
子
天
然
自
有
之
中
是
一
意
否
。
曰
。
只
是
一
意
、
蓋
指
大

本
之
中
也
。
此
處
中
庸
説
得
甚
分
明
、
他
日
自
考
之
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
「
天
地
之
中
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
民
受
天
地
之
中
以
生
」
に
作
る
。

○
「
是
一
意
否
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
還
是
一
意
否
」
に
作
る
。

○
「
蓋
指
大
本
之
中
」　

成
化
本
、万
暦
本
、和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
、
董
銖
録
は
池
録
巻
一
三
に
収
録
さ
れ
て
い
た

よ
う
だ
が
、『
朱
子
語
録
』
巻
一
三
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「「
天
地
の
中
」
と
程
子
（
程
頤
）
の
い
う
「
天
然
に
し
て
自
ず
か
ら
有

る
の
中
」
と
は
同
じ
意
味
を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
。」
お
答
え
。「
同
じ
意
味
だ
。

大
本
の
中
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
関
し
て
は
、『
中
庸
』
が
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
る
か
ら
、
後
日
自
分
で
考
え
て
み
な
さ
い
。」　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
天
地
之
中
與
程
子
天
然
自
有
之
中
」　
『
左
伝
』
成
公
十
三
年
「
劉
子
曰
、

吾
聞
之
、民
受
天
地
之
中
以
生
、所
謂
命
也
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
七
「
識

得
則
事
事
物
物
上
皆
天
然
有
箇
中
在
那
上
、
不
待
人
安
排
也
。
安
排
著
、
則
不

中
矣
。」
こ
の
二
者
が
同
じ
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
は
、
本
巻
八
二
条
「
與
程

子
所
謂
天
然
自
有
之
中
、
劉
子
所
謂
民
受
天
地
之
中
相
似
」
や
、
同
条
注
（
８
）

に
引
く
『
大
学
或
問
』
を
参
照
。

（
２
）「
蓋
指
大
本
之
中
也
。
此
處
中
庸
説
得
甚
分
明
」　
『
中
庸
章
句
』第
一
章「
喜

怒
哀
樂
之
未
發
、
謂
之
中
。
發
而
皆
中
節
、
謂
之
和
。
中
也
者
、
天
下
之
大
本

也
。
和
也
者
、
天
下
之
達
道
也
。」
朱
注
「
喜
怒
哀
樂
、
情
也
。
其
未
發
、
則

性
也
、
無
所
偏
倚
、
故
謂
之
中
。
發
皆
中
節
、
情
之
正
也
。
無
所
乖
戾
、
故
謂

之
和
。
大
本
者
、
天
命
之
性
天
下
之
理
皆
由
此
出
、
道
之
體
也
。
達
道
者
、
循

性
之
謂
、天
下
古
今
之
所
共
由
、道
之
用
也
。」
同
、第
三
二
章
「
唯
天
下
至
誠
、

為
能
經
綸
天
下
之
大
經
、立
天
下
之
大
本
、知
天
地
之
化
育
。」
朱
注
「
大
本
者
、

所
性
之
全
體
也
。」

〔
参
考
〕

　
「
天
地
之
中
」
と
「
天
然
自
有
之
中
」
と
の
異
同
に
つ
い
て
の
解
釈
が
本
巻

八
二
条
に
も
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
天
が
賦
与
し
た
も
の
（
天
命
）
で
あ
る
と
い

う
視
点
で
、
両
者
を
相
似
る
も
の
と
す
る
八
二
条
に
お
け
る
見
方
と
異
な
り
、
本

条
は
両
者
を
「
大
本
之
中
」、
つ
ま
り
『
中
庸
』
の
い
わ
ゆ
る
「
未
発
之
中
」（
＝

在
中
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
と
次
の
八
六
条
と
の
両
者
に
齟
齬
を
き
た
し
て

い
る
。

一
八
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



86
条

　

問
。
天
地
之
中
、
天
然
自
有
之
中
、
同
否
。
曰
。
天
地
之
中
是
未
發
之
中
。
天

然
自
有
之
中
是
時
中
。
曰
。
然
則
天
地
之
中
是
指
道
體
、
天
然
自
有
之
中
是
指
事

物
之
理
。
曰
。
然
。　

閎
祖

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
閎
祖
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
祖
道
」
に
作
る
。

○
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
、
李
閎
祖
録
は
池
録
巻
五
、
曾
祖
道
録
は
池
録

巻
三
七
に
収
録
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
巻
五
、
巻
三
七
は
現
存
す
る
が
、

い
ず
れ
も
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「「
天
地
の
中
」と「
天
然
に
し
て
自
ず
か
ら
有
る
の
中
」と
は
同
じ
で
し
ょ

う
か
。」お
答
え
。「「
天
地
の
中
」は（
情
が
）ま
だ
発
動
し
て
い
な
い「
中
」だ
。「
天

然
に
し
て
自
ず
か
ら
有
る
の
中
」
は
「
時
に
中
す
る
（
行
動
な
ど
が
そ
の
時
そ
の

時
で
中
庸
を
得
る
）」
と
い
う
こ
と
だ
。」
質
問
。「
つ
ま
り
、「
天
地
の
中
」
と
い

う
の
は「
道
体
」を
指
し
、「
天
然
に
し
て
自
ず
か
ら
有
る
の
中
」と
い
う
の
は（
個
々

の
）「
事
物
の
理
」
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。」
お
答
え
。「
そ
う
だ
。」　

李
閎
祖
録

〔
注
〕

（
１
）「
天
地
之
中
、
天
然
自
有
之
中
」　

本
巻
八
二
条
に
既
出
。『
左
伝
』
成
公

十
三
年
「
劉
子
曰
、
吾
聞
之
、
民
受
天
地
之
中
以
生
、
所
謂
命
也
。」『
河
南
程

氏
遺
書
』
巻
一
七
「
楊
子
拔
一
毛
不
爲
、
墨
子
又
摩
頂
放
踵
爲
之
、
此
皆
是
不

得
中
。
至
如
子
莫
執
中
、
欲
執
此
二
者
之
中
、
不
知
怎
麼
執
得
。
識
得
則
事
事

物
物
上
皆
天
然
有
箇
中
在
那
上
、
不
待
人
安
排
也
。
安
排
著
、
則
不
中
矣
。」

（
２
）「
未
發
之
中
」　
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
喜
怒
哀
樂
之
未
發
、
謂
之
中
。
發

而
皆
中
節
、謂
之
和
。
中
也
者
、天
下
之
大
本
也
。
和
也
者
、天
下
之
達
道
也
。」

注
「
喜
怒
哀
樂
、
情
也
。
其
未
發
、
則
性
也
、
無
所
偏
倚
、
故
謂
之
中
。」
未

発
の
中
は
在
中
を
意
味
す
る
。『
中
庸
或
問
』「
不
偏
不
倚
云
者
、
程
子
所
謂
在

中
之
義
、
未
發
之
前
、
無
所
偏
倚
之
名
也
。」

（
３
）「
時
中
」　
『
周
易
』
蒙
「
彖
曰
。
蒙
、
山
下
有
險
、
險
而
止
蒙
。
蒙
亨
、
以

亨
行
時
中
也
。」『
中
庸
章
句
』
第
二
章
「
仲
尼
曰
。
君
子
中
庸
、小
人
反
中
庸
。

君
子
之
中
庸
也
、君
子
而
時
中
。
小
人
之
〔
反
〕
中
庸
也
、小
人
而
無
忌
憚
也
。」

諸
本
と
も〔
反
〕字
が
無
い
。『
經
典
釋
文
』注
引
王
粛
本
に
よ
っ
て
補
う
。「
君

子
而
時
中
」に
つ
い
て
、朱
熹
は
以
下
の
注
を
付
す
。「
君
子
之
所
以
為
中
庸
者
、

以
其
有
君
子
之
徳
而
又
能
隨
時
以
處
中
也
。」 

（
４
）「
道
體
」　
「
道
の
本
体
」
の
意
。『
語
類
』
巻
一
六
、二
五
四
条
注
（
６
）
を

参
照
。『
横
渠
易
説
』
繋
辞
上
「
道
體
至
廣
、所
以
有
言
難
、有
言
易
、有
言
小
、

有
言
大
、
無
乎
不
在
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
三
「
莊
生
形
容
道
體
之
語
、
儘

有
好
處
、老
氏
谷
神
不
死
一
章
最
佳
。」邵
雍「
擊
壤
集
序
」「
性
者
道
之
形
體
也
、

性
傷
則
道
亦
從
之
矣
。
心
者
性
之
郛
廓
也
、
心
傷
則
性
亦
從
之
矣
、
身
者
心
之

區
宇
也
、
身
傷
則
心
亦
從
之
矣
。
物
者
身
之
舟
車
也
、
物
傷
則
身
亦
從
之
矣
。」

『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
中
也
者
、
天
下
之
大
本
也
。」
注
「
大
本
者
、
天
命
之

一
八
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



性
天
下
之
理
皆
由
此
出
、
道
之
體
也
。」

〔
参
考
〕

　

八
五
条
と
八
六
条
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
南
皐
（
一
八
〇
七
〜
一
八
七
九
）

『
時
庵
先
生
文
集
』
卷
八
、雜
著
「
困
勉
錄
」（『
韓
国
文
集
叢
刊
続
集
』
一
二
八
冊
）

に
「
曾
擇
之
録
。
問
。
劉
子
所
謂
天
地
之
中
、
程
子
所
謂
天
然
自
有
之
中
、
同
否
。

曰
。
天
地
之
中
、
是
未
發
之
中
。
天
然
自
有
之
中
、
是
時
中
。
問
。
然
則
天
地
之

中
、
是
指
道
體
。
天
然
自
有
之
中
、
是
指
事
物
之
理
。
曰
。
然
。
其
答
董
叔
重
之

問
、則
却
以
爲
天
地
之
中
、天
然
自
有
之
中
、只
是
一
意
、蓋
指
大
本
之
中
也
。
按
、

曾
、
董
所
聞
、
俱
在
丙
辰
丁
巳
之
間
。
既
無
初
晩
之
別
、
而
其
論
天
然
自
有
之
中
、

有
大
本
、時
中
之
不
同
。
不
知
何
所
適
從
。
然
按
中
庸
或
問
云
。
一
事
一
物
之
中
、

各
無
偏
倚
過
不
及
之
差
、
乃
時
中
之
中
、
而
非
渾
然
在
中
之
中
也
。
據
此
、
則
恐

曾
錄
爲
是
。」
と
あ
る
。「
曾
擇
之
録
」
云
々
は
本
巻
八
六
条
の
内
容
と
一
致
し
て

い
る
。
八
六
条
の
記
録
者
は
、
底
本
は
李
閎
祖
と
す
る
が
、
成
化
本
、
朝
鮮
整
版

本
は
「
祖
道
」
に
作
る
。
南
皐
が
本
条
を
曽
祖
道
録
と
す
る
の
は
成
化
本
或
い
は

朝
鮮
整
版
本
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
曾
祖
道
、
字
は
擇
之
、
記
録
は
丁
巳

（
一
一
九
七
年
）
の
も
の
と
さ
れ
る
。「
其
答
董
叔
重
之
問
」
云
々
は
本
巻
八
五
条
、

董
銖
録
を
指
す
。
董
銖
、
字
は
叔
重
、
記
録
は
丙
辰
（
一
一
九
六
年
）
の
も
の
と

さ
れ
る
。「
丙
辰
丁
巳
之
間
」
は
つ
ま
り
一
一
九
六
年
と
一
一
九
七
年
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、「
無
初
晩
之
別
」
と
い
う
。『
中
庸
或
問
』「
其
曰
。
其
慟
其
喜
、

中
固
自
若
。疑
與
程
子
所
云
言
和
則
中
在
其
中
者
相
似
。然
細
推
之
、則
程
子
之
意
、

正
謂
喜
怒
哀
樂
已
發
之
處
、
見
得
未
發
之
理
、
發
見
在
此
一
事
一
物
之
中
、
各
無

偏
倚
過
不
及
之
差
、
乃
時
中
之
中
、
而
非
渾
然
在
中
之
中
也
。」
南
皐
の
言
う
よ

う
に
、こ
こ
は「
一
事
一
物
之
中
」つ
ま
り「
天
然
自
有
之
中
」を「
已
發
之
中
」、「
時

中
」
と
す
る
。
南
皐
は
『
中
庸
或
問
』
に
基
づ
き
、
八
六
条
の
ほ
う
が
妥
当
で
あ

る
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
底
本
に
従
え
ば
、
八
六
条
の
記
録
者
李
閎
祖
の
記
録

は
、
戊
申
（
一
一
八
八
年
）
以
降
の
も
の
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
二
条
は
果
た
し

て
「
無
初
晩
之
別
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

87
条

　

問
。
以
其
理
之
一
、
故
於
物
無
不
能
知
。
以
其
稟
之
異
、
故
於
理
或
不
能
知
。

　

曰
。
氣
稟
之
偏
者
、
自
不
求
所
以
知
。
若
或
有
這
心
要
求
、
便
即
在
這
裏
。
縁

本
來
箇
仁
義
禮
智
、
人
人
同
有
、
只
被
氣
稟
物
欲
遮
了
。
然
這
箇
理
未
嘗
亡
、
才

求
便
得
。

　

又
曰
。
這
箇
便
是
難
説
。
喚
做
難
、
又
不
得
。
喚
做
易
、
又
不
得
。
喚
做
易
時
、

如
何
自
堯
舜
禹
湯
文
武
周
孔
以
後
、
如
何
更
無
一
箇
人
與
相
似
。
喚
做
難
、
又
才

知
覺
、
這
箇
理
又
便
在
這
裏
。

　

這
箇
便
須
是
要
子
細
講
究
、
須
端
的
知
得
、
做
將
去
自
容
易
。
若
不
知
得
、
雖

然
恁
地
把
捉
在
這
裏
、今
夜
捉
住
、明
朝
又
不
見
了
。
明
朝
捉
住
、後
日
又
不
見
了
。

若
知
得
到
、
許
多
蔽
翳
都
沒
了
。
如
氣
稟
物
欲
一
齊
打
破
、
便
日
日
朝
朝
、
只
恁

地
穩
穩
做
到
聖
人
地
位
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
便
即
在
這
裏
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
、
以
下
同
じ
。

○
「
便
即
在
這
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
、「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。
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○
「
然
這
箇
理
未
嘗
亡
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
、
以
下
同
じ
。

○
「
如
何
更
無
一
箇
人
與
相
似
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
更
」
を
「
㪅
」
に
作
る
、

以
下
同
じ
。

○
「
這
箇
理
又
便
在
這
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
、「
這
箇
理
」
を
「
這
個
理
」

に
作
る
。

○
「
做
將
去
自
容
易
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
は
「
將
」
を
「
将
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（『
大
学
或
問
』
の
）「
そ
の
理
が
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
物
に
お
い
て
必
ず
知
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
気
稟
が
異
な
る
か
ら
、
理
に
お
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
。」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

　

先
生
が
答
え
た
。「
生
ま
れ
つ
き
の
気
稟
の
偏
る
者
は
自
ず
と
、
知
る
手
立
て

を
求
め
よ
う
と
は
し
な
い
。
も
し
も
そ
れ
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
の
心
が
有
り
さ

え
す
れ
ば
、（
求
め
る
べ
き
理
は
）
直
ち
に
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。
本
来
、
仁
義
禮

智
は
人
々
が
と
も
に
具
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ
れ
が
気
稟
や
物
欲
に

よ
っ
て
遮
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
理
は
い
ま
だ

か
つ
て
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
求
め
さ
え
す
れ
ば
直
ち
に
得
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
。」

　

ま
た
言
わ
れ
た
。「
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
、
説
明
す
る
の
が
難
し
い
。（
理
を
求
め

る
の
が
）
難
し
い
と
言
っ
て
し
ま
う
の
も
だ
め
だ
し
、
易
し
い
と
言
っ
て
し
ま
う

の
も
や
は
り
だ
め
だ
。
易
し
い
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
、
堯
、
舜
、
禹
、
湯
王
、

文
王
、
武
王
、
周
公
、
孔
子
以
降
、
ど
う
し
て
（
そ
れ
ら
の
聖
人
と
）
似
た
人
が

一
人
と
し
て
出
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
も
し
難
し
い
と
言
っ
て
し

ま
っ
た
な
ら
ば
、
自
覚
し
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
理
は
直
ち
に
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。

　

こ
れ
（
こ
の
理
）
は
仔
細
に
考
究
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
是
非
と
も
明
確
に
知
り

得
た
な
ら
ば
、（
そ
の
理
を
）
実
践
す
る
こ
と
も
自
ず
と
容
易
に
な
る
の
だ
。
も

し
知
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
て
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
だ
つ
も
り
で

も
、
今
夜
は
し
っ
か
り
と
つ
か
む
こ
と
が
で
き
て
い
て
も
、
明
朝
に
は
ま
た
わ
か

ら
な
く
な
り
、
明
朝
に
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
だ
と
し
て
も
、
明
後
日
に
は
ま
た
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
も
し
知
る
こ
と
が
透
徹
し
た
な
ら
、
多
く
の
蔽
い
や

翳か
げ

り
が
す
べ
て
な
く
な
る
。
気
稟
や
物
欲
が
一
挙
に
打
破
さ
れ
れ
ば
、日
々
毎
朝
、

た
だ
こ
う
し
て
着
実
に
や
っ
て
い
け
ば
、
聖
人
の
地
歩
に
ま
で
も
到
達
し
得
る
の

だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
以
其
理
之
一
、
故
於
物
無
不
能
知
。
以
其
稟
之
異
、
故
於
理
或
不
能
知
」

『
大
学
或
問
』「
但
其
氣
質
有
清
濁
偏
正
之
殊
、
物
欲
有
淺
深
厚
薄
之
異
、
是
以

人
之
與
物
、
賢
之
與
愚
、
相
為
懸
絶
而
不
能
同
耳
。
以
其
理
之
同
、
故
以
一
人

之
心
而
於
天
下
萬
物
之
理
無
不
能
知
。
以
其
稟
之
異
、
故
於
其
理
或
有
所
不
能

窮
也
。」　
『
語
類
』
巻
四
、一
七
条
、
□
枅
録
（
Ⅰ59

）
に
「
是
以
先
生
於
大

學
或
問
因
謂
、
以
其
理
而
言
之
、
則
萬
物
一
原
、
固
無
人
物
貴
賤
之
殊
。
以
其

氣
而
言
之
、
則
得
其
正
且
通
者
為
人
、
得
其
偏
且
塞
者
為
物
。
是
以
或
貴
或
賤

而
有
所
不
能
齊
者
、
蓋
以
此
也
。」
と
あ
る
。

（
２
）「
若
或
有
這
心
要
求
、
便
即
在
這
裏
。」　
「
も
し
…
な
ら
ば
、
直
ち
に
…
。」

こ
の
心
に
よ
っ
て
理
を
求
め
よ
う
と
し
さ
え
す
れ
ば
、
理
は
即
座
に
こ
こ
に
あ

一
八
九
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注
（
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一
）



る
。「
便
即
」
は
、
直
ち
に
、
即
座
に
。
同
趣
旨
の
発
現
を
挙
げ
て
お
く
。『
語

類
』
巻
五
九
、一
三
三
条　

竇
從
周
録
（
Ⅳ1407

）「
放
心
、只
是
知
得
便
不
放
。

如
雞
犬
之
放
、
或
有
隔
一
宿
求
不
得
底
、
或
有
被
人
殺
終
身
求
不
得
底
。
如
心
、

則
才
知
是
放
、
則
此
心
便
在
這
裏
。」

（
３
）「
緣
本
來
箇
仁
義
禮
智
、人
人
同
有
、只
被
氣
稟
物
欲
遮
了
。」　
『
大
学
章
句
』

序
に
「
大
學
之
書
、
古
之
大
學
所
以
教
人
之
法
也
。
蓋
自
天
降
生
民
、
則
既
莫

不
與
之
以
仁
義
禮
智
之
性
矣
。
然
其
氣
質
之
稟
或
不
能
齊
、
是
以
不
能
皆
有
以

知
其
性
之
所
有
而
全
之
也
。」
と
あ
る
。

（
４
）「
只
被
氣
稟
物
欲
遮
了
」　
「
被
」
は
、
受
動
態
の
文
章
に
お
い
て
行
為
者
を

導
く
。
…
に
、
…
か
ら
（
…
さ
れ
る
、
…
ら
れ
る
）。「
氣
稟
物
欲
」
云
々
に
つ

い
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
「
明
德
者
、
人
之
所
得
乎
天
、

而
虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。
但
為
氣
稟
所
拘
、
人
欲
所
蔽
、
則

有
時
而
昏
。」

（
５
）「
然
這
箇
理
未
嘗
亡
」　
『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
「
然
其
本
體
之
明
、
則
有

未
嘗
息
者
。」　

（
６
）「
喚
做
難
、
又
不
得
」　
「
喚
」
は
、
呼
ぶ
、
称
す
る
、
言
う
。「
不
得
」

は
、
よ
く
な
い
、
い
け
な
い
。
現
代
語
の
「
不
行
」
と
同
じ
。『
語
類
』
卷

十
七
、三
一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ379

）「
直
是
到
這
裏
方
喚
做
極
是
處
、
方
喚

做
至
善
處
。」

（
７
）「
須
是
」　

必
ず
そ
う
す
べ
き
。『
宣
和
遺
事
』
後
集
「
須
是
忍
耐
強
行
、
勿

思
佗
事
。」

（
８
）「
做
將
去
自
容
易
」　

自
ず
と
容
易
に
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
。「
將
去
」

は
、
動
詞
の
後
に
つ
い
て
「
…
し
て
い
く
」
の
意
を
表
す
。

（
９
）「
恁
地
」　

こ
の
よ
う
に
。

（
10
）「
把
捉
」　

掌
握
す
る
、
し
っ
か
り
つ
か
む
。『
語
類
』
卷
十
六
、一
〇
一
条
、

曽
祖
道
録
（
Ⅱ334

）「
今
人
在
靜
處
、
非
是
此
心
要
馳
騖
、
但
把
捉
他
不
住
。」

（
11
）「
今
夜
捉
住
、明
朝
又
不
見
了
」　｢

捉
住｣

は
、し
っ
か
り
と
把
捉
す
る
。「
住
」

は
、
動
詞
の
後
ろ
に
つ
い
て
動
作
が
安
定
す
る
こ
と
を
示
す
。

（
12
）「
知
得
」　

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
13
）「
後
日
」　

現
代
語
の
「
後
天
」
に
同
じ
。
明
後
日
。　

（
14
）「
知
得
到
」　

知
り
到
れ
ば
。
知
る
こ
と
が
透
徹
す
れ
ば
。

（
15
）「
如
氣
稟
物
欲
一
齊
打
破
」　
「
一
齊
」
は
、
斉
に
、
同
時
に
、
一
挙
に
。

（
16
）「
穩
穩
」　

し
っ
か
り
と
。
穏
当
に
。
着
実
に
。

88
条

　

問
。
或
問
中
云
。
知
有
未
至
、
是
氣
稟
私
欲
所
累
。

　

曰
。
是
被
這
兩
箇
阻
障
了
、
所
以
知
識
不
明
、
見
得
道
理
不
分
曉
。
聖
人
所
以

將
格
物
致
知
教
學
者
、
只
是
要
教
你
理
會
得
這
箇
道
理
、
便
不
錯
。
一
事
上
皆
有

一
箇
理
。
當
處
事
時
、便
思
量
體
認
得
分
明
。
久
而
思
得
熟
、只
見
理
而
不
見
事
了
。

　

如
讀
聖
人
言
語
、
讀
時
研
窮
子
細
、
認
得
這
言
語
中
有
一
箇
道
理
在
裏
面
分
明
。

久
而
思
得
熟
、
只
見
理
而
不
見
聖
人
言
語
。
不
然
、
只
是
冥
行
、
都
顛
倒
錯
亂
了
。

　

且
如
漢
高
帝
做
事
、
亦
有
合
理
處
、
如
寛
仁
大
度
、
約
法
三
章
、
豈
不
是
合
理

處
甚
多
。
有
功
諸
將
、
嫚
罵
待
他
、
都
無
禮
數
、
所
以
今
日
一
人
叛
、
明
日
一
人

叛
、
以
至
以
愛
惡
易
太
子
。
如
此
全
錯
、
更
無
些
子
道
理
、
前
後
恰
似
兩
人
。
此

只
是
不
曾
真
箇
見
得
道
理
合
如
此
做
。
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中
理
底
、
是
他
天
資
高
明
、
偶
然
合
得
。
不
中
理
處
多
、
亦
無
足
怪
。
只
此
一

端
、
推
了
古
今
青
史
人
物
、
都
只
是
如
此
。

　

所
以
聖
人
教
學
者
理
會
道
理
、
要
他
真
箇
見
得
了
、
方
能
做
得
件
件
合
道
理
。

今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
。
遇
事
時
、
把
捉
教
心
定
、
子
細
體
認
、
逐
旋
捱
將

去
、
不
要
放
過
。
積
累
功
夫
日
久
、
自
然
見
這
道
理
分
曉
、
便
處
事
不
錯
、
此
與

偶
合
者
天
淵
不
同
。

　

問
去
私
欲
氣
稟
之
累
。

　

曰
。
只
得
逐
旋
戰
退
去
。
若
要
合
下
便
做
一
次
排
遣
、
無
此
理
、
亦
不
濟
得
事
。

須
是
當
事
時
子
細
思
量
、
認
得
道
理
分
明
、
自
然
勝
得
他
。
次
第
這
邊
分
明
了
、

那
邊
自
然
容
著
他
不
得
。
如
今
只
窮
理
為
上
。

　

又
問
。
客
氣
暴
怒
、
害
事
為
多
、
不
知
是
物
欲
耶
、
氣
稟
耶
。

　

曰
。
氣
稟
物
欲
亦
自
相
連
著
。
且
如
人
稟
得
性
急
、
於
事
上
所
欲
必
急
、
擧
此

一
端
、
可
以
類
推
。

　

又
曰
。
氣
稟
物
欲
、
生
來
便
有
、
要
無
不
得
、
只
逐
旋
自
去
理
會
消
磨
。
大
要

只
是
觀
得
理
分
明
、
便
勝
得
他
。　

明
作

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
に
こ
の
章
無
し
。

○
「
是
被
這
兩
箇
阻
障
了
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
便
不
錯
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
當
處
事
時
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「
䖏
」
に
作
る
。

○
「
在
裏
面
分
明
」　

成
化
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
久
而
思
得
熟
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
久
」
を
「
乆
」
に
、
成
化
本
、
朝

鮮
整
版
本
「
久
」
を
「
夂
」
に
作
る
。
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
熟
」
を
「

」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
以
至
以
愛
惡
易
太
子
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
愛
」
を
「
爱
」
に
作
る
。

○
「
如
此
全
錯
」　

萬
暦
本
「
此
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
有
功
諸
將
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
將
」
を
「
将
」
に
作
る
。

○
「
道
理
在
裏
面
分
明
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
只
是
冥
行
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
「
冥
」
を
「
㝠
」
に
作
る
。

○
「
亦
無
足
怪
。」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
「
怪
」
を
「
恠
」
に
作
る
。

○
「
更
無
些
子
道
理
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
更
」
を
「
㪅
」
に
作
る
、
以
下
同
じ
。

○「
推
了
古
今
青
史
人
物
」　

伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は「
青
」を「
靑
」に
作
る
。

○
「
要
他
真
箇
見
得
了
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
真
」
を
「
眞
」
に
作
る
。

○
「
逐
旋
捱
將
去
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は
「
捱
」
を
「
睚
」
に
作
る
。

○
「
日
久
自
然
見
這
道
理
分
曉
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
久
」
を
「
夂
」

に
作
る
。

○
「
只
得
逐
旋
戰
退
去
」　

萬
暦
本
は
「
戰
」
を
「
戦
」
に
作
る
。

○
「
那
邊
自
然
容
著
他
不
得
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
物
欲
生
來
便
有
」　

萬
暦
本
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「『
或
問
』
中
に
は
「
知
に
な
お
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
有
る
の
は
、

氣
稟
私
欲
が
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。」
と
あ
り
ま
す
が
。」

　

先
生
「
そ
れ
は
こ
の
二
つ
が
沮(

は
ば)

み
遮
ぎ
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
で
知
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識
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
道
理
を
明
晰
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
だ
。
聖
人
が
学
ぶ
者
に
格
物
致
知
を
教
え
ん
と
す
る
理
由
も
、ま
さ
に
、

あ
な
た
に
そ
の
道
理
を
理
解
さ
せ
た
い
か
ら
に
他
な
ら
ず
、
そ
う
す
れ
ば
（
物
事

に
対
処
対
応
す
る
際
に
も
）
誤
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。
一
つ
一
つ
の
事
柄
に
は
全

て
、
一
つ
の
理
が
あ
る
。
事
に
処
す
る
に
当
た
っ
て
、（
そ
の
道
理
を
）
思
索
し

体
認
す
る
な
ら
ば
、
久
し
い
後
に
は
思
慮
も
熟
し
、
た
だ
理
の
み
を
見
て
事
柄
を

見
な
い
、
と
い
う
境
地
に
ま
で
至
る
の
だ
。

　

例
え
ば
聖
人
の
言
葉
を
読
む
場
合
、
そ
れ
を
読
む
際
に
は
仔
細
に
考
究
し
、
そ

の
言
葉
の
中
に
一
つ
の
道
理
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
晰
に
認
識
す
る
。
そ
う

す
れ
ば
久
し
い
後
に
は
思
慮
も
熟
し
、
た
だ
理
だ
け
を
見
て
聖
人
の
言
葉
は
眼
中

に
な
い
よ
う
に
な
る
。
逆
に
も
し
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
、
た
だ
暗
闇
の
中
を
行
く

よ
う
な
も
の
で
、
転
倒
し
て
錯
乱
す
る
ば
か
り
な
の
だ
。

　

例
え
ば
漢
の
高
帝
の
振
る
舞
い
に
も
、
理
に
か
な
う
部
分
は
あ
る
。
例
え
ば
寛

容
仁
愛
で
度
量
が
広
く
、
法
三
章
を
約
束
し
た
点
な
ど
、
理
に
か
な
う
面
は
極
め

て
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
但
し
彼
が
、
功
績
の
あ
る
将
軍
た
ち
に
対
し
て
罵

る
よ
う
な
扱
い
を
し
、
全
く
礼
儀
も
な
く
、
そ
れ
故
に
今
日
一
人
叛
い
た
か
と
思

う
と
、明
日
も
ま
た
一
人
が
叛
く
と
い
っ
た
有
様
で
あ
り
、さ
ら
に
は
愛
憎
に
よ
っ

て
太
子
を
変
え
よ
う
と
す
る
に
ま
で
至
っ
た
。
こ
う
し
た
所
行
は
全
く
誤
っ
て
お

り
、
い
さ
さ
か
の
道
理
も
な
く
、
ま
る
で
前
後
に
別
々
の
二
人
の
人
間
が
い
る
よ

う
だ
。
そ
れ
は
彼
が
、道
理
と
し
て
こ
う
す
べ
き
だ
、と
い
う
こ
と
を
全
く
分
か
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
（
い
く
つ
か
の
振
る
舞
い
が
）
理
に
か
な
っ
た
の
も
、
彼
の
生
ま
れ
つ
き
の
資

質
が
高
く
聡
明
な
る
が
故
に
、
た
ま
た
ま
理
に
か
な
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
、
理
に

か
な
わ
な
か
っ
た
部
分
が
多
い
の
も
、
怪
し
む
に
は
足
ら
な
い
の
だ
。
た
だ
こ
の

一
端
に
よ
っ
て
、
古
今
の
歴
史
上
の
人
物
の
こ
と
を
推
し
測
っ
て
み
れ
ば
、
す
べ

て
同
様
な
の
で
あ
る
。

　

聖
人
が
学
ぶ
者
に
道
理
を
理
解
さ
せ
る
の
も
、
彼
に
真
に
分
か
ら
せ
よ
う
と
す

る
か
ら
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
学
ぶ
者
は
行
動
の

一
つ
一
つ
が
理
に
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
今
日
一
つ
に
格
り
、
明
日

ま
た
一
つ
に
格
る
。
事
柄
に
遭
遇
し
た
と
き
、（
理
を
）
掌
握
し
て
心
を
定
め
、

仔
細
に
体
認
し
、
逐
一
こ
つ
こ
つ
積
み
上
げ
て
い
く
よ
う
に
し
、
放
置
し
て
は
な

ら
な
い
。
工
夫
を
累
積
す
る
日
々
が
久
し
く
な
れ
ば
、
自
然
に
こ
の
道
理
も
明
瞭

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
す
れ
ば
事
に
処
し
て
も
誤
ら
な
く
な
る
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
た
ま
た
ま
理
に
か
な
う
の
と
は
天
淵
の
隔
た
り
が
有
る
の
だ
。」

　

私
欲
氣
稟
の
妨
げ
を
除
き
去
る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

　

先
生
「
た
だ
逐
一
、
戦
っ
て
退
け
る
ほ
か
な
い
。
も
し
直
ち
に
一
度
で
取
り
除

こ
う
と
望
む
な
ら
ば
、
そ
ん
な
道
理
は
な
い
し
、
ま
た
無
駄
な
こ
と
だ
。
是
非
と

も
事
に
当
た
っ
て
仔
細
に
思
慮
し
、
道
理
を
分
明
に
認
識
す
べ
き
で
、
そ
う
す
れ

ば
自
然
と
私
欲
氣
稟
に
も
勝
ち
得
る
の
だ
。
次
第
に
こ
ち
ら
の
道
理
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
け
ば
、
あ
ち
ら
に
お
い
て
も
私
欲
氣
稟
を
許
容
で
き
な
く
な
る
。
今
は

た
だ
、
窮
理
を
上
策
と
見
做
す
べ
き
だ
。」

　

ま
た
質
問
し
た
。「
か
ら
元
気
、
激
し
い
怒
り
は
、
事
を
害
す
る
こ
と
の
多
い

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
物
欲
な
の
で
し
ょ
う
か
、
氣
稟
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
氣
稟
と
物
欲
と
は
、
自
ず
と
関
連
し
あ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
人
の
気
稟

が
性
急
で
あ
れ
ば
、
事
柄
に
即
し
て
望
む
こ
と
も
性
急
と
な
る
。
こ
の
一
端
を
例

に
取
れ
ば
、（
他
も
）
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。」
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ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
氣
稟
も
物
欲
も
生
来
有
す
る
も
の
で
、
無
く
そ
う
と

し
て
も
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
逐
一
、
自
分
で
払
拭
し
よ
う
と
取
り
組

む
の
み
だ
。
お
お
む
ね
、
理
を
明
瞭
に
把
握
で
き
れ
ば
、
氣
稟
物
欲
に
も
う
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。」　

周
明
作
録

〔
注
〕

（
１
）「
或
問
中
云
。
知
有
未
至
、是
氣
稟
私
欲
所
累
」　

同
じ
文
章
は
現
行
の
『
大

学
或
問
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
同
趣
旨
の
内
容
と
し
て
、
前
条
で
も
引
い
た

以
下
の
一
節
が
あ
る
。『
大
学
或
問
』「
以
其
理
之
同
、
故
以
一
人
之
心
而
於
天

下
萬
物
之
理
無
不
能
知
。
以
其
稟
之
異
、
故
於
其
理
或
有
所
不
能
窮
也
。」

（
２
）「
是
被
這
兩
箇
阻
障
了
」　
「
被
」
は
、
受
動
態
の
文
章
に
お
い
て
行
為
者
を

導
く
。
…
に
、
…
か
ら
（
…
さ
れ
る
、
…
ら
れ
る
）。「
阻
障
」
は
、
さ
ま
た
げ
。

周
煇
『
淸
波
別
志
』
卷
上
「
先
是
、
貫
在
北
境
、
約
趙
良
嗣
歸
國
、
以
副
使
印

給
憑
、
令
邊
臣
不
得
阻
障
。」

（
３
）「
見
得
道
理
不
分
曉
」　
「
分
曉
」
は
、
わ
か
る
。
明
ら
か
。　

趙
彦
衛
『
雲

麓
漫
鈔
』
卷
一
「
此
尙
書
疏
義
禹
貢
之
三
江
也
、
但
說
得
不
分
曉
。」

（
４
）「
聖
人
所
以
將
格
物
致
知
教
學
者
」　
「
將
」
は
、
…
を
。

（
５
）「
只
是
要
教
你
理
會
得
這
箇
道
理
、
便
不
錯
」　

こ
こ
で
の｢

不｣

錯
」
は
、

道
理
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
得
た
後
に
は
、
事
柄
に
対
す
る
対
処
対
応
に
お
い

て
も
誤
る
こ
と
は
な
い
、
の
意
。
後
文
の
「
自
然
見
這
道
理
分
曉
、
便
處
事
不

錯
」
と
同
趣
旨
。

（
６
）「
一
事
上
皆
有
一
箇
理
」　
『
大
学
或
問
』「
方
寸
之
間
、
事
事
物
物
皆
有
定

理
矣
。」

（
７
）「
久
而
思
得
熟
、
只
見
理
而
不
見
事
了
」　

事
物
に
具
わ
っ
た
理
の
み
を
認

識
し
、
事
物
の
存
在
は
捨
象
さ
れ
る
。
本
質
そ
の
も
の
に
肉
薄
し
得
た
境
地
を

指
す
表
現
。『
朱
文
公
文
集
』
続
集
、
巻
五
「
答
李
孝
述
繼
善
問
目
」「
理
有
未

眀
、
則
見
物
而
不
見
理
。
理
無
不
盡
、
則
見
理
而
不
見
物
。
不
見
理
、
故
心
為

物
蔽
而
知
有
不
極
。
不
見
物
、
故
知
無
所
蔽
而
心
得
其
全
。」

（
８
）「
如
讀
聖
人
言
語
、
讀
時
研
窮
子
細
、
認
得
這
言
語
中
有
一
箇
道
理
在
裏
面

分
明
」　
『
語
類
』
巻
三
六
、一
二
九
条
、林
夔
孫
録
（
Ⅲ977

）
に
「
聖
人
言
語
、

只
是
發
明
這
箇
道
理
。
這
箇
道
理
、
吾
身
也
在
裏
面
、
萬
物
亦
在
裏
面
、
天
地

亦
在
裏
面
。」
と
あ
る
。

（
９
）「
只
見
理
而
不
見
聖
人
言
語
」　
『
莊
子
』
外
物
「
荃
者
所
以
在
魚
、
得
魚
而

忘
荃
。
蹄
者
所
以
在
兔
、
得
兔
而
忘
蹄
。
言
者
所
以
在
意
、
得
意
而
忘
言
。
吾

安
得
夫
忘
言
之
人
而
與
之
言
哉
。」元
、鄧
文
原
撰『
巴
西
集
』巻
上「
聖
賢
之
道
、

布
在
方
册
。
學
者
猶
可
因
言
而
求
理
。
得
理
而
忘
言
。」

（
10
）「
不
然
、
只
是
冥
行
」　
「
冥
行
」
は
、
暗
闇
の
中
を
行
く
。
転
じ
て
、
盲
目

的
に
行
動
す
る
。
時
代
は
下
る
が
、
王
守
仁
『
傳
習
錄
』
卷
上
「
世
間
有
一
種

人
、
懵
懵
懂
懂
的
任
意
去
做
、
全
不
解
思
惟
省
察
也
、
只
是
箇
冥
行
妄
作
。」

（
11
）「
如
寛
仁
大
度
」　

高
祖
の
「
寛
仁
」「
大
度
」
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
以

下
が
あ
る
。『
漢
書
』
巻
二
三
「
刑
法
志
」「
漢
興
、
高
祖
躬
神
武
之
材
、
行
寬

仁
之
厚
、
總
擥
英
雄
、
以
誅
秦
項
。」『
後
漢
書
』「
盧
芳
列
伝
」
第
二
「
觀
更

始
之
際
、
劉
氏
之
遺
恩
餘
烈
、
英
雄
豈
能
抗
之
哉
。
然
則
知
高
祖
孝
文
之
寬
仁
、

結
於
人
心
深
矣
。」
唐
、
李
翺
『
李
文
公
集
』
巻
六
「
答
皇
甫
湜
書
」「
僕
以
為

西
漢
十
一
帝
、
髙
祖
起
布
衣
、
定
天
下
、
豁
達
大
度
、
東
漢
所
不
及
。」

（
12
）「
約
法
三
章
」　
『
史
記
』
巻
八
「
高
祖
本
紀
」
元
年
「
召
諸
縣
父
老
豪
桀
曰
。
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父
老
苦
秦
苛
法
久
矣
、
誹
謗
者
族
、
偶
語
者
弃
巿
。
吾
與
諸
侯
約
、
先
入
關
者

王
之
、吾
當
王
關
中
。
與
父
老
約
、法
三
章
耳
。
殺
人
者
死
、傷
人
及
盜
抵
罪
。」

な
お
、
朱
子
が
本
条
で
、
漢
の
高
祖
の
「
寛
仁
大
度
」「
約
法
三
章
」
が
道
理

に
合
致
し
て
い
る
の
は
偶
然
だ
、
と
強
調
す
る
背
景
に
は
、
高
祖
の
「
寛
仁
」

の
為
人
や
「
約
法
三
章
」
を
挙
げ
て
、
高
祖
が
三
代
以
来
の
王
道
政
治
の
実
践

者
で
あ
る
と
評
価
し
た
陳
亮
（
字
は
同
甫
、
号
は
龍
川
）
の
存
在
が
あ
る
。
陳

亮
は
、
永
康
事
功
学
派
の
中
心
人
物
で
、
漢
唐
の
政
治
は
天
理
に
基
づ
く
王
道

政
治
で
あ
る
と
主
張
し
、
三
代
以
降
の
為
政
者
の
心
は
尽
く
人
欲
に
ま
み
れ
て

い
る
と
評
価
し
た
朱
子
に
反
対
し
て
、
淳
熙
十
一
年
（
一
一
八
四
）
か
ら
三
年

に
渉
っ
て
朱
子
と
往
復
書
翰
で
、
い
わ
ゆ
る
「
義
利
・
王
覇
」
論
争
を
交
わ
し

た
。『
陳
亮
集
（
増
訂
版
）』
巻
二
八
、
致
朱
熹
「
又
甲
辰
秋
書
」「
故
亮
以
為

漢
唐
之
君
本
領
非
不
洪
大
開
廓
、故
能
以
其
國
與
天
地
竝
立
而
人
物
頼
以
生
息
。

…
高
祖
太
宗
豈
能
心
服
於
冥
冥
乎
。
…
其
道
固
本
於
王
也
。」、『
陳
亮
集
（
増

訂
版
）』
巻
二
八
、
致
朱
熹
「
乙
巳
春
書
之
一
」「
高
祖
太
宗
…
…
愛
人
利
物
而

不
可
掩
者
、
其
本
領
宏
大
開
廓
故
也
。
故
亮
嘗
有
言
三
章
之
約
、
非
蕭
曹
之
所

能
教
、
而
定
天
下
之
亂
、
又
豈
劉
文
靖
之
所
能
發
哉
。
此
儒
者
之
所
謂
見
赤
子

入
井
之
心
也
。
其
本
領
開
廓
、
故
其
發
處
便
可
以
震
動
一
世
、
不
止
如
赤
子
入

井
時
微

不
易
擴
耳
。」

（
13
）「
有
功
諸
將
、嫚
罵
待
他
、都
無
禮
數
」　
『
史
記
』
巻
九
〇
、魏
豹
列
伝
「
今

漢
王
慢
而
侮
人
、
罵
詈
諸
侯
羣
臣
如
罵
奴
耳
、
非
有
上
下
禮
節
也
、
吾
不
忍
復

見
也
。」『
漢
書
』
巻
三
三
、
魏
豹
列
伝
「
今
漢
王
嫚
侮
人
、
罵
詈
諸
侯
羣
臣
如

奴
耳
、
非
有
上
下
禮
節
、
吾
不
忍
復
見
也
。」

（
14
）「
今
日
一
人
叛
、
明
日
一
人
叛
」　

以
下
に
例
を
挙
げ
る
。
引
用
は
い
ず
れ

も
『
漢
書
』
巻
一
下
「
高
祖
本
紀
」
下
よ
り
。「
五
年
、…
秋
七
月
、燕
王
臧
荼
反
。

…
九
月
、
…
利
幾
反
。」「
十
年
、
…
九
月
、
代
相
國
陳
豨
反
。」「
十
一
年
、
…

春
正
月
、
淮
隂
侯
韓
信
謀
反
。
…
三
月
、
梁
王
彭
越
謀
反
。
…
秋
七
月
、
淮
南

王
布
反
。」

（
15
）「
以
至
以
愛
惡
易
太
子
」　

高
祖
は
即
位
二
年
に
呂
后
と
の
間
に
生
ま
れ
た

子
を
太
子
に
立
て
た
。
こ
れ
が
後
の
恵
帝
で
あ
る
。
従
っ
て
高
祖
に
よ
る
太
子

に
対
す
廃
立
は
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
高
祖
は
し
ば
し
ば
、
太
子
を

廃
し
て
戚
夫
人
の
生
ん
だ
趙
王
如
意
を
立
て
よ
う
と
し
た
。『
漢
書
』
巻
一
上

「
高
祖
本
紀
」
上
、
二
年
六
月
「
壬
午
、
立
太
子
。」『
漢
書
』
巻
二
「
惠
帝
本

紀
」「
孝
惠
皇
帝
、
高
祖
太
子
也
。
母
曰
呂
皇
后
。
…
二
年
立
爲
太
子
。」『
漢

書
』
巻
四
〇
「
張
良
」「
上
欲
廢
太
子
、
立
戚
夫
人
子
趙
王
如
意
。
大
臣
多
爭
、

未
能
得
堅
決
也
。
呂
后
恐
、
不
知
所
為
。
或
謂
呂
后
曰
。
留
侯
善
畫
計
、
上
信

用
之
。
呂
后
乃
使
建
成
侯
呂
澤
劫
良
、
曰
。
君
常
為
上
謀
臣
、
今
上
日
欲
易
太

子
、
君
安
得
高
枕
而
臥
。
良
曰
。
始
上
數
在
急
困
之
中
、
幸
用
臣
策
。
今
天
下

安
定
、
以
愛
欲
易
太
子
、
骨
肉
之
間
、
雖
臣
等
百
人
何
益
。」『
漢
書
』
巻
四
三

「
叔
孫
通 

」「
十
二
年
、
高
帝
欲
以
趙
王
如
意
易
太
子
。
通
諫
曰
。
…
」

（
16
）「
此
只
是
不
曾
真
箇
見
得
道
理
合
如
此
做
」　
「
真
箇
」
は
、
真
に
、
本
当
に
。

（
17
）「
中
理
者
底
、
是
他
天
資
高
明
、
偶
然
合
得
。
不
中
理
處
多
、
亦
無
足
怪
」

　

こ
の
部
分
の
朱
子
の
主
張
も
、
本
条
の
注
で
触
れ
た
「
義
利
・
王
覇
」
論
争

で
の
陳
亮
に
対
す
る
朱
子
の
反
論
を
踏
ま
え
て
い
る
。朱
子
は
陳
亮
に
対
し
て
、

漢
唐
の
統
治
は
結
果
と
し
て
天
理
に
「
暗
合
」
し
た
部
分
が
あ
っ
た
だ
け
で
、

全
体
と
し
て
は
理
に
合
致
す
る
面
よ
り
も
理
に
背
く
面
の
方
が
多
く
、
漢
唐
の

統
治
者
の
心
は
人
欲
ま
み
れ
で
、
堯
舜
や
三
代
の
聖
王
と
同
列
に
語
る
こ
と
は
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で
き
な
い
と
応
じ
て
陳
亮
に
反
対
し
た
。『
朱
文
公
文
集
』巻
三
六
、答
陳
同
甫
、

第
八
書
「
然
自
孟
子
既
没
、
而
世
不
復
知
有
此
學
。
一
時
英
雄
豪
傑
之
士
、
或

以
資
質
之
美
、
計
慮
之
精
、
一
言
一
行
偶
合
於
道
者
、
葢
亦
有
之
。
而
其
所
以

為
之
田
地
根
本
者
、
則
固
未
免
乎
利
欲
之
私
也
。」
同
、「
故
漢
唐
之
君
雖
或
不

能
無
暗
合
之
時
、
而
其
全
體
、
却
只
在
利
欲
上
。
此
其
所
以
堯
舜
三
代
、
自
堯

舜
三
代
、漢
祖
唐
宗
、自
漢
祖
唐
宗
、終
不
能
合
而
為
一
也
。
…
且
如
約
法
三
章
、

固
善
矣
。
而
卒
不
能
除
三
族
之
令
、一
時
功
臣
無
不
夷
滅
。
除
亂
之
志
固
善
矣
、

而
不
免
竊
取
宮
人
私
侍
其
父
、
其
他
亂
倫
逆
理
之
事
、
往
往
皆
身
犯
之
。
葢
舉

其
始
終
而
言
、
其
合
於
義
理
者
常
少
、
而
其
不
合
者
常
多
。
合
於
義
理
者
常
小
、

而
其
不
合
者
常
大
。」
以
上
の
よ
う
に
、
朱
子
は
高
祖
の
政
治
的
功
績
を
部
分

的
に
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
は
高
祖
の
「
天
資
」
が
優
れ
て
い
た
た
め
偶
然
天
理

に
合
致
し
た
結
果
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
の
は
、
本
条
の
主
張
と
重
な
る
。

（
18
）「
古
今
青
史
人
物
」　
「
青
史
」
は
、
史
書
。

（
19
）「
方
能
做
得
件
件
合
道
理
。」　
「
方
能
」
そ
れ
で
初
め
て
。

（
20
）「
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
或
問
。
格

物
、
須
物
物
格
之
、
還
只
格
一
物
而
萬
理
皆
知
。
曰
。
怎
生
便
會
該
通
。
若
只

格
一
物
便
通
衆
理
、
雖
顏
子
、
亦
不
敢
如
此
道
。
須
是
今
日
格
一
件
、
明
日
又

格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脱
然
自
有
貫
通
處
。」

（
21
）「
逐
旋
捱
將
去
」　
「
逐
旋
」
は
、逐
一
。「
捱
」
は
、こ
つ
こ
つ
積
み
上
げ
る
、

つ
き
つ
め
る
。『
語
類
』
巻
一
〇
、四
八
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅰ-167

）「
讀
書
是

格
物
一
事
。
今
且
須
逐
段
子
細
玩
味
、
反
來
覆
去
、
或
一
日
、
或
兩
日
、
只
看

一
段
、則
這
一
段
便
是
我
底
。
脚
踏
這
一
段
了
、又
看
第
二
段
。
如
此
逐
旋
捱
去
、

捱
得
多
後
、
却
見
頭
頭
道
理
都
到
。」『
語
類
』
巻
一
四
、二
九
条
、
黄
幹
録
（
Ⅰ

253

）「
讀
大
學
、
且
逐
段
捱
。」

（
22
）「
此
與
偶
合
者
天
淵
不
同
」　
「
偶
合
者
」は
上
述
の
漢
高
祖
を
指
す
。「
天
淵
」

は
、
高
天
と
深
淵
。「
天
淵
不
同
」
は
、
天
地
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
。

（
23
）「
問
去
私
欲
、氣
稟
之
累
。」　
『
語
類
』
巻
一
六
、一
〇
〇
条
、錢
木
之
録
（
Ⅱ

334

）「
人
須
是
埽
去
氣
稟
私
欲
、
使
胸
次
虛
靈
洞
徹
。」

（
24
）「
只
得
逐
旋
戰
退
去
」　
「
只
得
」
は
、
…
す
る
ほ
か
な
い
。

（
25
）「
若
要
合
下
便
做
一
次
排
遣
」　

も
し
直
ち
に
一
度
で
取
り
除
こ
う
と
す
る

な
ら
ば
。「
合
下
」
は
、
す
ぐ
に
、
直
ち
に
。「
一
次
」
は
、
一
度
で
、
一
回
で
。

「
排
遣
」
は
、
排
除
す
る
、
取
り
除
く
。

（
26
）「
亦
不
濟
得
事
」　
「
不
濟
得
事
」
は
「
不
濟
事
」
と
同
じ
で
、
だ
め
だ
、
役

に
立
た
な
い
。

（
27
）「
須
是
當
事
時
子
細
思
量
、
認
得
道
理
分
明
」　
『
語
類
』
巻
四
一
、一
四
条
、

周
明
作
録
（
Ⅲ1043

）
に
「
不
若
日
用
間
只
就
事
上
子
細
思
量
體
認
、
那
箇

是
天
理
、
那
箇
是
人
欲
。
著
力
除
去
了
私
底
、
不
要
做
、
一
味
就
理
上
去
做
、

次
第
漸
漸
見
得
、
道
理
自
然
純
熟
、
仁
亦
可
見
。」

（
28
）「
次
第
這
邊
分
明
了
」　
「
次
第
」
は
、
次
第
に
、
順
次
。

（
29
）「
那
邊
自
然
容
著
他
不
得
」　
「
他
」
は
前
文
に
い
う
「
私
欲
氣
稟
之
累
」
を

指
す
。「
容
」
は
、
容
れ
る
、
許
容
す
る
。「
著
」
は
、
動
詞
の
後
に
つ
い
て
動

作
の
持
続
を
表
す
。

（
30
）「
客
氣
暴
怒
、害
事
為
多
」　
「
客
気
」
は
、か
ら
元
気
、虚
勢
。「
暴
怒
」
は
、

激
し
い
怒
り
、
大
い
に
怒
る
こ
と
。

（
31
）「
只
逐
旋
自
去
理
會
消
磨
」　
「
去
」
は
、
…
し
よ
う
と
す
る
。
動
詞
の
前
に

つ
い
て
意
志
を
表
す
。
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（
32
）「
大
要
只
是
觀
得
理
分
明
、
便
勝
得
他
」　
「
大
要
」
は
、
お
お
む
ね
。

89
条

　

問
。
或
考
之
事
為
之
著
、
或
察
之
念
慮
之
微
。
看
來
關
於
事
為
者
、
不
外
乎
念

慮
。
而
入
於
念
慮
者
、
往
往
皆
是
事
為
。
此
分
為
二
項
、
意
如
何
。

　

曰
。
固
是
都
相
關
。
然
也
有
做
在
外
底
、
也
有
念
慮
方
動
底
。
念
慮
方
動
、
便

須
辨
別
那
箇
是
正
、
那
箇
是
不
正
。
這
只
就
始
末
上
大
約
如
此
説
。

　

問
。
只
就
著
與
微
上
看
。

　

曰
。
有
箇
顯
、
有
箇
微
。

　

問
。
所
藉
以
為
從
事
之
實
者
、
初
不
外
乎
人
生
日
用
之
近
。
其
所
以
為
精
微
要

妙
不
可
測
度
者
、
則
在
乎
真
積
力
久
、
默
識
心
通
之
中
。
是
乃
夫
子
所
謂
下
學
而

上
達
者
。

　

曰
。
只
是
眼
前
切
近
起
居
飲
食
、
君
臣
父
子
兄
弟
夬
婦
朋
友
處
、
便
是
這
道
理
。

只
就
近
處
行
到
熟
處
、
見
得
自
高
。

　

有
人
説
、
只
且
據
眼
前
這
近
處
行
、
便
是
了
。
這
便
成
苟
簡
卑
下
。
又
有
人
説
、

掉
了
這
箇
、
上
面
自
有
一
箇
道
理
。
亦
不
是
、
下
梢
只
是
謾
人
。
聖
人
便
只
説
下

學
上
達
、
即
這
箇
便
是
道
理
、
別
更
那
有
道
理
。
只
是
這
箇
熟
處
、
自
見
精
微
。

　

又
曰
。
堯
舜
之
道
、
孝
弟
而
已
矣
。
亦
只
是
就
近
處
做
得
熱
、
便
是
堯
舜
。
聖

人
與
庸
凡
之
分
、
只
是
箇
熟
與
不
熟
。
庖
丁
解
牛
、
莫
不
中
節
。
古
之
善
書
者
、

亦
造
神
妙
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
看
來
關
於
事
為
者
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
關
」
を
「
関
」
に
作
る
。
以

下
同
じ
。

○
「
此
分
為
二
項
」　

萬
暦
本
は
、和
刻
本
「
此
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
那
箇
是
不
正
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
或
考
之
事
為
之
著
」　

成
化
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、

朝
鮮
整
版
本
は
「
為
」
を
「
爲
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
其
所
以
為
精
微
」　

呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
精
」
を
「
精
」

に
作
る
。

○「
便
須
辨
別
那
箇
是
正
」　

朝
鮮
整
版
本
は「
便
」を「

」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
則
在
乎
真
積
力
久
」　

成
化
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

朝
鮮
古
写
本
は
「
真
」
を
「
眞
」
に
作
る
。
萬
暦
本
、成
化
本
、和
刻
本
は
「
久
」

を
「
乆
」
に
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
久
」
を
「
夂
」
に
作
る
。

○
「
只
是
眼
前
切
近
起
居
飲
食
」　

呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
飲
」

を
「
飮
」
に
作
る
。

○
「
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
朋
友
處
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
「
處
」
を
「
䖏
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
只
就
近
處
行
到
熟
處
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
「
熟
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
即
這
箇
便
是
道
理
」　

呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
即
」
を
「
卽
」

に
作
る
。

○
「
上
面
自
有
一
箇
道
理
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
下
梢
只
是
謾
人
」　

和
刻
本
は
「
梢
」
を
「
稍
」
に
作
る
。 一
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○
「
別
更
那
有
道
理
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
更
」
を
「
㪅
」
に
作
る
、
以
下
同
じ
。

○
「
莫
不
中
節
」　

成
化
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
節
」

を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「（『
大
学
或
問
』
に
は
）「
或
い
は
行
為
と
し
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ

た
も
の
を
対
象
と
し
て
考
察
し
、
或
い
は
念
慮
と
い
う
微
か
な
萌
し
を
対
象
と
し

て
考
察
す
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
思
う
に
行
為
に
関
す
る
も
の
は
、
念
慮
を
さ
し

お
い
て
は
有
り
ま
せ
ん
し
、
念
慮
の
対
象
と
な
る
の
は
、
往
々
に
し
て
み
な
行
為

で
す
。
然
る
に
こ
こ
で
（
行
為
と
念
慮
を
）
二
項
目
に
分
け
て
い
る
の
は
、
ど
う

い
う
意
図
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
も
と
よ
り
す
べ
て
関
わ
り
合
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
ま
た
行
為
と
し
て

外
面
に
現
れ
る
も
の
も
あ
る
し
、
念
慮
と
し
て
わ
ず
か
に
動
き
出
す
も
の
も
あ
る

の
だ
。
念
慮
が
わ
ず
か
に
動
き
出
し
た
際
に
は
是
非
と
も
、
そ
の
う
ち
の
ど
れ
が

正
し
く
ど
れ
が
正
し
く
な
い
の
か
を
、
直
ち
に
弁
別
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
た

だ
始
ま
り
と
終
わ
り
（
念
慮
の
萌
し
と
し
て
始
ま
り
、
具
体
的
行
為
と
し
て
結
果

す
る
ま
で
）
に
つ
い
て
、
お
お
ま
か
に
こ
う
述
べ
た
も
の
な
の
だ
。」

  

質
問
「
要
す
る
に
著
わ
な
も
の
と
微
か
な
も
の
と
に
即
し
て
見
る
、
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
ね
。」

　

先
生
「
著
わ
な
も
の
も
有
れ
ば
微
か
な
も
の
も
有
る
、
と
い
う
こ
と
だ
」

　

質
問
「（
格
物
窮
理
の
）
実
践
に
際
し
て
着
手
す
る
所
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
卑
近
な
事
柄
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し(

格
物
窮

理
の
対
象
た
る
理
の)

精
細
に
し
て
微
妙
で
あ
り
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
所
は
、

真
摯
な
努
力
を
積
む
こ
と
が
久
し
く
、
暗
黙
の
内
に
識
り
心
中
に
通
暁
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
が
孔
夫
子
の
言
う
「
下
学
し
て
上
達

す
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
た
だ
眼
前
の
起
居
飲
食
、
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
朋
友
と
い
っ
た
切
実
卑

近
な
と
こ
ろ
こ
そ
が
、
こ
の
道
理
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
近
い
と
こ
ろ
か
ら
熟
し

た
と
こ
ろ
に
ま
で
到
達
す
れ
ば
、
自
ず
と
高
い
と
こ
ろ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

あ
る
人
は
、た
だ
と
り
あ
え
ず
眼
前
の
卑
近
な
事
柄
に
即
し
て
や
っ
て
い
け
ば
、

そ
れ
で
い
い
の
だ
、
と
言
う
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
い
い
加
減
で
浅
薄
、
と
い
う

結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
あ
る
人
は
、
こ
れ
（
眼
前
卑
近
な
事
柄
）
を
取

り
払
え
ば
、
そ
の
一
層
上
に
は
自
ず
と
一
箇
の
道
理
が
あ
る
の
だ
、
と
言
う
。
こ

れ
も
ま
た
正
し
く
は
な
く
、
結
局
は
人
を
欺
く
も
の
で
し
か
な
い
。
聖
人
が
た
だ

「
下
学
し
て
上
達
す
」
と
言
っ
た
の
は
、
た
だ
こ
こ
（
眼
前
卑
近
な
事
柄
）
に
即

し
て
道
理
が
有
る
、
と
い
う
意
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
一
体
ど
こ
に
道
理
が
有

る
と
い
う
の
だ
。
た
だ
こ
う
し
て
純
熟
す
れ
ば
、
自
ず
か
ら
精
微
な
る
と
こ
ろ
を

得
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。」

　

ま
た
言
わ
れ
た
。「
堯
舜
の
道
は
、
孝
弟
に
他
な
ら
な
い
。」
こ
れ
も
ま
た
、
た

だ
卑
近
な
と
こ
ろ
に
お
け
る
実
践
が
純
熟
し
た
の
が
堯
舜
に
他
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
だ
。
聖
人
と
凡
庸
と
の
分
か
れ
目
は
、
熟
と
不
熟
に
他
な
ら
な
い
。
か
の

庖
丁
に
よ
る
牛
の
解
体
に
お
い
て
も
、
そ
の
包
丁
さ
ば
き
の
全
て
が
リ
ズ
ミ
カ
ル

で
あ
っ
た
。
古
の
能
書
家
も
ま
た
、
神
妙
の
域
に
到
達
し
て
い
た
。（
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
熟
の
極
み
で
あ
る
、）」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

一
九
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（
１
）「
或
考
之
事
為
之
著
、或
察
之
念
慮
之
微
」　
『
大
学
或
問
』「
若
其
用
力
之
方
、

則
或
考
之
事
為
之
著
、
或
察
之
念
慮
之
微
、
或
求
之
文
字
之
中
、
或
索
之
講
論

之
際
、
使
於
身
心
性
情
之
德
、
人
倫
日
用
之
常
、
以
至
天
地
鬼
神
之
變
、
鳥
獸

草
木
之
宜
、
自
其
一
物
之
中
、
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
、
與
其
所
以

然
而
不
可
易
者
、
必
其
表
裏
精
粗
、
無
所
不
盡
、
而
又
益
推
其
類
以
通
之
。」

（
２
）「
看
來
關
於
事
為
者
」　
「
看
來
」
は
、
思
う
に
。

（
３
）「
念
慮
方
動
、便
須
辨
別
那
箇
是
正
、那
箇
是
不
正
」　
「
方
」
は
、わ
ず
か
に
。

「
那
箇
」
は
、
ど
れ
。
こ
こ
で
の
「
那
」
は
、
現
代
語
の
「
哪
」
と
同
じ
。
念

慮
の
萌
し
に
お
け
る
是
非
の
弁
別
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻

九
四
、一
四
二
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅵ2394
）「
濓
溪
言
、
誠
無
為
、
幾
善
惡
。
…

幾
有
善
惡
之
分
、
於
此
之
時
、
宜
當
窮
察
識
得
是
非
。」「
誠
無
為
、
幾
善
惡
」

は
周
敦
頤
『
通
書
』「
誠
幾
德
」
の
語
。
そ
の
朱
注
に
「
幾
者
動
之
微
、
善
惡

之
所
由
分
也
。
蓋
動
於
人
心
之
微
、
則
天
理
固
當
發
見
、
而
人
欲
亦
巳
萌
乎
其

間
矣
。」
と
あ
る
。「
念
慮
」
は
思
慮
。
明
王
守
仁
『
傳
習
錄
』
卷
下
「
文
公
格

物
之
說
、
只
是
少
頭
腦
、
如
所
謂
察
之
於
念
慮
之
微
。」

（
４
）「
這
只
就
始
末
上
大
約
如
此
説
」　
「
始
末
」
は
、
始
ま
り
と
終
わ
り
。「
大

約
」
は
、
概
略
的
に
、
お
お
ま
か
に
。「
念
慮
之
微
」
と
は
、
善
念
に
せ
よ
悪

念
に
せ
よ
、念
慮
が
わ
ず
か
に
萌
し
始
め
た
最
初
の
状
態
を
指
し
、「
事
為
之
著
」

と
は
、
そ
の
念
慮
が
最
終
的
に
、
具
体
的
行
為
行
動
と
し
て
顕
在
化
し
た
状
態

を
指
す
。
こ
の
両
者
の
関
係
を
「
始
末
」
と
表
現
し
た
も
の
。
な
お
以
下
を
参

照
。『
朱
文
公
文
集
』
続
集
、
巻
五
「
答
李
孝
述
繼
善
問
目
」「
或
問
云
、
或
考

之
事
為
之
著
、
或
察
之
念
慮
之
微
。
孝
述
竊
謂
、
事
為
是
身
之
所
履
、
善
行
之

著
處
、
念
慮
是
心
之
所
發
、
善
端
之
萌
處
。」

（
５
）「
所
藉
以
為
從
事
之
實
者
」　
「
從
事
」
は
、
事
柄
に
取
り
組
む
。『
詩
経
』

小
雅　

十
月
之
交
「
黽
勉
從
事
、
不
敢
告
勞
。」

（
６
）「
其
所
以
為
精
微
要
妙
不
可
測
度
者
、
則
在
乎
真
積
力
久
、
默
識
心
通
之
中
」

　
『
大
学
或
問
』「
是
以
聖
人
設
敎
、
使
人
默
識
此
心
之
靈
而
存
之
於
端
莊
靜
一

之
中
、
以
為
窮
理
之
本
。
使
人
知
有
衆
理
之
妙
而
窮
之
於
學
問
思
辨
之
際
、
以

致
盡
心
之
功
。
巨
細
相
涵
、
動
靜
交
養
、
初
未
嘗
有
内
外
精
粗
之
擇
。
及
其

眞
積
力
久
而
豁
然
貫
通
焉
、
則
亦
有
以
知
其
渾
然
一
致
而
果
無
内
外
精
粗
之
可

言
矣
。」
な
お
以
下
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
改
訂
前
の
『
大
学
或
問
』
は
本
条
の

言
及
に
よ
り
近
い
形
で
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻

五
七
「
答
陳
安
卿
」
第
一
書
「（
陳
淳
問
）
格
物
章
或
問
云
。
其
所
以
精
微
要

妙
不
可
測
度
者
、
乃
在
其
真
積
力
久
、
心
通
黙
識
之
中
。
此
句
曉
之
未
詳
。（
朱

熹
答
）
此
處
細
看
、
當
時
下
語
不
精
。
今
已
改
定
。」「
答
陳
安
卿
」
第
一
書
は

紹
熙
三
年
辛
亥
一
一
九
一
、
朱
熹
六
十
二
歳
に
繫
年
さ
れ
て
い
る
（
陳
来
『
朱

熹
書
信
編
年
考
証　

増
訂
本
』
三
四
三
頁
）。
本
条
の
記
録
者
葉
賀
孫
は
辛
亥

（
一
一
九
一
、
朱
熹
六
十
二
歳
）
以
後
所
聞
で
、
そ
の
師
事
期
は
四
次
に
わ
た

る
こ
と
が
考
証
さ
れ
て
い
る
が
（
田
中
謙
二
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
二
一
九

頁
）、こ
こ
で
葉
賀
孫
は
改
訂
前
の
『
大
学
或
問
』
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
精
微
要
妙
」
は
ｍ
精
細
に
し
て
微
妙
で
あ
る
。「
真
積
力
久
」
は
、
真
摯
な
努

力
を
長
ら
く
積
み
重
ね
る
。「
默
識
心
通
」
は
、
暗
黙
裏
に
識
り
心
中
に
通
暁

す
る
。「
識
黙
」
は
『
論
語
』
に
典
拠
を
持
つ
。『
論
語
』「
述
而
」「
子
曰
。
默

而
識
之
、
學
而
不
厭
、
誨
人
不
倦
、
何
有
於
我
哉
。」
朱
注
「
識
、
記
也
。
黙

識
謂
不
言
而
存
諸
心
也
。
一
説
、
識
知
也
。
不
言
而
心
解
也
。
前
説
近
是
。」

（
７
）「
是
乃
夫
子
所
謂
下
學
而
上
達
者
」　
『
論
語
』「
憲
問
」「
子
曰
。
莫
我
知
也
夫
。
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子
貢
曰
。
何
為
其
莫
知
子
也
。
子
曰
。
不
怨
天
、
不
尤
人
、
下
學
而
上
達
。
知

我
者
其
天
乎
。」
朱
注
「
程
子
曰
。
…
又
曰
。
學
者
須
守
下
學
上
達
之
語
、
乃

學
之
要
。
葢
凡
下
學
人
事
、
便
是
上
達
天
理
。」『
論
語
或
問
』 「
曰
。
下
學
而

上
達
者
、
言
始
也
下
學
而
卒
之
上
達
云
爾
。
今
程
子
以
為
下
學
人
事
、
便
是
上

達
天
理
、
何
耶
。
曰
。
學
者
學
夫
人
事
、
形
而
下
者
也
。
而
其
事
之
理
、
則
固

天
之
理
也
、
形
而
上
者
也
。
學
是
事
而
通
其
理
、
即
夫
形
而
下
者
而
得
其
形
而

上
者
焉
。
非
達
天
理
而
何
哉
。」
な
お
〔
参
考
〕
を
参
照
の
こ
と
。

（
８
）「
君
臣
父
子
兄
弟
夬
婦
朋
友
」　

所
謂
五
倫
を
指
す
。『
孟
子
』「
滕
文
公
」上「
人

之
有
道
也
、
飽
食
煖
衣
、
逸
居
而
無
教
、
則
近
於
禽
獸
。
聖
人
有
憂
之
、
使
契

為
司
徒
、
教
以
人
倫
。
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、
朋

友
有
信
。」

（
９
）「
便
是
了
」　

そ
れ
で
お
し
ま
い
。
そ
れ
で
よ
い
。

（
10
）「
這
便
成
苟
簡
卑
下
」　
「
苟
簡
」
は
、草
率
簡
略
、い
い
加
減
。「
卑
下
」
は
、

卑
浅
、
浅
薄
。

（
11
）「
掉
了
這
箇
、上
面
自
有
一
箇
道
理
」　
「
掉
」
は
、取
り
払
う
。「
這
箇
」
は
、

こ
こ
で
は
前
文
に
い
う
「
人
生
日
用
之
近
」「
眼
前
切
近
起
居
飲
食
、
君
臣
父

子
兄
弟
夬
婦
朋
友
處
」
を
指
す
。
眼
前
日
常
卑
近
な
事
柄
に
即
し
た
窮
理
を
さ

し
お
い
て
直
ち
に
理
に
到
達
で
き
る
と
す
る
立
場
を
指
す
。

（
12
）「
下
梢
只
是
謾
人
」　
「
下
梢
」
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
。「
謾
」
は
、
欺
く
。

だ
ま
す
。

（
13
）「
別
更
那
有
道
理
」「
那
」
は
、ど
う
し
て
、反
語
。
現
代
語
の
「
哪
」
と
同
じ
。

（
14
）「
堯
舜
之
道
、
孝
弟
而
已
矣
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
下
「
堯
舜
之
道
、
孝
弟

而
已
矣
。
子
服
堯
之
服
、
誦
堯
之
言
、
行
堯
之
行
、
是
堯
而
已
矣
。
子
服
桀
之

服
、
誦
桀
之
言
、
行
桀
之
行
、
是
桀
而
已
矣
。」

（
15
）「
亦
只
是
就
近
處
做
得
熱
、
便
是
堯
舜
」　

舜
が
卑
近
な
言
葉
に
も
耳
を
傾

け
た
こ
と
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
中
庸
章
句
』
六
章
「
子
曰
。
舜
其
大

知
也
與
。
舜
好
問
而
好
察
邇
言
。
隠
惡
而
揚
善
、
執
其
兩
端
、
用
其
中
於
民
。

其
斯
以
為
舜
乎
。」
朱
注
「
邇
言
者
、
淺
近
之
言
、
猶
必
察
焉
。
其
無
遺
善
、

可
知
。」

（
16
）「
庖
丁
解
牛
、
莫
不
中
節
」　
『
莊
子
』「
養
生
主
」「
庖
丁
為
文
惠
君
解
牛
、

…
奏
刀
騞
然
、
莫
不
中
音
。
…
文
惠
君
曰
。
譆
、
善
哉
、
技
蓋
至
此
乎
。
庖
丁

釋
刀
對
曰
。
臣
之
所
好
者
道
也
、
進
乎
技
矣
。
始
臣
之
解
牛
之
時
、
所
見
無
非

全
牛
者
。
三
年
之
後
、
未
嘗
見
全
牛
也
。
方
今
之
時
、
臣
以
神
遇
而
不
以
目
視
、

官
知
止
而
神
欲
行
、
依
乎
天
理
。」『
荘
子
』
本
文
の
「
奏
刀
騞
然
、
莫
不
中

音
」
の
部
分
に
対
し
て
郭
象
は
「
既
適
牛
理
、
又
合
音
節
」
の
注
を
附
し
て
い

る
。
そ
こ
で
『
語
類
』
本
文
に
い
う
「
莫
不
中
節
」
の
「
節
」
も
こ
こ
で
は
「
音

節
」
の
意
に
解
釈
し
た
。
因
み
に
『
語
類
』
巻
六
七
、三
六
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅴ

1653

）
に
も
「
庖
丁
解
牛
、
固
是
奏
刀
騞
然
、
莫
不
中
節
。」
の
言
及
が
あ
る
。

（
17
）「
古
之
善
書
者
、
亦
造
神
妙
」　
「
善
書
」
は
、
能
書
。『
書
譜
』「
心
不
厭
精
、

手
不
忌
熟
、
若
運
用
盡
於
精
熟
、
規
矩
闇
於
胸
襟
、
自
然
容
與
徘
徊
、
意
先
筆

後
、
瀟
灑
流
落
、
翰
逸
神
飛
。
亦
猶
宏
羊
之
心
、
預
乎
無
際
。
庖
丁
之
目
、
不

見
全
牛
。」

〔
参
考
〕

　
「
下
學
而
上
達
」
に
つ
い
て
は
注
で
触
れ
た
よ
う
に
、
程
朱
は
「
下
學
人
事
、

上
達
天
理
」
と
解
釈
す
る
が
、
陳
亮
は
下
学
上
達
の
対
象
を
い
ず
れ
も
形
而
下
の

一
九
九
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こ
と
と
す
る
。
陳
亮
の
『
論
語
發
題
』
に
「
論
語
一
書
、
無
非
下
學
之
事
也
。
學

者
求
其
上
達
之
説
而
不
得
、
則
取
其
言
之
若
微
妙
者
玩
索
之
、
意
生
見
長
、
又
從

而
為
之
辭
曰
。
此
精
也
、
彼
特
其
粗
耳
。
此
所
以
終
身
讀
之
、
卒
墮
於
榛
莽
之
中
、

而
猶
自
謂
其
有
得
也
。
夫
道
之
在
天
下
、
無
本
末
、
無
内
外
。
聖
人
之
言
、
烏
有

舉
其
一
而
遺
其
一
者
乎
。
舉
其
一
而
遺
其
一
、
是
聖
人
猶
與
道
為
二
也
。
然
則
論

語
之
書
、
若
之
何
而
讀
之
。
曰
、
用
明
於
心
、
汲
汲
於
下
學
、
而
求
其
心
之
所
同

然
者
、
功
深
力
到
、
則
他
日
之
上
達
、
無
非
今
日
之
下
學
也
。
於
是
而
讀
論
語
之

書
、
必
知
通
體
而
好
之
矣
。 

尤
其
是
這
兩
句
、 

然
則
論
語
之
書
、
若
之
何
而
讀

之
、
曰
用
明
於
心
、
汲
汲
於
下
學
、
而
求
其
心
之
所
同
然
者
、
功
深
力
到
、
則
他

日
之
上
達
、無
非
今
日
之
下
學
也
。
於
是
而
讀
論
語
之
書
、必
知
通
體
而
好
之
矣
。」

と
あ
り
、福
谷
彬
氏
は
『
南
宋
道
学
の
展
開
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）
の
中
で
、

「
陳
亮
は
、「
学
ぶ
者
」
に
あ
り
が
ち
な
こ
と
と
し
て
、『
論
語
』
に
「
上
達
の
説
」

を
求
め
、
こ
れ
を
解
釈
し
て
精
妙
な
も
の
に
仕
立
て
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
と

言
い
、そ
う
し
た
態
度
に
反
対
す
る
。
こ
れ
は
「
上
達
」
を
「
天
理
に
上
達
す
る
」

こ
と
と
解
し
、
日
常
の
人
倫
を
説
く
こ
と
が
多
い
『
論
語
』
を
形
而
上
学
的
に
解

釈
す
る
傾
向
の
あ
る
程
頤
の
よ
う
な
立
場
を
念
頭
に
置
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
陳
亮
は
、ひ
た
す
ら
「
下
學
」
し
て
、「
人
心
の
同
じ
く
す
る
所
」
を
求
め
、

そ
れ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
今
日
「
下
學
」
し
た
こ
と
が
、
将
来
「
上
達
」
す
る

の
だ
と
理
解
す
る
。
こ
こ
で
も
陳
亮
は
、「
孟
子
發
題
」
と
同
じ
く
「
人
心
の
同

じ
く
す
る
所
」
を
重
視
す
る
。
そ
し
て
、
形
而
下
か
ら
形
而
上
へ
、
と
う
い
う
程

頤
的
な
思
索
の
発
展
の
方
向
性
を
否
定
し
、「
上
達
」
を
飽
く
ま
で
も
形
而
下
的

な
実
践
と
し
て
の
「
下
學
」
の
蓄
積
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。「
道
」
に
「
本
末
」「
内

外
」
は
な
い
、
と
い
う
語
自
体
は
、
道
学
の
常
套
句
で
あ
る
が
、
以
上
の
文
脈
か

ら
。
陳
亮
は
眼
前
の
形
而
下
的
世
界
に
「
道
」
を
見
出
す
べ
き
と
説
い
て
い
る
の

で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

90
条

　

問
。
或
問
云
。
天
地
鬼
神
之
變
、
鳥
獸
草
木
之
宜
、
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而

不
容
已
。
所
謂
不
容
已
、
是
如
何
。

　

曰
。
春
生
了
便
秋
殺
、
他
住
不
得
。
陰
極
了
、
陽
便
生
。
如
人
在
背
後
、
只
管

來
相
趲
、
如
何
住
得
。
淳

　
（
原
注
「
㝢
録
云
。
春
生
秋
殺
、
陽
開
陰
閉
。
趲
來
趲
去
、
自
住
不
得
。」）

〔
校
勘
〕

○
「
所
謂
不
容
已
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
此
處
所
謂
不
容
已
者
」
に
作
る
。

○
「
春
生
了
便
秋
殺
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
只
管
來
相
趲
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
如
何
住
得
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
下
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。「
楊
至
之

舉
逝
者
如
斯
夫
、
不
舎
晝
夜
説
。
曰
。
此
句
在
吾
輩
、
作
如
何
使
。
明
道
謂
、

此
見
聖
人
純
亦
不
已
、
乃
天
德
也
。
有
天
德
、
便
可
語
至
道
、
其
要
只
在
謹
獨
。

獨
與
這
裏
何
相
關
。
只
是
少
有
不
謹
、
便
断
了
。」
所
引
の
明
道
語
は
以
下
に

拠
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
四
「
子
在
川
上
曰
。
逝
者
如
斯
夫
、不
舍
晝
夜
。

自
漢
以
來
、
儒
者
皆
不
識
此
義
。
此
見
聖
人
之
心
、
純
亦
不
已
也
。
…
純
亦
不

已
、
此
乃
天
德
也
。
有
天
德
、
便
可
語
王
道
。
其
要
只
在
慎
獨
。」
な
お
こ
の

部
分
は
『
語
類
』
の
以
下
の
条
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。『
語
類
』
巻
三
六
（
論
語
、

二
〇
〇

京
都
府
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大
学
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報
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子
罕
上
）、
一
二
三
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅲ977

）「
至
之
問
。
逝
者
如
斯
夫
、
不
舎

晝
夜
、
便
是
純
亦
不
已
意
思
否
。
曰
。
固
是
然
。
此
句
在
吾
輩
、
作
如
何
使
。

楊
曰
。
學
者
當
體
之
以
自
強
不
息
。
曰
。
只
是
要
得
莫
間
斷
。
程
子
謂
。
此
天

徳
也
、
有
天
徳
、
便
可
語
王
道
、
其
要
只
在
謹
獨
。
謹
獨
與
這
裏
何
相
闗
。
只

少
有
不
謹
、
便
斷
了
。」

○
「
㝢
録
云
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
徐
㝢
録
を
独
立
し
た
一
条
と
し
、
陳
淳
録
の

次
に
配
列
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。「
問
。
或
問
云
。
天
地
鬼

神
之
變
、
鳥
獸
草
木
之
宜
、
莫
不
知
其
所
當
然
而
不
容
已
。
下
不
容
已
字
、
如

何
。
曰
。
春
生
秋
殺
、
陽
開
陰
閉
、
趲
來
趲
去
、
自
住
不
得
。
陽
極
了
、
陰
便

生
、
陰
極
了
、
陽
便
生
。
後
面
只
管
來
相
趲
、
如
何
住
得
。　

㝢
」

〔
訳
〕

　

質
問
。「『
大
学
或
問
』
に
「
天
地
鬼
神
の
変
化
、
鳥
獣
草
木
（
そ
れ
ぞ
れ
）
の

ふ
さ
わ
し
い
あ
り
方
に
即
し
て
（
我
々
は
）
必
ず
や
、
そ
の
当
に
然
る
べ
き
所
に

し
て
已
む
容べ

か
ら
ざ
る
も
の
（
当
然
そ
う
あ
る
べ
く
し
て
、
そ
う
あ
ら
ざ
る
を
得

な
い
も
の
）を
認
識
す
る
の
だ
。」と
あ
り
ま
す
が
、所
謂「
已
む
容
か
ら
ざ
る
も
の
」

と
は
、
如
何
な
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
春
に
な
る
と
生
じ
、秋
に
な
る
と
衰
頽
す
る
、こ
れ
（
季
節
の
循
環
）
は
、

止
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
。
陰
が
極
ま
れ
ば
、
陽
が
生
ず
る
。
恰
も
誰
か

が
背
後
に
い
て
、
し
き
り
に
自
分
を
せ
か
す
か
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
う
し
て
こ

れ
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」　

陳
淳
録

　
（
原
注
「
徐
㝢
録
に
云
う
。「
春
に
は
生
じ
秋
に
は
衰
頽
し
、
陽
が
開
け
ば
陰
が

閉
じ
る
。
ひ
た
す
ら
せ
か
す
も
の
が
有
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
止
め
る

こ
と
は
勿
論
で
き
な
い
の
だ
。」）

〔
注
〕

（
１
）「
或
問
云
。
天
地
鬼
神
之
變
、
鳥
獸
草
木
之
宜
」
云
　々
『
大
学
或
問
』「
若

其
用
力
之
方
、
則
或
考
之
事
為
之
著
、
或
察
之
念
慮
之
微
、
或
求
之
文
字
之
中
、

或
索
之
講
論
之
際
、
使
於
身
心
性
情
之
德
、
人
倫
日
用
之
常
、
以
至
天
地
鬼
神

之
變
、
鳥
獸
草
木
之
宜
、
自
其
一
物
之
中
、
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已

與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
、
必
其
表
裏
精
粗
、
無
所
不
盡
、
而
又
益
推
其
類
以

通
之
。」

（
２
）「
所
當
然
而
不
容
已
」　
「
所
当
然
」
に
関
連
し
て
『
大
学
或
問
』
に
は
、
前

注
所
引
の
①
「
所
當
然
而
不
容
已
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
」
に
加
え
て
、
②

「
至
於
天
下
之
物
、
則
必
各
有
所
以
然
之
故
與
其
所
當
然
之
則
、
所
謂
理
也
。」、

③
「
曰
。
此
為
治
其
國
者
言
之
、
則
推
吾
所
有
與
民
共
由
、
其
條
敎
法
令
之
施
、

賞
善
罰
惡
之
政
、
固
有
理
所
當
然
而
不
可
已
者
。」
等
の
用
例
が
有
る
。
以
上

の
用
例
か
ら
ま
ず
、「
所
當
然
而
不
容
已
（
所
當
然
之
則
）」
と
「
所
以
然
而
不

可
易
（
所
以
然
之
故
）」
が
理
の
二
側
面
を
表
す
概
念
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
う
ち
「
所
當
然
之
則
」
と
は
、
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
法
則
・
準
則
を
意

味
す
る
。
そ
れ
は
、
そ
う
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
必
然
性
を
具
え
る
が
故
に
「
不

容
已
（
已
む
容べ

か
ら
ず
、
已
む
を
容
れ
ず
）」
と
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
「
所
以

然
之
故
」
は
、「
所
當
然
之
則
」
が
成
立
存
立
す
る
根
拠
を
意
味
し
、
普
遍
性
・

不
変
性
を
具
え
る
が
故
に
「
不
可
易
」
と
表
現
さ
れ
る
。
な
お
「
所
以
然
之
故
」

は
「
所
當
然
之
則
」
の
根
拠
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、「
所

当
然
之
則
」
に
比
べ
て
よ
り
一
層
高
次
の
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

二
〇
一
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に
な
る
。『
語
類
』
巻
一
七
、四
三
条
、
沈
僩
録
「
郭
兄
問
。
莫
不
有
以
知
夫
所

以
然
之
故
與
其
所
當
然
之
則
。
曰
。
所
以
然
之
故
、即
是
更
上
面
一
層
。」『
論
語
』

「
為
政
」「
四
十
而
不
惑
。」
朱
注
「
於
事
物
之
所
當
然
、
皆
無
所
疑
、
則
知
之

明
而
無
所
事
守
矣
。」「
五
十
而
知
天
命
。」
朱
注
「
知
天
命
、
即
天
道
之
流
行

而
賦
於
物
者
、
乃
事
物
所
以
當
然
之
故
也
。
知
此
則
知
極
其
精
而
不
惑
、
又
不

足
言
矣
。」

（
３
）「
春
生
了
便
秋
殺
」　

春
に
は
陽
気
が
発
生
し
、
秋
に
は
陽
気
が
減げ
ん

殺さ
い

す
る
。

「
殺さ

い

」
は
、
そ
ぐ
、
衰
頽
す
る
。『
春
秋
繁
露
』「
官
制
象
天
」
に
「
春
者
少
陽

之
選
也
。
夏
者
太
陽
之
選
也
。
秋
者
少
陰
之
選
也
。
冬
者
太
陰
之
選
也
。」
と

あ
る
よ
う
に
、
春
夏
は
陽
が
長
じ
て
陰
が
消
ず
る
季
節
、
秋
冬
は
陰
が
長
じ
て

陽
が
消
ず
る
季
節
で
あ
る
。
な
お
別
解
と
し
て
、「
殺さ
つ

」（
殺
す
）
の
意
で
解
釈

す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
春
夏
は
生
気
が
支
配
す
る

季
節
、
秋
冬
は
殺
気
が
支
配
す
る
季
節
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
季
節
の
運
行
に

準
じ
た
政
令
を
行
う
べ
き
だ
と
す
る
時
令
思
想
に
お
い
て
は
、
春
夏
に
は
軍
事

は
行
わ
ず
、秋
以
降
に
収
穫
伐
採
（「
殺さ
つ

」）
を
行
う
こ
と
に
な
る
。『
礼
記
』「
月

令
」
孟
春
「
是
月
也
、
不
可
以
稱
兵
。
稱
兵
必
天
殃
。」
鄭
玄
注
「
逆
生
氣
。」

（
稱
兵
は
挙
兵
の
意
）
同
上
、
季
春
「
是
月
也
、
生
氣
方
盛
、
陽
氣
發
泄
。」
同

上
、仲
秋
「
是
月
也
、日
夜
分
、…
殺
氣
浸
盛
、陽
氣
日
衰
。」
同
上
、季
秋
「
是

月
也
、草
木
黃
落
、乃
伐
薪
為
炭
。」
鄭
玄
注
「
伐
木
必
因
殺
氣
。」「
春
生
秋
殺
」

の
用
例
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
管
子
』「
版
法
解
」「
版
法
者
、
法
天
地

之
位
、
象
四
時
之
行
、
以
治
天
下
。
四
時
之
行
有
寒
有
暑
、
聖
人
法
之
、
故
有

文
有
武
。
天
地
之
位
有
前
有
後
、
有
左
有
右
、
聖
人
法
之
、
以
建
經
紀
。
春
生

於
左
、
秋
殺
於
右
、
夏
長
於
前
、
冬
藏
於
後
。
生
長
之
事
、
文
也
。
收
藏
之
事
、

武
也
。
是
故
文
事
在
左
、武
事
在
右
。
聖
人
法
之
、以
行
法
令
、以
治
事
理
。」『
後

漢
書
』
列
伝
三
四
「
張
敏
」「
夫
春
生
秋
殺
、天
道
之
常
。
春
一
物
枯
、即
為
災
。」

『
語
類
』
巻
一
五
、六
七
条
、
徐
㝢
録
「
如
一
草
一
木
、
一
禽
一
獸
、
皆
有
理
。

草
木
春
生
秋
殺
、好
生
惡
死
。仲
夏
斬
陽
木
、仲
冬
斬
陰
木
、皆
是
順
陰
陽
道
理
。」

『
北
溪
字
義
』
卷
上
「
誠
」「
誠
字
本
就
天
道
論
。
…
天
道
流
行
、
自
古
及
今
、

無
一
毫
之
妄
。
暑
往
則
寒
来
、
日
往
則
月
来
、
春
生
了
便
夏
長
、
秋
殺
了
便
冬

蔵
、
元
亨
利
貞
、
終
始
循
環
、
萬
古
常
如
此
、
皆
是
真
實
道
理
、
為
之
主
宰
。」

（
４
）「
他
住
不
得
」　

そ
れ（
季
節
の
め
ぐ
り
）は
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
住
」

は
、止
め
る
、停
止
す
る
。「
不
得
」は
動
詞
の
後
ろ
に
つ
い
て
不
可
能
を
表
わ
す
。

こ
こ
で
の
「
住
不
得
」
は
、「
所
当
然
」（
こ
の
場
合
は
季
節
の
循
環
と
い
う
自

然
法
則
）
に
お
け
る
必
然
性
（
不
容
已
）
を
示
し
て
い
る
。

（
５
）「
陰
極
了
、陽
便
生
」　
『
説
文
解
字
』
一
四
編
下
（
徐
鉉
本
＝
大
徐
本
）「
壬
、

位
北
方
也
。
陰
極
陽
生
。
…
」『
伊
川
易
傳
』「
復
卦
」
題
下
注
「
物
无
剝
盡
之

理
、
故
剝
極
則
復
来
。
陰
極
則
陽
生
、
陽
剝
極
於
上
而
復
生
於
下
、
窮
上
而
反

下
也
、
復
所
以
次
剝
也
。」（
剝
は

、
復
は

）

（
６
）「
如
人
在
背
後
、
只
管
來
相
趲
」　

人
が
背
後
に
い
て
し
き
り
に
せ
か
す
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。「
只
管
」
は
、
ひ
た
す
ら
、
し
き
り
に
。「
趲
」
は
、
急
ぐ
、

迫
る
、
催
促
す
る
。『
語
類
』
巻
一
〇
、四
九
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅰ167

）「
讀
書
、

且
就
那
一
段
本
文
意
上
看
、
不
必
又
生
枝
節
。
看
一
段
、
須
反
覆
看
來
看
去
、

要
十
分
爛
熟
、
方
見
意
味
、
方
快
活
、
令
人
都
不
愛
去
看
別
段
、
始
得
。
人
多

是
向
前
趲
去
、
不
曾
向
後
反
覆
、
只
要
去
看
明
日
未
讀
底
、
不
曾
去
紬
繹
前
日

已
讀
底
。
須
玩
味
反
覆
、
始
得
。」

（
７
）「
㝢
録
云
」　
『
朱
子
語
録
姓
氏
』
に
拠
れ
ば
陳
淳
は
、
庚
戌
（
紹
熙
元
年

二
〇
二
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一
一
九
〇
）
己
未
（
慶
元
五
年
一
一
九
九
）
所
聞
。
徐
㝢
は
、庚
戌
以
後
所
聞
。

陳
淳
の
第
一
次
師
事
期
（
紹
熙
元
年
十
一
月
十
八
日
～
翌
二
年
五
月
二
日
）
と

徐
㝢
の
第
一
次
師
事
期
（
紹
熙
元
年
五
月
～
翌
二
年
二
月
十
八
日
）
は
重
な
っ

て
お
り
、
両
者
同
席
の
事
例
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
田
中
謙
二
『
朱
門
弟

子
師
事
年
攷
』
一
四
三
頁
、
一
七
〇
頁
。
更
に
〔
校
勘
〕
で
触
れ
た
通
り
、
朝

鮮
古
写
本
に
拠
れ
ば
楊
至
（
字
至
之
）
の
同
席
が
確
認
さ
れ
る
。『
朱
子
語
録

姓
氏
』
に
は
楊
至
は
癸
丑
甲
寅
（
紹
熙
四
年
～
五
年
、
一
一
九
三
～
九
四
）
所

聞
と
あ
る
が
、
他
に
も
こ
の
三
人
の
同
席
記
録
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
田
中

謙
二
氏
は
楊
至
の
朱
門
師
事
期
は
朱
熹
の
知
漳
州
期
（
紹
熙
元
年
四
月
～
二
年

四
月
）
に
遡
る
は
ず
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
書
、
一
五
〇
頁
）。

（
８
）「
陽
開
陰
閉
」　
『
韓
昌
黎
文
集
校
注
』巻
二「
新
修
滕
王
閣
記
」「
至
州
之
七
月
、

詔
以
中
書
舍
人
太
原
王
公
為
御
史
中
丞
、
觀
察
江
南
西
道
。
洪
江
饒
虔
吉
信
撫

袁
、
悉
屬
治
所
。
八
州
之
人
、
前
所
不
便
、
及
所
願
欲
而
不
得
者
、
公
至
之
日
、

皆
罷
行
之
。
大
者
驛
聞
、
小
者
立
變
、
春
生
秋
殺
、
陽
開
陰
閉
。」

（
９
）「
趲
來
趲
去
」　

ひ
た
す
ら
迫
り
促
す
。「
…
來
…
去
」
は
、
ひ
た
す
ら
…
す

る
、
存
分
に
…
す
る
。

91
条

　

或
問
。
理
之
不
容
已
者
如
何
。

　

曰
。
理
之
所
當
為
者
、
自
不
容
已
。
孟
子
最
發
明
此
處
。
如
曰
。
孩
提
之
童
、

無
不
知
愛
其
親
。
及
其
長
也
、
無
不
知
敬
其
兄
。
自
是
有
住
不
得
處
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
「
孟
子
最
發
明
此
處
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は
「
此
」
を
「

」
に
、「
處
」
を
「
䖏
」

に
作
る
。「
處
」に
つ
い
て
は
後
出
箇
所
も
同
じ
。
朝
鮮
古
写
本
は「
此
處
」を「
此

理
處
」
に
作
る
。

○
「
無
不
知
愛
其
親
」
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
愛
」
を
「
爱
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
お
尋
ね
し
た
。「
理
と
し
て
已
む
容べ

か
ら
ざ
る
も
の
（
そ
う
あ
ら
ざ

る
を
得
な
い
も
の
）
と
は
、
如
何
な
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
理
と
し
て
当
然
為
す
べ
き
も
の
と
は
、
自
ず
と
已
む
容
か
ら
ざ
る
も
の

（
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
）
な
の
だ
。
孟
子
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
最
も
う

ま
く
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
孩
提
の
童
子
（
二
～
三
歳
の
子
供
）
も
、

親
を
愛
す
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
者
は
お
ら
ず
、
や
や
長
ず
れ
ば
、
兄
を
敬
う
こ
と
を

知
ら
ぬ
者
は
い
な
い
。」
が
そ
れ
だ
。
こ
こ
に
は
自
ず
と
、
や
め
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
が
あ
る
の
だ
。」　

萬
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
理
之
不
容
已
者
」　

前
条
に
既
出
。『
大
学
或
問
』「
身
心
性
情
之
德
、
人

倫
日
用
之
常
、
以
至
天
地
鬼
神
之
變
、
鳥
獸
草
木
之
宜
、
自
其
一
物
之
中
、
莫

不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
。」「
不
容
已
」
は
必

然
性
を
意
味
す
る
が
、
前
条
（
九
〇
条
）
に
例
示
さ
れ
る
季
節
の
循
環
や
陰
陽

の
消
長
の
よ
う
な
自
然
法
則
に
関
し
て
は
「
そ
う
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
」、
本

条
（
九
一
条
）
や
次
条
（
九
二
条
）
が
例
示
す
る
よ
う
な
倫
理
規
範
に
関
し
て

二
〇
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



は
「
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
も
の
と
な
る
。

（
２
）「
理
之
所
當
為
者
」　
『
論
語
或
問
』「
曰
。
然
則
視
聽
言
動
之
必
以
禮
、
居

處
執
事
之
必
恭
且
敬
、
與
人
之
必
以
忠
、
亦
其
理
之
所
當
為
、
而
非
有
求
仁
之

意
也
、則
亦
可
以
為
求
此
而
得
彼
乎
。
曰
。
…
」『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
五
「
贈

徐
師
表
序
」「
至
於
義
理
之
所
當
爲
、
君
子
所
不
謂
命
、
則
又
未
聞
其
有
必
爲

者
何
哉
。」

（
３
）「
孟
子
最
發
明
此
處
」　
「
發
明
」
は
、
明
ら
か
に
す
る
、
説
明
す
る
。

（
４
）「
孩
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
」
云
　々
『
孟
子
』「
尽
心
」
上
「
孟
子
曰
。

人
之
所
不
學
而
能
者
、
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
。
孩
提
之
童
、

無
不
知
愛
其
親
者
。
及
其
長
也
、
無
不
知
敬
其
兄
也
。
親
親
、
仁
也
。
敬
長
、

義
也
。
無
他
、
達
之
天
下
也
。」

（
５
）「
自
是
有
住
不
得
處
」　
「
住
不
得
」は
、や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
不
容
已
」

を
言
い
換
え
た
も
の
。
前
条
に
既
出
。

92
条

　

今
人
未
嘗
看
見
當
然
而
不
容
已
者
、
只
是
就
上
較
量
一
箇
好
惡
爾
。
如
真
見
得

這
底
是
我
合
當
為
、
則
自
有
所
不
可
已
者
矣
。

　

如
為
臣
而
必
忠
、
非
是
謾
説
如
此
、
蓋
為
臣
不
可
以
不
忠
。
為
子
而
必
孝
、
亦

非
是
謾
説
如
此
、
蓋
為
子
不
可
以
不
孝
也
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
較
量
一
箇
好
惡
爾
」
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
、「
爾
」
を
「
尓
」
に
作
る
。

○「
非
是
謾
説
如
此
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は「
此
」を「

」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
蓋
為
臣
」  

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

  

今
の
人
は
、
当
に
然
る
べ
く
し
て
已
む
容
か
ら
ず
（
当
然
そ
う
す
べ
き
で
、
そ

う
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
）、
と
い
う
こ
と
が
全
く
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
た
だ
そ

の
事
柄
（
当
然
な
す
べ
き
事
柄
）
に
つ
い
て
の
自
分
の
好
悪
を
思
い
は
か
る
ば
か

り
な
の
だ
。
も
し
、
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
為
す
べ
き
事
柄
な
の
だ
と
本
当
に
わ

か
っ
て
い
る
な
ら
ば
、（
そ
の
実
践
を
）
や
め
る
こ
と
な
ど
自
ず
と
で
き
な
い
も

の
な
の
だ
。

　

例
え
ば
、
臣
と
し
て
必
ず
忠
で
あ
る
べ
し
、
と
い
う
の
も
、
た
だ
や
み
く
も
に

そ
ん
な
風
に
説
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
臣
た
る
者
、
忠
で
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
子
と
し
て
必
ず
孝
で
あ
る
べ
し
、
と
い
う
の
も
、
や

は
り
た
だ
や
み
く
も
に
そ
ん
な
風
に
説
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
子
た
る
者
、

孝
で
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
當
然
而
不
容
已
者
」　

九
〇
条
に
既
出
。

（
２
）「
只
是
就
上
較
量
一
箇
好
惡
爾
」　
「
就
上
」
は
「
就
上
面
」
と
同
義
で
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
こ
と
に
即
し
て
。『
語
類
』
巻
六
、七
三
条
、
余
大
雅

録（
Ⅰ109
）「
但
當
觀
當
理
與
不
當
理
耳
。
既
當
理
後
、又
何
必
就
上
更
生
疑
。」

『
語
類
』
巻
一
八
、一
二
二
条
、
黄
卓
録
（
Ⅱ422

）「
這
說
是
教
人
若
遇
一
事
、

二
〇
四
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即
且
就
上
理
會
教
爛
熟
離
析
。」『
語
類
』巻
八
、七
条
、李
儒
用
録（
Ⅰ129

）「
聖

人
教
人
、
大
概
只
是
說
孝
弟
忠
信
日
用
常
行
底
話
。
人
能
就
上
面
做
將
去
、
則

心
之
放
者
自
收
、性
之
昏
者
自
著
。」『
語
類
』
巻
一
一
、七
六
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅰ

186

）「
近
方
見
得
、
讀
書
只
是
且
恁
地
虛
心
就
上
面
熟
讀
、
久
之
自
有
所
得
、

亦
自
有
疑
處
。」「
較
量
」
は
、
比
較
す
る
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
考
え
る
、

思
索
す
る
、
検
討
す
る
の
意
で
解
釈
し
た
。『
語
類
』
巻
一
一
三
、二
九
条
、
訓

輔
廣
（
Ⅶ2748

）「
先
生
語
漢
卿
。
有
疑
未
決
、
可
早
較
量
。」「
較
量
一
箇
好

惡
」
と
は
、
好
悪
の
こ
と
を
考
え
る
。
為
す
べ
き
事
柄
（「
我
合
當
為
」）
を
前

に
し
て
、
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
い
か
否
か
を
考
え
、
好
ま
し
け
れ
ば

行
う
が
、そ
う
で
な
け
れ
ば
行
わ
な
い
。後
文
の「
如
真
見
得
這
底
是
我
合
當
為
」

（
真
見
得
＝
真
知
、
次
注
参
照
）
と
対
照
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
未
嘗
看
見
當

然
而
不
容
已
」
は
、
所
当
然
の
理
を
真
に
知
り
得
て
い
な
い
状
態
を
指
す
。
致

知
に
お
い
て
真
知
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
意
は
誠
に
な
り
得
な
い
（
①
）。
意

が
誠
で
な
け
れ
ば
好
善
悪
惡
は
「
如
好
好
色
、
如
惡
悪
臭
」
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
く
な
る
（
②
）。
従
っ
て
こ
の
状
態
で
自
分
の
好
悪
に
判
断
を
委
ね
る

と
、
為
善
去
悪
の
実
践
が
適
わ
な
く
な
る
。
①
『
語
類
』
巻
一
五
、二
条
、
楊

道
夫
録
「
致
知
所
以
求
為
真
知
。」『
語
類
』
巻
一
五
、一
〇
二
条
、楊
道
夫
録
「
欲

知
知
之
真
不
真
、
意
之
誠
不
誠
、
只
看
做
不
做
如
何
。
真
箇
如
此
做
底
、
便
是

知
至
意
誠
。」『
語
類
』
巻
一
六
、九
一
条
、
楊
道
夫
録
「
知
至
後
、
意
固
自
然

誠
。
…
至
於
有
所
未
誠
、依
舊
是
知
之
未
真
。」
②
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
所

謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。」『
語
類
』

巻
一
六
、一
一
条
、
沈
僩
録
「
人
之
毋
自
欺
時
、
便
要
如
好
好
色
、
如
惡
惡
臭

樣
方
得
。
若
好
善
不
如
好
好
色
、
惡
惡
不
如
惡
惡
臭
、
此
便
是
自
欺
。」

（
３
）「
如
真
見
得
」　
「
見
得
」
は
、
知
る
、
わ
か
る
。「
真
見
得
」
は
「
真
知
」

と
同
義
。『
語
類
』
巻
二
八
、三
〇
条
、徐
㝢
録
（
Ⅱ715

）「
因
說
。
物
格
知
至
、

他
只
有
些
子
未
格
、
有
些
子
未
至
耳
。
伊
川
嘗
言
虎
傷
者
、
曾
經
傷
者
、
神
色

獨
變
、
此
為
真
見
得
、
信
得
。
凡
人
皆
知
水
蹈
之
必
溺
、
火
蹈
之
必
焚
。
今
試

教
他
去
蹈
水
火
、
定
不
肯
去
。
無
他
、
只
為
真
知
。」
何
事
か
を
為
す
べ
き
だ

(

為
す
べ
き
で
は
な
い)

と
真
に
理
解
し
て
い
る
な
ら
（
真
知
、
真
見
得
）、
人

は
必
ず
そ
れ
を
為
す
（
為
さ
な
い
）
は
ず
だ
、
と
い
う
認
識
に
関
し
て
は
、
以

下
を
参
照
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
「
真
知
與
常
知
異
。
常
見
一
田
夫
、

曾
被
虎
傷
。
有
人
説
虎
傷
人
、
衆
莫
不
驚
、
獨
田
夫
色
動
異
於
衆
。
若
虎
能
傷

人
、
雖
三
尺
童
子
莫
不
知
之
、
然
未
嘗
真
知
。
真
知
須
如
田
夫
、
乃
是
。
故
人

知
不
善
而
猶
為
不
善
、
是
亦
未
嘗
真
知
。
若
真
知
、
決
不
為
矣
。」『
語
類
』
巻

四
六
、一
三
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅲ1173

）「
物
格
而
後
知
至
、
最
是
要
知
得
至
。

人
有
知
不
善
之
不
當
為
、
及
臨
事
又
為
之
、
只
是
知
之
未
至
。
人
知
鳥
喙
之
殺

人
不
可
食
、
是
真
知
之
也
。
知
不
善
之
不
當
為
、
而
猶
或
為
之
、
是
特
未
能
真

知
之
也
。」『
語
類
』
巻
一
五
、一
九
条
、
徐
㝢
録
「
格
物
、
須
真
見
得
決
定
是

如
此
。
為
子
豈
不
知
是
要
孝
。
為
臣
豈
不
知
是
要
忠
。
人
皆
知
得
是
如
此
。
然

須
當
真
見
得
子
決
定
是
合
當
孝
、
臣
決
定
是
合
當
忠
、
決
定
如
此
做
、
始
得
。」

　

前
注
と
の
関
わ
り
で
言
え
ば
、
真
知
は
知
至
意
誠
を
導
き
、
好
善
如
好
好
色
、

悪
悪
如
悪
悪
臭
を
も
た
ら
す
か
ら
、
必
ず
為
善
去
悪
が
実
現
す
る
（「
有
所
不

可
已
者
」）。

（
４
）「
這
底
是
我
合
當
為
」「
這
底
」
は
「
這
箇
」
と
同
じ
で
、
こ
れ
。『
語
類
』

巻
六
、六
四
条
、陳
淳
録（
Ⅰ107

）「
鄭
問
。
仁
是
生
底
意
義
。
禮
智
則
如
何
。
曰
。

天
只
是
一
元
之
氣
。
春
生
時
、
全
見
是
生
。
到
夏
長
時
、
也
只
是
這
底
。
到
秋

二
〇
五
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來
成
遂
、
也
只
是
這
底
。
到
冬
天
藏
斂
、
也
只
是
這
底
。」「
合
當
」
は
、
…
す

べ
き
で
あ
る
。

（
５
）「
如
為
臣
而
必
忠
」　
『
礼
記
』「
礼
運
」「
何
謂
人
義
。
父
慈
子
孝
、
兄
良
弟

弟
、
夫
義
婦
聽
、
長
惠
幼
順
、
君
仁
臣
忠
、
十
者
謂
之
人
義
。」

（
６
）「
非
是
謾
説
如
此
」　
「
謾
説
」
は
、「
胡
説
」
と
同
義
で
、で
た
ら
め
に
説
く
、

や
み
く
も
に
説
く
。『
語
類
』巻
六
八
、四
一
条
、董
銖
録（
Ⅴ1691

～1692

）「
因

問
李
子
思
易
說
。
曰
。
他
是
胡
說
。
…
銖
云
。
恐
渠
亦
未
曾
實
識
得
誠
敬
。
曰
。

固
是
且
謾
說
耳
。」（
李
子
思
易
說
は
、李
舜
臣
字
子
思『
易
本
伝
』か
。『
経
義
考
』

巻
三
二
）

（
７
）「
為
子
而
必
孝
」　
『
大
学
章
句
』伝
三
章「
為
人
君
止
於
仁
、為
人
臣
止
於
敬
、

為
人
子
止
於
孝
、為
人
父
止
於
慈
、與
國
人
交
止
於
信
。」
ま
た
前
々
注
所
引
『
礼

記
』「
礼
運
」
を
参
照
。

93
条

　

問
。
或
問
、
物
有
當
然
之
則
、
亦
必
有
所
以
然
之
故
、
如
何
。

　

曰
。
如
事
親
當
孝
、
事
兄
當
弟
之
類
、
便
是
當
然
之
則
。
然
事
親
如
何
却
須
要

孝
、
從
兄
如
何
却
須
要
弟
、
此
即
所
以
然
之
故
。
如
程
子
云
、
天
所
以
高
、
地
所

以
厚
、
若
只
言
天
之
高
、
地
之
厚
、
則
不
是
論
其
所
以
然
矣
。　

謨

〔
校
勘
〕

○
「
便
是
當
然
之
則
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
事
親
如
何
却
須
要
孝
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
此
即
所
以
然
之
故
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
此
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
「『
大
学
或
問
』
に
は
、
物
に
は
当
に
然
る
べ
き
の
則
（
当
然
そ
う
あ
る

べ
き
準
則
）
が
有
り
、
ま
た
必
ず
然
る
所
以
の
故
（
そ
の
よ
う
で
あ
る
理
由
）
が

有
る
、
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
例
え
ば
、
親
に
事
え
る
に
は
孝
で
あ
る
べ
し
、
兄
に
事
え
る
に
は
悌
で

あ
る
べ
し
、
と
い
う
類
は
、
当
に
然
る
べ
き
の
則
だ
。
け
れ
ど
も
そ
も
そ
も
、
親

に
事
え
る
に
は
一
体
な
ぜ
孝
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
兄
に
従
う
に
は
一
体

な
ぜ
悌
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
こ
れ
が
即
ち
然
る
所
以
の
故
だ
。
例
え
ば

程
子
の
い
う
「
天
が
高
い
所
以(

わ
け)

、
地
が
厚
い
所
以
」
に
つ
い
て
、
も
し

た
だ
天
が
高
い
こ
と
、
地
が
厚
い
こ
と
を
述
べ
る
だ
け
な
ら
、
そ
れ
は
そ
の
然
る

所
以
を
論
じ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。」　

周
謨
録

〔
注
〕

（
１
）「
或
問
、
物
有
當
然
之
則
、
亦
必
有
所
以
然
之
故
」　
『
大
学
或
問
』「
至
於

天
下
之
物
、
則
必
各
有
所
以
然
之
故
與
其
所
當
然
之
則
、
所
謂
理
也
。」

（
２
）「
如
事
親
當
孝
、
事
兄
當
弟
之
類
、
便
是
當
然
之
則
」　
「
當
然
之
則
」「
所

當
然
之
則
」
は
、「
親
に
対
し
て
は
孝
を
尽
く
す
べ
し
」「
兄
に
対
し
て
は
悌
を
尽

く
す
ベ
し
」
と
い
っ
た
、
個
別
的
な
当
為
・
規
範
、
あ
る
い
は
自
然
界
の
法
則
（
例

え
ば
九
〇
条
に
お
け
る「
春
生
了
便
秋
殺
」「
陰
極
了
陽
便
生
」）な
ど
を
意
味
す
る
。

（
３
）「
事
親
如
何
却
須
要
孝
、從
兄
如
何
却
須
要
弟
、此
即
所
以
然
之
故
」 「
却
」は
、

二
〇
六

京
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詰
ま
る
と
こ
ろ
、
一
体
。『
漢
語
大
詞
典
』「
却　

副
詞
。
究
竟
、
到
底
。」「
所
以

然
之
故
」
は
、「
親
に
対
し
て
は
な
ぜ
孝
を
尽
く
す
べ
き
な
の
か
」「
兄
に
対
し
て

は
な
ぜ
悌
を
尽
く
す
べ
き
な
の
か
」
と
い
っ
た
、
個
々
の
当
為
・
規
範
、
あ
る
い

は
自
然
界
の
法
則
な
ど
が
成
立
存
立
す
る
根
拠
を
意
味
す
る
。
類
似
の
発
言
を
挙

げ
て
お
く
。『
語
類
』
巻
二
三
、八
四
条
、徐
㝢
録
（
Ⅱ553

）「
問
。
五
十
知
天
命
。

集
注
云
。天
命
即
天
道
也
、事
物
所
以
當
然
之
故
也
。如
何
是
所
以
當
然
之
故
。曰
。

如
孝
親
悌
長
、
此
當
然
之
事
。
推
其
所
以
然
處
、
因
甚
如
此
、
學
者
未
便
㑹
知
此

理
、聖
人
學
力
到
此
、此
理
洞
然
。
它
人
用
力
久
、亦
須
㑹
到
。」
所
引
は
『
論
語
』

「
為
政
」「
五
十
而
知
天
命
」
朱
注
「
天
命
即
天
道
之
流
行
而
賦
於
物
者
、
乃
事
物

所
以
當
然
之
故
也
。
知
此
則
知
極
其
精
而
不
惑
又
不
足
言
矣
。」

（
４
）「
如
程
子
云
、天
所
以
高
、地
所
以
厚
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
一
八「
語
其
大
、

至
天
地
之
高
厚
、語
其
小
、至
一
物
之
所
以
然
、學
者
皆
當
理
會
。」『
大
学
或
問
』「
語

其
大
、
天
地
之
所
以
高
厚
、
語
其
小
、
至
一
物
之
所
以
然
、
皆
學
者
所
宜
致
思
也
。」

〔
参
考
〕

　
「
所
当
然
之
則
」
と
「
所
以
然
之
故
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
本
条
の
補
足
と
な

る
資
料
を
挙
げ
る
。
本
条
で
は
孝
悌
と
い
う
倫
理
規
範
が
専
ら
例
示
さ
れ
て
い
る

が
、
以
下
で
は
自
然
界
の
法
則
性
ま
で
含
め
て
よ
り
包
括
的
な
論
及
が
為
さ
れ
れ

て
い
る
。

　

陳
淳
『
北
溪
大
全
集
』
巻
四
〇
「
答
陳
伯
澡
問
大
學
」（
陳
伯
澡
問
）「
問
。
或

問
致
知
章
中
云
。
身
心
性
情
之
徳
、
人
倫
日
用
之
常
、
天
地
鬼
神
之
變
、
鳥
獸
草

木
之
宜
、莫
不
有
所
當
然
而
不
容
已
與
所
以
然
而
不
可
易
者
。
乞
一
一
分
析
。」（
陳

淳
答
）「
當
然
所
以
然
、
皆
言
理
。
當
然
、
是
就
目
今
直
看
其
合
當
如
此
、
是
理

之
見
定
形
狀
也
。
所
以
然
、是
就
上
面
委
曲
看
其
因
甚
如
此
而
来
之
来
厯
根
原
也
。

當
然
者
、
在
身
如
手
容
合
當
恭
、
足
容
合
當
重
之
類
。
在
心
如
體
合
當
寂
、
用
合

當
感
之
類
。
性
如
仁
合
當
愛
、
義
合
當
㫁
之
類
。
情
如
見
赤
子
入
井
合
當
惻
隠
、

見
大
賔
合
當
恭
敬
之
類
。
人
倫
如
君
合
當
止
仁
、
臣
合
當
止
敬
之
類
。
日
用
如
居

處
合
當
恭
、
執
事
合
當
敬
之
類
。
天
地
如
天
合
當
高
、
地
合
當
厚
、
鬼
神
二
氣
如

陽
合
當
伸
、
陰
合
當
屈
、
鳥
獸
如
牛
合
當
耕
、
馬
合
當
乗
、
草
木
如
春
合
當
生
、

秋
合
當
殺
等
類
。
皆
有
理
存
乎
其
間
也
。
所
以
然
者
、
如
手
容
因
甚
當
恭
、
足
容

因
甚
當
重
、以
下
諸
條
、一
一
各
因
甚
當
如
此
。是
理
之
所
自
来
、天
命
之
本
然
也
。」

94
条

　

或
問
。
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
。
先
生
問
。

毎
常
如
何
看
。

　

廣
曰
。
所
以
然
而
不
可
易
者
、
是
指
理
而
言
。
所
當
然
而
不
容
已
者
、
是
指
人

心
而
言
。

　

曰
。
下
句
只
是
指
事
而
言
。
凡
事
固
有
所
當
然
而
不
容
已
者
、
然
又
當
求
其
所

以
然
者
何
故
。
其
所
以
然
者
、
理
也
。
理
如
此
、
固
不
可
易
。

　

又
如
人
見
赤
子
入
井
、
皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
、
此
其
事
所
當
然
而
不
容
已
者
也
。

然
其
所
以
如
此
者
何
故
、
必
有
箇
道
理
之
不
可
易
者
。

　

今
之
學
者
、
但
止
見
一
邊
。
如
去
見
人
、
只
見
得
他
冠
冕
衣
裳
、
却
元
不
曾
識

得
那
人
。

　

且
如
為
忠
為
孝
為
仁
為
義
、
但
只
據
眼
前
理
會
得
箇
皮
膚
便
休
、
都
不
曾
理
會

得
那
徹
心
徹
髓
處
。
以
至
於
天
地
間
造
化
、
固
是
陽
長
則
生
、
陰
消
則
死
、
然
其

二
〇
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所
以
然
者
是
如
何
。

　

又
如
天
下
萬
事
、
一
事
各
有
一
理
、
須
是
一
一
理
會
教
徹
。
不
成
只
説
道
、
天
、

吾
知
其
高
而
已
。
地
、
吾
知
其
深
而
已
。
萬
物
萬
事
、
吾
知
其
為
萬
物
萬
事
而
已
。

　

明
道
詩
云
。
道
通
天
地
有
形
外
、
思
入
風
雲
變
態
中
。
觀
他
此
語
、
須
知
有
極

至
之
理
、
非
册
子
上
所
能
載
者
。

　

廣
曰
。
大
至
於
陰
陽
造
化
、
皆
是
所
當
然
而
不
容
已
者
。
所
謂
太
極
、
則
是
所

以
然
而
不
可
易
者
。

　

曰
。
固
是
。
人
須
是
自
向
裏
入
深
去
理
會
。
此
箇
道
理
、
才
理
會
到
深
處
、
又

易
得
似
襌
。
須
是
理
會
到
深
處
、
又
却
不
與
襌
相
似
、
方
是
。
今
之
不
為
襌
學
者
、

只
是
未
曾
到
那
深
處
。
才
到
那
深
處
、
定
走
入
襌
去
也
。

　

譬
如
人
在
淮
河
上
立
、
不
知
不
覺
走
入
番
界
去
、
定
也
。
只
如
程
門
高
弟
游
氏
、

則
分
明
是
投
番
了
。
雖
上
蔡
龜
山
、
也
只
在
淮
河
上
游
游
漾
漾
、
終
看
他
未
破
。

時
時
去
他
那
下
探
頭
探
腦
、
心
下
也
須
疑
它
那
下
有
箇
好
處
在
。

　

大
凡
為
學
、
須
是
四
方
八
面
、
都
理
會
教
通
曉
、
仍
更
理
會
向
裏
來
。
譬
如
喫

菓
子
一
般
。
先
去
其
皮
殼
、
然
後
食
其
肉
、
又
更
和
那
中
間
核
子
都
咬
破
始
得
。

若
不
咬
破
、
又
恐
裏
頭
別
有
多
滋
味
在
。
若
是
不
去
其
皮
殼
、
固
不
可
。
若
只
去

其
皮
殼
了
、
不
管
裏
面
核
子
、
亦
不
可
。
恁
地
則
無
縁
到
得
極
至
處
。

　

大
學
之
道
、
所
以
在
致
知
格
物
、
格
物
謂
於
事
物
之
理
各
極
其
至
、
窮
到
盡
頭
。

若
是
裏
面
核
子
末
破
、
便
是
未
極
其
至
也
。
如
今
人
於
外
面
天
地
造
化
之
理
、
都

理
會
得
、
而
中
間
核
子
未
破
、
則
所
理
會
得
者
亦
未
必
皆
是
、
終
有
未
極
其
至
處
。

　

因
五
峰
之
言
曰
。
身
親
格
之
以
精
其
知
、
雖
於
致
字
得
向
裏
之
意
、
然
却
恐
遺

了
外
面
許
多
事
。
如
某
、
便
不
敢
如
此
説
。
須
是
内
外
本
末
、
隱
顯
精
粗
、
一
一

周
徧
、
方
是
儒
者
之
學
。　

廣

〔
校
勘
〕

○
「
或
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
或
問
中
」
に
作
る
。

○
「
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
下
に
「
者
」

字
有
り
。

○「
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
與
」を「
又
當
求
」に
作
る
。」

○
「
先
生
問
。
…
廣
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。

○
「
其
所
以
然
者
、
理
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
者
」
字
が
な
い
。

○
「
理
如
此
、
固
不
可
易
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
此
」
を
「

」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。
朝
鮮
古
写
本
は
「
固
」
を
「
故
」
に
作
る
。

○
「
然
其
所
以
如
此
者
何
故
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
所
以
如
此
者
」
を
「
所
以
者
是
」

に
作
る
。

○「
必
有
箇
道
理
之
不
可
易
者
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
箇
」を「
个
」

に
作
る
。

○
「
但
止
見
一
邊
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
一
邊
」
を
「
其
一
邊
」
に
作
る
。

○
「
只
見
得
他
冠
冕
衣
裳
」  

朝
鮮
古
写
本
は
「
他
」
字
が
な
い
。

○「
但
只
據
眼
前
理
會
得
箇
皮
膚
便
休
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
箇
」

を
「
个
」
に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
、
以
下
同
じ
。

○「
不
曾
理
會
得
那
徹
心
徹
髓
處
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は「
處
」を「
䖏
」に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
須
是
一
一
理
會
教
徹
」  

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
須
」
を
「
湏
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○「
地
、吾
知
其
深
而
已
」　

朝
鮮
整
版
本
は「
深
」を「
㴱
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
思
入
風
雲
變
態
中
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
變
」
を
「
変
」
に
作
る
。
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○
「
廣
曰
。
大
至
於
陰
陽
造
化
」  

朝
鮮
整
版
本
は
「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。

○「
人
須
是
自
向
裏
入
深
去
理
會
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は「
裏
」を「
裡
」に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
此
箇
道
理
」　
「
箇
」
を
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
個
」
に
作
り
、
朝
鮮
古
写
本

は
「
个
」
に
作
る
。

○
「
不
知
不
覺
走
入
番
界
去
定
也
」　

四
庫
全
書
本
は
「
番
」
を
「
金
」
に
作
る
。

萬
暦
本
は
「
去
定
」
の
二
文
字
分
を
空
格
と
す
る
。

○
「
明
是
投
番
了
」　

四
庫
全
書
本
は
「
番
」
を
「
金
」
に
作
る
。

○
「
雖
上
蔡
龜
山
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
龜
」
を
「
亀
」
に
作
る
。

○
「
它
那
下
有
箇
好
處
在
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。

○
「
仍
更
理
會
向
裏
來
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
更
」
を
「
㪅
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

○
「
又
恐
裏
頭
別
有
多
滋
味
在
」　
「
別
有
多
滋
味
」
を
成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は

「
別
更
有
滋
味
」
に
作
り
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
更
別
有
滋
味
」
に
作
る
。

○
「
如
今
人
於
外
面
天
地
造
化
之
理
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
造
化
」
を
「
造
物
」

に
作
る
。　

○
「
因
五
峰
之
言
曰
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和

刻
本
は
「
峰
」
を
「
峯
」
に
作
る
。
呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
は
「
峰
」
に
作
る
。

○「
一
一
周
徧
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は「
徧
」

を
「
遍
」
に
作
る
。
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
「
徧
」
に
作
る
。

○
「
方
是
儒
者
之
學
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
方
」
を
「
方
始
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

 

『
大
学
或
問
』
の
「（
我
々
は
）
必
ず
や
、
そ
の
当
に
然
る
べ
き
所
に
し
て
已
む

容べ

か
ら
ざ
る
も
の
（
当
然
そ
う
あ
る
べ
く
し
て
、そ
う
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
）

と
、
然
る
所
以
に
し
て
易か

う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
（
そ
の
よ
う
で
あ
る
理
由
で
あ
っ

て
、
易
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
）
と
を
認
識
す
る
の
だ
。」
に
つ
い
て
、
先

生
が
（
私
に
）
尋
ね
ら
れ
た
。「
ふ
だ
ん
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る

の
か
。」

　

広
わ
た
く
しが

お
答
え
し
た
。「
然
る
所
以
に
し
て
易
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
は
、
理
を

指
し
て
言
っ
た
も
の
で
す
。
当
に
然
る
べ
き
所
に
し
て
已
む
容べ

か
ら
ざ
る
も
の
と

は
、
人
の
心
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
す
。」

　

先
生
「
下
の
句
（
所
當
然
而
不
容
已
者
）
は
、
事
柄
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
に

他
な
ら
な
い
。
全
て
の
事
柄
に
は
も
と
よ
り
、
当
に
然
る
べ
き
所
に
し
て
已
む
容

か
ら
ざ
る
も
の
が
有
る
。
し
か
し
な
が
ら
（
我
々
は
）
更
に
、
そ
の
然
る
所
以
は

い
っ
た
い
何
な
の
か
を
探
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
然
る
所
以
が
、
理
だ
。
理

が
そ
の
よ
う
で
あ
る
の
は
、
も
と
よ
り
（
そ
れ
以
外
の
あ
り
方
に
は
）
易
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
だ
。

　

ま
た
例
え
ば
人
は
、
赤
ん
坊
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
な
の
を
見
る
と
、
誰
し
も
怵お

ど

惕ろ
き

惻い
た
む隱
の
心
が
生
ず
る
も
の
だ
。
こ
れ
は
そ
の
事
柄
に
お
け
る
、
当
に
然
る
べ
き

所
に
し
て
已
む
容
か
ら
ざ
る
も
の
な
の
だ
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
に
な
る
の
は

い
っ
た
い
な
ぜ
な
の
か
、
そ
こ
に
は
必
ず
や
、
道
理
と
し
て
（
そ
れ
以
外
の
あ
り

方
に
）
易
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
有
る
の
だ
。

　

今
の
学
ぶ
者
は
、
た
だ
〈
理
の
〉
一
面
を
見
る
ば
か
り
だ
。
例
え
ば
人
に
会
い

に
い
っ
て
も
、た
だ
そ
の
人
が
身
に
つ
け
て
い
る
冠か
ん

冕む
り

や
衣
裳
を
見
る
ば
か
り
で
、
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肝
心
の
そ
の
人
の
こ
と
は
何
も
識
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。

  
例
え
ば
、
忠
孝
仁
義
を
実
践
す
る
場
合
、（
今
の
学
ぶ
者
は
）
た
だ
眼
前
（
の

そ
れ
ら
の
為
す
べ
き
事
柄
）
に
即
し
て
皮
膚
の
部
分
（
理
の
表
面
）
の
み
を
理
解

す
れ
ば
、
も
う
そ
れ
で
よ
し
と
し
、
そ
の
心
髓
に
徹
し
た
と
こ
ろ
（
理
の
裏
面
）

は
全
く
理
解
で
き
て
い
な
い
。
更
に
は
こ
の
天
地
の
間
の
造
化
の
営
み
に
至
っ
て

は
、
自
ず
と
陽
が
長
ず
れ
ば
生
じ
、
陰
が
消
ず
れ
ば
死
ぬ
も
の
な
の
だ
が
、
け
れ

ど
も
そ
も
そ
も
、
そ
の
然
る
所
以
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
（
今
の
学
ぶ
者

の
理
解
は
そ
こ
ま
で
に
は
全
く
及
ん
で
い
な
い
の
だ
）。

　

ま
た
天
下
の
万
事
に
つ
い
て
み
て
も
、
一
つ
の
事
柄
に
は
各
々
一
つ
の
理
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、そ
れ
ら
は
是
非
と
も
、（
心
髄
深
奥
に
ま
で
）
透
徹
す
べ
く
、一
々

理
解
す
べ
き
も
の
な
の
だ
。
ま
さ
か
た
だ
「
天
に
つ
い
て
は
、
私
は
そ
れ
が
高
い

こ
と
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
地
に
つ
い
て
は
、
私
は
そ
れ
が
深
い
こ
と
を
知
る
の

み
で
あ
る
。
万
物
万
事
に
つ
い
て
も
、
私
は
そ
れ
が
万
物
万
事
で
あ
る
こ
と
を
知

る
の
み
で
あ
る
。」
と
言
う
だ
け
（
で
よ
い
）
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
に
。

　

明
道
（
程
顥
）
の
詩
に
云
う
。

　
　

道
は
天
地
有
形
の
外
に
通
じ
、

　
　

思
い
は
風
雲
變
態
の
中
に
入
る
。

　
　
（
道
は
天
地
と
い
う
有
形
の
も
の
の
外
（
＝
形
而
上
）
に
ま
で
通
じ
、

　
　

思
い
は
風
雲
が
変
化
す
る
所
以
に
ま
で
わ
け
入
る
。）

彼
の
こ
の
句
を
読
む
者
は
、
究
極
の
理
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
る
べ

き
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
書
物
に
書
き
と
ど
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な

い
の
だ
。」

　

広
わ
た
く
しが
申
し
あ
げ
た
。「
大
は
陰
陽
が
織
り
な
す
造
化
の
営
み
に
至
る
ま
で
、
そ

こ
に
は
全
て
、
当
に
然
る
べ
き
所
に
し
て
已
む
容
か
ら
ざ
る
も
の
（
当
然
そ
う
あ

る
べ
く
し
て
、そ
う
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
）
が
有
り
ま
す
。
所
謂
太
極
と
は
、

そ
の
然
る
所
以
に
し
て
易
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
（
そ
の
よ
う
で
あ
る
理
由
で
あ
っ

て
、
易
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
）
な
の
で
す
ね
。」

　

先
生
「
勿
論
そ
う
だ
。
人
は
是
非
と
も
、
自
ら
裏
面
に
ま
で
深
く
わ
け
入
っ
て

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
道
理
は
、
少
し
で
も
深
い
と
こ
ろ
に
ま
で
取
り

組
む
と
、
と
も
す
れ
ば
禅
も
ど
き
に
陥
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
是
非
、
深
い

と
こ
ろ
に
ま
で
取
り
組
ん
で
、
な
お
か
つ
襌
も
ど
き
に
は
陥
ら
な
い
、
と
い
う
よ

う
で
あ
っ
て
こ
そ
よ
い
。
今
の
人
た
ち
の
う
ち
、
禅
学
に
背
を
向
け
た
連
中
と
い

う
の
は
、
あ
の
深
い
と
こ
ろ
に
ま
で
は
全
く
到
達
し
て
い
な
い
、
と
い
う
だ
け
の

こ
と
な
の
だ
。
逆
に
少
し
深
い
と
こ
ろ
に
ま
で
到
達
す
る
と
、
き
っ
と
禅
に
足
を

踏
み
入
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

譬
え
ば
、
人
が
淮
河
（
南
宋
と
金
の
国
境
）
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
い
る
と
、
覚

え
ず
知
ら
ず
蕃
族
（
夷
狄
＝
金
）
側
の
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま
う
の
も
必

定
だ
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
程
門
高
弟
の
う
ち
で
も
游
氏
〈
游
酢
〉
な

ど
は
、
明
ら
か
に
蕃
族
（
夷
狄
＝
禅
）
に
投
降
し
て
し
ま
っ
た
者
だ
。
上
蔡
〈
謝

良
佐
〉
や
亀
山
〈
楊
時
〉
は
と
言
え
ば
、
や
は
り
相
も
変
わ
ら
ず
淮
河
の
ほ
と
り

を
悠
々
と
さ
ま
よ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
結
局
は
そ
れ
（
禅
の
正
体
）
を
看

破
で
き
て
い
な
い
。
常
々
そ
こ（
禅
）の
と
こ
ろ
に
近
づ
い
て
は
あ
れ
こ
れ
と
探
っ

て
い
た
の
で
あ
っ
て
、（
彼
ら
の
）
心
の
う
ち
で
は
き
っ
と
、
そ
こ
（
禅
）
に
も

好
い
所
が
有
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
に
違
い
な
い
の
だ
。

  

お
よ
そ
学
問
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
是
非
と
も
四
方
八
方
す
べ
て
に
わ
た
っ

て
通
暁
す
る
ま
で
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、そ
の
上
で
更
に
内
（「
裏
」）
に
向
か
っ
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て
取
り
組
む
よ
う
に
せ
よ
。
ち
ょ
う
ど
果
実
を
食
べ
る
の
と
同
じ
だ
。
ま
ず
そ
の

皮
を
む
き
、
次
に
果
肉
を
食
べ
、
更
に
は
そ
の
中
の
種
の
部
分
さ
え
も
す
っ
か
り

か
み
破
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。
も
し
も
（
種
の
部
分
を
）
か
み

破
ら
な
か
っ
た
な
ら
、
そ
の
中
（
の
食
べ
て
い
な
い
部
分
）
に
は
ま
だ
、
更
に
た

く
さ
ん
の
滋
味
が
残
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
皮
を
む
か
な
い
と
い
う

の
は
、
も
ち
ろ
ん
だ
め
だ
。
け
れ
ど
も
、
皮
を
む
い
て
し
ま
え
ば
、
も
う
中
の
種

の
部
分
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
、
と
い
う
の
で
は
、
そ
れ
も
ま
た
だ
め
だ
。
そ
ん

な
こ
と
で
は
、
究
極
の
所
に
ま
で
到
達
す
る
術
も
な
い
の
だ
。

  

大
学
の
道
が
致
知
格
物
に
存
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
格
物
と
は
、
事
物

の
理
に
お
い
て
各
々
そ
の
至
極
の
と
こ
ろ
ま
で
極
め
、
究
極
の
と
こ
ろ
ま
で
窮
め

至
る
こ
と
を
謂
う
の
だ
。
も
し
も
裏
面
の
種
の
部
分
ま
で
突
破
し
て
い
な
か
っ
た

な
ら
、
そ
れ
は
ま
だ
そ
の
至
極
の
と
こ
ろ
ま
で
極
め
て
は
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

今
の
人
た
ち
は
、
外
面
の
天
地
造
化
の
理
に
関
し
て
は
全
て
理
解
で
き
て
い
る
の

に
、
内
部
の
種
の
部
分
ま
で
は
突
破
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
理
解
で
き
た

も
の
と
い
う
の
も
、
必
ず
し
も
全
て
が
正
し
い
と
は
言
え
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

至
極
の
と
こ
ろ
ま
で
極
め
ら
れ
て
は
い
な
い
の
だ
。」

　

先
生
は
五
峰
（
胡
宏
）
の
発
言
に
因
ん
で
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「「
身
を
以
て

自
ら
（
物
に
）
格
り
、
そ
の
知
を
精
確
に
す
る
」
と
い
う
語
は
、
致
字
に
関
し
て
、

裏
面
に
根
本
を
据
え
る
と
い
う
趣
旨
は
よ
く
得
て
い
る
も
の
の
、
し
か
し
な
が
ら

恐
ら
く
は
外
面
の
多
く
の
事
柄
を
遺
漏
し
て
い
る
の
だ
。
某
わ
た
く
しな
ら
ば
、
こ
ん
な
風

に
は
言
わ
な
い
。
是
非
と
も
内
外
本
末
・
隠
顕
精
粗
に
わ
た
っ
て
、
隅
々
ま
で
遍

く
行
き
渡
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
儒
者
の
学
と
言
え
る
の
だ
。」　

輔
廣
録

〔
注
〕

（
１
）「
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
」　
『
大
学
或

問
』「
自
其
一
物
之
中
、
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
與
其
所
以
然
而
不

可
易
者
、
必
其
表
裏
精
粗
、
無
所
不
盡
。」

（
２
）「
毎
常
如
何
看
」　
「
毎
常
」
は
、
普
段
、
平
素
、
い
つ
も
。

（
３
）「
所
當
然
而
不
容
已
者
、是
指
人
心
而
言
」　
「
所
当
然
」も「
所
以
然
」と
同
様
、

理
に
属
す
る
概
念
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
輔
廣
が
そ
れ
を
「
人
心
」
と
結
び
つ

け
た
の
は
、「
所
当
然
」
が
倫
理
規
範
を
そ
の
内
実
と
す
る
場
合
、「
不
容
已
」

は
「
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
人
の
心
の
働
き
と
し
て
発
現
す
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。「
赤
子
入
井
」
と
い
う
場
面
に
遭
遇
し
た
際
の
「
怵
惕
惻
隱
之
心
」

が
ま
さ
に
そ
れ
に
当
た
る
。『
朱
文
公
文
集
』巻
四
四「
答
江
德
明
」第
一
書「
所

厚
者
、
謂
父
子
兄
弟
骨
肉
之
恩
、
理
之
所
當
然
而
人
心
之
不
能
已
者
。」『
朱
文

公
文
集
』
巻
三
二
「
與
張
敬
夫
論
癸
巳
論
語
説
」「
慎
終
追
遠
」
原
注
「
慎
終

追
遠
、
自
是
天
理
之
所
當
然
、
人
心
之
所
不
能
已
者
。」

（
４
）「
下
句
只
是
指
事
而
言
。
凡
事
固
有
所
當
然
而
不
容
已
者
」　
『
大
学
或
問
』

に
「
至
於
天
下
之
物
、則
必
各
有
所
以
然
之
故
與
其
所
當
然
之
則
、所
謂
理
也
。」

と
あ
る
よ
う
に
、「
所
当
然
」と「
所
以
然
」は
と
も
に
理
に
属
す
る
概
念
で
あ
る
。

九
一
条
に
も
「
理
之
不
容
已
者
」「
理
之
所
當
為
者
、
自
不
容
已
」
等
の
表
現

が
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
「
下
句
只
是
指
事
而
言
」
と
言
う
の
は
、
す
ぐ
後
ろ
に

続
け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
々
の
事
物
事
柄
（
事
）
に
即
し
て
所
当

然
之
則
（
理
）
が
具
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

（
５
）「
又
如
人
見
赤
子
入
井
、皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
今

人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、
皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
。
非
所
以
內
交
於
孺
子
之
父
母

二
一
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



也
、
非
所
以
要
譽
於
鄉
黨
朋
友
也
、
非
惡
其
聲
而
然
也
。」

（
６
）「
但
止
見
一
邊
」　
「
一
邊
」
は
、
一
辺
、
一
面
。

（
７
）「
且
如
為
忠
為
孝
為
仁
為
義
」　
「
且
如
」
は
、
例
え
ば
。「
忠
孝
仁
義
」
を

列
挙
す
る
例
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
晉
書
』
巻
六
「
肅
宗
明
帝
本
紀
」
太

寧
三
年
「
八
月
、
詔
曰
。
又
忠
孝
仁
義
、
靜
己
守
真
、
不
聞
于
時
者
、
州
郡
中

正
亟
以
名
聞
、
勿
有
所
遺
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
「
然
則
家
者
、
不
過

君
臣
父
子
夫
婦
兄
弟
處
、
此
等
事
、
皆
以
為
寄
寓
、
故
其
為
忠
孝
仁
義
者
、
皆

以
為
不
得
已
爾
。」

（
８
）「
但
只
據
眼
前
理
會
得
箇
皮
膚
便
休
、都
不
曾
理
會
得
那
徹
心
徹
髓
處
」　
「
理

會
」
に
は
、
取
り
組
む
、
理
解
す
る
の
意
が
有
る
が
、
こ
こ
は
後
者
で
解
釈
し

た
。
眼
前
の
事
物
に
即
し
て
理
の
表
面
的
な
部
分
（
皮
膚
）
を
理
解
す
れ
ば
も

う
そ
れ
で
よ
し
と
し
、
理
の
深
奥
に
徹
し
た
部
分
（
徹
心
徹
髓
處
）
は
全
く
理

解
し
て
い
な
い
。
忠
孝
仁
義
の
実
践
を
例
に
取
れ
ば
、
忠
孝
仁
義
で
あ
る
べ
き

こ
と
の
み
を
理
解
し
、
な
ぜ
忠
孝
仁
義
で
あ
る
べ
き
か
は
全
く
分
か
っ
て
い
な

い
、
と
い
う
こ
と
。「
便
休
」
は
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
、
そ
れ
で
お
わ
り
、
そ

れ
で
よ
し
と
す
る
。「
徹
心
徹
髓
」
は
、
心
髓
に
徹
す
る
、
深
奥
に
ま
で
透
徹

す
る
。
本
条
注
（
１
）
所
引
の
『
大
学
或
問
』
の
記
述
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

「
所
当
然
」「
所
以
然
」
は
「
表
裏
精
粗
」
と
対
応
す
る
概
念
で
あ
る
。
ま
た
次

条
（
九
五
条
）
に
は
「
得
其
皮
膚
、是
表
也
。
見
得
深
奧
、是
裏
也
。」
と
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
本
条
の
内
容
を
整
理
す
れ
ば
、
そ
の
対
応
関
係
は

　

  

所
当
然―

―

表
粗―

―

皮
膚

　

  

所
以
然―

―

裏
精―

―

徹
心
徹
髓

と
い
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
下
に
関
連
す
る
二
条
を
補
足
す
る
。『
語
類
』

巻
一
六
、五
五
条
、
董
銖
録
「
問
表
裏
精
粗
。
曰
。
須
是
表
裏
精
粗
、
無
不
到
。

有
一
種
人
、
只
就
皮
殼
上
做
工
夫
、
却
於
理
之
所
以
然
者
、
全
無
是
處
。
又
有

一
種
人
、
思
慮
向
裏
去
、
又
嫌
眼
前
道
理
粗
、
於
事
物
上
都
不
理
會
。
此
乃
談

玄
説
妙
之
病
、其
流
必
入
於
異
端
。」『
語
類
』巻
一
六
、五
一
条
、黄
義
剛
録「
問
。

表
裏
精
粗
無
不
到
。
曰
。
表
便
是
外
面
理
會
得
底
。
裏
便
是
就
自
家
身
上
至
親

至
切
、
至
隱
至
密
、
貼
骨
貼
肉
處
。
今
人
處
事
、
多
是
自
説
道
、
且
恁
地
也
不

妨
。這
箇
便
不
是
。這
便
只
是
理
會
、不
曾
到
那
貼
底
處
。若
是
知
得
那
貼
底
時
、

自
是
決
然
不
肯
恁
地
了
。」
な
お
『
朱
子
語
類
訳
注　

巻
一
六
（
一
）』
五
一
条

〔
補
説2

〕
を
参
照
。

（
９
）「
陽
長
則
生
、
陰
消
則
死
」　

陽
の
長
（
増
進
）
は
と
り
も
な
お
さ
ず
陰
の

消
〈
減
退
〉
を
意
味
し
、
春
夏
は
陽
長
陰
消
の
季
節
、
秋
冬
は
陰
長
陽
消
の
季

節
で
あ
る
。
そ
し
て
九
〇
条
に
「
春
生
秋
殺
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
春
夏
は
植

物
が
生
育
成
長
す
る
季
節
、秋
冬
は
成
熟
を
経
て
枯
死
す
る
季
節
で
あ
る
。従
っ

て
こ
こ
は
本
来
、「
陽
長
則
生
、陽
消
則
死
」
或
い
は
「
陽
長
則
生
、陰
長
則
死
」

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
か
（
待
考
）。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
一

「
萬
物
莫
不
有
對
。
一
陰
一
陽
、一
善
一
惡
。
陽
長
則
陰
消
、善
増
則
惡
减
。」清
、

任
啓
運
『
周
易
洗
心
』
卷
七
「
天
地
定
位
山
澤
通
氣
」
云
々
、注
「
自
春
而
夏
、

陽
長
陰
消
。
自
秋
而
冬
、陰
長
陽
消
。」
な
お
別
解
と
し
て
、「
陽
、長
則
生
。
陰
、

消
則
死
。」
陽
の
季
節
（
春
夏
）
に
は
植
物
は
長
じ
生
じ
、
陰
の
季
節
（
秋
冬
）

に
は
植
物
は
消
じ
死
す
、
と
い
う
解
釈
の
可
能
性
も
有
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
10
）「
一
事
各
有
一
理
、須
是
一
一
理
會
教
徹
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
凡

一
物
上
有
一
理
。
須
是
窮
致
其
理
。」『
大
学
或
問
』「
凡
有
一
物
、
必
有
一
理
。

窮
而
致
之
、
所
謂
格
物
者
也
。」

二
一
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



（
11
）「
不
成
只
説
道
」　
「
不
成
」
は
、
ま
さ
か
…
で
は
あ
る
ま
い
。「
説
道
」
は
、

言
う
。

（
12
）「
天
、
吾
知
其
高
而
已
。
地
、
吾
知
其
深
而
已
。
萬
物
萬
事
、
吾
知
其
為

萬
物
萬
事
而
已
」　

天
が
高
く
地
が
深
い
と
い
っ
た
自
然
法
則
（
所
当
然
之
則
）

に
つ
い
て
も
、
そ
の
事
実
を
知
る
の
み
で
は
な
く
、
原
因
理
由
（
所
以
然
之
故
）

を
知
ら
ね
ば
な
ら
ら
な
い
、
と
い
う
趣
旨
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
物

理
須
是
要
窮
。
若
言
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
。
若
只
言
天
只
是

高
、
地
只
是
深
、
只
是
已
辭
、
更
有
甚
。」『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
物
必
有
理
、

皆
所
當
窮
。
若
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
、
是
也
。
若
曰
天
吾
知

其
高
而
已
矣
、
地
吾
知
其
深
而
已
矣
、
鬼
神
吾
知
其
幽
且
顯
而
已
矣
、
則
是
已

然
之
詞
、
又
何
理
之
可
窮
哉
。」

（
13
）「
明
道
詩
云
。
道
通
天
地
有
形
外
、思
入
風
雲
變
態
中
」　

明
道
は
程
顥
〈
号

明
道
、一
〇
三
二
～
一
〇
八
五
）。『
二
程
文
集
』
巻
三
、明
道
先
生
文
集
三
「
秋

日
偶
成
二
首
」（
第
二
首
）「
閑
來
無
事
不
從
容
、
睡
覺
東
窗
日
已
紅
。
萬
物
静

觀
皆
自
得
、
四
時
佳
興
與
人
同
。
道
通
天
地
有
形
外
、
思
入
風
雲
變
態
中
。
富

貴
不
淫
貧
賤
樂
、
男
兒
到
此
是
豪
雄
。」「
天
地
有
形
外
」
は
形
而
上
を
、「
風

雲
變
態
中
」
は
風
雲
が
変
化
す
る
所
以
を
意
味
し
、
い
ず
れ
も
理
を
指
す
も

の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。『
語
類
』
巻
九
七
、一
一
四
条
、
甘
節
録
（
Ⅶ

2503

）「
問
。
思
入
風
雲
變
態
中
。
曰
。
言
窮
理
精
深
、
雖
風
雲
變
態
之
理
、

思
亦
到
。」

（
14
）「
大
至
於
陰
陽
造
化
」　
「
陰
陽
造
化
」
は
、
陰
陽
に
よ
る
造
化
の
営
み
。
自

然
界
に
お
け
る
生
成
変
化
等
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
全
て
造
化
の
営
み
と
さ
れ
、

そ
れ
ら
は
全
て
陰
陽
二
気
の
変
化
が
も
た
ら
す
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。『
中

庸
章
句
』第
一
章「
天
命
之
謂
性
」朱
注「
天
以
陰
陽
五
行
化
生
萬
物
。」『
語
類
』

巻
一
〇
五
、三
六
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2631

）「
造
化
、只
是
箇
陰
陽
。
捨
陰
陽
、

不
足
以
明
造
化
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
六
「
傅
伯
拱
字
序
」「
盈
天
地
之
間
、

所
以
爲
造
化
者
、
陰
陽
二
氣
之
終
始
盛
衰
而
已
。」

（
15
）「
所
謂
太
極
、
則
是
所
以
然
而
不
可
易
者
。
曰
。
固
是
」　

所
以
然
之
故
と

太
極
を
直
接
に
結
び
つ
け
て
説
く
例
は
本
条
の
こ
の
箇
所
以
外
に
は
未
検
出
で

あ
る
が
、
以
下
に
示
す
通
り
、「
所
以
一
陰
一
陽
」
を
道
や
太
極
と
結
び
つ
け

る
一
連
の
発
言
が
有
る
。
九
〇
条
注
（
２
）
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
所
以
然
之

故
は
所
当
然
之
則
の
根
拠
を
為
す
も
の
で
あ
り
、
よ
り
一
層
高
次
の
理
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
太
極
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
は
そ
の
為
で
あ
ろ
う
。『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
三
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
道
非
陰
陽
也
。
所
以
一
陰
一
陽
、

道
也
。」（
右
伊
川
先
生
語
）『
周
易
本
義
』「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
朱
注
「
陰
陽

迭
運
者
、
氣
也
。
其
理
則
所
謂
道
。」『
西
山
讀
書
記
』
巻
三
七
「
陰
陽
」「
易

大
傳
、
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
按
、
程
子
朱
子
之
說
、
以
為
陰
陽
、
氣
也
、
所
以

一
陰
一
陽
者
、
道
也
。
道
即
所
謂
太
極
已
。」
丁
易
東
（
宋
末
元
初
の
人
）『
易

象
義
』
巻
一
四
、
繫
辭
傳
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
云
々
、
注
「
一
陰
一
陽
之
謂

道
。
此
指
太
極
而
言
也
。
一
陰
矣
而
又
一
陽
、
一
陽
矣
而
又
一
陰
、
陰
不
可
无

陽
、
陽
不
可
无
陰
。
所
以
然
者
、
道
也
。
道
、
太
極
也
。」

（
16
）「
人
須
是
自
向
裏
入
深
去
理
會
」　
「
向
裏
」
は
内
に
向
か
う
、
裏
面
に
向
か

う
。
こ
こ
で
の
「
裏
」
は
理
の
裏
面
、『
大
学
章
句
』
伝
五
章
に
い
う
「
衆
物

之
表
裏
精
粗
」に
お
け
る「
裏
精
」を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
注（
35
）参
照
。

（
17
）「
才
理
會
到
深
處
」　
「
才
」
は
、
わ
ず
か
で
も
…
す
れ
ば
。
…
す
れ
ば
、
も

う
そ
の
途
端
に
。

二
一
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



（
18
）「
又
易
得
似
襌
」　
「
易
得
」
は
「
易
以
」
と
同
義
で
、
…
し
や
す
い
、
…

し
が
ち
で
あ
る
。
本
巻
、
五
一
条
、
廖
徳
明
録
「
只
一
箇
持
敬
、
也
易
得
做

病
。
若
只
持
敬
、
不
時
時
提
撕
著
、
亦
易
以
昏
困
。」「
易
得
似
襌
」
は
、
禅

も
ど
き
に
陥
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
似
禪
」
は
、
穏
当
平

実
さ
を
欠
き
、
懸
空
玄
妙
で
あ
る
、
と
い
う
否
定
的
評
価
を
意
味
す
る
。『
語

類
』
巻
七
九
、六
一
条
、
林
賜
録
（
Ⅴ2037

～2038

）「
近
見
俞
子
才
跋
說
命

云
。
…
數
語
是
平
正
實
語
、
不
應
中
間
翻
空
一
句
、
如
此
深
險
。
…
此
語
全
似

禪
語
、
只
當
依
古
注
。」『
語
類
』
巻
一
〇
一
、七
六
条
、
董
銖
録
（
Ⅶ2568

）

「
某
舊
見
李
先
生
時
、
說
得
無
限
道
理
、
也
曾
去
學
禪
。
李
先
生
云
。
汝
恁
地

懸
空
理
㑹
得
許
多
、
而
面
前
事
、
却
又
理
㑹
不
得
。
道
亦
無
玄
妙
、
只
在
日

用
間
著
實
做
工
夫
處
理
㑹
、
便
自
見
得
。
後
來
方
曉
得
它
說
。」『
語
類
』
巻

一
一
七
、四
六
条
、訓
陳
淳（
Ⅶ2827

）「
向
見
衆
人
説
得
玄
妙
、程
先
生
説
得
絮
。

後
来
仔
細
㸔
、
方
見
得
衆
人
説
都
似
禪
了
、
不
似
程
先
生
説
得
穏
。」

（
19
）「
須
是
理
會
到
深
處
、
又
却
不
與
襌
相
似
、
方
是
」　
「
須
是
…
方
是
」
は
、

是
非
と
も
…
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。「
與
…
相
似
」
は
、
…
と
似
る
。

（
20
）「
才
到
那
深
處
、
定
走
入
襌
去
也
」　
「
定
」
は
、
必
ず
、
き
っ
と
。「
走
入
」

は
、
足
を
踏
み
入
れ
る
、
入
り
込
む
、
陥
る
。『
語
類
』
巻
八
、一
一
六
条
、

黄
士
毅
録
（
Ⅰ143

）「
最
怕
粗
看
了
、
便
易
走
入
不
好
處
去
。」『
語
類
』
巻

一
三
七
、一
〇
条
、輔
廣
録（
Ⅷ3253

）「
曰
。
揚
子
工
夫
比
之
荀
子
、恐
却
細
膩
。

曰
。
揚
子
說
到
深
處
、
止
是
走
入
老
莊
窠
窟
裏
去
。」「
…
去
」
は
、
動
詞
の
後

に
つ
い
て
空
間
的
・
時
間
的
・
心
理
的
に
遠
ざ
か
る
語
気
を
表
す
。
…
し
て
し

ま
う
。

（
21
）「
譬
如
人
在
淮
河
上
立
、
不
知
不
覺
走
入
番
界
去
、
定
也
」　

淮
河
は
金
と

南
宋
の
国
境
。「
不
知
不
覺
」
は
、覚
え
ず
知
ら
ず
、知
ら
ぬ
ま
に
。「
走
入
」
は
、

足
を
踏
み
入
れ
る
、入
り
込
む
。「
番
」
は｢

蕃｣

に
通
じ
、蕃
族
、異
民
族
の
意
。

こ
で
は
金
（
女
真
族
）
を
指
す
。〔
校
勘
〕
で
指
摘
し
た
よ
う
に
四
庫
全
書
本

は
「
番
」
を
忌
避
し
て
「
金
」
に
作
っ
て
い
る
。「
番
界
」
は
、異
民
族
の
領
域
。

「
定
也
」
は
、
必
定
で
あ
る
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
淮
河
上
止
番
界　

宋

與
虜
分
淮
中
流
為
界
。
番
、胡
人
也
。
定
、必
也
。」
紹
興
十
一
年
（
一
一
四
一
）

の
所
謂
紹
興
和
義
に
よ
り
、
南
宋
は
唐
州
・
鄧
州
（
と
も
に
京
西
南
路
）
を
金

に
割
譲
の
上
、
淮
河
中
流
を
両
国
の
国
境
と
定
め
た
。『
宋
史
』
巻
二
九
「
高

宗
本
紀
」
紹
興
十
一
年
十
一
月
「
是
月
、
與
金
國
和
議
成
、
立
盟
書
、
約
以
淮

水
中
流
畫
疆
、
割
唐
鄧
二
州
畀
之
、
歲
奉
銀
二
十
五
萬
兩
、
絹
二
十
五
萬
匹
、

休
兵
息
民
。」『
建
炎
以
來
繫
年
要
録
』
巻
一
四
二
、
紹
興
十
一
年
十
一
月
辛
丑

「
是
日
、
金
國
都
元
帥
宗
弼
遣
魏
良
臣
等
還
、
許
以
淮
水
為
界
、
歳
幣
銀
帛
各

二
十
五
萬
匹
兩
、
又
欲
割
唐
鄧
二
州
。
因
遣
其
行
臺
户
部
侍
郎
蕭
毅
・
翰
林
待

制
同
知
制
誥
邢
具
瞻
、審
定
可
否
。」
同
書
同
巻
、紹
興
十
一
年
十
一
月
戊
午
「
戊

午
、
金
國
審
議
使
蕭
毅
等
辭
。
行
時
、
朝
廷
許
割
唐
鄧
二
州
、
餘
以
淮
水
中
流

為
界
。」「
番
界
」「
蕃
界
」
は
、
異
民
族
の
領
域
。『
宋
會
要
輯
稿
』
職
官
七
二

「
黜
降
官
」
九
、光
宗
淳
熙
十
六
年
二
月
十
三
日 （
職
官
七
二
之
五
○
）「
同
日
、

詔
知
金
州
秦
嵩
落
遙
郡
、
令
解
官
持
服
。
以
四
川
制
置
使
趙
汝
愚
言
。
嵩
昨
在

黎
州
（
成
都
府
路
）
日
、
常
遣
土
丁
入
番
界
臙
脂
木
以
為
什
器
、
遂
為
青
羌
所

執
者
五
人
、
致
死
者
二
人
。
今
任
金
州
、
遣
人
於
黎
州
販
賣
金
珠
、
未
嘗
以
邊

事
為
意
、
貪
汙
狼
籍
。
故
有
是
命
。」『
宋
史
』
巻
一
八
一
「
食
貨
志
」
下
三
、

鹽
上
、
顆
鹽
「
咸
平
中
、
…
、
詔
以
鼎
（
梁
鼎
）
為
陝
西
制
置
使
、
又
以
內
殿

崇
班
杜
承
睿
同
制
置
陝
西
青
白
鹽
事
。
承
睿
言
。
…
今
聞
運
解
鹽
於
邊
、
欲
與

二
一
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



內
地
同
價
、
邊
民
必
冒
法
圖
利
、
却
入
蕃
界
私
販
青
鹽
、
是
助
寇
資
而
結
民
怨

矣
。」
文
字
通
り
の
意
味
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
こ
こ
で
の
「
番
」
は
、
夷
狄

の
教
え
た
る
仏
教
・
禅
を
寓
意
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
譬
如
人
在
淮
河
上
立
、

不
知
不
覺
走
入
番
界
去
、
定
也
」
と
は
、
異
端
を
排
斥
拒
絶
し
よ
う
と
の
明
確

な
自
覚
の
な
い
ま
ま
に
仏
教
と
接
触
し
て
い
る
と
、
知
ら
ぬ
ま
に
必
ず
や
仏
教

説
に
染
ま
っ
て
し
ま
う
、
と
の
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
二
上
「
学
者
於
釈
氏
之
説
、
直
須
如
淫
声
美
色
以
遠
之
。
不
爾
、
則
駸
駸
然

入
於
其
中
矣
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
九
「
答
滕
徳
粹
」
第
五
書
「
釈
氏
之
説
、

易
以
惑
人
、
誠
如
来
喩
。
然
如
所
謂
若
有
所
喜
、
則
已
是
中
其
毒
矣
。
恐
須
於

吾
学
有
進
歩
処
、
庶
幾
可
解
。
不
然
雖
欲
如
淫
声
美
色
以
遠
之
、
恐
已
無
及
於

事
、
而
毒
之
浸
淫
侵
蝕
日
以
益
深
也
。」

（
22
）「
只
如
程
門
高
弟
游
氏
、
則
分
明
是
投
番
了
」　
「
只
如
」
は
、
例
え
ば
。
游

氏
は
游
酢
（
字
定
夫
、
一
〇
五
三
～
一
一
二
三
）。「
投
番
」
は
「
投
蕃
」「
投

蕃
部
」
と
同
義
で
蕃
族
に
身
を
投
ず
る
、
蕃
族
に
投
降
す
る
。『
宋
會
要
輯
稿
』

刑
法
四
「
配
隸
」
仁
宗
天
聖
四
年
（
刑
法
四
之
一
四
）「
十
月
二
十
六
日
、
戶

部
副
使
王
博
文
言
。陝
西
沿
邊
蕃
族
捕
送
逃
軍
、頗
有
因
差
勾
當
。或
遠
探
伏
路
、

伐
木
採
柴
、
偶
逢
蕃
賊
、
拒
敵
不
下
、
被
虜
掠
前
去
。
蕃
部
利
於
賞
給
、
經
涉

年
月
、
返
捕
送
官
。
有
司
勘
鞫
、
但
招
背
漢
投
蕃
之
罪
、
依
條
處
死
。
請
降
赦
、

邊
臣
不
令
下
司
。
自
今
如
有
蕃
部
捕
到
兵
士
、
根
勘
但
如
此
類
、
稍
有
憑
據
、

情
理
分
明
者
、
特
與
貸
命
、
減
死
一
等
、
決
配
遠
惡
州
軍
牢
城
。
詔
。
自
今
但

不
是
故
投
蕃
部
、
詳
酌
稍
有
證
據
、
根
勘
分
明
者
、
特
與
貸
命
、
決
配
外
州
牢

城
訖
奏
。
情
至
輕
者
奏
裁
。」
こ
こ
で
の
「
投
番
」
は
先
の
「
走
入
番
界
」
同
様
、

夷
狄
の
教
え
で
あ
る
仏
教
・
禅
に
染
ま
る
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
游
・
謝
・

楊
ら
の
程
門
諸
弟
子
が
禅
に
傾
倒
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
に
関
し
て
は
以
下
を

参
照
。『
語
類
』
巻
一
〇
一
、八
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅶ2556

）「
程
門
高
弟
、
如

謝
上
蔡
・
游
定
夫
・
楊
龜
山
軰
、
下
稍
皆
入
禪
學
去
。
必
是
程
先
生
當
初
說
得

高
了
、
他
們
只
晫
見
一
截
、
少
下
面
著
實
工
夫
、
故
流
弊
至
此
。」『
語
類
』
巻

一
〇
一
、九
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅶ2556

）「
游
・
楊
・
謝
三
君
子
、
初
皆
學
禪
。

後
來
餘
習
猶
在
。
故
學
之
者
、
多
流
於
禪
。
游
先
生
大
是
禪
學
。」『
語
類
』
巻

一
〇
一
、一
〇
条
、陳
文
蔚
録（
Ⅶ2556

）「
一
日
論
伊
川
門
人
云
。
多
流
入
釋
氏
。

文
蔚
曰
。
只
是
游
定
夫
如
此
。
恐
龜
山
軰
不
如
此
。
曰
。
只
論
語
序
、便
可
見
。」

（「
論
語
序
」
は
『
龜
山
集
』
卷
二
五
「
論
語
義
序
」
を
指
す
か
）
な
お
游
酢
と

仏
教
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
と
し
て
は
『
伊
洛
淵
源
錄
』
巻
九
「
游
酢
」
遺
事
、

等
を
参
照
。

（
23
）「
上
蔡
龜
山
、
也
只
在
淮
河
上
游
游
漾
漾
」 

上
蔡
は
謝
良
佐
（
号
上

蔡
、
一
〇
五
〇
～
一
一
二
〇
）、
亀
山
は
楊
時
（
号
亀
山
、
一
〇
五
三
～

一
一
三
五
）。「
只
在
」
は
、
相
も
変
わ
ら
ず
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、『
漢
語
大
詞

典
』「
只
在　

總
在
、
仍
在
。」「
游
游
漾
漾
」
は
、
悠
々
と
さ
ま
よ
う
。
ま
た

は
、
游
ぐ
、
た
だ
よ
う
。『
字
海
便
覧
』「
游
游
漾
漾
ト
ハ
、
オ
ヨ
グ
イ
ナ
リ
。」

淮
河
の
ほ
と
り
を
悠
々
と
と
さ
ま
よ
う
と
は
、
儒
教
と
仏
教
（
禅
）
の
間
を
行

き
つ
戻
り
つ
す
る
、
と
の
意
。
游
・
謝
・
楊
は
三
人
と
も
禅
学
に
傾
倒
し
て
い

た
が
、
中
で
も
游
酢
の
傾
倒
ぶ
り
が
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
と
の
認
識
が
朱
熹
に

は
あ
り
、
そ
れ
が
「
分
明
是
投
番
了
」（
游
）、「
在
淮
河
上
游
游
漾
漾
」（
謝
楊
）

と
い
う
比
喩
の
差
異
に
な
っ
た
。
前
注
所
引
の
『
語
類
』
参
照
。
謝
良
佐
は
、

知
覚
を
仁
と
す
る
そ
の
仁
説
が
禅
と
同
一
視
さ
れ
た
。『
上
蔡
語
録
』
巻
二
「
仁

是
四
肢
不
仁
之
仁
。
不
仁
是
不
識
痛
癢
、仁
是
識
痛
癢
。」『
北
渓
字
義
』巻
上「
仁

二
一
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
一
）



義
禮
智
信
」「
上
蔡
遂
專
以
知
覺
言
仁
、
又
流
入
佛
氏
作
用
是
性
之
說
去
。
夫

仁
者
固
能
知
覺
、
謂
知
覺
為
仁
則
不
可
。」
楊
時
と
禅
僧
・
禅
と
の
関
わ
り
に

関
し
て
は
、『
亀
山
集
』
巻
二
四
「
含
雲
寺
真
祠
遺
像
記
」
同
、巻
四
一
、詩
「
含

雲
晚
歸
寄
真
師
」
等
を
参
照
。

（
24
）「
終
看
他
未
破
」　
「
他
」は
、こ
こ
で
は
禅
を
指
す
。「
看
未
破
」は「
看
不
破
」

と
同
じ
く
、「
看
破
」
の
否
定
形
。『
語
類
』
巻
一
二
四
、二
五
条
、呉
必
大
録
（
Ⅶ

2973

）「
欽
夫
伯
恭
縁
不
曾
㸔
佛
書
、
所
以
㸔
他
不
破
。
只
某
便
識
得
他
。
試

將
楞
嚴
圓
覺
之
類
一
觀
、
亦
可
粗
見
大
意
。」

（
25
）「
時
時
去
他
那
下
探
頭
探
腦
」　
「
他
那
下
」
の
「
他
」
は
、禅
を
指
す
。「
他

那
下
」は
、そ
こ
の
と
こ
ろ
。
こ
こ
で
は
、禅
の
と
こ
ろ
、禅
に
即
し
て
。『
語
類
』

巻
八
、九
一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ141

）「
佛
家
一
向
撤
去
許
多
事
、
只
理
會
自

身
己
。
其
教
雖
不
是
、
其
意
思
却
是
要
自
理
會
。
所
以
他
那
下
常
有
人
、
自
家

這
下
自
無
人
。」「
探
頭
探
腦
」
は
、
頭
を
突
き
出
し
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
見
回
す
、

様
子
を
う
か
が
う
。『
字
海
便
覧
』「
探
頭
探
腦
ト
ハ
、
上
方
ノ
詞
ニ
テ
ハ
、
ノ

ゾ
キ
マ
ハ
ル
ト
云
コ
ト
。
西
国
ノ
詞
ニ
テ
ハ
、
カ
タ
ム
キ
ヒ
ラ
ム
キ
ス
ル
ト
云

フ
コ
ト
ナ
リ
。」

（
26
）「
心
下
也
須
疑
它
那
下
有
箇
好
處
在
」　
「
心
下
」
は
、心
の
う
ち
、心
中
。「
它

那
下
」
は
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
。
前
注
に
既
出
。
在
」
は
、
断
定
の
語
気
を
示
す

句
末
の
助
字
。

（
27
）「
須
是
四
方
八
面
、
都
理
會
教
通
曉
」　
「
四
方
八
面
」
は
、
四
方
八
方
あ
ま

ね
く
。「
都
」
は
、
全
て
。

（
28
）「
譬
如
喫
菓
子
一
般
」　
「
如
…
一
般
」
は
、…
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
喫
」
は
、
食
べ
る
。「
菓
子
」
は
「
果
子
」
と
同
じ
で
、
果
実
、
果
物
。
果
実

を
食
べ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
学
問
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。『
語
類
』

巻
一
四
、三
四
条
、胡
泳
録「
或
問
大
學
。
曰
。
大
概
是
如
此
。
只
是
更
要
熟
讀
。

熟
時
、
滋
味
自
別
。
且
如
喫
果
子
、
生
時
將
來
喫
、
也
是
喫
這
果
子
。
熟
時
將

來
喫
、
也
是
喫
這
果
子
、
只
是
滋
味
別
。」『
語
類
』
巻
一
四
、三
五
条
、
葉
賀

孫
録
「
問
賀
孫
、
讀
大
學
如
何
。
曰
。
稍
通
、
方
要
讀
論
語
。
曰
。
且
未
要
讀

論
語
。
大
學
稍
通
、
正
好
著
心
精
讀
。
…
今
識
得
大
綱
統
體
、
正
好
熟
看
。
如

喫
果
實
相
似
、
初
只
恁
地
硬
咬
嚼
。
待
嚼
來
嚼
去
、
得
滋
味
、
如
何
便
住
却
。」

（
29
）「
去
其
皮
殼
」　
「
皮
殼
」
は
、
皮
、
も
し
く
は
固
い
外
皮
。

（
30
）「
又
更
和
那
中
間
核
子
都
咬
破
始
得
」　
「
和
」は
現
代
語
の「
連
」と
同
じ
で
、

…
さ
え
も
。「
和
…
都
」
は
、
…
さ
え
も
全
て
。「
中
間
」
は
、
そ
こ
、
そ
の
間
。

『
宋
元
語
言
詞
典
』「
中
間　

其
中
。」「
核
子
」
は
、種
。「
咬
」
は
、噛
む
。「
咬

破
」
は
、
か
み
破
る
。「
始
得
」
は
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。

（
31
）「
又
恐
裏
頭
別
有
多
滋
味
在
」　
「
裏
頭
」
は
、
中
、
内
部
。「
在
」
は
断
定

の
語
気
を
示
す
助
字
。〔
校
勘
〕
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
別
有
多
滋
味
」
を
成

化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
別
更
有
滋
味
」
に
作
る
。「
別
有
」「
別
更
有
」
云
々

と
は
、
ま
だ
更
に
多
く
の
滋
味
が
残
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
に
、
か
み

破
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
味
わ
え
ず
に
終
わ
る
、
と
い
う
こ
と
。

（
32
）「
不
管
裏
面
核
子
」　
「
不
管
」
は
、
顧
み
な
い
、
関
知
し
な
い
。

（
33
）「
恁
地
則
無
縁
到
得
極
至
處
」　
「
恁
地
」
は
、「
如
此
」
と
同
じ
で
、
こ
の

よ
う
で
あ
る
、
そ
の
よ
う
で
あ
る
。「
無
縁
」
は
、
…
す
る
術
が
な
い
。「
極
至

處
」
は
、
究
極
の
と
こ
ろ
。

（
34
）「
格
物
謂
於
事
物
之
理
各
極
其
至
、
窮
到
盡
頭
」　
「
盡
頭
」
は
、
果
て
、
極

限
。『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
「
格
、
至
也
。
物
、
猶
事
也
。
窮
至
事
物
之
理
、
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欲
其
極
處
無
不
到
也
。」

（
35
）「
如
今
人
於
外
面
天
地
造
化
之
理
、
都
理
會
得
、
而
中
間
核
子
未
破
」　

こ

こ
で
の
「
中
間
核
子
」
は
「
外
面
天
地
造
化
之
理
」
と
対
置
さ
れ
て
い
る
。
内

容
的
に
は
前
出
の
「
若
只
去
其
皮
殼
了
、不
管
裏
面
核
子
」
と
対
応
し
て
い
る
。

要
す
る
に
表
面
（
外
面
）
と
裏
面
の
双
方
に
遺
漏
無
く
窮
理
が
実
践
さ
れ
る
べ

き
こ
と
を
説
く
趣
旨
で
あ
り
、『
大
学
章
句
』
伝
五
章
の
「
衆
物
之
表
裏
精
粗
、

無
不
到
」に
相
当
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、こ
こ
で
の「
外
面
天
地
造
化
之
理
」

は
天
地
造
化
に
関
わ
る
「
所
当
然
之
則
」、
中
間
核
子
は
そ
の
「
所
以
然
之
故
」

を
指
す
も
の
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
な
お
「
所
当
然―

―

所
以
然
」
と
「
表

粗―
―

裏
精
」
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
注
（
８
）
を
参
照
。

（
36
）「
因
五
峰
之
言
曰
」  

胡
宏
、
字
仁
仲
、
号
五
峰
（
一
一
〇
五
～
一
一
六
一
）。

門
人
の
張
栻
（
字
敬
夫
・
欽
夫
、
号
南
軒
）
と
と
も
に
湖
南
学
派
の
中
心
人
物

で
あ
り
、
四
十
歳
定
論
確
立
以
前
の
朱
熹
（
中
和
旧
説
時
代
）
に
強
い
影
響
を

与
え
た
。

（
37
）「
身
親
格
之
以
精
其
知
」　
『
胡
宏
集
』「
復
齋
記
」「
儒
者
之
道
、率
性
保
命
、

與
天
同
功
。
是
以
節
事
取
物
、
不
厭
不
棄
、
必
身
親
格
之
以
致
其
知
焉
。
夫
事

變
萬
端
、
而
物
之
感
人
無
窮
。
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
而
居
敬
以
持
其

志
。
志
立
于
事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物
之
内
、
而
知
乃
可
精
。」

（
38
）「
雖
於
致
字
得
向
裏
之
意
、
然
却
恐
遺
了
外
面
許
多
事
」　
「
於
致
字
得
向
裏

之
意
」
と
い
う
評
価
は
『
大
学
或
問
』
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。『
大
学
或

問
』「
獨
有
所
謂
即
事
即
物
、
不
厭
不
棄
、
而
身
親
格
之
以
精
其
知
者
、
為
得

致
字
向
裏
之
意
。
而
其
曰
。
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
、
居
敬
以
持
其
志
、

志
立
乎
事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物
之
内
、
而
知
乃
可
精
者
、
又
有
以
合
乎
所
謂

未
有
致
知
而
不
在
敬
者
之
指
。
但
其
語
意
頗
傷
急
迫
、
既
不
能
盡
其
全
體
規
模

之
大
、
又
無
以
見
其
從
容
潛
玩
、
積
久
貫
通
之
功
耳
。」
ま
た
、「
向
裏
」
の
意

は
得
て
い
る
も
の
の
「
外
面
」
に
多
く
の
遺
漏
が
あ
る
、
と
い
う
評
価
に
関
し

て
は
以
下
も
同
趣
旨
で
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
八
、一
一
三
条
、
沈
僩
録
（
Ⅱ

419

）「
五
峯
説
立
志
以
定
其
本
、
居
敬
以
持
其
志
、
志
立
乎
事
物
之
表
、
敬
行

乎
事
物
之
内
、
而
知
乃
可
精
者
。
這
段
語
、
本
説
得
極
精
。
然
却
有
病
者
、
只

説
得
向
裏
來
、
不
曽
説
得
外
面
、
所
以
語
意
頗
傷
急
迫
。
蓋
致
知
本
是
廣
大
。

須
用
説
得
表
裏
内
外
、
周
徧
兼
該
、
方
得
。
其
曰
志
立
乎
事
物
之
表
、
敬
行
乎

事
物
之
内
、
此
語
極
好
、
而
曰
而
知
乃
可
精
、
便
有
局
促
氣
象
。」
こ
こ
で
は

専
ら
胡
宏
の
「
格
之
之
道
、
Ａ
必
立
志
以
定
其
本
而
居
敬
以
持
其
志
。
志
立
于

事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物
之
内
、
Ｂ
而
知
乃
可
精
。」
と
い
う
語
を
対
象
に
「
只

説
得
向
裏
來
、
不
曽
説
得
外
面
」「
語
意
頗
傷
急
迫
」
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ

て
い
る
。
思
う
に
Ａ
は
格
物
致
知
に
先
立
つ
涵
養
の
工
夫
と
し
て
の
「
立
志
」

「
居
敬
」
を
説
く
も
の
、
Ｂ
は
格
物
致
知
実
践
の
効
験
と
し
て
の
「
知
乃
可
精
」

を
説
く
も
の
で
あ
り
、
肝
心
の
格
物
致
知
実
践
の
方
法
に
関
す
る
具
体
的
言
及

を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
階
梯
を
欠
く
ま
ま
に
Ａ
が
直
ち
に
Ｂ
の
効
験
を
も
た
ら

す
と
説
く
点
が
、「
急
迫
」（
性
急
）
と
い
う
評
価
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
だ
と

す
れ
ば
こ
こ
で
の
「
向
裏
」
は
格
物
致
知
の
本
根
と
し
て
の
涵
養
（
立
志
居
敬
）

を
、「
外
面
」は
事
物
に
即
し
て
の
具
体
的
な
格
物
致
知
の
実
践
を
指
す
か
。『
語

類
』
巻
一
八
、一
一
五
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅱ419

～420

）「
問
。
立
志
以
定
其

本
、
莫
是
言
學
便
以
道
為
志
、
言
人
便
以
聖
為
志
之
意
否
。
曰
。
固
是
。
…
又

曰
。
五
峯
説
得
這
數
句
甚
好
。
但
只
不
是
正
格
物
時
工
夫
、却
是
格
物
已
前
事
、

而
今
却
須
恁
地
。」『
語
類
』
巻
一
八
、一
一
七
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅱ4420

）「
問
。
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先
生
説
格
物
、
引
五
峯
復
齋
記
曰
、
格
之
之
道
、
必
立
志
以
定
其
本
、
居
敬
以

持
其
志
云
云
、
以
為
不
免
有
急
迫
意
思
、
何
也
。
曰
。
五
峯
只
説
立
志
居
敬
、

至
於
格
物
、却
不
説
。」『
語
類
』
巻
一
八
、一
一
八
条
、徐
㝢
録
（
Ⅱ421

）「
問
。

胡
氏
説
何
謂
太
迫
。
曰
。
説
得
來
局
蹙
、
不
恁
地
寛
舒
。
…
他
説
立
志
以
定
其

本
、
是
始
者
立
箇
根
基
。
居
敬
以
持
其
志
、
志
立
乎
事
物
之
表
、
敬
行
乎
事
物

之
内
、
而
知
乃
可
精
。
…
此
是
説
格
物
以
前
底
事
、
後
面
所
說
、
又
是
格
物
以

後
底
事
、
中
間
正
好
用
工
曲
折
處
、
都
不
曽
説
、
便
是
局
蹙
了
。」

（
39
）「
須
是
内
外
本
末
、
隱
顯
精
粗
、
一
一
周
徧
、
方
是
儒
者
之
學
」　
「
須
是
…

方
是
…
」
は
、是
非
と
も
…
で
あ
っ
て
、そ
れ
で
こ
そ
…
だ
。「
儒
者
之
學
」
は
、

胡
宏
の
語
が
「
儒
者
之
道
」
を
論
ず
る
文
脈
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

意
識
し
た
表
現
。
前
々
注
参
照
。「
内
外
本
末
、
隱
顯
精
粗
」
に
関
連
す
る
用

例
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
学
或
問
』「
人
之
所
以
為
學
、心
與
理
而
已
矣
。

心
雖
主
乎
一
身
、
而
其
體
之
虚
靈
、
足
以
管
乎
天
下
之
理
。
理
雖
散
在
萬
物
、

而
其
用
之
微
妙
、
實
不
外
乎
一
人
之
心
。
初
不
可
以
内
外
精
粗
而
論
也
。」『
大

学
章
句
』
伝
五
章
「
衆
物
之
表
裏
精
粗
、
無
不
到
。」

　
　
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
八
（
34
～
94
条
）、
訳
注
担
当
者

34
～
46
条　
　
　
　
　
　

白　

﨑　

藍

47
～
57
条　
　
　
　
　
　

福　

谷　

彬

58
～
65
条　
　
　
　
　
　

王
孫　

涵
之

66
～
74
条　
　
　
　
　
　

岩
本
真
利
絵

75
～
81
条　
　
　
　
　
　

陳　

佑　

真

82
～
86
条 　
　
　
　
　
　

臧　

魯　

寧

87
～
89
条 　
　
　
　
　
　

松
宮　

貴
之

90
～
94
条　
　
　
　
　
　

中　

純　

夫

（
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
六
日
受
理
）

（
し
ら
さ
き　

あ
い　

京
都
府
立
大
学
学
術
研
究
員
）

（
ふ
く
た
に　

あ
き
ら　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東
ア
ジ
ア   

　
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）

（
お
う
そ
ん　

か
ん
し　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

（
い
わ
も
と　

ま
り
え　

大
谷
大
学
任
期
制
助
教
）

（
ち
ん　

ゆ
う
ま　

京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

（
ぞ
う　

ろ
ね
い　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

（
ま
つ
み
や　

た
か
ゆ
き　

佛
教
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

（
な
か　

す
み
お　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）
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